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Ⅰ 土木工事成績評定のガイドラインの趣旨

沖縄県土木建築部における土木工事の成績評定については、「工

事成績採点の考査項目の考査項目別運用表」により評価を行い、

これを公表している。

今回、工事成績評定の指標となる「沖縄県土木建築部 土木工

事成績評定のガイドライン」は、

① 土木工事成績評定の指針として、

さらに、当該ガイドラインの公表を行うことで

② 受注者の技術レベルの向上

③ 社会基盤施設となる工事目的物の品質向上

を目的としている。
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Ⅱ 土木工事成績評定の運用における留意事項

土木工事成績評定における「出来形管理」及び「品質管理」項

目の配点の重みが大きいかは、【資料-1】細目別評定点採点表に、

示すとおり、評定細別が全てａ評価の場合、品質管理が17.4%、次

に出来形管理が14.9%と高いウエイトを占めている。その内、加点

35点の内訳では、「品質管理」が22.9%、「出来形管理」が16.0%と

両方で39%も占めている。このことは、「出来形管理」及び「品質

管理」がいかに重要で、かつ密接・相互に関連していることを示

すものである。

当該ガイドラインは、国土交通省の標準考査項目別運用表（地

方自治体運用）等を参考に、「出来形管理」及び「品質管理」に係

る成績評定の運用について取りまとめてあり、特に測定値のａ判

定～ｃ判定の評定方法や新たに測定数による評定等が追加され、

より厳格化されている。

１ 出来形管理・品質管理の評定方法

（１）評定の対象工種

① 「主たる工種」によって評価する。（現場監督員・検査員）

★主たる工種の判断：本工事費の金額の大きさを基本とし

、「金額以外の重要な工種」も踏まえて総合的に判断する。

② 多工種の場合は、最大３工種に絞って評価する。（現場監

督員・検査員）

③ 主たる工種、又は最大３工種の選定については、工事着

手前の施工打合せ時に協議を行い、施工計画書にその旨

記載する。
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（２）出来形管理

１）一次評価（測定項目ごと）

① 測定項目のばらつきの判断は「別紙－４」を参照し、以

下のとおりとする。

■規格値（設計値との差）が上・下限値

■規格値が下限値、又は上限値のみで重要な測定項目

ア：各種舗装工の厚さｔ（－）

イ：吹付工（コンクリート・モルタル）の厚さｔ（－）

ウ：アンカー工の配置誤差ｄ（＋）

エ：各種基礎工の偏心量ｄ（＋）

オ：各種基礎工の傾斜（＋）

カ：地中連続壁工（壁式・柱列式）の変位（＋）

キ：浚渫船運転工（グラブ・バックホウ浚渫船）の

基準高▽（+200mm以下）

★管理手法

（－）：その絶対値を仮想上限値として管理する。

（＋）：設計値を目標（中央）値として管理する。

ただし、キ：浚渫工は、機種、能力及び

実績などを検討のうえ、監督職員と協議し、

下限値を設定して管理する。

②【測定数による一次評価】

測定数で判定する。

測定数は、10点以上と9点以下で区分けする。

区分の10点は、以下の事項を考慮

■舗装工の表層・路盤厚さにおける10点以上は、平均厚

さの規格値も同時に満足する必要があること。

■平均値の規格値もある試験項目（現場密度等）につい

ては、平均値の規格値も同時に満足する必要がある。

１工事３千㎡超の舗装工事の場合は、１ロット10孔の

試験測定となっている。
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【10点以上】

判定条件：すべての測定値が規格値を満足していること。

ａ判定：規格値50%以内に測定数８割以上が入っている。

ただし、残りの２割以下の測定値が80%超に入っ

ている場合は、ｂ判定とする。

ｂ判定：規格値80%以内に測定数８割以上が入っている。

ｃ判定：ａ、ｂに該当しない。

（具体には、規格値80%超に測定数２割超が入っ

ている場合）

【９点以下】

判定条件：すべての測定値が規格値を満足していること。

ｂ判定：規格値50%以内に測定数８割以上が入っている。

ｃ判定：ｂに該当しない。（ばらつき度が80%以内、又は

80%を超える）

注１）「ａ判定」はなし。測定数10点以上（標準）より

ばらつき判定は、１ランクダウンとなる。

注２）必要以上に測定基準を超えて測定数を10個以上

としてはいけない。

③ 主たる工種の評定

ア．主たる工種（舗装工など）の複数の測定項目について、

それぞれの項目毎に（ａ、ｂ、ｃ）を判定する。

イ．その中で最もばらつきが悪い判定をその工種の判定と

する。【現場監督員】

【検査員】の評定は、以下のとおり。

ア．ばらつき度の判定：最もばらつきが悪い判定をその

主たる工種の評定とする。

イ．該当項目数：評価した項目数

ウ．上記ア．ばらつき度とイ．該当項目数より、出来形

総合評価を行う。
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２）二次評価（工種）及び三次評価（３工種全体）

① 主たる工種の場合

上記③ 主たる工種の判断で決定となる。

（1つでもｂがあればｂ判定、ｃがあればｃ判定となる）

② 最大３工種の場合

・二次評価：それぞれの工種毎に主たる工種同様の判定

を行い評価する。

・三次評価：その中で最もばらつきが悪い判定を、工事

全体の判定とする。【現場監督員】

（最大３工種で全てａの場合、ａ判定となる。

1つでもｂがあればｂ判定となる。

1つでもｃがあればｃ判定となる。）

【検査員】の評定は、以下のとおり。

ア．ばらつき度の判定：最もばらつきが悪い判定を、工事

全体の評定とする。

イ．該当項目数：評価した項目数

ウ．上記ア．ばらつき度とイ．該当項目数より、出来形

総合評価を行う。
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（３）品質管理

１）一次評価（測定項目ごと）

① 測定項目のばらつきの判断は「別紙－４」を参照し、以

下のとおりとする。

■規格値（設計値との差）が上・下限値

■規格値が下限値、又は上限値のみで重要な測定項目

ア：舗装工の現場密度（個々；規格値以上）

イ：舗装工の現場密度（平均；規格値以上）

ウ：コンクリートの圧縮強度（平均；呼び強度以上）

★管理手法

（規格値以上）：理論密度を100%（中央値）として

下側管理として管理する。

（呼び強度以上）：配合設計の標準偏差σを用いて管理

する。以下４）を参照

②【測定数による一次評価】

測定数で判定する。

測定数は、10点以上と9点以下で区分けする。

【10点以上】

判定条件：すべての測定値が規格値を満足していること。

ａ判定：規格値50%以内に測定数８割以上が入っている。

ただし、残りの２割以下の測定値が80%超に入っ

ている場合は、ｂ判定とする。

ｂ判定：規格値80%以内に測定数８割以上が入っている。

ｃ判定：ａ、ｂに該当しない。

（具体には、規格値80%超に測定数２割超が入っ

ている場合）

【９点以下】

判定条件：すべての測定値が規格値を満足していること。

ｂ判定：規格値50%以内に測定数８割以上が入っている。

ｃ判定：ｂに該当しない。（ばらつき度が80%以内、又は

80%を超える）
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注１）「ａ判定」はなし。測定数10点以上（標準）より

ばらつき判定は、１ランクダウンとなる。

注２）必要以上に測定基準を超えて測定数を10個以上

としてはいけない。

③ 主たる工種の評定

ア．主たる工種（舗装工など）の複数の測定項目について、

それぞれの項目毎に（ａ、ｂ、ｃ）を判定する。

イ．その中で最もばらつきが悪い判定をその工種の判定と

する。【現場監督員】

【検査員】の評定は、以下のとおり。

ア．ばらつき度の判定：最もばらつきが悪い判定ををその

主たる工種の評定とする。

イ．該当項目数：評価した項目数

ウ．上記ア．ばらつき度とイ．該当項目数より、品質総合

評価を行う。

２）二次評価（工種）及び三次評価（３工種全体）

① 主たる工種の場合

上記③ 主たる工種の判断で決定となる。

（1つでもｂがあればｂ判定、ｃがあればｃ判定となる）

② 最大３工種の場合

・二次評価：それぞれの工種毎に主たる工種同様の判定

を行い評価する。

・三次評価：その中で最もばらつきが悪い判定を、工事

全体の判定とする。【現場監督員】

（最大３工種で全てａの場合、ａ判定となる。

1つでもｂがあればｂ判定となる。

1つでもｃがあればｃ判定となる。）

【検査員】の評定は、以下のとおり。

ア．ばらつき度の判定：最もばらつきが悪い判定を、工事

全体の評定とする。

イ．評価値：最大３工種の総合評価値

7



ウ．上記ア．ばらつき度とイ．総合評価値より、「判断基準」

に基づいて品質総合評価を行う。
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（４）コンクリート工圧縮強度のばらつき判断（一次）

① コンクリート工については、新たに配合強度（目標）と

その標準偏差に基づいて、圧縮強度のばらつき管理を以下

のとおり追加する。

【追加理由】

重要構造物（橋梁下部工・上部工、擁壁工、カルバート

工など）が100年耐久性確保の観点から水セメント比が50%

以下を求められ、呼び強度が30Mpaと高強度（ＰＣプレスト

レストコンクリートの最低強度でもある）となっているこ

とである。

そのため、現場では、温度ひび割れによるカルバート側

壁の貫通ひび割れ、橋梁下部工の表層ひび割れ、地覆工の

温度ひび割れが発生している。

また、受け入れる生コンクリートも過剰強度（呼び強度

の1.5倍）が散見されることから、社会基盤施設となる重要

構造物の品質を確保することは、品確法の趣旨から重要な

課題となっている。

② ばらつきの管理基準

生コンクリート配合報告書に基づくと、

呼び強度ＳＬ（下限値）、標準偏差σ及び正規分布より

■配合強度（目標値）=ＳＬ+2.5σ・・・・・・・・・（Ａ）

0.5σは、呼び強度ＳＬ未満と許容

■上限値=配合強度+3.0σ=ＳＬ+5.5σ ・・・・・・・(Ｂ)

【+50% ～ -50%】

■+50% =配合強度（目標値）+1.5σ =ＳＬ+4.0σ・・・（Ｃ）

■-50% =ＳＬ+1.25σ・・・・・・・・・・・・・・・（Ｄ）

【+80% ～ -80%】

■+80% =配合強度（目標値）+2.4σ =ＳＬ+4.9σ・・・（Ｅ）

■-80% =ＳＬ+0.5σ・・・・・・・・・・・・・・・・（Ｆ）
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整理すると、以下のとおり

・上限値 = ＳＬ+5.5σ

・＋80 % = ＳＬ+4.9σ

・＋50 % = ＳＬ+4.0σ

・目標値 = ＳＬ+2.5σ（配合強度）

・－50 % = ＳＬ+1.25σ

・－80 % = ＳＬ+0.5σ

・下限値 = ＳＬ

【事例】

●呼び強度ＳＬ=30Ｎ/m㎡（ＭPa）、標準偏差σ=2.5Ｎ/m㎡（ＭPa）

・上限値 = ＳＬ+5.5σ = 43.8 Ｎ/m㎡（ＭPa）

・＋80 % = ＳＬ+4.9σ = 42.3 〃

・＋50 % = ＳＬ+4.0σ = 40.0 〃

・目標値 = ＳＬ+2.5σ（配合強度）= 36.3 〃

・－50 % = ＳＬ+1.25σ = 33.1 〃

・－80 % = ＳＬ+0.5σ = 31.3 〃

・下限値 = ＳＬ = 30.0 〃

10



（５）管理能力図及びばらつき判定の事例

参考として、（資料-４）に、－規格値の場合【出来形管

理】、現場密度（個々）及び平均Ｘ10【品質管理】及びコン

クリート工圧縮強度【品質管理】のばらつき判定事例を示

す。

以 上
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．
社

会
性

等
Ⅰ

．
地

域
へ

の
貢

献
等

（
 0

 ）
×

0
.2

＋
3
.2

＝
3
.2

(2
.0

)

3
.2

点
5
.2

点
0
.6

1
5

5
.7

%
７

．
法

令
遵

守
等

0

0
点

（
 0

 ）
×

0
.4

＋
2
6
＝

（
 0

 ）
×

0
.2

＋
1
3
＝

（
 0

 ）
×

0
.4

＋
2
6
＝

6
5

(3
5
.0

)

2
6

点
1
3

点
2
6

点
1
0
0
点

1
0
0
.0

%

８
．

総
合

評
価

　
　

技
術

提
案

※
得

点
割

合
は

、
細

目
評

定
点

の
合

計
に

対
す

る
得

点
の

割
合

を
百

分
率

で
示

す
。

別
記

様
式

第
２

(土
木

工
事

)

※
 中

間
・
一

部
完

成
検

査
が

あ
っ

た
場

合
（
①

＋
②

＋
③

×
０

．
５

＋
④

×
０

．
５

）
＝

細
目

別
評

定
点

（
中

間
、

一
部

完
成

が
２

回
以

上
の

場
合

は
③

を
平

均
す

る
）

　
  

中
間

・
一

部
完

成
検

査
が

な
か

っ
た

場
合

（
①

＋
②

＋
④

）
＝

細
目

別
評

定
点

)

※
総

合
評

価
技

術
提

案
は

、
技

術
提

案
の

履
行

が
確

認
で

き
な

い
場

合
に

は
『
不

履
行

』
を

選
択

す
る

。

④
検

査
員

（
完

成
）

技
術

提
案

履
行

確
認

 
 

 

合
　

計

細
目

別
評

定
点

採
点

表

①
現

場
監

督
員

②
主

任
監

督
員

③
検

査
員

（
中

間
・
一

部
）

③
検

査
員

（
中

間
・
一

部
）

【
 標

準
 の

場
合

 】
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【
資

料
－

１
】

1
0
0
点

の

項
　

　
目

細
　

　
別

細
目

別
評

定
表

得
点

割
合

構
成

率

１
．

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

（
 1

 ）
×

0
.4

＋
2
.9

＝
3
.3

3
.3

点
3
.3

点
1
.0

0
0

3
.3

%
Ⅱ

．
配

置
技

術
者

（
 3

 ）
×

0
.4

＋
2
.9

＝
4
.1

4
.1

点
4
.1

点
1
.0

0
0

4
.1

%
２

．
施

工
状

況
Ⅰ

．
施

工
管

理
（
 4

 ）
×

0
.4

＋
2
.9

＝
（
 0

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
（
 0

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
（
 5

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
1
3
.0

4
.5

点
点

点
8
.5

点
1
3
.0

点
1
.0

0
0

1
3
.0

%
Ⅱ

．
工

程
管

理
（
 4

 ）
×

0
.4

＋
2
.9

＝
（
 2

 ）
×

0
.2

＋
3
.2

＝
8
.1

4
.5

点
3
.6

点
8
.1

点
1
.0

0
0

8
.1

%
Ⅲ

．
安

全
対

策
（
 5

 ）
×

0
.4

＋
2
.9

＝
（
 3

 ）
×

0
.2

＋
3
.3

＝
8
.8

4
.9

点
3
.9

点
8
.8

点
1
.0

0
0

8
.8

%
Ⅳ

．
対

外
関

係
（
 2

 ）
×

0
.4

＋
2
.9

＝
3
.7

3
.7

点
3
.7

点
1
.0

0
0

3
.7

%
３

．
出

来
形

及
び

Ⅰ
．

出
来

形
（
 4

 ）
×

0
.4

＋
2
.8

＝
（
 0

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
（
 0

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
（
 1

0
 ）

×
0
.4

＋
6
.5

＝
1
4
.9

　
　

出
来

ば
え

4
.4

点
点

点
1
0
.5

点
1
4
.9

点
1
.0

0
0

1
4
.9

%
Ⅱ

．
品

質
（
 5

 ）
×

0
.4

＋
2
.9

＝
（
 0

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
（
 0

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
（
 1

5
 ）

×
0
.4

＋
6
.5

＝
1
7
.4

4
.9

点
点

点
1
2
.5

点
1
7
.4

点
1
.0

0
0

1
7
.4

%
Ⅲ

．
出

来
映

え
（
 0

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
（
 0

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
（
 5

 ）
×

0
.4

＋
6
.5

＝
8
.5

点
点

8
.5

点
8
.5

点
1
.0

0
0

8
.5

%
４

．
工

事
特

性
Ⅰ

．
施

工
条

件
等

へ
の

（
 2

0
 ）

×
0
.2

＋
3
.3

＝
7
.3

　
  

 対
応

7
.3

点
7
.3

点
1
.0

0
0

7
.3

%
５

．
創

意
工

夫
Ⅰ

．
創

意
工

夫
（
 7

 ）
×

0
.4

＋
2
.9

＝
5
.7

5
.7

点
5
.7

点
1
.0

0
0

5
.7

%
６

．
社

会
性

等
Ⅰ

．
地

域
へ

の
貢

献
等

（
 1

0
 ）

×
0
.2

＋
3
.2

＝
5
.2

5
.2

点
5
.2

点
1
.0

0
0

5
.2

%
７

．
法

令
遵

守
等

0

0
点

（
 3

5
 ）

×
0
.4

＋
2
6
＝

（
 3

5
 ）

×
0
.2

＋
1
3
＝

（
 3

5
 ）

×
0
.4

＋
2
6
＝

1
0
0
.0

1
0
0
.0

%
4
0

点
2
0

点
4
0

点
1
0
0
点

８
．

総
合

評
価

　
　

技
術

提
案

※
得

点
割

合
は

、
細

目
評

定
点

の
合

計
に

対
す

る
得

点
の

割
合

を
百

分
率

で
示

す
。

※
 中

間
・
一

部
完

成
検

査
が

あ
っ

た
場

合
（
①

＋
②

＋
③

×
０

．
５

＋
④

×
０

．
５

）
＝

細
目

別
評

定
点

（
中

間
、

一
部

完
成

が
２

回
以

上
の

場
合

は
③

を
平

均
す

る
）

　
  

中
間

・
一

部
完

成
検

査
が

な
か

っ
た

場
合

（
①

＋
②

＋
④

）
＝

細
目

別
評

定
点

)

※
総

合
評

価
技

術
提

案
は

、
技

術
提

案
の

履
行

が
確

認
で

き
な

い
場

合
に

は
『
不

履
行

』
を

選
択

す
る

。

③
検

査
員

（
中

間
・
一

部
）

④
検

査
員

（
完

成
）

合
　

計

技
術

提
案

履
行

確
認

 
 

 

【
 ａ

 評
価

の
場

合
 】

細
目

別
評

定
点

採
点

表

①
現

場
監

督
員

②
主

任
監

督
員

③
検

査
員

（
中

間
・
一

部
）

13



【資料－２】

Ⅱ 土木工事成績評定の運用における留意事項　

1 出来形管理・品質管理の評定方法

（１）評定の対象工種

①「主たる工種」によって評価する。

②多工種：最大３工種に絞って評価する。

③施工打合わせ時に、主たる工種、又は最大３工種の選定を協議

（２）出来形管理

　１）一次評価（測定項目ごと）

①測定項目のばらつき度の判断：「別紙－４」を参照し、以下のとおり

②測定数による一次評価

　【10点以上】

判定条件：すべての測定値が規格値を満足

ａ判定：ばらつき度が50%以内（測定数８割以上が規格値５０％以内、かつ残りは８０％以内）

ｂ判定：ばらつき度が80%以内（測定数８割以上が規格値８０％以内）

ｃ判定：ａ、ｂに該当しない（ばらつき度が80%を超える）

　【９点以下】

ｂ判定：ばらつき度が50%以内

ｃ判定：ｂに該当しない（ばらつき度が80%以内、又は80%を超える）

　注）ａ判定はなし。測定数10点以上（標準）よりもばらつき判定は１ランクダウンとなる。

③主たる工種の評定

　・複数の測定項目について、それぞれの項目毎に（ａ、ｂ、ｃ）を判定

　・その中でもっともばらつきが悪い判定をその工種の評定とする。【現場監督員】

　・【検査員】の評定は、以下のとおり

　　ア．ばらつき度の判定：もっともばらつきが悪い判定を工事全体の評定とする。

　　イ．該当項目数：評価した項目数

　　ウ． 上記ア．ばらつき度とイ．該当項目数より、出来形総合評価を行う。

　２）二次評価（工種）及び三次評価（３工種全体）

①主たる工種のみの場合：上記③の評定で決定

②最大３工種の場合

　・二次評価：それぞれの工種毎に「主たる工種」同様の判定を行い評価

　・三次評価（全体）
　　ア．ばらつき度の判定：もっともばらつきが悪い判定を工事全体の評定とする。【現場監督員】
　　イ．該当項目数：評価した項目数
　　ウ． 上記イ．ばらつき度とウ．該当項目数より、出来形総合評価を行う。【検査員】

（３）品質管理

　１）一次評価（測定項目ごと）

①測定項目のばらつき度の判断：「別紙－４」を参照し、以下のとおり

②測定数による一次評価

　【10点以上】

判定条件：すべての測定値が規格値を満足

ａ判定：ばらつき度が50%以内（測定数８割以上が規格値５０％以内、かつ残りは８０％以内）

ｂ判定：ばらつき度が80%以内（測定数８割以上が規格値８０％以内）

ｃ判定：ａ、ｂに該当しない（ばらつき度が80%を超える）

　【９点以下】

ｂ判定：ばらつき度が50%以内

ｃ判定：ｂに該当しない（ばらつき度が80%以内、又は80%を超える）

　注）ａ判定はなし。測定数10点以上（標準）よりもばらつき判定は１ランクダウンとなる。

③主たる工種の評定

　・複数の測定項目について、それぞれの項目毎に（ａ、ｂ、ｃ）を判定

　・その中でもっともばらつきが悪い判定をその工種の評定とする。【現場監督員】

　・【検査員】の評定は、以下のとおり

　　ア．ばらつき度の判定：もっともばらつきが悪い判定を工事全体の評定とする。

　　イ．評価値：主たる工種の評価値

　　ウ． 上記ア．ばらつき度とイ．評価値より、「判断基準」に基づいて品質総合評価を行う。

　２）二次評価（工種）及び三次評価（３工種全体）

①主たる工種のみの場合：上記③の評定で決定

②最大３工種の場合

　・二次評価：それぞれの工種毎に主たる工種同様の判定を行い評価

　・三次評価（全体）
　　ア．ばらつき度の判定：もっともばらつきが悪い判定を工事全体の評定とする。【現場監督員】
　　イ．評価値：最大３工種の総合評価値
　　ウ． 上記ア．ばらつき判定とイ．総合評価値より、「判断基準」に基づいて 品質総合評価を行う。【検査員】

   注）ばらつきのない工種（仮設工、補強土壁工）は対象外とする。
     残りの工種でもっとも悪いばらつきで判定する。

出来形管理・品質管理の評定に係る体系
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【資料－３】
評定（出来形管理・品質管理）の事例

★１　「主たる工種」のケース（舗装工事）

【出来形管理】

測定 項目評価 工種評価

管理基準 協議 数 一次 二次 （一次） （二次）

下層路盤 基準高 ±50 mm 10 50%以内 －   ａ

厚さ(個々) -45 ±45 mm 10 50%以内 －   ａ 【現場監督員】

厚さ(10個平均) -15 mm 1 －
「ｂ」をチェック

上層路盤 厚さ(個々) -30 ±30 mm 10 50%以内 －   ａ 【検査員】

厚さ(10個平均) -10 mm 1 －

表層 厚さ(個々) -9 ±9 mm 10 80%以内 － ｂ

厚さ(10個平均) -3 mm 1 －

平坦性σ 2.4以下 mm 1
ロット

80%以内 － ｂ

【品質管理】

測定 項目評価 工種評価

管理基準 協議 数 一次 二次 （一次） （二次）

下層路盤 現場密度試験

Ｘ（個々） 93 % 10 50%以内 －   ａ 【現場監督員】

Ｘ10（平均） 95 % 1 －
「ｂ」をチェック

上層路盤 現場密度試験 【検査員】

Ｘ（個々） 93 % 10 50%以内 －   ａ

Ｘ10（平均） 95 % 1 －

表層 現場密度試験

Ｘ（個々） 94 % 3 50%以内 80%以内 ｂ

Ｘ3（平均） 96.5 % 1 －

注）平均値については、規格値以上である
ことを確認すること。

評　定

評　定

①ばらつき度
　「80%以内」
　をチェック
②該当項目を
　チェック
③該当数３→ ｂ
　該当数２→ ｂ’

①ばらつき度
　「80%以内」
　をチェック
②該当項目を
　チェック
③評価値の割合
　→ ａ’～ ｃ

規格値

単位

ｂ

ｂ

工種 種別 測定項目

ばらつき判定

ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
工

ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
工

工種 種別 測定項目

規格値

単位

ばらつき判定

測定９点以下（標準以下）の
ばらつき判定は、測定10点以下
（標準）よりも１ランクダウン
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【資料－３】

評定（出来形管理・品質管理）の事例

★２　「最大３工種」のケース（基本）

【出来形管理】

項目評価 工種評価 全体評価

管理基準 協議 一次 二次 （一次） （二次） （三次）

掘削 基準高 ±50 mm 5 50%以内 80%以内 ｂ

路体盛土 基準高 ±5０ mm 5 50%以内 80%以内 ｂ

路床盛土 基準高 ±5０ mm 5 50%以内 80%以内 ｂ

場所打擁壁工 基準高 ±5０ mm 10 50%以内 －   ａ

組立て 平均間隔ｄ ±φ(22) mm 15 50%以内 －   ａ

組立て かぶりｔ
±φ(22)かつ

最小かぶり以上
mm 15 50%以内 －   ａ

下層路盤 基準高 ±50 mm 10 50%以内 －   ａ

厚さ(個々) -45 ±45 mm 10 50%以内 －   ａ

厚さ(10個平均) -15 mm 1 －

上層路盤 厚さ(個々) -30 ±30 mm 10 50%以内 －   ａ

厚さ(10個平均) -10 mm 1 －

表層 厚さ(個々) -9 ±9 mm 10 80%以内 － ｂ

厚さ(10個平均) -3 mm 1 －

平坦性σ 2.4以下 mm 1
ロット

80%以内 － ｂ

【品質管理】

測定 項目評価 工種評価 全体評価

管理基準 協議 数 一次 二次 （一次） （二次） （三次）

施工（路体） 現場密度
最大乾燥密度の

90以上
％ 3 50%以内 80%以内 ｂ

施工（路床） 現場密度
最大乾燥密度の

95以上
％ 3 50%以内 80%以内 ｂ

スランプ試験 ±2.5 cm 5 50%以内 80%以内 ｂ

コンクリートの圧
縮強度試験

呼び強度以上 配合強度 Ｎ／m㎡ 5 ８0%以内 80%を超   　　ｃ

空気量測定 ±1.5 cm 5 50%以内 80%以内 ｂ

下層路盤 現場密度

Ｘ（個々） 93 % 10 50%以内 －   ａ

Ｘ10（平均） 95 % 1 －

上層路盤 現場密度

Ｘ（個々） 93 % 10 50%以内 －   ａ

Ｘ10（平均） 95 % 1 －

表層 現場密度

Ｘ（個々） 94 % 3 50%以内 80%以内 ｂ

Ｘ3（平均） 96.5 % 1 －

●判断基準

評　定

ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
工

ｂ

規格値

単位

ばらつき判定

工種 種別 測定項目

規格値

単位

ばらつき判定測
定
数

a

【監督員】

ｂ
【検査員】

　ｂ’

【現場監督員】：「ｂ」

【検査員】
①ばらつき度：「80%以内」
②該当数：２の場合
　　　　　↓

　　　「ｂ’」

土
工 ｂ

評　定

土
工

工種 種別 測定項目

ｂ

コ
ン
ク
リ
ー

ト
工

注）平均値については、規格値以上である
ことを確認すること。

コ
ン
ク
リ
ー

ト
工

ｃ

【監督員】

ｃ
【検査員】

　ｂ’

【現場監督員】：「ｃ」

【検査員】
品質総合評価において
＜判断基準＞を適用
①ばらつき度：「80%超」
②評価値：３工種合計の
　評価項目数÷該当項目数
　＝７５%の場合
　　↓
評定：「ｂ’」

ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
工

ｂ

測定９点以下（標準以下）の
ばらつき判定は、測定10点以下（標準）
よりも１ランクダウンとなる。

８０％以下

９０％以上 ａ' ｂ
７５％以上９０％未満 ｂ ｂ'
６０％以上７５％未満 ｂ' ｃ

６０％未満 ｃ ｃ

ｂ
ｂ'

ａ
ａ'

評
価
値

５０％以下
ばらつきで判断不可能

ｂ
ｂ'
ｃ
ｃ

８０％を超える

ばらつきで判断可能
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【
資

料
－

４
】

出
来
形
管
理
・
品
質
管
理
の
ば
ら
つ
き
判
定

【
出
来
形
管
理
】

測
定

項
目

規
格

値
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

③
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
厚

さ
ｔ

-７
m

m

設 計 値 と の 差

ば
ら

つ
き

判
定

【
50

％
内

】
●

 
15

/1
5=

10
0%

【
50

％
内

】
●

 
12

/1
5=

80
%

 (≧
80

%
)

【
50

％
内

】
×

 
10

/1
5=

67
%

 (<
80

%
)

【
80

%
内

】
●

 
15

/1
5=

10
0%

設 計 値 と の 差

①
下

層
路

盤
厚

さ
ｔ

-4
5m

m

測
点

②
上

層
路

盤
厚

さ
ｔ

-2
5m

m

設 計 値 と の 差

設
計
値
±
０
m
m

5
0
%
－
2
2
.5
m
m

8
0
%
－
3
6
m
m

下
限
値
-4
5
m
m

仮
想
5
0
%
＋
2
2
.5
m
m

仮
想
8
0
%
+
3
6
m
m

仮
想
上
限
値
+
4
5
m
m

設
計
値
±
０
m
m

5
0
%
－
1
2
.5
m
m

8
0
%
－
2
0
m
m

下
限
値
-2
5
m
m

仮
想
5
0
%
＋
1
2
.5
m
m

仮
想
8
0
%
+
2
0
m
m

仮
想
上
限
値
+
2
5
m
m

設
計
値
±
０
m
m

5
0
%
－
3
.5
m
m

8
0
%
－
5
.6
m
m

下
限
値
－
7
m
m

仮
想
5
0
%
＋
3
.5
m
m

仮
想
8
0
%
+
5
.6
m
m

仮
想
上
限
値
+
7
m
m

17



【
資

料
－

４
】

出
来
形
管
理
・
品
質
管
理
の
ば
ら
つ
き
判
定

【
品
質
管
理
】

測
定

項
目

規
格

値
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10

【
50

％
内

】
×

8/
10

=
80

%
(2

0%
≧

80
%

）
【

80
%

内
】

●
8/

10
=

80
%

 (≧
80

%
)

【
50

％
内

】
●

 
9/

10
=

90
%

 >
80

%

下
限
値
が
規
程
さ
れ
、
上
限
が
決
ま
っ
て
い
る
（
理
論
密
度
1
0
0
%
）
場
合

平
均

値
95

%
以

上

③
表

層
現

場
密

度
（

個
々

）
94

%
以

上
（

平
均

Ｘ
10

）
96

%
以

上

設 計 値 と の 差

下
限
値
が
規
程
さ
れ
、
上
限
が
決
ま
っ
て
い
る
（
理
論
密
度
1
0
0
%
）
場
合

②
下

層
／

上
層

路
盤

現
場

密
度

（
個

々
）

93
%

以
上

（
平

均
Ｘ

10
）

95
%

以
上

設 計 値 と の 差

平
均

値
96

%
以

上

下
限
値
が
規
程
さ
れ
、
上
限
が
決
ま
っ
て
い
る
（
理
論
密
度
1
0
0
%
）
場
合

測
点

ば
ら

つ
き

判
定

①
路

床
盛

土
現

場
密

度
90

%
以

上

設 計 値 と の 差

【
50

％
内

】
●

 
8/

10
=

80
%

上
限
1
0
0
%
(理
論
値
）

5
0
%
９
５
％

8
0
%
9
2
.5
%

下
限
値
９
０
％

上
限
1
0
0
%
(理
論
値
）

5
0
%
９
6
.５
％

8
0
%
9
4
.4
%

下
限
値
９
3
％

上
限
1
0
0
%
(理
論
値
）

5
0
%
９
7
％

8
0
%
9
5
.2
%

下
限
値
９
4
％

２
点

が
80

%超
に

入
っ

て
い

る
た

め
、

ば

ら
つ

き
判

定
は

80
%以

内
と

な
る

。
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【
資

料
－

４
】

出
来
形
管
理
・
品
質
管
理
の
ば
ら
つ
き
判
定

【
品
質
管
理
】 測

定
項

目
規

格
値

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
圧

縮
強

度
呼

び
強

度
SL

（
Ｍ

ｐ
a）

以
上

標
準

偏
差

σ

設 計 値 と の 差

【
50

％
内

】
×

1/
10

=
10

%
 (≦

80
%

）
【

80
%

内
】
×

5/
10

=
50

%
 (≦

80
%

)
【

80
%

超
】

●
5/

10
=

50
%

 (>
20

%
)

上
限
値
を
超
え
て
も
、
管
理
基
準
は
呼
び
強
度
以
上
な
の
で
Ｏ
Ｕ
Ｔ
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
ひ
び
割
れ
防
止
の
観
点
か
ら
現
場
配
合
の
確
認
を
要
す
る
。

　
3
σ

　
 
2
.
5
σ

　
1
.
5
σ

　
1
.
２

5
σ

2
.
4
σ

2
.
0
σ

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
空

気
量

±
1.

5%

設 計 値 と の 差

【
50

％
内

】
●

 
10

/1
0=

10
0%

測
点

ば
ら

つ
き

判
定

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ス

ラ
ン

プ
±

2.
5c

m

設 計 値 と の 差

【
50

％
内

】
●

 
10

/1
0=

10
0%

設
計
値
±
０
m
m

5
0
%
－
1
.2
5
m

8
0
%
－
2
.0
c
m

下
限
値
-2
.5
c
m

5
0
%
＋
1
.2
5
c
m

8
0
%
+
2
.0
c
m

上
限
値
+
2
.5
c
m

設
計
値
±
０
%

5
0
%
－
0
.7
5
%

8
0
%
－
1
.2
%

下
限
値
-1
.5
%

5
0
%
+
0
.7
5
%

8
0
%
+
1
.2
%

上
限
値
+
1
.5
%

目
標
値
（
配
合
強
度
）
Ｓ
Ｌ
+
2
.5
σ
；
（
Ａ
）

5
0
%
Ｓ
Ｌ
+
1
.2
5
σ
；
（
Ｄ
）

8
0
%
Ｓ
Ｌ
+
0
.5
σ
；
（
Ｆ
）

下
限
値
(呼
び
強
度
）
Ｓ
Ｌ

5
0
%
Ｓ
Ｌ
+
4
.0
σ
；
（
Ｃ
）

8
0
%
Ｓ
Ｌ
+
4
.9
σ
；
（
Ｅ
）

上
限
値
Ｓ
Ｌ
+
5
.5
σ
；
（
Ｂ
）
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Ⅲ 土木工事成績評定基準
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別
紙

-
1

-
1

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
現

場
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｅ

１
.

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

□
適

切
で

あ
る

□
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

■
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

や
や

不
適

切
で

あ
る

□
不

適
切

で
あ

る

「
評

価
対

象
項

目
」

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

施
工

体
制

一
般

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

【
必

須
】

施
工

体
制

一
般

に
関

し
て

、
監

督
施

工
体

制
一

般
に

関
し

て
、

監
督

□
職

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

職
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

行
っ

た
。

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

【
検

査
員

】
関

連
施

工
計

画
書

を
、

工
事

着
手

前
に

提
出

し
て

い
る

。
【

必
須

】
■

■
□ □

【
検

査
員

】
関

連
作

業
分

担
の

範
囲

を
、

施
工

体
制

台
帳

及
び

施
工

体
系

図
に

明
確

に
記

載
し

て
い

る
。

□ □ □ □ □ □ □

【
検

査
員

】
関

連
品

質
証

明
員

が
関

係
書

類
、

出
来

形
、

品
質

等
の

確
認

を
工

事
全

般
に

わ
た

っ
て

実
施

し
て

、
品

質
証

明
に

係
る

体
制

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

。

□

★
品

質
証

明
員

は
、

現
場

代
理

人
、

主
任

技
術

者
（

監
理

技
術

者
）

以
外

の
者

。
社

内
の

一
級

土
木

施
工

管
理

技
士

の
資

格
を

有
す

る
者

。

元
請

が
下

請
の

作
業

成
果

を
検

査
し

て
い

る
。

□ □
★

下
請

け
の

作
業

成
果

の
確

認
や

技
術

指
導

等
に

つ
い

て
、

元
請

の
関

与
が

認
め

ら
れ

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

【
検

査
員

】
関

連
施

工
計

画
書

の
内

容
と

現
場

施
工

方
法

が
一

致
し

て
い

る
。

【
必

須
】

□

緊
急

指
示

、
災

害
、

事
故

等
が

発
生

し
た

場
合

の
対

応
が

速
や

か
で

あ
る

。
□ □

現
場

に
対

す
る

本
店

や
支

店
に

よ
る

支
援

体
制

を
整

え
て

い
る

。
【

必
須

】
□

★
「

品
質

証
明

員
」

と
は

別
に

評
価

す
る

。

工
場

製
作

期
間

に
お

け
る

技
術

者
を

適
切

に
配

置
し

て
い

る
。

□ □

機
械

設
備

、
電

気
設

備
等

に
つ

い
て

、
製

作
工

場
に

お
け

る
社

内
検

査
体

制
（

規
格

値
の

設
定

や
確

認
方

法
等

）
を

整
え

て
い

る
。

□ □

そ
の

他
理

由
：

●
判

断
基

準
評

価
値

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
評

価
値

が
８

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

①
　

当
該

「
評

価
対

象
項

目
」

の
う

ち
、

対
象

と
し

な
い

項
目

は
削

除
す

る
。

②
　

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

を
母

数
と

し
て

計
算

し
た

比
率

(%
)計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

　
評

価
値

(　
％

）
=
該

当
項

目
数

(　
）

／
評

価
対

象
項

目
数

(　
）

④
　

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

項
目

数
以

下
の

場
合

は
ｃ

評
価

と
す

る
。

　

④
施

工
体

制
台

帳
に

基
づ

き
、

施
工

体
系

図
を

作
成

し
、

建
設

業
者

の
名

称
と

技
術

者
名

、
下

請
人

の
名

称
、

工
事

内
容

、
工

期
、

技
術

者
名

な
ど

を
明

示
し

、
各

下
請

人
の

施
工

分
担

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
⑤

施
工

体
系

図
の

写
し

を
監

督
員

に
提

出
し

、
現

場
の

工
事

関
係

者
が

見
や

す
い

場
所

及
び

公
衆

の
見

や
す

い
場

所
に

掲
示

し
て

い
る

こ
と

が
、

工
事

写
真

等
の

関
係

資
料

で
確

認
で

き
る

こ
と

。
⑥

施
工

体
制

台
帳

及
び

施
工

体
系

図
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

：
そ

の
都

度
す

み
や

か
に

監
督

職
員

に
そ

の
写

し
を

提
出

し
て

い
る

こ
と

。
⑦

施
工

体
系

図
に

記
載

の
無

い
業

者
が

作
業

し
て

い
な

い
か

。

①
品

質
向

上
の

た
め

社
内

検
査

員
な

ど
の

品
質

証
明

員
を

定
め

、
工

事
着

手
か

ら
し

ゅ
ん

工
ま

で
の

工
事

全
般

に
わ

た
っ

て
関

与
し

、
組

織
的

に
品

質
の

向
上

に
努

め
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
下

請
け

が
あ

る
工

事
を

対
象

と
す

る
。

下
請

け
が

な
い

場
合

は
評

価
対

象
と

し
な

い
。

施
工

体
制

一
般

に
つ

い
て

、
左

記
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

場
合

は
、

「
e
評

価
」

す
る

。

①
施

工
計

画
書

に
記

さ
れ

た
施

工
方

法
と

、
実

際
の

施
工

方
法

が
一

致
し

て
い

る
こ

と
。

（
変

更
施

工
計

画
書

の
提

出
が

必
要

）
。

)

①
該

当
事

項
が

無
い

場
合

は
、

評
価

対
象

と
し

な
い

。
②

緊
急

指
示

、
自

然
災

害
、

事
故

な
ど

予
期

せ
ぬ

事
案

に
対

し
て

速
や

か
に

対
応

し
た

場
合

に
評

価
す

る
。

①
会

社
が

、
現

場
の

施
工

体
制

や
施

工
管

理
へ

の
支

援
体

制
を

構
築

し
、

社
内

検
査

、
店

社
パ

ト
ロ

ー
ル

、
工

程
会

議
、

工
法

検
討

会
議

な
ど

、
現

場
の

運
営

や
品

質
を

高
め

る
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
、

会
議

の
実

施
状

況
、

議
事

録
、

そ
の

他
関

係
資

料
で

確
認

で
き

る
場

合
に

評
価

す
る

。

d

①
改

善
指

導
等

の
指

示
が

無
い

こ
と

。
★

上
記

指
示

が
無

い
場

合
で

も
、

関
係

書
類

で
履

行
状

況
が

不
適

切
と

判
断

さ
れ

る
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
施

工
計

画
書

を
工

事
着

手
前

に
提

出
し

て
お

り
、

重
要

な
変

更
が

生
じ

た
場

合
も

、
当

該
変

更
部

分
の

工
事

着
手

前
に

「
変

更
施

工
計

画
書

」
が

提
出

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

①
下

請
け

が
あ

る
工

事
を

対
象

。
下

請
け

が
な

い
場

合
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。
②

施
工

体
制

台
帳

に
一

次
下

請
け

、
二

次
下

請
け

な
ど

工
事

施
工

を
請

け
負

う
全

て
の

業
者

に
つ

い
て

、
業

者
名

、
施

工
範

囲
、

技
術

者
名

、
保

険
の

加
入

状
況

な
ど

、
必

要
な

事
項

を
記

載
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

③
施

工
体

制
台

帳
の

写
し

を
監

督
員

に
提

出
し

、
現

場
に

備
え

付
け

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

施
工

体
制

一
般

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
の

改
善

指
示

を
行

っ
た

場
合

は
、

「
ｄ

評
価

」
す

る
。

①
工

場
製

作
が

無
い

場
合

は
、

評
価

対
象

と
し

な
い

。
②

橋
梁

上
部

工
の

主
桁

、
ポ

ン
プ

、
樋

門
等

、
工

場
製

品
の

品
質

管
理

の
た

め
の

技
術

者
を

配
置

し
て

い
る

場
合

に
評

価
す

る
。

①
機

械
設

備
・

電
気

設
備

工
事

以
外

の
工

事
又

は
、

機
械

設
備

・
電

気
設

備
工

事
で

工
場

製
作

が
無

い
場

合
は

、
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
製

作
工

場
に

お
い

て
、

社
内

検
査

の
体

制
を

構
築

し
、

製
作

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
評

価
す

る
。

②
下

請
け

の
作

業
成

果
に

対
し

て
元

請
が

日
常

的
に

検
査

（
確

認
）

し
、

そ
の

品
質

を
元

請
と

し
て

確
認

し
て

い
る

こ
と

。

②
施

工
計

画
書

は
、

共
通

仕
様

書
に

規
定

さ
れ

た
項

目
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

。
★

「
工

事
着

手
」

：
準

備
期

間
を

除
い

た
本

体
工

事
（

仮
設

工
事

含
む

）
へ

の
着

手
。

工
事

開
始

日
か

ら
最

低
3

0
日

間
を

確
保

（
特

記
仕

様
書

に
定

め
が

な
い

場
　

特
記

仕
様

書
に

準
備

期
間

の
定

め
が

あ
る

場
合

は
、

最
低

限
そ

の
期

間
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

（
平

成
2

9
年

1
0

月
2

7
日

付
け

、
土

技
第

7
9

5
号

を
参

照
）

★
目

的
物

の
品

質
確

保
・

向
上

の
た

め
、

Ａ
ク

ラ
ス

以
上

の
対

象
工

事
を

基
本

と
す

る
。

　
品

質
証

明
員

が
指

定
さ

れ
て

い
な

い
場

合
は

、
受

注
者

か
ら

の
発

議
に

よ
り

品
質

証
明

員
を

届
け

出
て

監
督

職
員

の
承

諾
を

得
る

こ
と

。
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Ⅱ
．

配
置

技
術

者
□

適
切

で
あ

る
□

ほ
ぼ

適
切

で
あ

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

□
や

や
不

適
切

で
あ

る
□

不
適

切
で

あ
る

（
現

場
代

理
人

等
）

「
評

価
対

象
項

目
」

「
全

体
を

評
価

す
る

項
目

」
「

施
工

プ
ロ

セ
ス

」
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

う
ち

、
配

置
技

術
者

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

【
必

須
】

□ □

作
業

に
必

要
な

作
業

主
任

者
及

び
専

門
技

術
者

を
選

任
及

び
配

置
し

て
い

る
。

□ □ □ □

「
現

場
代

理
人

を
評

価
す

る
項

目
」

現
場

代
理

人
が

、
工

事
全

体
を

把
握

し
て

い
る

。
【

必
須

】
□ □ □

【
検

査
員

】
関

連
設

計
図

書
と

現
場

と
の

相
違

が
あ

っ
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

対
応

を
行

っ
て

い
る

。
【

必
須

】
□ □

監
督

員
へ

の
報

告
を

適
時

及
び

的
確

に
行

っ
て

い
る

。
【

必
須

】
□ □

「
監

理
（

主
任

）
技

術
者

を
評

価
す

る
項

目
」

書
類

を
共

通
仕

様
書

及
び

諸
基

準
に

基
づ

き
適

切
に

作
成

し
、

整
理

し
て

い
る

。
□

契
約

書
、

設
計

図
書

、
運

用
す

べ
き

諸
基

準
等

を
理

解
し

、
施

工
に

反
映

し
て

い
る

。
□ □

施
工

上
の

課
題

と
な

る
条

件
（

作
業

環
境

、
気

象
、

地
質

等
）

へ
の

対
応

を
図

っ
て

い
る

。
□ □

下
請

の
施

工
体

制
及

び
施

工
状

況
を

把
握

し
、

技
術

的
な

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
□ □

監
理

（
主

任
）

技
術

者
が

、
明

確
な

根
拠

に
基

づ
い

て
技

術
的

な
判

断
を

行
っ

て
い

る
。

□ □

そ
の

他
理

由
：

「
港

湾
・

空
港

関
連

工
事

」
工

事
規

模
に

応
じ

た
人

員
、

船
舶

・
機

械
配

置
が

な
さ

れ
施

工
し

て
い

る
□

材
料

・
施

工
状

況
検

査
、

立
会

の
申

請
が

適
切

な
時

期
に

行
わ

れ
て

い
る

。
□

施
工

等
に

伴
う

創
意

工
夫

ま
た

は
提

案
に

よ
り

、
品

質
、

出
来

形
、

出
来

ば
え

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

港
湾

工
事

等
潜

水
作

業
従

事
者

を
適

正
に

配
置

し
て

い
る

。
□ □ □ □

港
湾

工
事

等
海

上
起

重
機

船
団

長
を

適
正

に
配

置
し

て
い

る
。

□ □

●
判

断
基

準
評

価
値

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
評

価
値

が
８

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

②
報

告
、

協
議

が
遅

れ
た

場
合

や
、

報
告

、
協

議
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

、
虚

偽
の

内
容

を
報

告
し

た
場

合
は

評
価

し
な

い
。

①
立

会
の

申
請

が
、

余
裕

を
持

っ
て

（
少

な
く

と
も

３
日

前
）

、
書

面
(C

A
L

S
ｼ
ｽ
含

む
)で

申
請

さ
れ

て
い

る
か

。

①
無

級
者

が
単

独
で

潜
水

作
業

を
し

て
い

な
い

か

①
契

約
書

、
設

計
図

書
、

関
係

法
令

、
共

通
仕

様
書

、
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
の

技
術

基
準

等
の

内
容

を
理

解
し

、
基

準
に

沿
っ

た
施

工
を

し
て

い
る

こ
と

。
②

基
準

を
逸

脱
し

た
施

工
を

し
て

い
る

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
施

工
上

の
課

題
と

な
る

条
件

が
無

い
場

合
は

、
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
事

前
に

施
工

上
の

課
題

に
つ

い
て

、
監

督
員

に
報

告
又

は
協

議
し

、
主

体
的

に
課

題
を

克
服

し
て

い
る

場
合

は
評

価
す

る
。

①
下

請
工

事
が

無
い

場
合

は
、

評
価

対
象

と
し

な
い

。

②
海

上
機

重
作

業
船

団
毎

に
、

船
団

長
に

配
置

す
る

者
の

氏
名

を
施

工
計

画
書

に
記

載
し

て
い

る
か

　
以

上
「

港
湾

工
事

等
海

上
機

重
作

業
船

団
長

配
置

要
領

」

 
②

2
名

以
上

の
者

が
共

同
で

作
業

を
行

う
場

合
は

2
級

以
上

の
港

湾
潜

水
技

士
を

指
揮

者
と

し
て

配
置

し
て

い
る

か
 

③
3

名
以

上
の

者
が

潜
水

作
業

を
行

う
場

合
に

は
1

級
以

上
の

港
湾

潜
水

技
士

を
管

理
者

と
し

て
配

置
し

て
い

る
か

④
作

業
区

分
毎

に
潜

水
士

の
氏

名
及

び
指

揮
者

、
管

理
者

の
配

置
状

況
を

施
工

計
画

書
に

記
載

し
て

い
る

か
　

★
以

上
「

港
湾

工
事

等
潜

水
作

業
従

事
者

配
置

要
領

」
（

H
1

9
.3

.3
0

国
港

建
第

2
4

9
号

)

①
船

団
長

は
1

0
年

以
上

の
乗

船
実

務
経

験
と

3
年

以
上

の
指

揮
･
監

督
経

験
を

有
す

る
者

か
。

　
な

お
、

登
録

海
上

起
重

基
幹

技
能

者
に

つ
い

て
は

上
記

の
実

務
経

験
を

有
す

る
者

と
み

な
す

。

①
　

当
該

「
評

価
対

象
項

目
」

の
う

ち
、

対
象

と
し

な
い

項
目

は
削

除
す

る
。

②
　

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

を
母

数
と

し
て

計
算

し
た

比
率

(%
)計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

　
評

価
値

(　
％

）
=
該

当
項

目
数

(　
）

／
評

価
対

象
項

目
数

(　
）

④
　

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

項
目

数
以

下
の

場
合

は
ｃ

評
価

と
す

る
。

②
作

業
主

任
者

を
配

置
し

て
い

る
こ

と
が

、
施

工
計

画
書

及
び

有
資

格
者

証
等

の
関

係
資

料
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

③
専

門
技

術
者

を
配

置
し

て
い

る
こ

と
が

、
施

工
計

画
書

、
施

工
体

制
台

帳
、

施
工

体
系

図
及

び
有

資
格

者
証

等
の

関
係

資
料

で
確

認
で

き
る

こ
と

。
④

作
業

主
任

者
の

氏
名

及
び

業
務

内
容

を
現

場
に

掲
示

し
て

い
る

こ
と

が
関

係
資

料
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
現

場
代

理
人

の
監

督
員

と
の

協
議

、
報

告
、

打
合

せ
、

関
係

機
関

と
の

連
絡

調
整

等
の

記
録

、
検

査
時

の
対

応
か

ら
総

合
的

に
判

断
す

る
。

②
現

場
代

理
人

が
職

務
内

容
を

理
解

、
施

工
計

画
書

の
内

容
を

把
握

し
、

工
事

全
体

の
工

程
管

理
、

労
務

管
理

、
安

全
管

理
、

下
請

人
相

互
の

調
整

、
地

元
調

整
な

ど
、

工
事

全
体

に
つ

い
て

把
握

し
、

現
場

を
指

揮
し

て
い

る
こ

と
が

、
関

係
書

類
や

受
け

答
え

に
よ

っ
て

確
認

で
き

る
こ

と
。

②
施

工
体

制
台

帳
及

び
施

工
体

系
図

に
示

さ
れ

た
内

容
（

施
工

体
制

、
下

請
に

係
る

業
者

名
、

現
場

代
理

人
名

、
主

任
技

術
者

名
、

専
門

技
術

者
名

、
安

全
衛

生
責

任
者

名
、

工
事

の
内

容
等

）
及

び
施

工
状

況
を

把
握

し
、

技
術

的
な

指
導

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
、

関
係

書
類

や
受

け
答

え
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
技

術
的

諸
問

題
に

対
し

て
、

常
に

技
術

的
な

根
拠

や
法

的
な

根
拠

を
、

自
主

的
に

又
は

発
注

者
に

確
認

し
な

が
ら

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

①
積

算
基

準
と

の
照

合
、

工
程

等
を

勘
案

し
判

断
す

る
。

②
照

査
の

結
果

、
相

違
が

無
い

場
合

、
そ

の
旨

監
督

員
に

報
告

し
て

い
る

場
合

に
は

評
価

す
る

。

②
技

術
的

或
い

は
法

的
根

拠
も

確
認

し
な

い
ま

ま
、

安
易

に
自

己
判

断
で

施
工

し
て

い
る

と
認

め
れ

る
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

配
置

技
術

者
に

関
し

て
、

監
督

職
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

　

③
現

場
代

理
人

が
現

場
に

常
駐

し
て

い
な

い
場

合
や

職
務

を
主

任
技

術
者

等
に

任
せ

て
い

る
等

の
不

適
切

な
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
着

工
前

測
量

の
結

果
を

監
督

職
員

に
提

出
。

照
査

の
結

果
、

設
計

図
書

と
現

場
と

の
相

違
が

あ
っ

た
場

合
、

当
該

部
分

の
着

手
前

に
そ

の
結

果
を

監
督

員
に

書
面

で
提

出
し

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

。

①
監

督
員

と
の

打
合

せ
時

に
お

け
る

意
思

疎
通

能
力

が
高

く
、

遅
滞

な
く

協
議

、
報

告
等

を
実

施
し

、
内

容
も

的
確

で
あ

る
こ

と
が

、
関

係
書

類
で

確
認

で
き

る
。

①
共

通
仕

様
書

、
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
の

基
準

等
に

基
づ

き
書

類
（

電
子

納
品

を
含

む
）

を
作

成
し

、
工

事
途

中
段

階
も

工
事

進
捗

と
と

も
に

書
類

を
整

理
し

て
い

る
こ

と
。

配
置

技
術

者
に

関
し

て
、

監
督

職
員

が
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。
①

改
善

指
導

等
の

指
示

が
無

い
こ

と
。

②
上

記
指

示
が

無
い

場
合

：
関

係
書

類
で

履
行

状
況

が
不

適
切

と
判

断
さ

れ
る

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
作

業
主

任
者

及
び

専
門

技
術

者
の

配
置

が
必

要
な

工
事

を
対

象
と

す
る

。
配

置
を

要
し

な
い

工
事

は
評

価
対

象
と

し
な

い
。
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別
紙

-
1

-
2

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
現

場
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｅ

２
.

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

□
適

切
で

あ
る

□
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

■
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

や
や

不
適

切
で

あ
る

□
不

適
切

で
あ

る

「
評

価
対

象
項

目
」

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

施
工

管
理

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

【
必

須
】

□ □

【
検

査
員

】
関

連
施

工
計

画
書

が
、

設
計

図
書

及
び

現
場

条
件

を
反

映
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

【
必

須
】

□ □

現
場

条
件

の
変

化
に

対
し

て
、

適
切

に
対

応
し

て
い

る
。

□ □ □

【
検

査
員

】
関

連
工

事
材

料
の

品
質

に
影

響
が

無
い

よ
う

に
保

管
し

て
い

る
。

　
□ □ □

日
常

の
出

来
形

管
理

を
、

設
計

図
書

及
び

施
工

計
画

に
基

づ
き

適
時

及
び

的
確

に
行

っ
て

い
る

。
【

必
須

】
　

□

日
常

の
品

質
管

理
を

、
設

計
図

書
及

び
施

工
計

画
に

基
づ

き
適

時
及

び
的

確
に

行
っ

て
い

る
。

【
必

須
】

　
□ □

現
場

内
の

整
理

整
頓

を
日

常
的

に
行

っ
て

い
る

。
【

必
須

】
　

□

指
定

材
料

の
品

質
証

明
書

及
び

写
真

等
を

整
理

し
て

い
る

。
□ □ □

工
事

の
打

合
せ

簿
を

、
不

足
無

く
整

理
し

て
い

る
。

【
必

須
】

□

【
検

査
員

】
関

連
建

設
副

産
物

の
再

利
用

等
へ

の
取

り
組

み
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

。
□ □

工
事

全
般

に
お

い
て

、
低

騒
音

型
、

低
振

動
型

、
排

出
ガ

ス
対

策
型

の
建

設
機

械
及

び
車

両
を

使
用

し
て

い
る

。
□ □ □

労
働

保
険

、
建

設
労

災
保

険
補

償
等

加
入

が
確

認
で

き
る

。

産
業

廃
棄

物
の

処
理

が
マ

ニ
ュ

フ
ェ

ス
ト

で
確

認
で

き
る

。
□ □ □

赤
土

等
対

策
関

係
書

類
で

浮
遊

物
測

定
記

録
、

見
回

り
点

検
表

は
提

出
さ

れ
て

い
る

。

下
請

け
契

約
に

つ
い

て
、

明
確

な
工

事
内

容
、

請
負

代
金

の
金

額
、

工
期

、
代

金
の

支
払

い
方

法
等

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。

そ
の

他
理

由
：

「
港

湾
・

空
港

関
連

工
事

」
航

空
局

が
定

め
る

「
空

港
土

木
工

事
共

通
仕

様
書

」
「

空
港

土
木

施
設

施
工

要
領

」
「

空
港

土
木

工
事

施
行

管
理

基
準

及
び

規
格

値
」

に
よ

り
管

理
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
は

、
こ

れ
ら

の
基

準
に

定
め

ら
れ

て
な

い
事

項
に

つ
い

て
は

、
監

督
員

と
協

議
の

上
定

め
た

基
準

に
よ

り
管

理
さ

れ
て

い
る

。

●
判

断
基

準
評

価
値

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
評

価
値

が
８

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

　③
J
IS

マ
ー

ク
表

示
品

：
J
IS

マ
ー

ク
表

示
状

態
を

写
真

で
確

認
で

き
る

こ
と

。

③
1

台
で

も
該

当
し

な
い

建
設

機
械

等
を

使
用

し
た

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

③
一

般
廃

棄
物

：
受

入
れ

伝
票

で
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
改

善
指

導
等

の
指

示
が

無
い

こ
と

。
②

上
記

指
示

が
無

い
場

合
：

関
係

書
類

で
履

行
状

況
が

不
適

切
と

判
断

さ
れ

る
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
施

工
計

画
書

の
内

容
が

、
設

計
図

書
及

び
現

場
条

件
と

整
合

し
て

い
る

こ
と

。
②

標
準

的
な

施
工

管
理

の
内

容
で

、
設

計
図

書
、

現
場

条
件

と
異

な
る

も
の

は
評

価
し

な
い

。

①
設

計
図

書
、

施
工

管
理

基
準

及
び

施
工

計
画

書
に

基
づ

い
て

出
来

形
を

管
理

し
て

お
り

、
管

理
項

目
、

管
理

基
準

、
頻

度
を

満
足

し
て

い
る

。
ま

た
、

工
程

に
遅

れ
る

こ
と

な
く

、
日

常
的

な
施

工
管

理
を

し
て

い
る

こ
と

が
、

協
議

、
報

告
書

等
関

係
書

類
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

③
上

記
②

の
問

題
を

克
服

し
た

こ
と

が
、

協
議

、
報

告
書

等
の

関
係

書
類

等
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

②
工

程
に

遅
れ

る
こ

と
な

く
、

日
常

的
な

施
工

管
理

を
し

て
い

る
こ

と
が

、
協

議
、

報
告

書
等

関
係

書
類

で
確

認
で

き
る

こ
と

。

施
工

管
理

に
関

し
て

、
監

督
職

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

　

d

施
工

管
理

に
関

し
て

、
監

督
職

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

①
設

計
図

書
、

施
工

管
理

基
準

及
び

施
工

計
画

書
に

基
づ

い
て

品
質

を
管

理
し

て
お

り
、

管
理

項
目

、
管

理
基

準
、

頻
度

を
満

足
し

て
い

る
。

①
工

事
期

間
全

体
を

と
お

し
て

現
場

内
の

整
理

整
頓

を
実

践
し

、
労

働
災

害
の

防
止

に
努

め
て

い
る

こ
と

。

①
指

定
材

料
（

設
計

図
書

に
計

上
さ

れ
て

い
る

材
料

）
が

無
い

場
合

は
、

評
価

対
象

と
し

な
い

。
②

指
定

材
料

の
品

質
証

明
書

（
試

験
成

績
表

、
性

能
試

験
結

果
、

ミ
ル

シ
ー

ト
等

）
と

設
計

図
書

や
写

真
等

を
照

合
し

て
、

適
正

な
品

質
を

備
え

た
材

料
を

使
用

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
現

場
条

件
の

変
化

が
無

い
場

合
は

、
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
工

事
の

施
工

過
程

で
、

天
候

、
湧

水
、

土
質

の
変

化
、

埋
設

物
、

埋
蔵

文
化

財
、

自
然

災
害

な
ど

、
予

期
せ

ぬ
現

場
条

件
の

変
化

に
対

し
て

、
速

や
か

に
監

督
員

に
報

告
す

る
な

ど
適

切
に

対
応

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
保

管
方

法
が

品
質

に
影

響
を

与
え

る
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
工

事
は

、
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
現

場
で

の
工

事
材

料
の

保
管

が
発

生
し

た
場

合
、

そ
の

材
料

の
特

質
に

応
じ

て
品

質
低

下
が

無
い

よ
う

に
適

切
に

保
管

（
養

生
）

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

③
保

管
状

況
が

確
認

で
き

な
い

場
合

、
保

管
場

所
が

平
ら

な
場

所
で

は
な

い
、

地
面

へ
の

直
置

き
、

シ
ー

ト
無

し
又

は
シ

ー
ト

の
破

れ
な

ど
保

管
状

況
が

不
適

切
で

あ
る

場
合

、
保

管
場

所
、

保
管

状
況

及
び

保
管

環
境

が
不

適
切

で
あ

る
場

合
は

評
価

し
な

い
。

①
契

約
書

、
共

通
仕

様
書

で
明

記
さ

れ
て

い
る

協
議

、
報

告
を

、
適

切
な

時
期

に
提

出
し

、
不

足
な

く
整

理
し

て
い

る
こ

と
。

①
建

設
副

産
物

の
再

利
用

、
再

資
源

化
施

設
へ

の
搬

出
、

産
業

廃
棄

物
の

処
分

が
必

要
な

工
事

を
対

象
と

す
る

。
そ

れ
以

外
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。

②
再

生
資

源
利

用
（

促
進

）
計

画
書

及
び

再
生

資
源

利
用

実
施

計
画

書
を

作
成

し
、

再
生

資
材

の
利

用
に

取
組

ん
で

い
る

こ
と

。

①
設

計
図

書
で

、
低

騒
音

型
、

低
振

動
型

、
排

出
ガ

ス
対

策
型

の
建

設
機

械
等

の
使

用
を

示
し

て
い

る
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

は
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
工

事
着

手
か

ら
し

ゅ
ん

工
に

至
る

ま
で

、
該

当
す

る
全

て
の

低
騒

音
型

、
低

振
動

形
、

排
出

ガ
ス

対
策

型
の

建
設

機
械

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
が

シ
ー

ル
等

で
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
　

当
該

「
評

価
対

象
項

目
」

の
う

ち
、

対
象

と
し

な
い

項
目

は
削

除
す

る
。

②
　

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

を
母

数
と

し
て

計
算

し
た

比
率

(%
)計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

　
評

価
値

(　
％

）
=
該

当
項

目
数

(　
）

／
評

価
対

象
項

目
数

(　
）

④
　

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

項
目

数
以

下
の

場
合

は
ｃ

評
価

と
す

る
。

①
産

業
廃

棄
物

の
処

分
が

必
要

な
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

は
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
産

業
廃

棄
物

：
マ

ニ
ュ

フ
ェ

ス
ト

伝
票

に
よ

り
、

再
資

源
化

施
設

や
最

終
処

分
場

の
処

分
先

及
び

処
分

量
が

確
認

で
き

、
写

真
等

で
処

分
場

状
況

を
確

認
で

き
る

こ
と

。
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Ⅱ
．

工
程

管
理

□
適

切
で

あ
る

□
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

■
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

や
や

不
適

切
で

あ
る

□
不

適
切

で
あ

る

「
評

価
対

象
項

目
」

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

工
程

管
理

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

【
必

須
】

□ □

工
程

に
与

え
る

要
因

を
的

確
に

把
握

し
、

そ
れ

ら
を

反
映

し
た

工
程

表
を

作
成

し
て

い
る

。
□

実
施

工
程

表
の

作
成

及
び

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
っ

て
お

り
、

適
切

に
工

程
を

管
理

し
て

い
る

。
【

必
須

】
□ □

現
場

条
件

の
変

更
へ

の
対

応
が

迅
速

で
あ

り
、

施
工

の
停

滞
が

見
ら

れ
な

い
。

　
□ □

時
間

制
限

・
片

側
交

互
通

行
等

の
各

種
制

約
へ

の
対

応
が

適
切

で
あ

り
、

大
き

な
工

程
の

遅
れ

が
無

い
。

□ □

工
事

の
進

捗
を

早
め

る
た

め
の

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

。
【

必
須

】
□

適
切

な
工

程
管

理
を

行
い

、
工

程
の

遅
れ

が
無

い
。

【
必

須
】

□ □ □

休
日

の
確

保
を

行
っ

て
い

る
。

【
必

須
】

□ □
②

現
場

閉
所

に
よ

る
４

週
８

休
以

上
を

確
保

し
た

場
合

は
評

価
し

、
「

そ
の

他
」

で
も

評
価

を
行

う
こ

と
。

計
画

工
程

以
外

の
時

間
外

作
業

が
ほ

と
ん

ど
無

い
。

【
必

須
】

□ □ □
そ

の
他

←
■

週
休

2
日

（
４

週
８

休
）

以
上

の
場

合
は

「
そ

の
他

」
で

も
評

価
す

る
。

理
由

：

「
港

湾
・

空
港

関
連

工
事

」
作

業
船

、
機

械
、

労
務

の
適

切
な

配
置

に
よ

り
工

程
の

遅
れ

を
発

生
さ

せ
る

こ
と

な
く

工
事

を
完

成
さ

せ
た

。
気

象
海

象
予

測
情

報
を

入
手

し
、

作
業

実
施

日
の

判
断

を
し

て
い

た
。

主
作

業
時

に
は

、
短

期
間

の
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
作

成
し

、
適

切
な

管
理

が
行

わ
れ

て
い

た
。

（
ケ

ー
ソ

ン
据

付
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

、
回

航
な

ど
）

航
路

や
漁

業
区

域
に

隣
接

し
、

船
舶

の
入

出
港

や
操

業
時

期
の

規
制

な
ど

、
各

種
制

約
へ

の
対

応
が

適
切

で
大

き
な

工
程

の
遅

れ
が

な
か

っ
た

。
関

連
工

事
と

積
極

的
に

調
整

を
行

っ
た

。
優

秀
な

工
程

管
理

の
結

果
、

工
期

の
短

縮
が

可
能

と
な

っ
た

。

●
判

断
基

準
評

価
値

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
評

価
値

が
８

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

Ⅲ
．

安
全

対
策

□
適

切
で

あ
る

□
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

■
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

や
や

不
適

切
で

あ
る

□
不

適
切

で
あ

る

「
評

価
対

象
項

目
」

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

安
全

対
策

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

【
必

須
】

□ □

災
害

防
止

協
議

会
等

を
１

回
／

月
以

上
行

っ
て

い
る

。
■

■
□ □ □

安
全

教
育

及
び

安
全

訓
練

等
を

半
日

／
月

以
上

実
施

し
て

い
る

。
【

必
須

】
□

新
規

入
場

者
教

育
の

内
容

に
、

当
該

工
事

の
現

場
特

性
を

反
映

し
て

い
る

。
【

必
須

】
□

工
事

期
間

を
通

じ
て

、
労

働
災

害
及

び
公

衆
災

害
が

発
生

し
な

か
っ

た
。

【
必

須
】

　
　

□

過
積

載
防

止
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
　

□ □

②
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

工
程

管
理

を
行

っ
て

お
り

、
計

画
工

程
表

と
比

べ
て

遅
れ

が
無

い
こ

と
。

①
バ

ー
チ

ャ
ー

ト
に

「
バ

ナ
ナ

曲
線

」
を

記
し

て
許

容
工

程
と

対
比

し
な

が
ら

工
程

管
理

し
て

お
り

計
画

工
程

に
比

べ
て

大
き

な
遅

れ
が

無
い

こ
と

。

　
工

程
管

理
に

関
し

て
、

監
督

職
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

　

工
程

管
理

に
関

し
て

、
監

督
職

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

①
改

善
指

導
等

の
指

示
が

無
い

こ
と

。

②
　

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

を
母

数
と

し
て

計
算

し
た

比
率

(%
)計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

　
評

価
値

(　
％

）
=
該

当
項

目
数

(　
）

／
評

価
対

象
項

目
数

(　
）

④
　

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

項
目

数
以

下
の

場
合

は
ｃ

評
価

と
す

る
。

②
近

隣
住

民
や

関
係

機
関

と
の

調
整

を
積

極
的

に
進

め
、

施
工

関
係

者
と

の
段

取
り

調
整

も
適

正
に

対
応

し
、

計
画

工
程

表
と

比
べ

て
大

き
な

遅
れ

が
な

い
こ

と
。

①
工

事
の

進
捗

を
早

め
る

た
め

の
材

料
や

工
法

を
採

用
す

る
な

ど
、

工
期

短
縮

の
積

極
的

な
取

り
組

み
が

み
ら

れ
た

場
合

に
評

価
す

る
。

③
工

期
を

超
過

し
た

場
合

や
、

突
貫

工
事

、
休

日
返

上
の

工
事

が
あ

っ
た

場
合

、
計

画
工

程
と

比
べ

て
全

体
的

に
実

施
工

程
の

遅
れ

が
目

立
つ

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
工

程
管

理
曲

線
を

配
し

た
バ

ー
チ

ャ
ー

ト
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
工

程
管

理
し

、
工

程
が

遅
れ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

工
程

回
復

努
力

を
し

た
こ

と
が

認
め

ら
れ

、
契

約
工

期
内

に
完

工
し

て
い

る
こ

と
。

②
工

期
の

超
過

、
突

貫
工

事
、

休
日

返
上

の
工

事
が

あ
っ

た
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
現

場
条

件
の

変
化

に
よ

り
、

工
程

が
大

き
く

左
右

さ
れ

た
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
工

事
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。
②

軟
弱

地
盤

や
湧

水
な

ど
当

初
想

定
し

て
い

な
い

条
件

の
変

化
よ

り
、

施
工

方
法

や
構

造
物

の
変

更
等

に
つ

い
て

、
積

極
的

な
提

案
を

も
っ

て
監

督
員

と
協

議
す

る
な

ど
、

工
程

に
与

え
る

影
響

を
最

低
限

に
抑

え
る

努
力

が
認

め
ら

れ
、

施
工

に
停

滞
が

な
い

こ
と

。

①
夜

間
作

業
、

時
間

作
業

、
汐

待
ち

作
業

な
ど

、
施

工
に

対
す

る
各

種
制

約
が

生
じ

た
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
工

事
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。

①
　

当
該

「
評

価
対

象
項

目
」

の
う

ち
、

対
象

と
し

な
い

項
目

は
削

除
す

る
。

①
改

善
指

導
等

の
指

示
が

無
い

こ
と

。

②
上

記
指

示
が

無
い

場
合

：
関

係
書

類
で

履
行

状
況

が
不

適
切

と
判

断
さ

れ
る

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
梅

雨
期

の
出

水
、

台
風

、
関

係
機

関
と

の
調

整
な

ど
、

工
程

に
影

響
を

与
え

る
要

因
を

事
前

に
把

握
し

、
工

程
計

画
に

反
映

し
て

い
る

場
合

に
評

価
す

る
。

①
契

約
工

期
全

体
を

と
お

し
て

、
休

日
を

確
保

し
て

い
る

、
若

し
く

は
、

休
日

出
勤

が
あ

っ
て

も
代

休
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
工

事
日

報
等

で
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
契

約
工

期
全

体
を

と
お

し
て

、
突

発
的

な
も

の
を

除
き

、
時

間
外

作
業

が
無

い
こ

と
が

工
事

日
報

等
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

②
不

適
切

な
工

程
管

理
、

日
作

業
計

画
に

よ
る

と
思

わ
れ

る
時

間
外

作
業

が
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

安
全

対
策

に
関

し
て

、
監

督
職

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

安
全

対
策

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

d
評

価
」

と
す

る
。

安
全

対
策

に
関

し
て

、
監

督
職

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

安
全

対
策

に
関

し
て

、
左

記
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

場
合

は
、

「
e
評

価
」

と
す

る
。

①
ト

ラ
ッ

ク
、

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
等

に
よ

り
工

事
用

資
機

材
（

仮
設

材
を

含
む

）
の

搬
出

入
、

土
砂

等
の

運
搬

作
業

等
が

あ
る

工
事

を
対

象
と

す
る

。
②

過
積

載
防

止
の

た
め

、
重

量
計

の
計

測
結

果
、

体
積

換
算

重
量

、
購

入
伝

票
と

最
大

積
載

重
量

を
比

較
す

る
な

ど
過

積
載

防
止

の
取

り
組

み
状

況
を

整
理

し
て

お
り

、
工

事
全

般
を

と
お

し
た

荷
姿

か
ら

も
過

積
載

防
止

へ
の

取
り

組
み

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

②
上

記
指

示
が

無
い

場
合

：
関

係
書

類
で

履
行

状
況

が
不

適
切

と
判

断
さ

れ
る

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
災

害
防

止
協

議
会

や
工

事
安

全
協

議
会

の
設

置
が

必
要

な
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
工

事
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。
②

災
害

防
止

協
議

会
又

は
任

意
の

協
議

組
織

で
あ

る
工

事
安

全
協

議
会

を
設

置
し

、
1

回
/
月

の
頻

度
で

協
議

を
実

施
し

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

。
③

災
害

防
止

協
議

会
を

設
置

し
て

い
な

い
、

若
し

く
は

、
協

議
会

を
設

置
し

た
の

み
で

協
議

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
半

日
/
月

以
上

の
安

全
教

育
、

安
全

訓
練

を
実

施
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

、
現

場
の

作
業

内
容

、
現

場
特

性
を

反
映

し
た

教
育

と
な

っ
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

こ
と

。

①
新

規
入

場
者

に
対

し
て

、
作

業
に

着
手

す
る

前
ま

で
に

現
場

特
性

を
反

映
し

た
資

料
を

用
い

て
安

全
教

育
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
工

事
期

間
全

体
を

と
お

し
て

、
事

故
調

査
委

員
会

の
審

議
対

象
と

な
る

労
働

災
害

及
び

公
衆

災
害

が
発

生
し

て
い

な
い

こ
と

。
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Ⅲ
．

安
全

対
策

□
適

切
で

あ
る

□
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

■
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

や
や

不
適

切
で

あ
る

□
不

適
切

で
あ

る

「
評

価
対

象
項

目
」

仮
設

工
の

点
検

及
び

管
理

を
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
等

を
用

い
て

実
施

し
て

い
る

。
　

□ □

保
安

施
設

の
設

置
及

び
管

理
を

、
各

種
基

準
及

び
関

係
者

間
の

協
議

に
基

づ
き

実
施

し
て

い
る

。
【

必
須

】
　

□

地
下

埋
設

物
及

び
架

空
線

等
に

関
す

る
事

故
防

止
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
□ □

そ
の

他
　

理
由

：

港
湾

工
事

安
全

施
工

指
針

に
基

づ
く

安
全

管
理

が
行

わ
れ

て
い

る
。

緊
急

時
の

体
制

及
び

対
応

と
連

絡
体

制
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

保
安

施
設

や
足

場
な

ど
が

設
置

さ
れ

管
理

さ
れ

て
い

る
。

　
作

業
員

休
憩

所
等

の
作

業
環

境
の

改
善

に
努

め
て

い
る

。
航

空
法

な
ど

の
関

係
法

規
で

定
め

ら
れ

て
い

る
制

限
表

面
の

遵
守

や
、

制
限

区
域

に
お

け
る

工
事

の
実

施
に

係
る

諸
規

程
な

ど
が

守
ら

れ
て

い
る

。
空

港
内

に
あ

る
無

線
、

電
話

、
電

力
等

の
埋

設
管

路
の

有
無

、
構

造
な

ど
を

事
前

に
確

認
し

て
い

る
。

制
限

区
域

内
に

立
ち

入
る

場
合

に
、

空
港

管
理

規
則

に
従

っ
て

い
る

。
制

限
区

域
内

に
お

け
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

航
空

保
安

業
務

処
理

規
程

第
１

０
制

限
区

域
内

工
事

実
施

規
程

に
よ

る
保

安
措

置
を

講
じ

て
い

る
。

通
常

行
わ

れ
る

工
事

の
安

全
対

策
ぬ

加
え

て
、

空
港

の
特

殊
性

か
ら

く
る

安
全

対
策

に
十

分
な

対
策

を
実

施
し

て
い

る
。

●
判

断
基

準
評

価
値

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
評

価
値

が
８

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

　

Ⅳ
．

対
外

関
係

□
適

切
で

あ
る

□
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

■
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

や
や

不
適

切
で

あ
る

□
不

適
切

で
あ

る

「
評

価
対

象
項

目
」

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
う

ち
、

対
外

関
係

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

【
必

須
】

□ □

関
係

官
公

庁
な

ど
と

調
整

を
行

い
、

ト
ラ

ブ
ル

の
発

生
が

な
い

。
□ □

地
元

と
の

調
整

を
行

い
、

ト
ラ

ブ
ル

の
発

生
が

な
い

。
□

■
■

□

第
三

者
か

ら
の

苦
情

が
無

い
。

も
し

く
は

、
苦

情
に

対
し

て
適

切
な

対
応

を
行

っ
て

い
る

。
□ □

関
連

工
事

と
の

調
整

を
行

い
、

円
滑

な
進

捗
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 
□ □

工
事

の
目

的
及

び
内

容
を

、
工

事
看

板
な

ど
に

よ
り

地
域

住
民

や
通

行
者

等
に

分
か

り
や

す
く

周
知

し
て

い
る

。
【

必
須

】
 

□

そ
の

他
理

由
：

●
判

断
基

準
評

価
値

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
評

価
値

が
８

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

①
　

当
該

「
評

価
対

象
項

目
」

の
う

ち
、

対
象

と
し

な
い

項
目

は
削

除
す

る
。

②
　

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

を
母

数
と

し
て

計
算

し
た

比
率

(%
)計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

　
評

価
値

(　
％

）
=
該

当
項

目
数

(　
）

／
評

価
対

象
項

目
数

(　
）

④
　

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

項
目

数
以

下
の

場
合

は
ｃ

評
価

と
す

る
。

対
外

関
係

に
関

し
て

、
監

督
職

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

　

「
港

湾
・

空
港

関
連

工
事

」

対
外

関
係

に
関

し
て

、
監

督
職

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

②
隣

接
工

事
や

占
用

工
事

と
工

程
や

施
工

順
序

等
の

調
整

を
行

う
こ

と
で

、
工

程
の

遅
れ

や
ト

ラ
ブ

ル
な

く
円

滑
に

工
事

を
進

め
て

い
る

こ
と

。

①
工

事
説

明
板

な
ど

に
よ

り
、

工
事

の
目

的
や

効
果

等
を

地
域

住
民

に
わ

か
り

や
す

く
説

明
し

、
公

共
事

業
へ

の
理

解
を

深
め

る
取

り
組

み
を

し
て

い
る

こ
と

。

対
外

関
係

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

d
評

価
」

と
す

る
。

対
外

関
係

に
関

し
て

、
左

記
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

場
合

は
、

「
e
評

価
」

と
す

る
。

②
工

事
説

明
会

や
個

別
訪

問
を

行
い

、
施

工
時

期
、

施
工

時
間

、
迂

回
路

な
ど

の
調

整
を

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
な

く
円

滑
に

工
事

を
進

め
て

い
る

こ
と

。

①
地

元
第

三
者

対
策

が
必

要
な

工
事

を
対

象
と

す
る

。
そ

れ
以

外
の

工
事

は
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
住

環
境

や
交

通
安

全
へ

の
配

慮
な

ど
、

近
隣

住
民

や
通

行
者

に
配

慮
し

て
工

事
を

行
い

、
工

事
期

間
を

と
お

し
て

苦
情

が
な

か
っ

た
、

若
し

く
は

、
苦

情
に

対
し

て
速

や
か

に
対

処
し

、
そ

の
後

の
苦

情
が

な
い

こ
と

。

①
改

善
指

導
等

の
指

示
が

無
い

こ
と

。
②

上
記

指
示

が
無

い
場

合
：

関
係

書
類

で
履

行
状

況
が

不
適

切
と

判
断

さ
れ

る
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
関

係
機

関
と

の
調

整
が

必
要

な
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
工

事
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。

②
県

、
市

町
村

、
労

基
、

警
察

署
、

消
防

署
、

占
用

企
業

、
そ

の
他

の
関

係
機

関
へ

の
協

議
、

調
整

し
た

記
録

が
あ

り
、

ト
ラ

ブ
ル

の
発

生
が

無
い

こ
と

。

①
地

元
と

の
調

整
が

必
要

な
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
工

事
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。

②
組

立
完

了
時

点
検

、
日

常
点

検
、

定
期

点
検

、
地

震
や

台
風

時
の

臨
時

点
検

及
び

管
理

を
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
用

い
て

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
る

こ
と

。

①
保

安
施

設
類

の
設

置
位

置
や

配
置

が
施

工
計

画
書

や
各

種
設

置
基

準
及

び
発

注
者

や
所

轄
警

察
署

等
と

の
協

議
に

基
づ

き
適

切
に

設
置

及
び

管
理

し
て

お
り

、
破

損
や

損
傷

が
無

く
保

安
機

能
が

保
た

れ
て

い
る

こ
と

が
、

点
検

管
理

記
録

等
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
地

下
埋

設
物

及
び

架
空

線
等

が
あ

る
又

は
そ

の
恐

れ
が

あ
る

工
事

を
対

象
と

す
る

。
そ

れ
以

外
の

工
事

は
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
地

下
埋

設
物

及
び

架
空

線
等

が
あ

る
又

は
そ

の
恐

れ
が

あ
る

場
合

：
着

工
前

に
監

督
員

へ
の

報
告

及
び

占
用

者
へ

の
連

絡
、

立
会

い
要

請
等

を
実

施
し

、
事

故
防

止
に

努
め

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
関

連
工

事
と

の
調

整
が

必
要

な
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
工

事
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。

①
仮

設
工

（
足

場
、

土
留

め
支

保
工

等
）

を
行

う
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
工

事
は

評
価

対
象

と
し

な
い

。

①
　

当
該

「
評

価
対

象
項

目
」

の
う

ち
、

対
象

と
し

な
い

項
目

は
削

除
す

る
。

②
　

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

を
母

数
と

し
て

計
算

し
た

比
率

(%
)計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

　
評

価
値

(　
％

）
=
該

当
項

目
数

(　
）

／
評

価
対

象
項

目
数

(　
）

④
　

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

項
目

数
以

下
の

場
合

は
ｃ

評
価

と
す

る
。
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別
紙

-
1

-
3

-
①

-
1

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
現

場
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅰ

．
出

来
形

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
以

内
で

あ
る

。
□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
以

内
で

あ
る

。
■

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
a
、

b
に

該
当

し
な

い
。

□
□

契
約

書
第

１
７

条
に

基
づ

き
、

監
督

職
員

が
改

造
請

求
を

行
っ

た
。

総
合

●
評

定
に

対
応

す
る

シ
ー

ト
を

下
記

の
中

か
ら

必
ず

選
択

（
チ

ェ
ッ

ク
）

し
て

、
以

降
の

該
当

シ
ー

ト
を

１
つ

だ
け

に
記

入
す

る
こ

と
。

 
 

土
木

( 農
林

等
含

）
 

 
 

 
機

械
設

備
工

事
●

選
択

し
た

シ
ー

ト
以

外
の

シ
ー

ト
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

も
■

と
な

る
の

で
注

意
電

気
設

備
工

事
、

通
信

設
備

工
事

・
受

変
電

設
備

工
事

●
上

記
で

選
択

さ
れ

た
シ

ー
ト

が
工

事
成

績
採

点
表

に
反

映
さ

れ
る

。

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

職
員

が
文

書
で

改
善

指
示

を
行

っ
た

。
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別
紙

-
1

-
3

-
①

-
2

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
現

場
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅰ

．
出

来
形

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
以

内
で

あ
る

。

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
以

内
で

あ
る

。

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
a
、

b
に

該
当

し
な

い
。

契
約

書
第

１
７

条
に

基
づ

き
、

監
督

職
員

が
改

造
請

求
を

行
っ

た
。

　
●

ば
ら

つ
き

の
判

断
は

、
別

紙
ー

４
参

照
。

①
　

出
来

形
の

評
定

は
、

工
事

全
般

を
通

じ
て

評
定

す
る

も
の

と
す

る
。

　
　

②
　

出
来

形
と

は
、

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
工

事
目

的
物

の
形

状
及

び
寸

法
を

い
う

。
　

　
③

　
出

来
形

管
理

と
は

、
「

土
木

工
事

施
工

管
理

基
準

」
の

測
定

項
目

、
測

定
基

準
及

び
規

格
値

に
基

づ
き

所
定

の
　

　
　

　
出

来
形

を
確

保
す

る
管

理
体

系
で

あ
る

が
、

当
該

管
理

基
準

に
よ

り
が

た
い

場
合

等
に

つ
い

て
は

、
監

督
職

員
　

　
　

と
協

議
の

上
で

出
来

形
管

理
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

④
　

出
来

形
管

理
項

目
を

設
定

し
て

い
な

い
工

事
は

「
c
」

評
価

と
す

る
。

　 　 ●
通

常
で

複
数

選
択

し
た

場
合

の
工

種
名

舗
装

工
事

　
最

大
３

工
種

の
場

合
は

ク
リ

ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
　

１
工

種
で

評
定

を
行

う
場

合
は

こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
土

工
事

(切
土

、
盛

土
,築

堤
)

↑ ↑

←
現

場
監

督
員

等
は

押
さ

な
い

こ
と

。
　

　
　

　
※

必
ず

上
の

チ
ェ

ッ
ク

ボ
タ

ン
で

１
工

種
か

最
大

３
工

種
か

を
選

ぶ
。

　
　

　
　

「
検

査
員

品
質

関
係

不
要

シ
ー

ト
削

除
ボ

タ
ン

」
は

、
検

査
員

が
最

終
判

断
し

て
押

す
。

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

職
員

が
文

書
で

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

　

本
工
事
費
の
大
き

い
工
種
を
３
工
種
ま

で
選
定
す
る
。

ば
ら
つ
き
を
判
断
し
、

ａ
、
ｂ
、
ｃ
の
い
ず
れ

か
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
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別
紙

-
1

-
3

-
②

-
1

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
現

場
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

の
測

定
が

、
必

要
な

測
定

項
目

に
つ

い
て

所
定

の
測

定
基

準
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

以
内

で
あ

る
。

□

品
質

の
測

定
が

、
必

要
な

測
定

項
目

に
つ

い
て

所
定

の
測

定
基

準
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

以
内

で
あ

る
。

■

品
質

の
測

定
が

、
必

要
な

測
定

項
目

に
つ

い
て

所
定

の
測

定
基

準
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

a
、

b
に

該
当

し
な

い
。

□
□

契
約

書
第

１
７

条
に

基
づ

き
、

監
督

職
員

が
改

造
請

求
を

行
っ

た
。

総
合

●
評

定
に

対
応

す
る

シ
ー

ト
を

下
記

の
中

か
ら

必
ず

選
択

（
チ

ェ
ッ

ク
）

し
て

、
以

降
の

該
当

シ
ー

ト
を

１
つ

だ
け

に
記

入
す

る
こ

と
。

 
 

土
木

( 農
林

等
含

）
 

 
 

 
機

械
設

備
工

事
 

電
気

設
備

工
事

、
通

信
設

備
工

事
・

受
変

電
設

備
工

事

維
持

・
修

繕
工

事
■

土
木

（
 農

林
等

含
）

以
外

は
、

　
ば

ら
つ

き
の

判
定

は
な

く
、

港
湾

浚
渫

工
事

　
評

価
値

の
み

で
評

定
さ

れ
る

。

●
上

記
で

選
択

さ
れ

た
シ

ー
ト

が
工

事
成

績
採

点
表

に
反

映
さ

れ
る

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
改

善
指

示
し

た
。

　

河
川
浚
渫
工
事
も
適
用
す
る
。
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別
紙

-
1

-
3

-
②

-
2

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
現

場
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質

品
質

の
測

定
が

、
必

要
な

測
定

項
目

に
つ

い
て

所
定

の
測

定
基

準
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

以
内

で
あ

る
。

品
質

の
測

定
が

、
必

要
な

測
定

項
目

に
つ

い
て

所
定

の
測

定
基

準
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

以
内

で
あ

る
。

品
質

の
測

定
が

、
必

要
な

測
定

項
目

に
つ

い
て

所
定

の
測

定
基

準
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

a
、

b
に

該
当

し
な

い
。

契
約

書
第

１
７

条
に

基
づ

き
、

監
督

職
員

が
改

造
請

求
を

行
っ

た
。

　
●

ば
ら

つ
き

の
判

断
は

、
別

紙
ー

４
参

照
。

①
　

品
質

の
評

定
は

、
工

事
全

般
を

通
じ

て
評

定
す

る
も

の
と

す
る

。
　

　

②
　

品
質

と
は

、
設

計
図

書
に

示
さ

れ
た

工
事

目
的

物
の

規
格

で
あ

る
。

　
　

③
　

品
質

管
理

と
は

、
「

土
木

工
事

施
工

管
理

基
準

」
の

試
験

項
目

、
試

験
基

準
及

び
規

格
値

に
基

づ
く

全
て

の
段

階
　

　

　
　

に
お

け
る

品
質

確
保

の
た

め
の

管
理

体
系

で
あ

る
。

な
お

、
当

該
管

理
基

準
に

よ
り

が
た

い
場

合
等

に
つ

い
て

は
、

　
　

監
督

員
と

協
議

の
上

で
品

質
管

理
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

④
　

品
質

管
理

項
目

を
設

定
し

て
い

な
い

工
事

は
「

c
」

評
価

と
す

る
。

　 　

    

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
改

善
指

示
し

た
。

　

ば
ら
つ
き
を
判
断
し
、

ａ
、
ｂ
、
ｃ
の
い
ず
れ

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
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別
紙

-
1

-
3

-
②

-
5

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
現

場
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

適
切

で
あ

る
。

□
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

。
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

、
監

督
職

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

維
持

・
修

繕
工

事
「

評
価

対
象

項
目

」
　

　
　

　
　

　
　

0
％

理
由

：
理

由
：

理
由

：
理

由
：

　
●

判
断

基
準

※
該

当
項

目
が

６
項

目
以

上
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ａ
※

該
当

項
目

が
４

項
目

以
上

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

※
該

当
項

目
が

３
項

目
以

上
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｃ

＊
記

載
の

４
項

目
を

必
須

の
評

価
対

象
項

目
と

し
、

こ
の

他
に

適
宜

項
目

を
追

加
し

て
評

価
す

る
も

の
と

す
る

。
　

た
だ

し
、

評
価

対
象

項
目

は
最

大
で

、
８

項
目

と
す

る
。

　監
督

職
員

の
指

示
事

項
に

対
し

、
現

地
状

況
を

勘
案

し
、

施
工

方
法

や
構

造
に

つ
い

て
提

案
を

行
う

な
ど

、
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
施

工
後

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

対
す

る
提

言
や

修
繕

サ
イ

ク
ル

等
を

勘
案

し
た

提
案

等
を

行
っ

て
い

る
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
改

善
指

示
し

た
。

　
常

に
緊

急
的

な
作

業
に

対
応

で
き

る
体

制
を

整
え

て
い

る
。

緊
急

的
な

作
業

に
対

し
、

迅
速

に
対

応
し

て
い

る
。
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別
紙

-
1

-
3

-
②

-
6

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
現

場
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

適
切

で
あ

る
。

□
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

。
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

、
監

督
職

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

港
湾

浚
渫

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

　
【

共
通

】
　

　
濁

り
防

止
等

環
境

保
全

に
十

分
注

意
し

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

　
　

既
設

構
造

物
に

影
響

の
な

い
よ

う
十

分
検

討
し

て
施

工
さ

れ
て

い
る

。
一

般
船

舶
に

十
分

注
意

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
　

　
作

業
船

（
機

械
）

が
十

分
管

理
下

に
お

か
れ

、
統

率
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
【

浚
渫

・
床

堀
関

係
】

土
砂

処
分

に
お

け
る

運
搬

途
中

で
漏

出
が

な
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
。

浚
渫

工
又

は
床

堀
工

に
つ

い
て

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
施

工
上

の
注

意
事

項
が

守
ら

れ
て

い
る

。
土

砂
に

お
け

る
土

質
改

良
が

適
切

に
行

わ
れ

て
施

工
し

て
い

る
。

土
砂

の
含

水
比

等
に

配
慮

し
、

土
砂

の
処

分
、

仮
置

を
行

っ
て

い
る

。
浚

渫
又

は
床

堀
土

砂
に

、
か

つ
大

物
等

が
混

入
し

て
い

た
場

合
、

適
正

に
分

別
処

理
さ

れ
施

工
し

て
い

る
。

土
砂

仮
置

場
に

お
け

る
飛

砂
防

止
や

排
水

を
考

慮
し

た
対

策
を

講
じ

て
施

工
し

て
い

る
。

必
要

以
上

に
余

堀
を

行
わ

な
い

な
ど

、
精

度
良

く
浚

渫
す

る
こ

と
で

、
土

砂
処

分
量

の
縮

減
に

努
め

た
。

　
　

　
　

●
判

断
基

準
①

　
当

該
「

評
価

対
象

項
目

」
の

う
ち

、
対

象
と

し
な

い
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

②
　

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

を
母

数
と

し
て

計
算

し
た

比
率

(%
)計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

③
　

評
価

値
(　

％
）

=
該

当
項

目
数

(　
）

／
評

価
対

象
項

目
数

(　
）

評
価

値
が

８
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｃ
④

　
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
項

目
数

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
改

善
指

示
し

た
。

★
品

質
の

ば
ら

つ
き

評
価

は
な

し
。

★
評

価
値

の
み

で
評

価
す

る
。
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別
紙

-
1

-
5

（
現

場
監

督
員

）

●
下

記
の

該
当

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
考

 査
 項

 目

５
．

創
意

工
夫

Ⅰ
．

創
意

工
夫

【
施

工
】

　
 

■

照
明

な
ど

の
視

界
の

確
保

に
関

す
る

工
夫

。

運
搬

車
両

・
施

工
機

械
等

に
関

す
る

工
夫

。

■
特

殊
な

工
法

や
材

料
を

用
い

た
工

法
。

【
新

技
術

活
用

】

■

　
＊

新
技

術
の

活
用

に
関

す
る

上
記

４
項

目
で

の
加

点
は

最
大

で
４

点
と

す
る

。
【

品
質

】 土
工

、
設

備
、

電
気

の
品

質
向

上
に

関
す

る
工

夫
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
材

料
、

打
設

、
養

生
に

関
す

る
工

夫
。

配
筋

・
溶

接
作

業
等

に
関

係
す

る
工

夫
。

【
安

全
衛

生
】

　
厳

し
い

作
業

環
境

の
改

善
に

関
す

る
工

夫
。

環
境

保
全

に
関

す
る

工
夫

。
【

そ
の

他
】

【
働

き
方

改
革

】
そ

の
他

：
他

の
模

範
と

な
る

よ
う

な
週

休
二

日
確

保
に

向
け

た
取

組
を

実
施

し
て

い
る

。
　

■
左

記
の

取
組

と
は

、
社

員
教

育
や

情
報

共
有

方
法

な
ど

を
実

施
し

た
場

合
に

評
価

す
る

。
理

由
：

そ
の

他
：

担
い

手
（

若
手

や
女

性
技

術
者

）
の

確
保

に
向

け
た

取
組

が
図

ら
れ

て
い

る
。

　
■

若
手

や
女

性
技

術
者

の
確

保
が

確
認

さ
れ

、
社

内
（

社
員

）
教

育
の

実
施

に
よ

り
技

術
向

上
が

確
認

で
き

る
場

合
に

評
価

す
る

。
理

由
：

そ
の

他
理

由
：

そ
の

他
理

由
：

　
そ

の
他

理
由

：
そ

の
他

理
由

：
そ

の
他

理
由

：

記
述

評
価

評
点

：
0

点
【

創
意

工
夫

の
詳

細
評

価
】

工
夫

の
内

容
及

び
具

体
的

内
容

を
記

載
【

必
須

】

　
■

上
記

で
評

価
し

た
項

目
に

つ
い

て
、

独
自

性
や

創
意

の
内

容
及

び
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

っ
た

の
か

、
を

具
体

的
に

記
載

す
る

こ
と

。
　

　
→

　
行

が
不

足
す

る
場

合
は

追
加

し
て

、
必

ず
記

入
す

る
こ

と
。

＊
１

、
特

に
評

価
す

べ
き

創
意

工
夫

事
例

を
加

点
評

価
す

る
。

＊
２

、
評

価
は

各
項

目
に

お
い

て
１

つ
レ

点
が

付
さ

れ
ば

１
，

２
，

４
点

で
評

価
し

、
最

大
７

点
の

加
点

評
価

と
す

る
。

＊
３

、
該

当
す

る
数

と
重

み
を

勘
案

し
て

評
定

す
る

。
１

項
目

１
点

を
目

安
と

す
る

が
、

内
容

に
よ

っ
て

は
そ

れ
以

上
の

点
数

を
与

え
て

も
よ

い
。

＊
４

、
上

記
の

考
査

項
目

の
他

に
評

価
に

値
す

る
企

業
の

工
夫

が
あ

れ
ば

、
そ

の
他

に
具

体
の

内
容

を
記

載
し

て
加

点
す

る
。

な
お

、
主

任
監

督
員

が
評

価
す

る
「

工
事

特
性

」
と

の
二

重
評

価
は

行
わ

な
い

。

【
レ

マ
ー

ク
を

付
し

た
評

価
内

容
を

詳
細

記
述

】

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

細
　

　
別

施
工

に
伴

う
器

具
、

工
具

、
装

置
等

に
関

す
る

工
夫

又
は

設
備

据
付

後
の

試
運

転
に

関
す

る
工

夫
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

な
ど

の
代

替
材

の
利

用
に

関
す

る
工

夫
。

土
工

、
地

盤
改

良
、

橋
梁

架
設

、
舗

装
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

等
の

施
工

に
関

す
る

工
夫

部
材

並
び

に
機

材
等

の
運

搬
及

び
吊

り
方

式
な

ど
の

施
工

方
法

に
関

す
る

工
夫

。
設

備
工

事
に

お
け

る
加

工
や

組
立

等
又

は
電

気
工

事
に

お
け

る
配

線
や

配
管

等
に

関
す

る
工

夫
。

給
排

水
工

事
や

衛
生

設
備

工
事

等
に

お
け

る
配

管
又

は
ポ

ン
プ

類
の

凍
結

防
止

、
配

管
の

つ
な

ぎ
等

に
関

す
る

工
夫

。

仮
排

水
、

仮
道

路
、

迂
回

路
等

の
計

画
的

な
施

工
に

関
す

る
工

夫
。

有
毒

ガ
ス

並
び

に
可

燃
ガ

ス
の

処
理

及
び

粉
塵

防
止

並
び

に
作

業
中

の
換

気
等

に
関

す
る

工
夫

。
一

般
車

両
突

入
時

の
被

害
軽

減
方

策
又

は
一

般
交

通
の

安
全

確
保

に
関

す
る

工
夫

。

工
  

 夫
  

 事
  

 項

建
設

業
労

働
災

害
防

止
協

会
が

定
め

る
指

針
に

基
づ

く
安

全
衛

生
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
　

■
建

災
防

（
沖

縄
支

部
）

の
安

全
衛

生
教

育
を

受
講

し
て

終
了

証
書

を
監

督
職

員
に

提
出

し
た

場
合

に
評

価
す

る
。

＊
本

項
目

は
２

点
の

加
点

と
す

る
。

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

仮
設

備
等

に
関

す
る

工
夫

（
落

下
物

、
墜

落
・

転
落

、
挟

ま
れ

、
看

板
、

立
入

禁
止

柵
、

手
摺

り
、

足
場

等
）

安
全

教
育

、
技

術
向

上
講

習
会

、
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

等
に

関
す

る
工

夫
。

現
場

事
務

所
、

労
務

者
宿

舎
等

の
空

間
及

び
設

備
等

に
関

す
る

工
夫

。

Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｉ

Ｓ
評

価
情

報
技

術
の

う
ち

「
少

実
績

優
良

技
術

」
を

除
く

「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」

を
活

用
し

、
活

用
効

果
調

査
表

を
提

出
し

て
い

る
。

＊
本

項
目

は
４

点
の

加
点

と
す

る
。

Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｉ

Ｓ
登

録
技

術
の

う
ち

試
行

技
術

及
び

「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」

以
外

の
新

技
術

を
活

用
し

た
結

果
、

発
注

者
に

よ
る

活
用

効
果

調
査

結
果

の
総

合
評

価
点

が
１

２
０

点
以

上
の

場
合

。
＊

本
項

目
は

４
点

の
加

点
と

す
る

。

施
工

計
画

書
に

当
該

事
項

が
記

載
さ

れ
、

又
は

事
前

に
受

注
者

か
ら

自
主

的
に

創
意

工
夫

に
か

か
る

資
料

が
提

出
さ

れ
、

施
工

等
に

反
映

さ
れ

て
い

た
場

合
に

評
価

す
る

。

同
じ

よ
う

な
事

例
や

汎
用

的
な

事
例

に
な

っ
て

い
る

工
夫

は
、

上
記

の
内

容
を

満
足

し
て

い
る

の
か

を
総

合
的

に
判

断
し

て
評

価
す

る
こ

と
。

支
保

工
、

型
枠

工
、

足
場

工
及

び
仮

桟
橋

、
覆

工
板

、
山

留
め

等
の

仮
設

工
に

関
す

る
工

夫
。

施
工

管
理

ソ
フ

ト
、

土
量

管
理

シ
ス

テ
ム

等
の

活
用

に
関

す
る

工
夫

。

鉄
筋

、
Ｐ

Ｃ
ケ

ー
ブ

ル
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

等
の

使
用

材
料

に
関

す
る

工
夫

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
（

情
報

通
信

技
術

）
を

活
用

し
た

情
報

化
施

工
を

取
り

入
れ

た
工

事
。

＊
本

項
目

は
２

点
の

加
点

と
す

る
。

優
れ

た
技

術
力

又
は

能
力

と
し

て
評

価
す

る
技

術
を

用
い

た
工

事
。

Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｉ

Ｓ
登

録
技

術
の

う
ち

試
行

技
術

を
活

用
し

、
活

用
効

果
調

査
表

を
提

出
し

て
い

る
。

＊
本

項
目

は
２

点
の

加
点

と
す

る
。

Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｉ

Ｓ
登

録
技

術
の

う
ち

活
用

し
た

試
行

技
術

が
「

少
実

績
優

良
技

術
」

で
あ

る
場

合
又

は
発

注
者

に
よ

る
活

用
効

果
調

査
結

果
の

総
合

評
価

点
が

１
２

０
点

以
上

で
あ

っ
た

場
合

。
＊

本
項

目
は

２
点

の
加

点
と

す
る

。

盛
土

の
締

固
度

、
杭

の
施

工
高

さ
等

の
管

理
に

関
す

る
工

夫
。

施
工

計
画

書
の

作
成

、
写

真
の

管
理

等
に

関
す

る
工

夫
。

出
来

形
又

は
品

質
の

計
測

。
集

計
、

管
理

図
等

に
関

す
る

工
夫

。

創
意

工
夫

は
、

独
自

性
や

創
意

に
満

ち
た

も
の

で
、

か
つ

そ
の

効
果

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
評

価
す

る
。

32



別
紙

-
2

-
2

-
②

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
主

任
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

２
.

施
工

状
況

Ⅱ
．

工
程

管
理

□
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

■
劣

っ
て

い
る

●
下

記
の

該
当

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
し

た
う

え
で

右
欄

に
て

総
合

評
価

を
行

う
こ

と
。

●
下

記
の

目
安

を
参

考
と

し
て

総
合

的
に

評
価

す
る

。
（

必
ず

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

）
a

４
項

目
程

度
以

上
評

価
■

□
b

２
項

目
程

度
以

上
評

価

□
c

１
項

目
程

度
以

上
評

価

d
工

程
管

理
が

や
や

不
備

で
あ

る

□
e

工
程

管
理

が
不

備
で

あ
る

□ □ □

そ
の

他
（

週
休

2
日

の
確

保
）

理
由

：

●
判

断
基

準
上

記
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
ａ

、
ｂ

、
ｃ

、
ｄ

、
ｅ

評
価

を
行

う
。

や
や

劣
っ

て
い

る

隣
接

す
る

他
の

工
事

な
ど

と
の

工
程

調
整

に
取

り
組

み
、

遅
れ

を
発

生
さ

せ
る

こ
と

な
く

工
事

を
完

成
さ

せ
た

。

地
元

及
び

関
係

機
関

と
の

調
整

に
取

り
組

み
、

遅
れ

を
発

生
さ

せ
る

こ
と

な
く

工
事

を
完

成
さ

せ
た

。

工
程

管
理

を
適

切
に

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
休

日
や

夜
間

工
事

の
回

避
等

を
行

い
、

地
域

住
民

に
公

共
工

事
に

対
す

る
好

印
象

を
与

え
た

。

①
関

連
工

事
と

の
工

程
調

整
に

取
り

組
み

、
ト

ラ
ブ

ル
無

く
工

期
内

に
完

成
し

た
場

合
に

評
価

す
る

。

①
地

元
調

整
等

に
取

り
組

み
、

ト
ラ

ブ
ル

無
く

工
期

内
に

完
成

し
た

場
合

に
評

価
す

る
。

①
計

画
的

な
人

員
管

理
、

工
程

管
理

を
行

い
、

休
日

や
夜

間
の

工
事

を
回

避
し

た
、

若
し

く
は

地
元

調
整

を
積

極
的

に
行

い
、

夜
間

工
事

な
ど

地
元

要
望

に
配

慮
し

た
工

程
計

画
を

立
て

、
ト

ラ
ブ

ル
な

く
工

期
内

に
完

成
し

た
場

合
に

評
価

す
る

。

①
工

期
的

な
制

約
が

あ
る

工
事

に
お

い
て

、
余

裕
を

持
っ

た
工

程
計

画
を

立
て

、
適

切
な

工
程

管
理

の
も

と
に

、
こ

れ
ら

の
要

請
に

応
え

た
場

合
に

評
価

す
る

。
★

「
余

裕
を

も
っ

て
工

事
を

完
成

」
の

判
断

：
工

期
の

少
な

く
と

も
７

日
前

（
従

来
の

竣
工

確
認

）
を

目
安

と
す

る
。

４
週

８
休

以
上

を
確

保
で

き
た

場
合

は
、

原
則

ａ
評

価
と

す
る

。
　

た
だ

し
、

他
の

事
項

で
著

し
く

低
く

評
価

す
る

内
容

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
「

ａ
評

価
」

と
し

な
い

こ
と

が
で

き
る

。

土
技

第
8

0
1

号
 平

成
3

0
年

9
月

2
5

日
付

け
通

知
文

よ
り

①
現

場
閉

所
に

よ
る

４
週

８
休

を
確

保
し

、
か

つ
工

期
内

に
工

事
を

完
成

さ
せ

た
場

合
に

評
価

す
る

。
か

つ
、

「
そ

の
他

」
項

目
も

評
価

す
る

。

①
広

範
囲

に
点

在
す

る
標

識
工

事
や

修
繕

工
事

等
の

時
間

ロ
ス

が
多

い
工

事
で

、
余

裕
を

持
っ

た
工

程
計

画
を

立
て

、
適

切
な

工
程

管
理

の
も

と
に

工
期

内
に

工
事

を
完

成
さ

せ
た

場
合

に
評

価
す

る
。

工
程

管
理

に
係

る
積

極
的

な
取

り
組

み
が

見
ら

れ
た

。

災
害

復
旧

工
事

な
ど

特
に

工
期

的
な

制
約

が
あ

る
場

合
に

お
い

て
、

余
裕

を
も

っ
て

工
事

を
完

成
さ

せ
た

。

工
事

施
工

箇
所

が
広

範
囲

に
点

在
し

て
い

る
場

合
に

お
い

て
、

工
程

管
理

を
的

確
に

行
い

、
余

裕
を

も
っ

て
工

事
を

完
成

さ
せ

た
。

４
週
８
休
以
上
を
確
保
で
き
た
場
合
に
、
（
週
休
２
日

の
確
保
）
を
「
そ
の
他
」
に
記
載
し
て
評
価
（
レ
点
）
す

る
。
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別
紙

-
2

-
2

-
③

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
主

任
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

２
.

施
工

状
況

Ⅲ
．

安
全

対
策

□
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

■
劣

っ
て

い
る

●
下

記
の

該
当

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
し

た
う

え
で

右
欄

に
て

総
合

評
価

を
行

う
こ

と
。

●
下

記
の

目
安

を
参

考
と

し
て

総
合

的
に

評
価

す
る

。
（

必
ず

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

）
a

４
項

目
程

度
以

上
評

価
□

b
２

項
目

程
度

以
上

評
価

□

c
１

項
目

程
度

以
上

評
価

□

d
安

全
対

策
が

や
や

不
備

で
あ

る
□

e
安

全
対

策
が

不
備

で
あ

る
□ □

そ
の

他
理

由
：

●
判

断
基

準
上

記
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
ａ

、
ｂ

、
ｃ

、
ｄ

、
ｅ

評
価

を
行

う
。

①
安

全
対

策
へ

の
積

極
的

な
取

組
み

が
地

域
住

民
か

ら
感

謝
さ

れ
た

、
又

は
好

評
で

あ
っ

た
こ

と
が

関
係

資
料

で
確

認
で

き
る

場
合

に
評

価
す

る
。

安
全

対
策

に
関

す
る

技
術

開
発

や
創

意
工

夫
に

取
り

組
ん

だ
。

安
全

協
議

会
で

の
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
。

安
全

対
策

に
係

る
取

り
組

み
が

地
域

か
ら

評
価

さ
れ

た
。

や
や

劣
っ

て
い

る

建
設

労
働

災
害

及
び

公
衆

災
害

の
防

止
に

向
け

た
取

り
組

み
が

顕
著

で
あ

っ
た

。

安
全

衛
生

を
確

保
す

る
た

め
の

管
理

体
制

を
整

備
し

、
組

織
的

に
取

り
組

ん
だ

。

安
全

衛
生

を
確

保
す

る
た

め
、

他
の

模
範

と
な

る
よ

う
な

活
動

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。

①
安

全
施

設
の

増
設

、
高

機
能

の
安

全
施

設
の

配
置

、
交

通
誘

導
員

の
追

加
配

置
、

特
色

あ
る

安
全

教
育

の
実

施
な

ど
労

働
災

害
の

防
止

に
向

け
た

取
り

組
み

が
顕

著
で

あ
っ

た
場

合
に

評
価

す
る

。

①
安

全
衛

生
管

理
者

を
設

置
し

て
、

責
任

体
制

を
施

工
計

画
書

に
明

記
し

、
日

常
の

教
育

、
訓

練
、

巡
視

、
安

全
施

設
や

仮
設

工
の

整
備

・
点

検
を

組
織

的
に

実
施

し
た

場
合

に
評

価
す

る
。

①
安

全
管

理
に

関
し

て
、

管
内

の
他

の
建

設
業

者
の

模
範

と
な

っ
て

い
る

、
又

は
模

範
的

な
優

れ
た

活
動

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
、

関
係

資
料

で
確

認
で

き
る

場
合

に
評

価
す

る
。

①
安

全
対

策
に

関
す

る
技

術
開

発
や

新
技

術
の

導
入

に
積

極
的

に
取

組
ん

だ
、

又
は

安
全

対
策

に
関

し
て

創
意

工
夫

を
も

っ
て

取
組

ん
だ

こ
と

が
、

関
係

資
料

で
確

認
で

き
る

場
合

に
評

価
す

る
。

①
安

全
協

議
会

を
設

置
し

て
い

る
場

合
：

協
議

会
活

動
の

役
員

な
ど

活
動

の
中

心
的

な
役

割
を

担
い

、
安

全
協

議
会

を
牽

引
す

る
な

ど
、

協
議

会
活

動
に

積
極

的
に

取
組

ん
だ

こ
と

が
、

関
係

資
料

で
確

認
で

き
る

場
合

に
評

価
す

る
。
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別
紙

-
2

-
4

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
主

任
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

 
対

　
　

　
応

　
　

　
事

　
　

　
項

【
　

事
　

例
　

】
　

具
　

体
　

的
　

な
　

施
　

工
　

条
　

件
　

等
　

へ
　

の
　

対
　

応
　

事
　

例

４
．

工
事

特
性

Ⅰ
．

Ⅰ
構

造
物

の
特

殊
性

へ
の

対
応

（
１

、
に

つ
い

て
）

１
．

対
象

構
造

物
の

高
さ

、
延

長
、

施
工

（
断

）
面

積
、

施
工

深
度

等
の

規
模

が
特

殊
な

工
事

　
２

．
対

象
構

造
物

の
形

状
が

複
雑

で
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

施
工

条
件

が
特

に
変

化
す

る
工

事
　

３
．

そ
の

他

  
理

由
：

＊
上

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
４

点
の

加
点

と
す

る
。

（
２

、
に

つ
い

て
）

・
砂

防
工

事
な

ど
に

お
い

て
、

現
地

合
わ

せ
に

基
づ

い
て

再
設

計
が

必
要

な
工

事
。

・
鉄

道
に

隣
接

し
た

橋
脚

の
耐

震
補

強
工

事
又

は
河

道
内

の
流

水
部

に
お

け
る

橋
脚

の
撤

去
工

事
。

・
供

用
中

の
道

路
ト

ン
ネ

ル
の

拡
幅

工
事

（
３

、
に

つ
い

て
）

・
そ

の
他

、
構

造
物

固
有

の
難

し
さ

へ
の

対
応

が
特

に
必

要
な

工
事

。
・

そ
の

他
、

技
術

固
有

の
難

し
さ

へ
の

対
応

が
必

要
で

あ
る

工
事

。
・

地
山

強
度

が
低

い
又

は
土

被
り

が
薄

い
た

め
、

Ｆ
Ｅ

Ｍ
解

析
な

ど
に

よ
る

検
討

が
必

要
な

工
事

。
■

Ⅱ
都

市
部

等
の

作
業

環
境

、
社

会
条

件
等

へ
の

対
応

（
４

、
に

つ
い

て
）

４
．

地
盤

の
変

形
、

近
接

構
造

物
、

地
中

埋
設

物
へ

の
影

響
に

配
慮

す
る

工
事

　
・

供
用

中
の

鉄
道

又
は

道
路

と
交

差
す

る
橋

梁
な

ど
の

工
事

。
５

．
周

辺
環

境
条

件
に

よ
り

、
作

業
条

件
、

工
程

等
に

大
き

な
影

響
を

受
け

る
工

事
・

市
街

地
等

の
家

屋
密

集
地

で
の

、
鉄

道
又

は
道

路
を

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

す
る

工
事

。
６

．
周

辺
住

民
等

に
対

す
る

騒
音

・
振

動
を

特
に

配
慮

す
る

工
事

・
監

視
な

ど
の

結
果

に
基

づ
き

、
工

法
の

変
更

を
行

っ
た

工
事

。
７

．
現

道
上

で
の

交
通

規
制

に
大

き
く

影
響

す
る

工
事

（
５

、
に

つ
い

て
）

８
．

緊
急

時
に

対
応

が
特

に
必

要
な

工
事

・
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
電

話
線

等
の

支
障

物
件

の
移

設
に

つ
い

て
、

施
工

工
程

の
管

理
に

特
に

注
意

を
要

し
た

工
事

。
９

．
施

工
箇

所
が

広
範

囲
に

わ
た

る
工

事
・

地
元

調
整

や
環

境
対

策
な

ど
の

制
約

が
特

に
多

い
工

事
。

１
０

．
そ

の
他

・
そ

の
ほ

か
各

種
制

約
が

あ
り

、
施

工
に

特
に

厳
し

い
制

限
を

受
け

た
工

事
。

　
  

理
由

：
（

６
、

に
つ

い
て

）
・

市
街

地
で

の
夜

間
工

事
。

＊
上

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
６

点
の

加
点

と
す

る
。

・
Ｄ

Ｉ
Ｄ

地
区

で
の

工
事

。
　

（
７

、
に

つ
い

て
）

　
・

日
交

通
量

が
概

ね
１

万
台

以
上

の
道

路
で

片
側

交
互

通
行

の
交

通
規

制
を

し
た

工
事

。
　

・
供

用
し

て
い

る
自

動
車

専
用

道
路

等
の

路
上

工
事

で
交

通
規

制
が

必
要

な
工

事
。

・
工

事
期

間
中

の
大

半
に

わ
た

っ
て

、
交

通
解

放
を

行
う

た
め

規
制

標
識

の
設

置
撤

去
を

日
々

行
っ

た
工

事
。

（
８

、
に

つ
い

て
）

・
緊

急
時

の
作

業
が

あ
り

、
そ

の
作

業
の

全
て

に
対

応
し

た
工

事
。

（
９

、
に

つ
い

て
）

　
・

作
業

現
場

が
広

範
囲

に
分

布
し

て
い

る
工

事
。

　
（

１
０

、
に

つ
い

て
）

　
・

施
工

ヤ
ー

ド
の

広
さ

や
高

さ
に

制
限

が
あ

り
、

機
械

の
使

用
な

ど
施

工
に

制
約

を
受

け
た

工
事

。

Ⅲ
厳

し
い

自
然

・
地

盤
条

件
へ

の
対

応
（

１
１

、
に

つ
い

て
）

１
１

．
特

殊
な

地
盤

条
件

へ
の

対
応

が
特

に
必

要
な

工
事

・
河

川
内

の
橋

脚
工

事
に

お
い

て
地

下
水

位
が

高
く

、
ウ

ェ
ル

ポ
イ

ン
ト

工
法

な
ど

に
よ

る
排

水
や

大
規

模
な

山
留

め
な

ど
が

必
要

な
工

事
。

１
２

．
雨

・
雪

・
風

・
気

温
・

波
浪

等
の

自
然

条
件

の
影

響
が

大
き

な
工

事
・

支
持

地
盤

の
形

状
が

複
雑

な
た

め
、

深
礎

杭
基

礎
毎

に
地

質
調

査
を

実
施

す
る

な
ど

支
持

地
盤

を
確

認
し

な
が

ら
再

設
計

し
た

工
事

。
１

３
．

急
峻

な
地

形
及

び
土

石
流

危
険

渓
流

内
で

の
工

事
・

施
工

不
可

能
日

が
多

い
こ

と
か

ら
、

施
工

機
械

の
稼

働
率

や
台

数
な

ど
を

的
確

に
把

握
す

る
必

要
が

生
じ

た
工

事
。

１
４

．
動

植
物

等
の

自
然

環
境

の
保

全
に

特
に

配
慮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
工

事
（

１
２

、
に

つ
い

て
）

１
５

．
そ

の
他

・
海

岸
又

は
河

川
区

域
内

の
た

め
、

設
計

書
で

計
上

す
る

以
上

に
波

浪
等

の
影

響
で

不
稼

働
日

が
多

く
、

主
に

作
業

船
や

台
船

を
使

用
す

る
工

事
。

理
由

：
・

潜
水

夫
を

多
用

し
た

工
事

又
は

波
浪

や
水

位
変

動
が

大
き

い
た

め
作

業
構

台
等

を
設

置
し

た
工

事
。

　
（

１
３

、
に

つ
い

て
）

＊
上

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
４

点
の

加
点

と
す

る
。

・
急

峻
な

地
形

の
た

め
、

作
業

構
台

や
作

業
床

の
設

置
が

制
限

さ
れ

る
工

事
。

も
し

く
は

、
命

綱
を

使
用

す
る

必
要

が
あ

っ
た

工
事

。
（

法
面

工
は

除
く

）
　

・
斜

面
上

又
は

急
峻

な
地

形
直

下
で

の
工

事
の

た
め

、
工

事
に

伴
う

地
滑

り
防

止
対

策
等

の
安

全
対

策
を

必
要

と
し

た
工

事
。

（
１

４
、

に
つ

い
て

）
　

　
（

１
５

、
に

つ
い

て
）

Ⅳ
長

期
工

事
に

お
け

る
安

全
確

保
へ

の
対

応
１

６
．

１
２

ヶ
月

を
超

え
る

工
期

で
、

事
故

が
な

く
完

成
し

た
工

事
（

全
面

一
時

中
止

期
間

は
除

く
）

＊
但

し
、

文
書

注
意

に
至

ら
な

い
事

故
は

除
く

。
１

７
．

そ
の

他
理

由
：

＊
上

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
６

点
の

加
点

と
す

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

評
点

：
0

点

※
１

．
工

事
特

性
は

、
最

大
２

０
点

の
加

点
評

価
と

す
る

。
※

２
．

主
任

監
督

官
が

評
価

す
る

。
「

５
、

創
意

工
夫

」
と

の
二

重
評

価
は

行
わ

な
い

。
※

３
．

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
現

場
監

督
員

等
の

意
見

も
参

考
に

評
価

す
る

。

・
そ

の
他

、
災

害
等

に
お

け
る

臨
機

の
措

置
の

う
ち

特
に

評
価

す
べ

き
事

項
が

認
め

ら
れ

る
工

事
。

　
切

土
の

土
工

量
：

２
０

万
ｍ

3
以

上
、

盛
土

の
土

工
量

：
１

５
万

ｍ
3

以
上

、
護

岸
・

築
堤

の
平

均
高

さ
：

１
０

ｍ
以

上
、

ト
ン

ネ
ル

(ｼ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
)の

直
径

：
８

ｍ
以

上
、

ダ
ム

用
水

門
の

設
計

水
深

：
２

５
ｍ

以
上

、
樋

門
又

は
樋

管
の

内
空

断
面

積
：

1
5

㎡
以

上
、

揚
排

水
機

場
の

吐
出

管
径

：
２

，
０

０
０

㎜
以

上
、

堰
又

は
水

門
の

最
大

径
間

長
：

２
５

ｍ
以

上
、

堰
又

は
水

門
の

径
間

数
：

３
径

間
以

上
、

堰
又

は
扉

体
面

積
：

５
０

㎡
／

門
以

上
、

ト
ン

ネ
ル

（
開

削
工

法
）

の
開

削
深

さ
：

２
０

ｍ
以

上
、

ト
ン

ネ
ル

（
Ｎ

Ａ
Ｔ

Ｍ
）

の
内

空
平

均
面

積
：

１
０

０
㎡

以
上

、
ト

ン
ネ

ル
（

沈
埋

工
法

）
の

内
空

平
均

面
積

：
３

０
０

㎡
以

上
、

海
岸

堤
防

、
護

岸
、

突
堤

又
は

離
岸

堤
の

水
深

：
１

０
ｍ

以
上

、
地

滑
り

防
止

工
：

幅
１

０
０

ｍ
以

上
か

つ
法

長
１

５
０

ｍ
以

上
、

浚
渫

工
の

浚
渫

土
量

：
１

０
０

万
ｍ

3
以

上
、

流
路

工
の

計
画

高
水

量
：

５
０

０
ｍ

3
以

上
、

砂
防

ダ
ム

の
堤

高
：

１
５

ｍ
以

上
、

ダ
ム

の
堤

高
：

１
５

０
ｍ

以
上

、
転

流
ト

ン
ネ

ル
の

流
下

能
力

：
４

０
０

ｍ
3

/
s
以

上
、

橋
梁

下
部

工
の

高
さ

：
３

０
ｍ

以
上

、
橋

梁
上

部
工

の
最

大
支

間
長

：
１

０
０

ｍ
以

上

　
　

評
　

　
価

施
工

条
件

等
へ

の
対

応

・
そ

の
他

、
周

辺
環

境
又

は
社

会
条

件
へ

の
対

応
が

特
に

必
要

な
工

事
。

・
土

石
流

危
険

渓
流

に
指

定
さ

れ
た

区
域

内
に

お
け

る
工

事
。

・
イ

ヌ
ワ

シ
等

の
猛

禽
類

な
ど

の
貴

重
な

動
植

物
へ

の
配

慮
の

た
め

、
工

程
や

施
工

方
法

に
制

約
を

受
け

た
工

事
。

・
そ

の
他

、
自

然
条

件
又

は
地

盤
条

件
へ

の
対

応
が

必
要

で
あ

っ
た

工
事

。

施
工

計
画

書
に

、
当

該
対

応
事

項
に

係
る

内
容

が
記

載
さ

れ
、

か
つ

施
工

等
に

反
映

さ
れ

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

。
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工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
主

任
監

督
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
a
'

b
b

'
 

c

６
．

社
会

性
等

Ⅰ
．

地
域

へ
の

貢
献

等
□

優
れ

て
い

る
□

b
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

●
下

記
の

該
当

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
し

た
う

え
で

右
欄

に
て

総
合

評
価

を
行

う
こ

と
。

●
下

記
の

目
安

を
参

考
と

し
て

総
合

的
に

評
価

す
る

。
（

必
ず

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

）
a

５
項

目
以

上
評

価
□

a
'

４
項

目
評

価
□

b
３

項
目

評
価

□

b
'

２
項

目
評

価
□

c
１

項
目

以
下

評
価

□ □

ゆ
い

く
る

材
を

積
極

的
に

使
用

し
て

い
る

。
（

「
ゆ

い
く

る
材

利
用

状
況

報
告

書
」

に
よ

り
確

認
）

※
１

、
２

□ □

理
由

：

※
１

：
た

だ
し

、
下

記
A

)お
よ

び
B

)に
該

当
す

る
製

品
は

評
価

の
対

象
外

と
す

る
。

A
)

特
定

建
設

資
材

廃
棄

物
を

原
材

料
と

し
た

製
品

（
路

盤
材

、
A

s
舗

装
材

、
再

生
砂

等
）

B
)

「
県

産
建

設
資

材
使

用
状

況
報

告
書

」
で

報
告

し
て

い
る

資
材

（
鉄

筋
、

セ
メ

ン
ト

、
マ

ン
ホ

ー
ル

蓋
等

）
※

２
：

ゆ
い

く
る

材
を

「
使

用
可

能
な

箇
所

で
全

量
使

用
し

た
場

合
」

に
評

価
す

る
。

そ
の

他

定
期

的
に

広
報

紙
の

配
布

や
現

場
見

学
会

等
を

実
施

し
て

、
積

極
的

に
地

域
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

っ
た

。

道
路

清
掃

な
ど

を
積

極
的

に
実

施
し

、
地

域
に

貢
献

し
た

。

地
域

が
主

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
へ

積
極

的
に

参
加

し
、

地
域

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
っ

た
。

災
害

時
な

ど
に

お
い

て
、

地
域

へ
の

支
援

又
は

行
政

な
ど

に
よ

る
救

援
活

動
へ

の
積

極
的

な
協

力
を

行
っ

た
。

①
当

該
工

事
現

場
に

お
い

て
、

広
報

活
動

、
現

場
見

学
会

等
の

実
施

や
、

学
童

通
学

時
の

誘
導

な
ど

、
地

域
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
図

っ
た

こ
と

が
、

関
係

資
料

で
確

認
で

き
る

場
合

に
評

価
す

る
。

①
当

該
工

事
に

お
い

て
、

そ
の

現
場

周
辺

地
域

の
公

共
土

木
施

設
の

清
掃

や
ゴ

ミ
拾

い
な

ど
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
積

極
的

に
実

施
し

、
地

域
に

貢
献

し
た

こ
と

が
、

関
係

資
料

で
確

認
で

き
る

場
合

に
評

価
す

る
。

①
当

該
工

事
に

お
い

て
、

そ
の

地
域

が
主

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
（

地
域

の
美

化
活

動
、

夏
祭

り
等

）
に

積
極

的
に

参
加

し
、

地
域

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
っ

た
こ

と
が

、
関

係
資

料
で

確
認

で
き

る
場

合
に

評
価

す
る

。

①
当

該
工

事
の

工
期

内
に

発
生

し
た

自
然

災
害

等
に

つ
い

て
、

物
資

の
援

助
、

避
難

場
所

の
開

放
、

運
搬

等
の

後
方

支
援

、
救

助
等

の
活

動
を

行
い

、
地

域
住

民
や

行
政

に
協

力
し

た
こ

と
が

、
関

係
書

類
で

確
認

で
き

る
場

合
に

評
価

す
る

。

①
ゆ

い
く

る
材

の
利

用
が

可
能

な
工

事
を

対
象

と
す

る
。

そ
れ

以
外

は
評

価
対

象
と

し
な

い
。

②
ゆ

い
く

る
材

利
用

状
況

報
告

書
が

提
出

さ
れ

、
ゆ

い
く

る
材

出
荷

証
明

書
が

添
付

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

（
※

検
査

官
の

評
価

対
象

で
あ

る
路

盤
材

等
は

対
象

で
無

い
の

で
注

意
す

る
こ

と
。

）

c
よ

り
優

れ
て

い
る

周
辺

環
境

へ
の

配
慮

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。

現
場

事
務

所
や

作
業

現
場

の
環

境
を

周
辺

地
域

と
の

景
観

に
合

わ
せ

る
な

ど
、

積
極

的
に

周
辺

地
域

と
の

調
和

を
図

っ
た

。

①
周

辺
環

境
や

自
然

環
境

及
び

生
物

の
保

護
等

に
対

し
て

具
体

的
な

取
り

組
み

を
実

施
し

た
こ

と
が

、
関

係
資

料
で

確
認

で
き

る
場

合
に

評
価

す
る

。
（

※
設

計
図

書
で

施
行

を
明

示
し

て
い

る
も

の
は

除
く

。
）

①
現

場
周

辺
の

自
然

環
境

、
景

観
、

社
会

環
境

（
通

学
路

等
）

に
合

わ
せ

て
、

現
場

事
務

所
や

作
業

現
場

の
色

調
や

デ
ザ

イ
ン

を
調

和
さ

せ
、

修
景

し
た

こ
と

が
、

関
係

書
類

等
で

確
認

で
き

る
場

合
に

評
価

す
る

。
(※

設
計

図
書

で
施

行
を

明
示

し
て

い
る

も
の

は
除

く
。

)
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別
紙

-
2

-
7

（
主

任
監

督
員

）

８
．

法
令

遵
守

等

措
置

点
数

総
合

点
数

１
．

指
名

停
止

３
ヶ

月
以

上
－

２
０

点

２
．

指
名

停
止

２
ヶ

月
以

上
３

ヶ
月

未
満

－
１

５
点

３
．

指
名

停
止

１
ヶ

月
以

上
２

ヶ
月

未
満

－
１

３
点

１
）

企
業

の
能

力
等

に
関

す
る

こ
と

４
．

指
名

停
止

２
週

間
以

上
１

ヶ
月

未
満

－
１

０
点

５
．

文
書

注
意

相
当

－
８

点

６
．

口
頭

注
意

相
当

－
５

点
２

）
施

工
計

画
に

関
す

る
こ

と

７
．

工
事

関
係

者
事

故
ま

た
は

公
衆

災
害

が
発

生
し

た
が

、
当

該
事

故
に

係
る

安
全

管
理

の
措

置
の

不
適

切
な

程
度

が
軽

微
な

た
め

、
口

頭
注

意
以

上
の

処
分

が
行

わ
れ

な
か

っ
た

場
合

－
３

点

８
．

そ
の

他
※

総
合

評
価

落
札

方
式

の
１

）
～

３
）

に
該

当
す

る
場

合
、

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

。
理

由
：

９
．

該
当

項
目

な
し

３
）

技
術

提
案

（
Ｖ

Ｅ
提

案
）

に
関

す
る

こ
と

 

減
点

0
点

Ｖ
Ｅ

提
案

の
有

無
の

チ
ェ

ッ
ク

→

 

①
　

本
評

価
項

目
（

8
.法

令
遵

守
等

）
で

評
価

す
る

事
例

は
、

工
事

の
施

工
に

あ
た

っ
て

工
事

関
係

者
が

下
記

の
適

応
事

例
で

上
表

の
措

置
が

あ
っ

た
場

合
に

適
用

す
る

。

②
  

「
施

工
」

と
は

、
請

負
契

約
書

の
記

載
内

容
（

工
事

名
、

工
期

、
施

工
場

所
等

）
を

履
行

す
る

こ
と

に
限

定
す

る
。

③
　

「
工

事
関

係
者

」
と

は
、

当
該

工
事

現
場

に
従

事
す

る
現

場
代

理
人

、
監

理
技

術
者

、
主

任
技

術
者

、
品

質
証

明
員

、
請

負
会

社
の

現
場

従
事

職
員

及
び

当
該

工
事

に
あ

た
っ

て
下

請
契

約
し

、
そ

れ
を

履
行

す
る

た
め

に
従

事
す

る
者

に
限

定
す

る
。

④
　

総
合

評
価

落
札

方
式

に
お

け
る

技
術

資
料

の
記

載
内

容
（

施
工

計
画

）
及

び
技

術
提

案
が

、
受

注
者

の
責

に
よ

り
履

行
さ

れ
な

か
っ

た
場

合
は

、
８

．
そ

の
他

の
項

目
で

減
ず

る
措

置
を

行
う

。

【
上

記
で

評
価

す
る

場
合

の
適

応
事

例
】

１
．

入
札

前
に

提
出

し
た

調
査

資
料

な
ど

に
お

い
て

、
虚

為
の

事
実

が
判

明
し

た
。

２
．

承
諾

な
し

に
権

利
又

は
義

務
を

第
三

者
に

譲
渡

又
は

承
継

し
た

。
３

．
使

用
人

に
関

す
る

労
働

条
件

に
問

題
が

あ
り

送
検

さ
れ

た
。

４
．

産
業

廃
棄

物
処

理
法

に
違

反
す

る
不

法
投

棄
、

砂
利

採
取

法
に

違
反

す
る

無
許

可
採

取
等

の
関

係
法

令
に

違
反

す
る

事
実

が
判

明
し

た
。

５
．

当
該

工
事

関
係

者
が

贈
収

賄
な

ど
に

よ
り

逮
捕

又
は

公
訴

さ
れ

た
。

６
．

一
括

下
請

や
技

術
者

の
専

任
違

反
等

の
建

設
業

法
に

違
反

す
る

事
実

が
判

明
し

た
。

７
．

入
国

管
理

法
に

違
反

す
る

外
国

人
の

不
法

就
労

者
が

判
明

し
、

送
検

さ
れ

た
。

８
．

労
働

基
準

法
に

違
反

す
る

事
実

が
判

明
し

、
送

検
等

さ
れ

た
。

９
．

監
督

又
は

検
査

の
実

施
を

、
不

当
な

圧
力

を
か

け
る

な
ど

に
よ

り
妨

げ
た

。
１

０
．

下
請

代
金

を
期

日
以

内
に

支
払

っ
て

い
な

い
、

不
当

に
下

請
代

金
の

額
を

減
じ

て
い

る
な

ど
、

下
請

代
金

支
払

遅
延

等
防

止
法

第
４

条
に

規
定

す
る

親
事

業
者

の
遵

守
事

項
に

違
反

す
る

行
為

が
あ

る
。

１
１

．
過

積
載

等
の

道
路

交
通

法
違

反
に

よ
り

、
逮

捕
又

は
送

検
さ

れ
た

。
１

２
．

受
注

企
業

の
社

員
に

「
指

定
暴

力
団

」
又

は
「

指
定

暴
力

団
の

傘
下

組
織

（
団

体
）

」
に

所
属

す
る

構
成

員
、

準
構

成
員

、
企

業
舎

弟
等

の
暴

力
団

関
係

者
が

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

１
３

．
下

請
け

に
暴

力
団

関
係

企
業

が
入

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

あ
る

い
は

、
「

暴
力

団
員

に
よ

る
不

当
な

行
為

の
防

止
等

に
関

す
る

法
律

」
第

９
条

に
記

さ
れ

て
い

る
砂

利
、

砂
、

防
音

シ
ー

ト
、

軍
手

等
の

物
品

の
納

入
、

土
木

作
業

員
や

ガ
ー

ド
マ

ン
　

　
　

の
受

け
入

れ
、

土
木

作
業

員
用

の
自

動
販

売
機

の
設

置
等

を
行

っ
て

い
る

事
実

が
判

明
し

た
。

１
４

．
安

全
管

理
の

措
置

が
不

適
切

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

死
傷

者
を

生
じ

さ
せ

た
工

事
関

係
者

事
故

又
は

重
大

な
損

害
を

与
え

た
公

衆
損

害
事

故
を

起
こ

し
た

。

不
履

行
の

場
合

は
、

最
高

１
０

点
と

し
、

減
点

額
を

右
の

セ
ル

に
直

接
入

力
す

る
。

　

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

考
 査

 項
 目

措
　

置
　

内
　

容

法
 令

 遵
 守

 等
 の

 該
 当

 項
 目

 一
 覧

 表

●
８

，
そ

の
他

で
総

合
評

価
落

札
方

式
で

の
減

点
は

、
下

記
に

よ
り

評
価

す
る

。
Ｖ

Ｅ
提

案
が

あ
る

場
合

は
有

無
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

。
（

８
，

そ
の

他
を

チ
ェ

ッ
ク

し
た

ら
必

ず
下

段
も

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

。
）

※
減

点
に

際
し

て
は

、
「

総
合

評
価

の
運

用
(案

)」
を

参
照

す
る

こ
と

。

　
不

履
行

の
場

合
は

、
各

評
価

項
目

の
減

点
数

を
合

算
し

、
右

の
セ

ル
に

直
接

入
力

す
る

こ
と

。

　
不

履
行

の
場

合
は

「
不

履
行

の
項

目
数

×
(－

３
点

)」
と

し
て

減
点

数
を

合
算

し
、

右
の

セ
ル

に
直

接
入

力
す

る
こ

と
。

【
必

須
項

目
】

措
置

内
容

１
～

９
か

ら
１

項
目

を
選

択
す

る
。
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別
紙
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-
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工
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（
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員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｅ

２
.

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

□
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

■
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

や
や

劣
っ

て
い

る
□

劣
っ

て
い

る

「
評

価
対

象
項

目
」

□ □ □ □ ★

■
■

□ □ □ □ □

　
□ □ □ □ □ □

【
現

場
監

督
員

】
関

連
□ □ □ □ □ □

【
現

場
監

督
員

】
関

連
□ □ □ □ □ □

【
現

場
監

督
員

】
関

連

⑤
施

工
体

系
図

の
写

し
を

監
督

員
に

提
出

し
、

現
場

の
工

事
関

係
者

が
見

や
す

い
場

所
及

び
公

衆
の

見
や

す
い

場
所

に
掲

示
し

て
い

る
こ

と
が

、
工

事
写

真
等

の
関

係
資

料
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

⑥
施

工
体

制
台

帳
、

施
工

体
系

図
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

は
、

そ
の

都
度

速
や

か
に

監
督

職
員

に
そ

の
写

し
を

提
出

し
て

い
る

こ
と

。

②
段

階
確

認
、

不
可

視
部

分
、

設
計

図
書

と
現

場
の

不
一

致
部

分
等

の
立

会
依

頼
を

行
わ

ず
施

工
し

た
場

合
、

依
頼

が
余

裕
を

も
っ

て
行

わ
れ

て
い

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
建

設
副

産
物

の
再

利
用

、
再

資
源

化
施

設
へ

の
搬

出
、

産
業

廃
棄

物
の

処
分

が
必

要
な

工
事

を
対

象
。

②
再

生
資

源
利

用
（

促
進

）
計

画
書

及
び

再
生

資
源

利
用

実
施

(促
進

）
計

画
書

を
作

成
し

、
再

生
資

材
の

利
用

に
取

組
ん

で
い

る
こ

と
。

③
マ

ニ
ュ

フ
ェ

ス
ト

伝
票

に
よ

り
、

再
資

源
化

施
設

や
最

終
処

分
場

の
処

分
先

及
び

処
分

量
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

④
写

真
等

で
処

分
場

状
況

を
確

認
で

き
る

こ
と

。

リ
サ

イ
ク

ル
へ

の
取

り
組

み
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

る
。

（
ゆ

い
く

る
材

の
原

則
使

用
）

※
１

②
変

更
施

工
計

画
書

を
提

出
し

て
い

な
い

、
又

は
当

該
変

更
箇

所
の

工
事

の
着

手
後

に
提

出
し

た
場

合
に

は
評

価
し

な
い

。

①
保

管
方

法
が

品
質

に
影

響
を

与
え

る
工

事
を

対
象

。

②
現

場
で

の
工

事
材

料
の

保
管

が
発

生
し

た
場

合
、

そ
の

材
料

の
特

質
に

応
じ

て
品

質
低

下
が

無
い

よ
う

に
適

切
に

保
管

（
養

生
）

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
段

階
確

認
や

不
可

視
部

分
の

確
認

な
ど

の
立

会
確

認
依

頼
を

余
裕

を
も

っ
て

行
っ

て
い

る
こ

と
。

建
設

副
産

物
の

再
利

用
等

へ
の

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

★
「

余
裕

を
も

っ
て

」
は

、
少

な
く

と
も

立
会

日
希

望
日

の
３

日
前

を
目

安
と

す
る

。

施
工

体
制

台
帳

及
び

施
工

体
系

図
を

法
令

等
に

沿
っ

た
内

容
で

適
確

に
整

備
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
ゆ

い
く

る
材

の
利

用
が

可
能

な
工

事
を

対
象

と
す

る
。

②
ゆ

い
く

る
材

利
用

状
況

報
告

書
が

提
出

さ
れ

、
ゆ

い
く

る
材

出
荷

証
明

書
が

添
付

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
下

請
け

が
あ

る
工

事
を

対
象

と
す

る
。

②
施

工
体

制
台

帳
に

一
次

下
請

け
、

二
次

下
請

け
な

ど
工

事
施

工
を

請
け

負
う

全
て

の
業

者
に

つ
い

て
、

業
者

名
、

施
工

範
囲

、
技

術
者

名
、

保
険

の
加

入
状

況
な

ど
、

必
要

な
事

項
を

記
載

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
③

施
工

体
制

台
帳

の
写

し
を

監
督

員
に

提
出

し
、

現
場

に
備

え
付

け
て

い
る

こ
と

。

④
施

工
体

制
台

帳
に

基
づ

き
、

施
工

体
系

図
を

作
成

し
、

特
定

建
設

業
者

の
名

称
と

技
術

者
名

、
下

請
人

の
名

称
、

工
事

内
容

、
工

期
、

技
術

者
名

な
ど

を
明

示
し

、
各

下
請

人
の

施
工

分
担

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

現
場

条
件

又
は

計
画

内
容

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

、
そ

の
都

度
当

該
工

事
着

手
前

に
変

更
計

画
書

を
提

出
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

工
事

材
料

の
品

質
に

影
響

が
無

い
よ

う
工

事
材

料
を

保
管

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

立
会

確
認

の
手

続
き

を
事

前
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
必

須
】

【
現

場
監

督
員

】
関

連
契

約
書

第
１

８
条

第
１

項
第

１
号

～
５

号
に

基
づ

く
設

計
図

書
の

照
査

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
【

必
須

】

施
工

計
画

書
が

工
事

着
手

前
に

提
出

さ
れ

、
所

定
の

項
目

が
記

載
さ

れ
て

い
る

と
と

も
に

、
設

計
図

書
の

内
容

及
び

現
場

条
件

を
反

映
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
必

須
】

①
着

工
前

測
量

の
結

果
を

監
督

職
員

に
提

出
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
着

工
前

、
工

事
途

中
に

お
い

て
照

査
を

実
施

し
、

相
違

箇
所

に
つ

い
て

着
手

前
に

そ
の

結
果

を
監

督
員

に
書

面
で

提
出

し
て

照
査

を
実

施
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
報

告
書

に
、

照
査

内
容

の
区

分
け

（
第

1
号

～
第

5
号

）
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

④
事

前
測

量
結

果
を

提
出

し
て

い
な

い
、

又
は

照
査

結
果

を
報

告
、

協
議

し
て

い
な

い
場

合
は

評
価

し
な

い
。

①
特

別
な

場
合

（
特

記
仕

様
書

）
を

除
い

て
、

工
事

開
始

日
か

ら
最

低
3

0
日

（
準

備
期

間
）

を
確

保
し

て
工

事
着

手
し

て
い

る
。

②
施

工
計

画
書

を
工

事
着

手
前

に
提

出
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

④
施

工
計

画
書

の
内

容
が

設
計

図
書

及
び

現
場

条
件

と
整

合
し

て
い

る
こ

と
。

③
共

通
仕

様
書

に
規

程
さ

れ
た

項
目

を
不

足
な

く
記

載
し

て
い

る
こ

と
。

①
現

場
の

施
工

方
法

が
、

施
工

計
画

書
ど

お
り

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

①
変

更
施

工
計

画
書

の
提

出
が

必
要

な
工

事
を

対
象

。

【
現

場
監

督
員

】
関

連

ｃ
d

工
事

期
間

を
通

じ
て

、
施

工
計

画
書

の
記

載
内

容
と

現
場

施
工

方
法

が
一

致
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
必

須
】

施
工

管
理

に
つ

い
て

、
監

督
職

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

監
督

職
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
場

合
は

、
ｅ

評
価

と
す

る
。

施
工

管
理

に
つ

い
て

、
監

督
職

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

監
督

職
員

が
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

場
合

は
、

ｄ
評

価
と

す
る

。

★
沖

縄
県

土
木

建
築

部
「

設
計

図
書

の
照

査
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

案
）

」
（

平
成

2
1

年
４

月
）

を
参

照

対
象

と
な

る
確

認
項

目
が

全
て

満
足

し
て

い
る

場
合

に
評

価
す

る
こ

と
。

以
下

の
出

来
形

管
理

及
び

品
質

管
理

も
同

様
で

あ
る

。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｂ

ｅ

２
.

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

□
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

■
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
□

や
や

劣
っ

て
い

る
□

劣
っ

て
い

る

ｃ
d

□ □ □ □ □

【
現

場
監

督
員

】
関

連

□ □ □ □ □ □ □ □

理
由

：

評
価

値
が

9
0

%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

①
当

該
対

象
項

目
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
8

0
%

以
上

9
0

%
未

満
・

・
・

・
・

b
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
評

価
値

が
8

0
%

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

 c
計

算
し

た
比

率
(%

)の
値

で
評

価
す

る
。

③
評

価
値

（
　

％
）

=
該

当
項

目
数

(　
）

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

項
目

以
下

の
場

合
は

、
Ｃ

評
価

と
す

る
。

※
１

：
特

定
建

設
資

材
廃

棄
物

を
原

材
料

と
し

た
製

品
（

路
盤

材
、

A
s
舗

装
材

、
再

生
砂

等
）

を
対

象
と

す
る

。

①
社

内
管

理
基

準
を

定
め

て
い

な
い

、
単

に
社

内
管

理
基

準
を

定
め

た
だ

け
の

も
の

は
、

評
価

し
な

い
。

　
（

施
工

計
画

書
（

施
工

管
理

計
画

）
に

社
内

管
理

基
準

に
つ

い
て

以
下

の
記

載
が

あ
る

こ
と

）

●
評

価
基

準

②
書

類
の

不
備

、
不

足
、

書
類

や
デ

ー
タ

が
整

理
さ

れ
て

い
な

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

②
出

来
形

管
理

・
品

質
管

理
に

お
い

て
社

内
管

理
基

準
を

設
定

し
、

社
内

管
理

基
準

内
に

抑
え

る
た

め
の

工
夫

(体
制

や
目

標
な

ど
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）

社
内

の
管

理
基

準
に

基
づ

き
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
必

須
】

そ
の

他

③
出

来
形

管
理

・
品

質
管

理
に

お
い

て
、

社
内

管
理

基
準

内
を

超
過

し
た

場
合

の
対

応
措

置

④
工

程
管

理
に

お
い

て
、

計
画

工
程

と
の

「
遅

れ
許

容
値

」
な

ど
社

内
管

理
基

準
を

設
定

し
、

工
程

に
遅

れ
が

生
じ

た
場

合
の

対
応

措
置

な
ど

①
品

質
向

上
の

た
め

品
質

証
明

員
を

定
め

、
工

事
着

手
か

ら
完

成
ま

で
の

工
事

全
般

に
わ

た
っ

て
関

与
し

、
組

織
的

に
品

質
の

向
上

に
努

め
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
②

品
質

証
明

員
を

選
任

し
て

い
な

い
場

合
、

品
質

証
明

員
の

業
務

が
完

成
検

査
前

の
ご

く
一

部
に

限
ら

れ
て

お
り

品
質

向
上

に
寄

与
し

た
と

認
め

が
た

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
工

事
関

係
書

類
（

指
示

・
承

諾
・

協
議

書
、

出
来

形
管

理
、

品
質

管
理

、
安

全
管

理
、

工
事

写
真

、
そ

の
他

の
関

連
書

類
）

を
不

足
な

く
、

か
つ

、
ポ

イ
ン

ト
を

押
さ

え
て

簡
潔

に
整

理
し

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

。

①
下

請
契

約
書

に
引

取
（

完
成

）
検

査
、

引
き

渡
し

及
び

代
金

の
支

払
い

の
条

項
が

確
認

で
き

る
。

工
事

の
関

係
書

類
を

不
足

な
く

簡
潔

に
整

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

下
請

け
に

対
す

る
引

き
取

り
（

完
成

）
検

査
を

書
面

で
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

品
質

証
明

体
制

が
確

立
さ

れ
、

品
質

証
明

員
に

よ
る

関
係

書
類

、
出

来
形

、
品

質
等

の
確

認
を

工
事

全
般

に
わ

た
っ

て
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

②
下

請
け

か
ら

の
完

成
通

知
が

確
認

で
き

る
。

③
下

請
け

へ
の

検
査

結
果

（
合

否
）

の
通

知
が

確
認

で
き

る
。

④
下

請
け

か
ら

の
工

事
目

的
物

の
引

き
渡

し
書

が
確

認
で

き
る

。
⑤

下
請

け
へ

の
支

払
い

（
部

分
払

い
な

ど
）

が
確

認
で

き
る

。
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検

査
員
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅰ

．
出

来
形

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
、

下
記

の
「

評
定

対
象

項
目

」
の

４
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
、

下
記

の
「

評
定

対
象

項
目

」
の

３
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
、

下
記

の
「

評
定

対
象

項
目

」
の

３
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
、

下
記

の
「

評
定

対
象

項
目

」
の

２
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

■

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

a
～

b
'に

該
当

し
な

い
。

□
□

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

検
査

職
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

総
合

●
評

定
に

対
応

す
る

シ
ー

ト
を

下
記

の
中

か
ら

必
ず

選
択

（
チ

ェ
ッ

ク
）

し
て

、
以

降
の

該
当

シ
ー

ト
を

１
つ

だ
け

に
記

入
す

る
こ

と
。

 
土

木
( 農

林
等

含
）

 
 

機
械

設
備

工
事

電
気

工
事

●
上

記
で

選
択

さ
れ

た
シ

ー
ト

が
工

事
成

績
採

点
表

に
反

映
さ

れ
る

。

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

職
員

が
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

　

●
選

択
し

た
シ

ー
ト

以
外

の
シ

ー
ト

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
も

■
と

な
る

の
で

注
意

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

40



別
紙

-
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-
3

-
①

-
2

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅰ

．
出

来
形

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
、

下
記

の
「

評
定

対
象

項
目

」
の

４
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
、

下
記

の
「

評
定

対
象

項
目

」
の

３
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
、

下
記

の
「

評
定

対
象

項
目

」
の

３
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

□

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
、

下
記

の
「

評
定

対
象

項
目

」
の

２
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

■

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

a
～

b
'に

該
当

し
な

い
。

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

検
査

職
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

●
土

木
「

評
価

対
象

項
目

」
　

　

□ □ □

　
　

　
□ □ □ □

　
　

□ □

　
□ □ □ □ □ □

そ
の

他

理
由

：

※
出

来
形

の
ば

ら
つ

き
度

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

そ
の

他

●
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
、

別
紙

ー
４

参
照

。

③
独

断
で

管
理

項
目

を
設

定
し

た
場

合
は

評
価

し
な

い
。

　
　

★
事

例
：

①
マ

イ
ナ

ス
規

格
値

の
み

→
プ

ラ
ス

規
格

値
も

設
定

（
ば

ら
つ

き
を

管
理

す
る

）
　

　
　

　
　

　
②

港
湾

浚
渫

の
設

計
深

さ
以

深
の

み
→

余
掘

り
を

押
さ

え
た

最
深

規
格

値
も

設
定

（
ば

ら
つ

き
を

管
理

す
る

）
　

　
　

　
　

　
③

河
川

浚
渫

の
+
2

0
0

m
m

、
か

つ
平

均
は

設
計

深
さ

を
満

足
の

み
→

余
掘

り
を

押
さ

え
た

最
深

規
格

値
も

設
定

（
ば

ら
つ

き
を

管
理

す
る

）

①
施

工
計

画
書

に
基

づ
い

て
実

施
し

た
写

真
管

理
の

撮
影

項
目

や
撮

影
頻

度
が

、
写

真
管

理
基

準
を

満
足

し
て

い
る

。

③
写

真
管

理
基

準
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
で

き
な

い
、

又
は

管
理

項
目

と
写

真
が

対
比

で
き

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

②
管

理
項

目
と

写
真

が
対

比
で

き
る

よ
う

に
わ

か
り

や
す

く
整

理
し

て
い

る
。

①
施

工
管

理
基

準
に

明
示

が
な

い
工

種
や

測
定

項
目

が
あ

る
工

事
を

対
象

と
す

る
。

②
監

督
職

員
と

の
協

議
を

経
て

決
定

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
、

当
該

工
種

や
管

理
項

目
を

施
工

計
画

(施
工

管
理

計
画

）
に

明
記

し
て

管
理

し
て

い
る

。

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

職
員

が
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

写
真

管
理

基
準

の
管

理
項

目
を

満
足

し
て

い
る

。
【

必
須

】

出
来

形
管

理
基

準
が

定
め

ら
れ

て
い

な
い

工
種

に
つ

い
て

、
監

督
員

と
協

議
の

上
で

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

出
来

形
管

理
が

容
易

に
把

握
で

き
る

よ
う

に
、

出
来

形
管

理
図

な
ど

を
工

夫
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
必

須
】

社
内

の
管

理
基

準
に

基
づ

き
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
必

須
】

不
可

視
部

分
の

出
来

形
が

写
真

で
確

認
で

き
る

。
【

必
須

】

①
管

理
箇

所
の

図
示

、
②

バ
ラ

ツ
キ

の
程

度
（

５
０

％
以

下
、

８
０

％
以

下
）

③
測

定
値

の
度

数
表

示
（

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

）
な

ど
、

管
理

図
等

を
理

解
し

や
す

い
よ

う
に

工
夫

し
て

い
る

場
合

に
の

み
評

価
す

る
。

②
出

来
形

管
理

の
社

内
管

理
基

準
内

に
抑

え
る

た
め

の
工

夫
(体

制
や

目
標

な
ど

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

）

③
出

来
形

管
理

に
お

い
て

、
社

内
管

理
基

準
内

を
超

過
し

た
場

合
の

対
応

措
置

①
不

可
視

部
分

の
出

来
形

及
び

施
工

状
況

：
撮

影
さ

れ
た

写
真

に
よ

り
段

階
ご

と
に

確
認

で
き

る
。

②
撮

影
角

度
や

方
向

が
不

適
切

で
目

盛
が

読
み

取
れ

な
い

も
の

、
施

工
が

不
明

な
も

の
等

は
、

評
価

し
な

い
。

①
社

内
管

理
基

準
を

定
め

て
い

な
い

、
単

に
社

内
管

理
基

準
を

定
め

た
だ

け
の

も
の

は
、

評
価

し
な

い
。

（
★

管
理

図
の

作
成

は
、

測
定

数
１

０
点

以
上

を
基

本
と

す
る

。
）

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

④
上

記
②

、
③

両
方

の
項

目
に

レ
点

を
付

し
た

場
合

に
、

評
価

す
る

。

（
施

工
計

画
書

（
施

工
管

理
計

画
）

に
社

内
管

理
基

準
に

つ
い

て
以

下
の

記
載

が
あ

る
こ

と
）
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
1

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
 参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
□

同
左

□
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

品
質

総
合

評
価

・
最

大
３

工
種

に
て

評
価

□
 

 
選

択
し

た
考

査
項

目
運

用
表

評
価

項
目

の
う

ち
チ

ェ
ッ

ク
を

し
た

数
-

 
 

工
種

名
評

価
の

対
象

項
目

と
し

た
数

-
●

と
ち

ら
か

を
選

択
舗

装
工

事
比

率
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

土
工

事
(切

土
、

盛
土

,築
堤

)

・
主

た
る

１
工

種
だ

け
で

評
価

評
価

項
目

の
う

ち
チ

ェ
ッ

ク
を

し
た

数
-

評
価

の
対

象
項

目
と

し
た

数
-

比
率

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

□
 d

劣
っ

て
い

る
 

最
大

３
工

種
に

て
評

価
評

価
項

目
の

う
ち

チ
ェ

ッ
ク

を
し

た
数

-
※

１
項

目
し

か
工

種
を

選
択

し
て

評
価

の
対

象
項

目
と

し
た

数
-

い
な

く
て

も
率

で
評

価
す

る
の

で
注

意
比

率

主
た

る
１

工
種

だ
け

で
評

価
評

価
項

目
の

う
ち

チ
ェ

ッ
ク

を
し

た
数

-

●
考

査
項

目
運

用
表

を
下

記
か

ら
必

ず
選

択
し

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

。
（

チ
ェ

ッ
ク

し
な

い
と

工
事

成
績

採
点

表
に

反
映

さ
れ

な
い

。
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
土

工
事

(切
土

、
盛

土
,築

堤
)

共
同

溝
シ

ー
ル

ド
工

事
 上

水
道

工
事

法
面

工
事

空
港

用
地

造
成

工
事

下
水

道
工

事
そ

の
他

の
工

事
合

併
工

事
鋼

橋
工

事
護

岸
・

根
固

・
水

制
工

事
管

水
路

工
事

舗
装

工
事

地
滑

り
防

止
工

事
(集

水
井

戸
含

）
電

線
共

同
溝

工
事

空
港

舗
装

工
事

基
礎

工
工

事
（

地
盤

改
良

含
）

仮
設

工
工

事
港

湾
築

造
工

事
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

工
事

（
Ｐ

Ｃ
,Ｒ

Ｃ
）

フ
ィ

ル
ダ

ム
・

た
め

池
工

事
維

持
工

事
防

護
柵

工
事

(網
)

柵
工

、
筋

工
、

伏
工

工
事

修
繕

工
事

通
信

設
備

受
変

電
設

備
そ

の
他

類
似

工
事

 土
工

事
（

区
画

整
理

、
農

地
造

成
）

機
械

設
備

工
事

（
土

木
）

二
次

製
品

構
造

物
電

気
通

信
設

備
（

農
林

事
業

）
電

気
設

備
照

明
設

備
そ

の
他

類
似

工
事

補
強

土
壁

工
事

施
設

機
械

設
備

（
用

排
水

ポ
ン

プ
・

構
成

付
属

設
備

）
建

築
工

事
（

土
木

関
連

）
取

壊
し

工
事

施
設

機
械

設
備

（
除

塵
設

備
・

構
成

付
属

設
備

）
植

栽
工

事
水

管
橋

標
識

 林
道

土
工

工
事

塗
装

工
事

木
材

木
製

品
工

事
区

画
線

等
設

置
工

事
 ほ

場
整

備
工

（
整

地
工

等
、

暗
渠

排
水

工
）

砂
防

構
造

物
工

事

海
岸

工
事

●
判

断
基

準
ト

ン
ネ

ル
工

事

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

●
土

木
、

建
築

工
事

共
通

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

 

　

　

●
下

欄
で

選
択

し
た

シ
ー

ト
以

外
の

シ
ー

ト
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

も
■

と
は

な
ら

な
い

。
●

該
当

し
な

い
シ

ー
ト

は
評

価
し

な
い

こ
と

。
該

当
す

る
考

査
項

目
運

用
表

を
下

欄
か

ら
必

ず
選

択
。

●
該

当
し

な
い

シ
ー

ト
は

評
価

し
な

い
こ

と
。

該
当

す
る

考
査

項
目

運
用

表
を

下
欄

か
ら

必
ず

選
択

。

項
目

別
の

評
価

内
容

と
違

う
場

合
は

□
を

チ
ェ

ッ
ク

す

れ
ば

そ
の

評
価

ラ
ン

ク
で

点
数

が
入

力
さ

れ
る

。

８
０

％
以

下

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

５
０

％
以

下
８

０
％

を
超

え
る

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

ｂ
'

ｃ

評 価 値

ａ
ｂ

ａ
'

ｂ
'

ｂ
ｃ
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
2

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

「
評

価
対

象
項

目
」

構
造

物
工

事
　

　
　

反
応

抑
制

等
）

が
確

認
で

き
る

。
　

　
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

★
単

位
水

量
の

測
定

：
以

下
の

場
合

は
必

須
　

ア
）

１
日

当
た

り
打

設
量

：
1

0
0

ｍ
3

以
上

　
イ

）
重

要
構

造
物

（
擁

壁
（

H
5

m
以

上
、

B
O

X
カ

ル
バ

ー
ト

（
内

空
2

5
㎡

以
上

）
、

橋
梁

、
ト

ン
ネ

ル
、

ダ
ム

、
堰

・
水

門
な

ど
）

□ □

（
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

□ □ □ □

①
練

混
ぜ

て
か

ら
打

ち
終

わ
る

ま
で

の
時

間
は

、
原

則
と

し
て

外
気

温
が

2
5

℃
を

越
え

る
場

合
で

1
.５

時
間

、
2

5
℃

以
下

の
場

合
で

は
２

時
間

を
超

え
な

い
こ

と
、

か
つ

運
搬

時
間

（
練

混
ぜ

か
ら

荷
下

ろ
し

ま
で

）
は

1
.5

時
間

以
内

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
込

み
を

日
平

均
気

温
が

4
℃

を
超

え
、

2
5

℃
以

下
の

範
囲

に
予

想
さ

れ
る

時
に

実
施

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
　

（
こ

の
範

囲
に

な
い

場
合

は
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

規
定

に
よ

る
）

④
１

回
の

打
設

で
完

了
す

る
よ

う
な

小
規

模
構

造
を

除
い

て
１

回
（

1
日

）
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

高
さ

（
吐

出
口

か
ら

打
ち

込
み

面
ま

で
の

高
さ

1
.5

m
以

下
、

型
枠

が
高

い
場

合
ポ

ン
プ

配
管

、
漏

斗
管

、
ポ

ケ
ッ

ト
等

を
）

を
施

工
計

画
書

に
明

記
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

作
業

に
際

し
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
打

設
計

画
書

を
作

成
し

、
適

切
な

高
さ

に
設

定
し

こ
れ

に
基

づ
き

、
打

設
作

業
を

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
ｗ

／
ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

が
、

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

施
工

条
件

や
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
及

び
締

固
め

方
法

が
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
打

設
計

画
書

を
作

成
し

、
打

設
時

の
気

温
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

管
理

計
画

、
投

入
高

さ
、

気
温

に
適

し
た

打
込

み
・

打
込

み
時

間
、

型
枠

・
支

保
工

の
取

外
し

時
期

が
明

記
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

④
土

木
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
一

般
の

環
境

条
件

の
場

合
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
に

使
用

す
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
水

セ
メ

ン
ト

比
は

、
ア

）
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

つ
い

て
は

5
5

%
以

下
、

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
）

無
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
つ

い
て

は
6

0
%

以
下

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
塩

化
物

総
量

が
許

容
塩

化
物

量
は

、
0

.3
0

k
g
/
㎥以

下
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
確

認
す

る
た

め
の

検
査

を
J

IS
Ａ

5
3

0
8

（
レ

デ
ィ

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

）
に

よ
り

実
施

し
て

い
る

か
、

　
生

産
者

等
に

検
査

の
た

め
の

試
験

を
代

行
さ

せ
る

場
合

は
、

そ
の

試
験

に
臨

場
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

⑤
撮

影
角

度
、

方
向

、
焦

点
が

不
適

切
で

目
盛

が
読

み
取

れ
な

い
も

の
は

、
評

価
し

な
い

。
④

強
度

試
験

用
の

供
試

体
の

作
成

及
び

標
準

養
生

の
状

況
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
ア

ジ
テ

ー
タ

か
ら

試
料

を
採

取
し

供
試

体
を

作
成

し
た

こ
と

が
現

場
を

背
景

と
し

た
写

真
で

確
認

で
き

、
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
の

「
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
ィ

テ
ィ

ー
（

追
跡

）
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
②

写
真

か
ら

現
場

で
作

成
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

②
配

合
試

験
の

結
果

（
配

合
試

験
を

省
略

で
き

る
場

合
は

配
合

計
画

書
で

）
、

強
度

、
単

位
セ

メ
ン

ト
量

、
単

位
結

合
材

量
、

単
位

水
量

、
W

/
C

（
又

は
W

/
Ｆ

B
)、

最
大

骨
材

粒
径

、
塩

化
物

総
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

が
確

認
で

き
、

適
切

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

③
配

合
試

験
が

必
要

な
工

事
で

配
合

試
験

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

は
評

価
し

な
い

。
★

た
だ

し
、

他
の

公
共

工
事

で
使

用
実

績
が

あ
り

、
か

つ
品

質
管

理
デ

ー
タ

が
あ

る
場

合
→

他
工

事
の

配
合

表
は

Ｏ
Ｋ

（
配

合
試

験
は

不
要

）
★

特
記

仕
様

書
で

配
合

試
験

を
指

定
し

た
も

の
／

膨
張

剤
使

用
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

→
配

合
試

験
は

必
須

⑤
1

0
0

年
耐

久
性

を
確

保
す

る
た

め
の

重
要

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

（
橋

梁
・

擁
壁

・
函

渠
等

）
の

呼
び

強
度

3
0

Ｍ
P

a
に

使
用

す
る

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
水

セ
メ

ン
ト

比
は

、
5

0
%

以
下

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
塩

化
物

総
量

が
許

容
塩

化
物

量
は

、
0

.3
0

k
g
/
㎥以

下
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
レ

デ
ィ

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
受

け
入

れ
検

査
は

、
以

下
の

項
目

に
つ

い
て

行
わ

れ
、

規
格

値
等

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
塩

化
物

総
量

】
：

0
.3

0
k
g
/
㎥以

下
【

単
位

水
量

測
定

】
ア

）
配

合
設

計
±

1
5

k
g
/
㎥

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
）

配
合

設
計

±
1

5
k
g
/
㎥を

超
え

±
2

0
k
g
/
㎥の

範
囲

に
あ

る
場

合
、

水
量

変
動

の
原

因
を

調
査

し
、

製
造

者
に

改
善

を
指

示
し

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
そ

の
運

搬
車

の
生

コ
ン

は
打

設
し

、
そ

の
後

、
配

合
設

計
±

1
5

k
g
/
㎥以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
運

搬
車

３
台

ご
と

に
１

回
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

　
　

　
　

　
　

　
　

ウ
）

±
2

0
k
g
/
㎥指

示
値

を
超

え
る

場
合

は
、

生
コ

ン
を

打
込

ま
ず

に
持

ち
帰

ら
す

。

【
ス

ラ
ン

プ
試

験
】

S
L

5
c
m

以
上

８
c
m

未
満

：
許

容
差

±
1

.5
c
m

　
　

　
　

　
　

　
　

S
L

8
c
m

以
上

1
8

c
m

以
下

：
許

容
差

±
2

.5
c
m

　
　

　
　

　
　

　
　

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
）

S
L

2
.5

c
m

：
許

容
差

±
1

.0
c
m

【
圧

縮
強

度
試

験
】

１
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8

5
%

以
上

で
あ

る
こ

と
。

　
　

　
　

　
　

　
　

 3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
【

空
気

量
測

定
】

　
±

1
.5

%
（

許
容

差
）

③
【

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

】
　

日
平

均
温

度
が

2
5

℃
を

超
え

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
と

き
は

、
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

し
て

の
施

工
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

材
料

の
温

度
を

、
品

質
が

確
保

で
き

る
範

囲
内

で
使

用
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

⑮
「

温
度

ひ
び

割
れ

」
に

関
す

る
検

討
結

果
に

基
づ

き
、

打
ち

込
み

区
画

の
大

き
さ

、
リ

フ
ト

高
さ

、
継

目
の

位
置

及
び

構
造

、
打

ち
込

み
時

間
間

隔
を

設
定

し
て

い
る

こ
と

。

①
型

枠
及

び
支

保
の

取
り

外
し

の
時

期
及

び
順

序
に

つ
い

て
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
て

い
な

い
場

合
に

は
、

構
造

物
と

同
じ

よ
う

な
状

態
で

養
生

し
た

供
試

体
の

圧
縮

強
度

を
も

と
に

、
セ

メ
ン

ト
の

性
質

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

、
構

造
物

の
種

類
と

そ
の

重
要

性
、

部
材

の
種

類
及

び
大

き
さ

、
部

材
の

受
け

る
荷

重
、

気
温

、
天

候
を

考
慮

し
て

、
取

り
外

し
の

時
期

及
び

順
序

の
計

画
を

、
施

工
計

画
書

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

⑤
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
、

温
度

ひ
び

割
れ

制
御

の
た

め
、

型
枠

存
置

期
間

を
考

慮
し

て
い

る
こ

と
。

⑤
同

一
区

画
内

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
層

を
打

設
が

完
了

す
る

ま
で

連
続

し
て

打
ち

込
ん

で
い

る
こ

と
。

⑥
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
が

一
区

画
内

で
水

平
と

な
る

よ
う

に
打

設
す

る
、

な
お

、
締

め
固

め
能

力
等

を
考

慮
し

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

の
１

層
の

高
さ

（
１

層
の

高
さ

4
0

～
5

0
c
m

以
下

）
の

確
認

が
で

き
る

。

⑦
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

2
層

以
上

に
分

け
て

打
設

す
る

場
合

、
上

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

ち
込

み
は

、
下

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
固

ま
り

始
め

る
前

に
行

い
、

上
層

と
下

層
が

一
体

と
な

る
（

許
容

打
ち

重
ね

時
間

間
隔

：
2

5
℃

を
超

え
る

場
合

２
時

間
、

2
5

℃
以

下
の

場
合

2
.5

時
間

以
内

）
よ

う
に

打
設

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

⑧
打

込
中

の
表

面
に

ブ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
水

が
あ

る
場

合
は

、
除

去
し

て
か

ら
打

込
ん

で
い

る
こ

と
。

⑨
壁

・
柱

の
よ

う
な

幅
に

比
べ

高
さ

が
大

き
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
連

続
し

て
打

ち
込

む
場

合
、

打
込

み
及

び
締

固
め

の
際

、
ブ

リ
ー

ジ
ン

グ
の

悪
影

響
を

少
な

く
す

る
よ

う
に

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

１
回

の
打

込
み

高
さ

・
打

込
み

速
度

を
調

整
（

3
0

分
に

つ
き

１
～

1
.5

m
程

度
）

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

②
型

枠
・

支
保

工
の

取
外

し
前

に
、

構
造

物
と

同
じ

状
態

で
養

生
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

の
圧

縮
強

度
を

確
認

し
、

取
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

そ
の

自
重

及
び

施
工

中
に

加
わ

る
荷

重
を

受
け

る
の

に
必

要
な

強
度

に
達

す
る

ま
で

、
型

枠
・

支
保

工
を

取
外

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

④
型

枠
の

組
立

に
使

用
し

た
締

め
付

材
及

び
壁

つ
な

ぎ
の

穴
を

、
本

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

以
上

の
品

質
を

有
す

る
モ

ル
タ

ル
等

で
補

修
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

鉄
筋

の
品

質
が

、
証

明
書

類
で

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

ま
で

に
さ

び
、

ど
ろ

、
油

等
の

有
害

物
が

鉄
筋

に
付

着
し

な
い

よ
う

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

鉄
筋

の
組

立
及

び
加

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
鉄

筋
の

組
立

て
前

及
び

組
み

立
て

て
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

む
ま

で
に

、
鉄

筋
位

置
の

ず
れ

、
ど

ろ
や

油
等

の
付

着
が

な
い

か
点

検
し

、
清

掃
し

た
後

、
打

設
し

て
い

る
こ

と
。

①
施

工
前

に
、

配
筋

図
、

鉄
筋

組
立

図
、

及
び

か
ぶ

り
詳

細
図

に
よ

り
組

立
て

可
能

か
又

は
配

力
筋

及
び

組
立

筋
を

考
慮

し
た

か
ぶ

り
に

な
っ

て
い

る
か

を
照

査
し

、
不

備
を

発
見

し
た

と
き

は
監

督
職

員
に

そ
の

事
実

が
確

認
で

き
る

資
料

を
書

面
に

よ
り

提
出

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

④
硬

化
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

打
込

む
場

合
、

硬
化

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

の
レ

イ
タ

ン
ス

、
緩

ん
だ

骨
材

粒
等

を
取

り
除

き
、

給
水

さ
せ

て
い

る
こ

と
。

⑤
長

期
間

経
過

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
打

継
ぐ

場
合

は
、

ワ
イ

ヤ
ブ

ラ
シ

で
表

面
を

削
る

か
、

チ
ッ

ピ
ン

グ
を

し
た

後
、

吸
水

さ
せ

、
セ

メ
ン

ト
ペ

ー
ス

ト
、

モ
ル

タ
ル

、
湿

潤
面

用
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
等

を
塗

っ
た

あ
と

、
打

ち
継

い
で

い
る

こ
と

。
⑥

打
継

ぎ
目

の
ひ

び
割

れ
、

漏
水

、
エ

フ
ロ

レ
ッ

セ
ン

ス
(白

華
現

象
)等

が
認

め
ら

れ
る

場
合

は
評

価
し

な
い

。

①
ミ

ル
シ

ー
ト

、
品

質
証

明
書

等
で

品
質

及
び

数
量

が
確

認
で

き
、

工
事

写
真

で
ロ

ー
ル

マ
ー

ク
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
打

継
目

は
設

計
書

の
定

め
た

位
置

に
設

け
る

こ
と

。
設

計
書

と
異

な
る

場
合

は
、

監
督

員
と

の
協

議
を

経
て

せ
ん

断
力

の
小

さ
い

位
置

に
打

継
ぎ

目
を

設
け

て
い

る
こ

と
。

②
打

継
目

は
、

圧
縮

力
の

作
用

す
る

方
向

と
直

角
と

な
る

よ
う

に
設

け
て

い
る

こ
と

。
③

や
む

を
得

ず
、

せ
ん

断
力

の
大

き
な

箇
所

に
打

継
面

を
設

け
る

場
合

は
、

ほ
ぞ

、
溝

、
鋼

材
を

配
置

し
、

補
強

し
て

い
る

こ
と

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
を

管
理

し
、

必
要

な
強

度
に

達
し

た
後

に
型

枠
及

び
支

保
工

の
取

り
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
前

に
、

打
継

ぎ
目

処
理

を
適

切
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

⑩
ジ

ャ
ン

カ
、

コ
ー

ル
ド

ジ
ョ

イ
ン

ト
等

の
初

期
不

良
箇

所
が

あ
る

場
合

は
、

適
正

な
施

工
と

は
認

め
ら

れ
な

い
た

め
、

評
価

し
な

い
。

【
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

⑪
気

温
2

5
度

以
上

の
場

合
、

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
し

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

⑯
あ

ら
か

じ
め

計
画

し
た

温
度

を
超

え
て

打
ち

込
み

を
行

っ
て

い
な

い
こ

と
。

⑫
減

水
剤

、
Ａ

Ｅ
減

水
剤

、
流

動
化

剤
等

を
使

用
す

る
場

合
は

、
必

要
に

応
じ

て
遅

延
型

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

⑬
打

設
前

の
地

盤
・

型
枠

へ
の

吸
水

、
型

枠
・

鉄
筋

へ
の

散
水

や
日

よ
け

を
必

要
に

応
じ

て
実

施
し

、
打

設
時

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
温

度
は

3
5

℃
以

下
と

し
て

い
る

こ
と

。

【
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

⑭
事

前
に

、
水

和
熱

に
よ

る
温

度
応

力
及

び
「

温
度

ひ
び

割
れ

」
に

対
す

る
十

分
な

検
討

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

■
 d

劣
っ

て
い

る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
構

造
物

工
事

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

表
面

状
態

が
良

い
。

●
判

断
基

準
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
該

当
５

項
目

以
上

・
・

・
ａ

天
端

仕
上

げ
、

端
部

仕
上

げ
等

が
良

い
。

該
当

４
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

漏
水

が
な

い
。

該
当

２
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
　 　

　

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ｂ
'

ｃ

 

評 価 値

ａ
ｂ

ａ
'

ｂ
'

ｂ
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

５
０

％
以

下
８

０
％

を
超

え
る

圧
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
養

生
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ス
ペ

ー
サ

ー
の

品
質

及
び

個
数

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

無
い

。

：
理

由
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

診
断

士
等

の
専

門
技

術
者

」
の

ひ
び

割
れ

調
査

報
告

書
等

を
参

考
に

判
断

す
る

。

①
型

枠
に

接
す

る
ス

ペ
ー

サ
ー

：
本

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

以
上

の
品

質
を

有
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

か
、

モ
ル

タ
ル

製
の

ス
ペ

ー
サ

ー
を

使
用

し
て

い
る

。
②

上
記

以
外

の
ス

ペ
ー

サ
ー

を
使

用
す

る
場

合
（

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
ス

ペ
ー

サ
ー

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
熱

膨
張

率
の

相
違

、
付

着
及

び
耐

荷
力

不
足

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
等

の
耐

食
性

金
属

で
で

き
た

ス
ペ

ー
サ

ー
は

異
種

金
属

間
の

接
触

腐
食

）
は

、
事

前
に

監
督

職
員

の
承

諾
を

受
け

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
設

計
図

書
に

特
別

に
定

め
が

な
い

限
り

、
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

保
つ

よ
う

ス
ペ

ー
サ

ー
を

設
置

し
、

構
造

物
の

側
面

で
2

個
/
m

2
以

上
、

構
造

物
の

底
面

で
4

個
/
m

2
以

上
設

置
し

た
こ

と
の

確
認

が
で

き
る

。
④

鉄
筋

の
か

ぶ
り

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
か

ら
鉄

筋
ま

で
の

最
短

距
離

）
が

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
事

前
の

ひ
び

割
れ

調
査

や
し

ゅ
ん

工
検

査
で

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

。

③
上

層
部

の
鉄

筋
の

組
立

て
を

下
層

部
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

後
2

4
時

間
以

上
経

過
後

に
行

う
こ

と
。

④
鉄

筋
の

重
ね

合
わ

せ
長

さ
は

設
計

図
書

以
上

と
し

、
φ

0
.8

m
m

以
上

の
な

ま
し

鉄
線

で
数

箇
所

緊
結

し
て

い
る

こ
と

。
⑤

次
期

施
行

の
継

ぎ
足

し
：

構
造

物
か

ら
鉄

筋
の

露
出

時
は

保
護

し
て

い
る

こ
と

（
耐

腐
食

・
損

傷
防

止
）

★
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

：
進

行
性

が
あ

る
ク

ラ
ッ

ク
、

又
は

放
置

す
る

と
構

造
物

本
体

の
耐

久
性

の
低

下
や

劣
化

を
招

く
恐

れ
が

あ
る

ク
ラ

ッ
ク

の
こ

と
。

⑥
膜

養
生

を
行

う
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議
し

て
い

る
こ

と
。

⑦
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
、

表
面

水
の

急
激

な
蒸

発
を

防
ぐ

た
め

、
打

込
み

直
後

は
シ

ー
ト

等
で

日
よ

け
や

風
よ

け
を

設
け

て
い

る
こ

と
。

⑧
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
、

養
生

に
あ

た
っ

て
温

度
ひ

び
割

れ
制

御
が

計
画

ど
お

り
に

行
え

る
よ

う
コ

ン
ク

リ
ー

ト
温

度
を

制
御

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

型
枠

の
材

料
及

び
構

造
を

選
定

す
る

と
と

も
に

、
型

枠
を

適
切

な
期

間
存

置
し

て
い

る
こ

と
。

①
圧

接
工

は
、

J
IS

Ｚ
3

8
8

1
（

ガ
ス

圧
接

技
術

検
定

に
お

け
る

試
験

方
法

及
び

判
定

基
準

）
に

定
め

ら
れ

た
試

験
の

う
ち

、
そ

の
作

業
に

該
当

す
る

試
験

の
技

量
を

有
す

る
技

術
者

の
資

格
証

明
書

の
写

し
を

監
督

職
員

に
提

出
し

た
資

料
及

び
本

人
が

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
表

面
水

の
急

激
な

蒸
発

を
防

ぐ
た

め
、

打
込

み
直

後
は

シ
ー

ト
等

で
日

よ
け

や
風

よ
け

を
設

け
て

い
る

こ
と

（
必

要
に

応
じ

て
）

。
②

表
面

を
荒

ら
さ

な
い

で
作

業
が

で
き

る
状

態
ま

で
硬

化
し

た
後

は
、

養
生

マ
ッ

ト
や

濡
ら

し
た

布
等

で
覆

う
か

、
散

水
、

湛
水

し
て

い
る

こ
と

。
③

せ
き

板
（

型
枠

）
が

乾
燥

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
は

、
せ

き
板

（
型

枠
）

に
も

散
水

し
て

い
る

こ
と

。
④

養
生

期
間

を
満

足
し

、
常

に
湿

潤
状

態
を

保
っ

て
い

る
こ

と
。

⑤
温

度
制

御
養

生
、

蒸
気

養
生

、
そ

の
他

の
促

進
養

生
方

法
を

行
う

場
合

は
、

施
工

計
画

書
に

養
生

方
法

等
を

記
載

し
て

い
る

こ
と

。

②
全

て
の

鉄
筋

の
交

点
を

φ
 0

.8
m

m
以

上
の

な
ま

し
鉄

線
、

又
は

ク
リ

ッ
プ

で
緊

結
し

て
い

る
こ

と
。

②
規

格
又

は
形

状
の

著
し

く
異

な
る

場
合

及
び

径
の

差
が

7
m

m
を

超
え

る
も

の
で

圧
接

を
し

て
は

な
ら

な
い

こ
と

の
確

認
が

で
き

る
。

　
た

だ
し

、
Ｄ

4
1

と
Ｄ

5
1

の
場

合
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。

③
突

合
わ

せ
た

圧
接

面
は

、
な

る
べ

く
平

面
と

し
、

す
き

間
は

下
記

に
よ

る
こ

と
の

確
認

が
で

き
る

。
　

ア
）

S
D

4
9

0
以

外
の

鉄
筋

を
圧

接
す

る
場

合
：

す
き

間
３

m
m

以
下

　
イ

）
S

D
4

9
0

の
鉄

筋
を

圧
接

す
る

場
合

：
す

き
間

２
m

m
以

下
、

　
た

だ
し

、
S

D
4

9
0

以
外

の
鉄

筋
を

自
動

ガ
ス

圧
接

す
る

場
合

：
２

m
m

以
下

④
自

動
ガ

ス
圧

接
装

置
を

取
り

扱
う

者
は

、
J

IS
Ｚ

3
1

1
2

（
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

棒
鋼

）
に

規
程

す
る

棒
鋼

を
酸

素
・

ア
セ

チ
レ

ン
炎

に
よ

り
圧

接
す

る
技

量
を

有
す

る
技

術
者

本
人

が
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
3

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

土
工

事
「

評
価

対
象

項
目

」
　

　
□

　
　

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

：
理

由
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

ｂ ｂ
'

　

締
固

め
が

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

条
件

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

一
層

あ
た

り
の

ま
き

出
し

厚
を

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

②
樋

管
等

の
構

造
物

が
あ

る
場

合
、

過
重

な
偏

土
圧

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
盛

土
し

、
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

。

①
芝

付
け

に
あ

っ
て

は
、

芝
の

育
成

に
適

し
た

土
を

使
用

し
て

い
る

。

①
施

工
管

理
基

準
に

従
い

試
験

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
、

品
質

規
格

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
。

①
斜

面
上

の
ガ

リ
侵

食
や

、
法

肩
及

び
斜

面
に

亀
裂

が
無

い
こ

と
。

①
設

計
書

の
定

め
に

よ
り

実
施

し
て

い
る

、
又

は
、

設
計

図
書

の
定

め
が

な
い

場
合

、
共

通
仕

様
書

に
従

い
施

工
が

さ
れ

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

。

（
切

土
、

盛
土

、
築

堤
等

工
事

）

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

ｂ ｂ
'

ｃ ｃ

ａ

雨
水

に
よ

る
崩

壊
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

、
排

水
対

策
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

段
切

り
を

設
計

図
書

に
基

づ
き

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

置
換

え
の

た
め

の
掘

削
を

行
う

に
あ

た
り

､
掘

削
面

以
下

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

ａ
'

⑤
種

子
散

布
の

配
合

、
肥

料
等

の
品

質
規

格
を

満
足

し
、

均
等

な
厚

さ
で

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

①
構

造
物

の
隣

接
箇

所
や

狭
小

箇
所

の
締

固
め

を
、

タ
ン

パ
、

振
動

ロ
ー

ラ
等

の
小

型
機

械
で

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

　構
造

物
周

辺
の

締
固

め
を

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

条
件

で
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

土
羽

土
の

土
質

が
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

５
０

％
以

下

伐
開

徐
根

作
業

が
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

そ
の

他

②
路

体
盛

土
に

あ
っ

て
は

、
一

層
の

仕
上

り
厚

を
３

０
ｃ

ｍ
以

下
と

し
、

各
層

ご
と

に
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

。

①
張

芝
、

筋
芝

、
人

工
張

芝
の

場
合

は
、

法
肩

に
沿

っ
て

天
端

に
幅

1
0

～
1

5
c
m

程
度

の
耳

芝
(法

肩
の

崩
れ

を
防

ぐ
た

め
に

、
法

肩
に

沿
っ

て
天

端
に

巾
1

0
∼

1
5

c
m

程
度

に
張

る
芝

)を
立

て
て

入
れ

て
い

る
こ

と
。

②
張

芝
に

2
～

3
本

/
枚

の
芝

串
で

固
定

し
、

湿
気

の
あ

る
目

土
を

散
布

し
土

羽
打

等
に

打
ち

固
め

て
い

る
こ

と
。

③
種

子
散

布
は

、
乾

燥
時

期
の

施
工

を
避

け
、

や
む

を
得

ず
乾

燥
時

期
に

施
工

し
た

場
合

は
継

続
し

て
散

水
養

生
し

て
い

る
こ

と
。

④
種

子
散

布
は

、
吹

付
け

面
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
、

吹
き

つ
け

前
に

散
水

し
て

い
る

こ
と

。

ａ
a
'

ｂ

法
面

に
有

害
な

亀
裂

が
な

い
。

Ｃ
Ｂ

Ｒ
試

験
な

ど
の

品
質

管
理

に
必

要
な

試
験

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

b
'

芝
付

け
及

び
種

子
吹

付
を

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

条
件

で
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
仮

排
水

路
や

盛
土

表
面

の
横

断
勾

配
、

土
嚢

等
に

よ
る

雨
水

の
誘

導
な

ど
の

耐
水

対
策

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

①
１

：
４

以
上

の
急

な
勾

配
を

有
す

る
地

盤
上

に
盛

土
を

す
る

場
合

は
、

幅
1

.0
m

以
上

、
高

さ
0

.5
m

以
上

の
段

切
り

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。

①
地

盤
改

良
（

置
換

え
）

に
あ

た
っ

て
、

掘
削

面
以

下
を

乱
さ

な
い

よ
う

丁
寧

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

①
築

堤
盛

土
の

開
始

に
あ

た
っ

て
、

盛
土

の
1

層
の

仕
上

が
り

厚
さ

の
1

/
2

の
厚

さ
ま

で
掻

き
起

こ
し

て
ほ

ぐ
し

、
盛

土
材

料
と

と
も

に
締

固
め

、
地

盤
と

盛
土

の
一

体
性

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

②
築

堤
盛

土
材

料
に

石
が

混
入

す
る

場
合

は
、

石
が

一
箇

所
に

集
中

し
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

こ
と

。
③

路
体

盛
土

の
主

材
料

が
岩

塊
・

玉
石

の
場

合
、

空
隙

を
細

か
い

材
料

で
充

填
し

て
い

る
こ

と
。

や
む

を
得

ず
3

0
c
m

程
度

の
も

の
を

使
用

す
る

場
合

は
、

路
体

の
最

下
層

に
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

④
路

床
盛

土
材

の
最

大
寸

法
は

１
０

ｃ
ｍ

程
度

で
あ

る
こ

と
。

⑤
締

め
固

め
に

あ
た

っ
て

は
、

最
適

含
水

比
付

近
で

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

①
築

堤
に

あ
っ

て
は

、
一

層
の

仕
上

り
厚

を
を

３
０

ｃ
ｍ

以
下

と
し

、
平

坦
に

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。
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Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

土
工

事
　

規
定

さ
れ

た
勾

配
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

●
判

断
基

準
切

土
法

面
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

法
面

の
浮

き
石

が
除

去
さ

れ
て

い
る

な
ど

、
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
法

面
勾

配
の

変
化

部
に

つ
い

て
、

干
渉

部
を

設
け

る
な

ど
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

該
当

４
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
帯

水
な

ど
に

よ
る

施
工

面
の

損
傷

が
発

生
し

な
い

よ
う

処
理

が
行

わ
れ

て
い

る
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
関

係
構

造
物

等
と

の
取

り
合

い
が

設
計

図
書

を
満

足
す

る
よ

う
施

工
さ

れ
て

い
る

。
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

良
い

。
通

り
が

良
い

。
天

端
及

び
端

部
の

仕
上

げ
が

良
い

。
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

な
と

が
良

い
。

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

 　

　（
切

土
、

盛
土

、
築

堤
等

工
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
4

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

□

　
　

　
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

指
定

材
料

の
品

質
が

、
証

明
書

類
で

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

ａ
a
'

ｂ
b

'

施
工

に
あ

た
っ

て
、

床
堀

箇
所

の
湧

水
及

び
帯

水
等

は
、

排
除

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

②
設

計
図

書
に

示
さ

れ
た

施
工

時
期

に
施

工
し

て
い

る
、

指
定

が
無

い
場

合
は

乾
燥

期
を

避
け

て
い

る
こ

と
。

③
や

む
を

得
ず

乾
燥

期
に

施
工

す
る

場
合

は
、

施
工

後
も

散
水

養
生

を
し

て
い

る
こ

と
。

①
根

固
ブ

ロ
ッ

ク
を

連
結

す
る

場
合

は
、

連
結

ナ
ッ

ト
が

抜
け

な
い

よ
う

に
ね

じ
山

を
つ

ぶ
し

て
い

る
こ

と
。

②
杭

出
し

水
制

工
の

縦
横

貫
は

設
計

図
書

に
示

す
方

向
と

し
、

取
付

ボ
ル

ト
で

緊
結

し
、

ナ
ッ

ト
が

抜
け

な
い

よ
う

に
ね

じ
山

を
つ

ぶ
し

て
い

る
。

③
沈

床
工

の
各

部
材

を
設

計
図

書
に

従
い

連
結

し
て

い
る

こ
と

。
④

捨
石

基
礎

は
、

大
小

の
石

で
噛

み
合

わ
せ

よ
く

施
工

し
、

な
ら

し
面

に
ゆ

る
み

が
な

い
こ

と
。

①
指

定
材

料
の

品
質

証
明

書
（

試
験

成
績

表
、

性
能

試
験

結
果

、
ミ

ル
シ

ー
ト

等
）

と
設

計
図

書
や

写
真

等
を

照
合

し
て

、
適

正
な

品
質

を
備

え
た

材
料

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
J

IS
マ

ー
ク

表
示

品
に

つ
い

て
は

、
J

IS
マ

ー
ク

表
示

状
態

を
写

真
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
基

礎
掘

削
に

あ
た

っ
て

、
掘

削
面

以
下

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

、
か

つ
不

陸
が

生
じ

な
い

よ
う

に
丁

寧
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

①
根

固
ブ

ロ
ッ

ク
等

の
運

搬
、

据
付

作
業

に
お

い
て

、
ブ

ロ
ッ

ク
に

損
傷

を
与

え
て

い
な

い
こ

と
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

：
理

由

植
生

工
で

、
植

生
の

種
類

、
品

質
、

配
合

及
び

養
生

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

根
固

工
、

水
制

工
、

沈
床

工
、

捨
石

工
等

に
お

い
て

、
材

料
の

連
結

及
び

か
み

合
わ

せ
が

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

基
礎

工
に

お
い

て
、

掘
り

過
ぎ

が
無

く
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

石
積

（
張

）
工

に
お

い
て

、
大

き
さ

及
び

重
さ

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

埋
戻

し
材

料
に

つ
い

て
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

護
岸

工
の

端
部

や
曲

線
部

の
処

理
が

適
切

で
あ

り
、

必
要

な
強

度
及

び
水

密
性

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

遮
水

シ
ー

ト
が

所
定

の
幅

で
重

ね
合

わ
せ

ら
れ

、
端

部
処

理
が

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

等
を

損
傷

無
く

設
置

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

無
い

。

ａ
'

護
岸

・
根

固
・

水
制

工
事

８
０

％
を

超
え

る

①
護

岸
工

、
根

固
工

の
掘

削
面

、
据

付
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
胴

込
め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
合

端
付

近
に

空
隙

が
で

き
な

い
よ

う
に

入
念

に
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

②
胴

込
材

、
裏

込
材

を
入

念
に

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

割
栗

石
を

使
用

す
る

場
合

は
、

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ラ

ン
等

で
間

隙
を

充
填

し
て

い
る

こ
と

。

①
各

部
材

の
か

み
合

わ
せ

を
確

実
に

行
っ

て
お

り
、

段
差

や
隙

間
が

な
い

こ
と

。
②

連
結

材
の

規
格

、
仕

様
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
お

り
、

適
切

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

①
調

整
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

ブ
ロ

ッ
ク

が
一

体
と

な
っ

て
お

り
、

漏
水

等
が

な
い

こ
と

。
ま

た
必

要
強

度
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

。

①
遮

水
シ

ー
ト

の
敷

設
方

向
や

重
ね

幅
が

適
切

で
あ

る
こ

と
。

　
端

部
の

接
着

は
、

ず
れ

や
は

く
離

が
な

い
こ

と
。

①
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
す

る
種

類
、

品
質

、
配

合
の

材
料

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

施
工

基
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

裏
込

材
及

び
胴

込
め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
締

固
め

を
、

空
隙

が
生

じ
な

い
よ

う
十

分
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

緑
化

ブ
ロ

ッ
ク

、
石

積
（

張
）

、
法

枠
、

か
ご

マ
ッ

ト
等

に
お

け
る

材
料

の
か

み
合

わ
せ

又
は

連
結

が
、

裏
込

材
の

吸
い

出
し

が
無

い
よ

う
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
床

掘
り

箇
所

の
集

水
等

を
ポ

ン
プ

、
排

水
溝

等
を

設
け

て
排

除
し

て
い

る
こ

と
。

①
埋

戻
し

に
つ

い
て

は
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

す
る

材
料

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

★
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

：
進

行
性

が
あ

る
ク

ラ
ッ

ク
、

又
は

放
置

す
る

と
構

造
物

本
体

の
耐

久
性

の
低

下
や

劣
化

を
招

く
恐

れ
が

あ
る

ク
ラ

ッ
ク

の
こ

と
。

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

診
断

士
等

の
専

門
技

術
者

」
の

ひ
び

割
れ

調
査

報
告

書
等

を
参

考
に

判
断

す
る

。

①
事

前
の

ひ
び

割
れ

調
査

や
し

ゅ
ん

工
検

査
で

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

。

５
０

％
以

下

ｂ ｂ
'

ｂ ｂ
'

ｃ ｃ

ａ
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Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　
通

り
が

良
い

。
●

判
断

基
準

材
料

の
か

み
合

わ
せ

が
よ

く
、

ク
ラ

ッ
ク

が
無

い
。

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
天

端
及

び
端

部
仕

上
げ

が
良

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
既

設
構

造
物

と
の

す
り

つ
け

が
良

い
。

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
全

体
的

な
美

観
が

よ
い

。
該

当
１

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

　 　

 

　護
岸

・
根

固
・

水
制

工
事
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
5

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

鋼
橋

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

(R
C

床
版

工
事

は
【

工
場

製
作

関
係

】
 

 
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
構

造
物

鋼
材

の
種

別
を

、
品

質
を

証
明

す
る

書
類

又
は

現
物

に
よ

り
照

合
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

 
 

に
準

ず
る

)
□

溶
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

溶
接

作
業

に
あ

た
り

、
溶

接
材

料
の

使
用

区
分

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

溶
接

施
工

に
係

る
施

工
計

画
書

を
提

出
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

孔
空

け
に

よ
っ

て
生

じ
た

ま
く

れ
が

削
り

取
ら

れ
て

い
る

な
ど

、
き

め
細

や
か

に
製

作
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

欠
陥

部
の

発
生

が
見

ら
れ

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

塗
装

作
業

に
当

た
り

、
塗

装
面

を
十

分
に

乾
燥

さ
せ

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

素
地

調
整

を
行

う
場

合
、

第
１

種
ケ

レ
ン

後
４

時
間

以
内

に
金

属
前

処
理

塗
装

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

塗
料

の
空

き
缶

管
理

に
つ

い
て

、
写

真
等

で
確

実
に

空
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

★
塗

料
の

「
ト

レ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
ー

」
が

確
認

で
き

る
こ

と
（

塗
料

缶
の

ロ
ッ

ト
Ｎ

Ｏ
が

整
合

し
て

い
る

）
。

塗
料

の
品

質
が

出
荷

証
明

書
、

塗
料

成
績

表
に

よ
り

、
製

造
年

月
日

、
ロ

ッ
ト

番
号

、
色

彩
、

数
量

が
確

認
で

き
る

。
□

そ
の

他
理

由
：

【
架

設
関

係
】

ボ
ル

ト
の

締
付

確
認

が
実

施
さ

れ
、

記
録

を
保

管
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □

ボ
ル

ト
の

締
付

機
及

び
測

定
機

器
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

高
力

ボ
ル

ト
の

締
め

付
け

を
、

中
心

か
ら

外
側

に
向

か
っ

て
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□ □

高
力

ボ
ル

ト
の

品
質

が
、

証
明

書
類

で
確

認
で

き
る

。

支
承

の
据

付
で

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
面

の
チ

ッ
ピ

ン
グ

及
び

仕
上

げ
面

に
水

切
勾

配
が

つ
い

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

　

①
鋼

材
表

面
及

び
被

塗
装

面
の

汚
れ

、
油

等
を

除
去

し
、

乾
燥

し
た

の
ち

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

①
塗

装
管

理
記

録
か

ら
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
塗

装
管

理
記

録
か

ら
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
塗

装
管

理
記

録
か

ら
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
ト

ル
ク

法
に

よ
る

場
合

は
、

各
ボ

ル
ト

群
の

１
０

％
の

ボ
ル

ト
本

数
を

標
準

と
し

て
ト

ル
ク

レ
ン

チ
に

よ
り

締
付

確
認

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
②

ト
ル

シ
ア

型
高

力
ボ

ル
ト

の
場

合
は

、
全

数
に

つ
き

ピ
ン

テ
ー

ル
の

切
断

の
確

認
と

マ
ー

キ
ン

グ
に

よ
る

外
観

確
認

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
③

回
転

法
及

び
耐

力
点

法
に

よ
る

場
合

は
、

全
数

に
つ

き
マ

ー
キ

ン
グ

に
よ

る
外

観
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

①
鋼

材
の

J
IS

マ
ー

ク
の

表
示

状
態

及
び

ミ
ル

シ
ー

ト
等

に
よ

り
品

質
を

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
溶

接
圧

接
の

技
量

を
溶

接
技

能
資

格
証

で
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
強

度
、

じ
ん

性
、

耐
候

性
鋼

材
な

ど
、

鋼
材

の
種

類
や

性
質

に
応

じ
た

溶
接

材
料

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

①
施

工
計

画
書

に
溶

接
施

工
方

法
を

記
載

し
て

お
り

、
実

際
の

施
工

方
法

と
一

致
し

て
い

る
こ

と
。

①
ボ

ル
ト

穴
の

バ
リ

、
ま

く
れ

等
が

な
い

こ
と

が
写

真
等

で
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
ボ

ル
ト

締
付

機
、

測
量

器
具

な
ど

の
検

定
を

現
地

施
工

に
先

立
ち

、
現

地
搬

入
直

前
に

1
回

、
搬

入
後

は
ト

ル
ク

レ
ン

チ
は

1
ヶ

月
ご

と
に

、
そ

の
他

の
機

器
は

３
ヶ

月
ご

と
に

点
検

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。

①
連

接
板

の
締

め
付

け
に

あ
た

っ
て

は
、

H
T

B
を

連
接

板
の

中
央

の
ボ

ル
ト

か
ら

順
次

端
部

に
向

か
っ

て
締

付
け

、
2

度
締

め
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

②
予

備
締

め
後

に
は

、
締

め
忘

れ
や

共
回

り
確

認
の

た
め

、
ボ

ル
ト

、
ナ

ッ
ト

及
び

座
金

に
マ

ー
キ

ン
グ

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。

①
沓

座
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

施
工

に
あ

た
っ

て
打

継
処

理
を

し
て

お
り

、
ま

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
面

に
水

切
勾

配
を

つ
け

、
滞

水
が

な
い

こ
と

。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

架
設

に
あ

た
っ

て
、

部
材

の
応

力
と

変
形

等
を

十
分

検
討

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

架
設

に
用

い
る

仮
設

備
及

び
架

設
用

機
材

に
つ

い
て

品
質

、
性

能
が

確
保

で
き

る
規

模
及

び
強

度
を

有
し

て
確

認
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

現
場

塗
装

部
の

ケ
レ

ン
及

び
膜

厚
管

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

現
場

塗
装

部
に

お
い

て
、

温
度

、
湿

度
、

風
速

等
の

確
認

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

●
判

断
基

準
そ

の
他

理
由

：
８

０
％

以
下

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
９

０
％

以
上

ａ
'

ｂ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。
７

５
％

以
上

９
０

％
未

満
ｂ

ｂ
'

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

６
０

％
以

上
７

５
％

未
満

ｂ
'

ｃ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

未
満

ｃ
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

 

鋼
橋

工
事

●
判

断
基

準
(R

C
床

版
工

事
は

表
面

に
補

修
箇

所
が

な
い

。
該

当
４

項
目

以
上

・
・

・
ａ

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
構

造
物

部
材

表
面

に
傷

、
錆

が
な

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
に

準
ず

る
)

溶
接

に
均

一
性

が
あ

る
。

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
塗

装
に

均
一

性
が

あ
る

。
←

★
均

一
性

は
、

各
ロ

ッ
ト

の
平

均
厚

さ
、

標
準

偏
差

が
概

ね
同

程
度

で
あ

る
と

き
評

価
す

る
。

該
当

１
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
　

評 価 値

ａ
ｂ

ａ
'

ｂ
'

ｂ
ｃ ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

 

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

５
０

％
以

下
８

０
％

を
超

え
る

ｂ
'

②
完

成
時

と
架

設
時

の
構

造
系

が
変

わ
る

工
法

（
ケ

ー
ブ

ル
エ

レ
ク

シ
ョ

ン
架

設
、

送
出

し
架

設
、

ト
ラ

ベ
ラ

ー
ク

レ
ー

ン
架

設
等

）
の

場
合

、
架

設
時

の
部

材
に

応
力

と
変

形
が

発
生

し
な

い
よ

う
検

討
し

て
い

る
こ

と
。

①
ベ

ン
ト

等
の

仮
設

備
（

ベ
ン

ト
位

置
の

地
耐

力
を

含
む

）
、

架
設

用
機

材
が

、
工

事
目

的
物

の
品

質
、

性
能

を
確

保
で

き
る

規
模

、
強

度
を

有
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

。

①
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
素

地
調

整
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
、

ま
た

、
共

通
仕

様
書

の
定

め
に

従
い

適
切

に
膜

圧
管

理
を

し
て

い
る

こ
と

。

①
気

象
条

件
等

を
確

認
し

て
施

工
し

て
お

り
、

作
業

禁
止

条
件

で
塗

装
を

し
て

い
な

い
こ

と
。

①
ア

ン
カ

ー
ﾌ
ﾚ
ｰ
ﾑ
の

据
付

誤
差

に
よ

る
付

加
的

な
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

の
発

生
防

止
の

た
め

、
ア

ン
カ

ー
フ

レ
ー

ム
を

ケ
ー

ブ
ル

の
最

大
張

力
方

向
に

正
確

に
据

付
け

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
（

ケ
ー

ブ
ル

ク
レ

ー
ン

架
設

）
。
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
6

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

砂
防

構
造

物
工

事
「

評
価

対
象

項
目

」
及

び
【

共
通

】
　

　

地
滑

り
防

止
工

事
　

　

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

⑧
１

リ
フ

ト
の

高
さ

は
０

．
７

５
ｍ

以
上

２
．

０
ｍ

以
下

と
し

、
同

一
区

画
内

は
連

続
し

て
打

ち
込

ん
で

い
る

こ
と

。
⑨

１
リ

フ
ト

を
数

層
に

分
け

て
打

込
む

場
合

：
　

締
固

め
た

後
の

１
層

の
厚

さ
が

４
０

～
５

０
ｃ

ｍ
以

下
と

な
る

よ
う

に
打

込
み

、
下

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
固

ま
り

始
め

る
前

に
上

層
を

打
設

し
、

内
部

振
動

機
を

下
層

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
に

１
０

ｃ
ｍ

程
度

挿
入

し
、

上
層

と
下

層
が

一
体

と
な

る
よ

う
に

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

③
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

岩
盤

、
新

旧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
継

目
：

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
損

な
わ

な
い

配
合

の
モ

ル
タ

ル
を

敷
込

ん
で

い
る

こ
と

。
　

モ
ル

タ
ル

の
水

セ
メ

ン
ト

比
：

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
じ

か
、

そ
れ

よ
り

小
さ

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
　

★
モ

ル
タ

ル
の

厚
さ

：
　

岩
盤

面
で

２
ｃ

ｍ
程

度
、

水
平

打
継

ぎ
目

で
１

．
５

ｃ
ｍ

程
度

④
旧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
打

継
ぐ

場
合

の
材

令
が

、
０

．
７

５
以

上
１

．
０

ｍ
未

満
リ

フ
ト

の
場

合
で

３
日

（
中

２
日

）
、

１
．

０
ｍ

以
上

１
．

５
ｍ

未
満

リ
フ

ト
の

場
合

で
４

日
（

中
３

日
）

、
１

．
５

ｍ
以

上
２

．
０

ｍ
以

下
の

場
合

で
５

日
（

中
４

日
）

に
達

し
た

後
に

、
新

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

継
い

で
い

る
こ

と
。

⑤
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

込
用

バ
ケ

ッ
ト

の
下

端
が

打
込

面
上

１
．

０
ｍ

以
下

ま
で

お
ろ

し
、

打
込

箇
所

の
で

き
る

だ
け

近
く

に
排

出
し

て
い

る
こ

と
。

⑥
打

設
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

内
部

振
動

機
を

使
っ

て
型

枠
内

で
横

移
動

し
て

い
な

い
こ

と
。

⑦
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

箇
所

に
運

搬
後

、
直

ち
に

十
分

な
締

固
能

力
を

有
す

る
内

部
振

動
機

（
バ

ッ
ク

ホ
ウ

搭
載

型
、

又
は

手
持

ち
式

）
で

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

★
後

の
品

質
シ

ー
ト

（
地

滑
り

防
止

工
事

）
と

全
く

同
じ

。
　

「
出

来
ば

え
」

が
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
と

地
滑

り
工

と
の

差
異

。
★

「
出

来
ば

え
」

の
内

容
を

考
慮

し
て

シ
ー

ト
を

選
択

す
る

こ
と

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
ｗ

／
ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）
が

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
、

空
気

量
等

の
測

定
結

果
が

確
認

で
き

る
。

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

が
、

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

運
搬

時
間

､
打

設
時

の
投

入
高

さ
、

締
固

時
の

バ
イ

ブ
レ

ー
タ

の
機

種
及

び
養

生
方

法
が

、
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

て
お

り
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

①
配

合
試

験
の

結
果

（
配

合
試

験
を

省
略

で
き

る
場

合
は

配
合

計
画

書
で

）
、

強
度

、
単

位
セ

メ
ン

ト
量

、
単

位
結

合
材

量
、

単
位

水
量

、
W

/
C

（
又

は
W

/
B

)、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

等
が

確
認

で
き

、
適

切
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
②

配
合

試
験

が
必

要
な

工
事

で
配

合
試

験
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
受

入
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
が

適
正

で
あ

る
。

③
撮

影
角

度
、

方
向

、
焦

点
が

不
適

切
で

目
盛

が
読

み
取

れ
な

い
も

の
は

、
評

価
し

な
い

。

①
ア

ジ
テ

ー
タ

か
ら

試
料

を
採

取
し

供
試

体
を

作
成

し
た

こ
と

が
現

場
を

背
景

と
し

た
写

真
で

確
認

で
き

、
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
の

「
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
ィ

テ
ィ

ー
（

追
跡

）
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
②

写
真

な
ど

か
ら

現
場

で
作

成
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

②
強

度
試

験
用

の
供

試
体

の
作

成
及

び
標

準
養

生
の

状
況

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

地
山

と
の

取
り

合
わ

せ
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
嵌

入
工

な
ど

の
地

山
と

の
取

り
付

け
方

法
が

適
切

で
あ

る
こ

と
。

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
（

寒
中

及
び

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
を

含
む

）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
を

管
理

し
て

お
り

、
必

要
な

強
度

に
達

し
た

後
に

型
枠

及
び

支
保

工
の

取
り

外
し

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
型

枠
及

び
支

保
の

取
り

外
し

の
時

期
及

び
順

序
に

つ
い

て
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
て

い
な

い
場

合
に

は
、

構
造

物
と

同
じ

よ
う

な
状

態
で

養
生

し
た

供
試

体
の

圧
縮

強
度

を
も

と
に

、
セ

メ
ン

ト
の

性
質

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

、
構

造
物

の
種

類
と

そ
の

重
要

性
、

部
材

の
種

類
及

び
大

き
さ

、
部

材
の

受
け

る
荷

重
、

気
温

、
天

候
を

考
慮

し
て

、
取

り
外

し
の

時
期

及
び

順
序

の
計

画
を

、
施

工
計

画
書

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
表

面
水

の
急

激
な

蒸
発

を
防

ぐ
た

め
、

打
込

み
直

後
は

シ
ー

ト
等

で
日

よ
け

や
風

よ
け

を
設

け
て

い
る

こ
と

（
必

要
に

応
じ

て
）

②
表

面
を

荒
ら

さ
な

い
で

作
業

が
で

き
る

状
態

ま
で

硬
化

し
た

後
は

、
養

生
マ

ッ
ト

や
濡

ら
し

た
布

等
で

覆
う

か
、

散
水

、
湛

水
し

て
い

る
こ

と
。

③
せ

き
板

（
型

枠
）

が
乾

燥
す

る
恐

れ
が

あ
る

場
合

は
、

せ
き

板
（

型
枠

）
に

も
散

水
し

て
い

る
こ

と
。

④
養

生
期

間
を

満
足

し
、

常
に

湿
潤

状
態

を
保

っ
て

い
る

こ
と

。
⑤

温
度

制
御

養
生

、
蒸

気
養

生
、

そ
の

他
の

促
進

養
生

方
法

を
行

う
場

合
は

、
施

工
計

画
書

に
養

生
方

法
等

を
記

載
し

て
い

る
こ

と
。

⑥
膜

養
生

を
行

う
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議
し

て
い

る
こ

と
。

【
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

①
岩

盤
上

に
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

む
場

合
：

　
岩

盤
の

ゆ
る

ん
だ

岩
、

岩
屑

、
そ

の
他

の
異

物
を

除
去

し
、

湧
水

が
あ

る
場

合
は

コ
ー

キ
ン

グ
に

よ
る

止
水

や
パ

イ
ﾌ
ﾟ
の

立
て

込
み

等
に

よ
り

適
切

に
湧

水
の

排
除

を
し

て
い

る
こ

と
。

②
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
上

に
新

し
く

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

継
ぐ

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
完

全
に

硬
化

す
る

前
に

圧
力

水
や

電
動

ブ
ラ

シ
等

で
除

去
（

グ
リ

ー
ン

カ
ッ

ト
）

し
て

い
る

こ
と

。
　

★
打

継
目

表
面

の
チ

ッ
ピ

ン
グ

は
骨

材
を

緩
ま

せ
る

懸
念

が
あ

る
の

で
不

可
。

　
★

グ
リ

ー
ン

カ
ッ

ト
後

、
打

設
ま

で
に

汚
損

し
た

場
合

は
再

度
圧

力
水

等
で

清
掃

す
る

こ
と

。

②
型

枠
・

支
保

工
の

取
外

し
前

に
、

構
造

物
と

同
じ

状
態

で
養

生
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

の
圧

縮
強

度
を

確
認

し
、

取
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照

③
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

そ
の

自
重

及
び

施
工

中
に

加
わ

る
荷

重
を

受
け

る
の

に
必

要
な

強
度

に
達

す
る

ま
で

、
型

枠
・

支
保

工
を

取
外

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

④
型

枠
の

組
立

に
使

用
し

た
締

め
付

材
及

び
壁

つ
な

ぎ
の

穴
を

、
本

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

以
上

の
品

質
を

有
す

る
モ

ル
タ

ル
等

で
補

修
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

⑤
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
、

温
度

ひ
び

割
れ

制
御

の
た

め
、

型
枠

存
置

期
間

を
考

慮
し

て
い

る
こ

と
。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

□
★

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

」
を

参
照

□

そ
の

他
理

由
：

【
砂

防
構

造
物

に
適

用
】

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

ま
で

さ
び

、
ど

ろ
、

油
等

の
有

害
物

が
、

鉄
筋

に
付

着
し

な
い

よ
う

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

鉄
筋

の
組

立
及

び
加

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

施
工

基
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

ア
ン

カ
ー

の
施

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □

ボ
ル

ト
の

締
付

確
認

が
実

施
さ

れ
、

記
録

を
保

管
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

ボ
ル

ト
の

締
付

機
及

び
測

定
機

器
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
－

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

そ
の

他
理

由
：

【
地

す
べ

り
対

策
工

事
（

抑
止

杭
・

集
水

井
戸

工
事

含
む

）
】

ア
ン

カ
ー

の
施

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □

ラ
イ

ナ
ー

プ
レ

ー
ト

の
組

み
立

て
に

あ
た

り
、

偏
心

と
歪

み
に

配
慮

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

ラ
イ

ナ
ー

プ
レ

ー
ト

と
地

山
と

の
隙

間
が

少
な

く
な

る
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

集
・

排
水

ボ
ー

リ
ン

グ
工

の
方

向
及

び
角

度
が

、
適

正
と

な
る

よ
う

に
施

工
上

の
配

慮
を

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

理
由

：
８

０
％

以
下

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
９

０
％

以
上

ａ
'

ｂ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。
７

５
％

以
上

９
０

％
未

満
ｂ

ｂ
'

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

６
０

％
以

上
７

５
％

未
満

ｂ
'

ｃ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

未
満

ｃ
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　

砂
防

構
造

物
工

事
●

判
断

基
準

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

表
面

状
態

が
良

い
。

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

天
端

仕
上

げ
、

端
部

仕
上

げ
等

が
良

い
。

該
当

４
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

漏
水

が
な

い
。

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

ｂ

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

①
ア

ン
カ

ー
の

掘
削

：
　

削
孔

位
置

、
削

孔
径

、
長

さ
、

方
向

が
設

計
図

書
と

一
致

し
て

お
り

、
周

辺
の

地
盤

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

。
②

既
存

資
料

に
よ

り
定

着
層

の
ス

ラ
イ

ム
形

状
を

把
握

し
、

削
孔

中
に

ス
ラ

イ
ム

の
状

態
や

削
孔

速
度

等
に

よ
り

、
定

着
層

の
位

置
や

層
厚

を
推

定
し

な
が

ら
施

工
し

て
い

る
。

①
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
に

編
心

や
歪

が
無

い
こ

と
。

①
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
と

地
山

と
の

隙
間

は
、

裏
込

注
入

材
に

よ
り

充
填

し
て

い
る

こ
と

。

①
地

す
べ

り
の

状
況

を
把

握
し

、
掘

削
中

の
地

質
構

造
、

湧
水

等
を

詳
細

に
記

録
し

、
す

べ
り

面
と

掘
削

深
度

の
関

係
や

排
水

効
果

を
確

認
し

な
が

ら
施

工
し

て
い

る
。

②
設

計
図

書
と

方
向

、
角

度
、

掘
削

径
、

掘
削

深
度

が
一

致
し

て
い

る
こ

と
。

③
削

孔
：

　
直

線
性

を
保

つ
よ

う
に

施
工

さ
れ

て
お

り
、

削
孔

後
の

孔
内

は
清

水
に

よ
り

洗
浄

し
、

ス
ラ

イ
ム

を
除

去
し

て
い

る
こ

と
。

　

ｂ
'

ｃ

８
０

％
を

超
え

る

ｂ
ａ

'
ｂ

'

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

５
０

％
以

下

　

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ａ

ｃ

鉄
筋

及
び

鋼
材

の
品

質
が

、
証

明
書

類
で

確
認

で
き

る
。

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照

【
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

工
】

①
ア

ン
カ

ー
の

掘
削

：
　

削
孔

位
置

、
削

孔
径

、
長

さ
、

方
向

が
設

計
図

書
と

一
致

し
て

お
り

、
周

辺
の

地
盤

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

⑦
ア

ン
カ

ー
の

緊
張

、
定

着
：

　
グ

ラ
ウ

ト
が

所
定

の
強

度
に

達
し

た
の

ち
、

緊
張

力
を

与
え

、
適

正
試

験
、

確
認

試
験

、
定

着
時

緊
張

力
確

認
試

験
等

に
よ

り
変

位
特

性
を

確
認

し
な

が
ら

所
定

の
有

効
緊

張
力

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

緊
張

力
を

与
え

て
い

る
こ

と
。

②
既

存
資

料
に

よ
り

定
着

層
の

ス
ラ

イ
ム

形
状

を
把

握
し

、
削

孔
中

に
ス

ラ
イ

ム
の

状
態

や
削

孔
速

度
等

に
よ

り
、

定
着

層
の

位
置

や
層

厚
を

推
定

し
な

が
ら

施
工

し
て

い
る

。
③

削
孔

：
　

直
線

性
を

保
つ

よ
う

に
施

工
さ

れ
て

お
り

、
削

孔
後

の
孔

内
は

清
水

に
よ

り
洗

浄
し

、
ス

ラ
イ

ム
を

除
去

し
て

い
る

こ
と

。
④

ア
ン

カ
ー

鋼
材

に
注

入
材

と
の

付
着

を
害

す
る

さ
び

、
油

、
泥

等
が

付
着

し
て

い
な

い
こ

と
。

⑤
ア

ン
カ

ー
材

の
注

入
：

　
置

換
注

入
と

加
圧

注
入

に
よ

り
所

定
の

位
置

に
正

確
に

注
入

し
て

い
る

こ
と

。
⑥

孔
内

グ
ラ

ウ
ト

：
　

最
低

部
か

ら
注

入
し

、
削

孔
内

の
排

水
、

排
気

を
確

実
に

行
い

、
所

定
の

グ
ラ

ウ
ト

が
孔

口
か

ら
排

出
し

て
い

る
こ

と
。

★
「

鋼
橋

工
事

」
を

参
照

★
「

鋼
橋

工
事

」
を

参
照

【
抑

止
ア

ン
カ

ー
工

】

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照

①
構

造
物

の
基

礎
底

面
、

法
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

。

④
テ

ン
ド

ン
に

グ
ラ

ウ
ト

と
の

付
着

を
害

す
る

さ
び

、
油

、
泥

等
が

付
着

し
て

い
な

い
こ

と
。

⑤
グ

ラ
ウ

ト
：

　
最

低
部

か
ら

注
入

し
、

削
孔

内
の

排
水

、
排

気
を

確
実

に
行

い
、

所
定

の
グ

ラ
ウ

ト
が

孔
口

か
ら

排
出

し
て

い
る

こ
と

。
⑥

グ
ラ

ウ
ト

注
入

終
了

後
、

テ
ン

ド
ン

の
挿

入
：

　
有

害
な

損
傷

や
変

形
を

与
え

な
い

方
法

を
用

い
て

所
定

の
位

置
に

正
確

に
挿

入
し

、
グ

ラ
ウ

ト
が

硬
化

す
る

ま
で

テ
ン

ド
ン

が
動

か
な

い
よ

う
に

保
持

し
て

い
る

こ
と

。

⑦
グ

ラ
ウ

ト
が

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
強

度
に

達
し

た
後

、
設

計
図

書
に

示
さ

れ
た

残
存

引
張

り
力

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

初
期

緊
張

力
を

与
え

て
い

る
こ

と
。
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
7

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

舗
装

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

【
路

床
・

路
盤

工
関

係
】

 
 

 
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
方

法
で

Ｃ
Ｂ

Ｒ
値

を
測

定
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

 
 

□

路
床

及
び

路
盤

工
の

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

路
床

及
び

路
盤

工
の

密
度

管
理

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

路
盤

の
安

定
処

理
は

材
料

が
均

一
に

な
る

よ
う

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

路
盤

の
施

工
に

先
だ

っ
て

、
路

床
面

、
下

層
路

盤
面

の
浮

き
石

及
び

有
害

物
を

除
去

し
て

か
ら

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

路
床

盛
土

に
お

い
て

、
一

層
の

仕
上

が
り

厚
を

２
０

ｃ
ｍ

以
下

と
し

、
各

層
ご

と
に

締
固

め
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

路
床

盛
土

に
お

い
て

、
構

造
物

の
隣

接
箇

所
や

狭
い

箇
所

に
お

け
る

締
固

め
が

、
タ

ン
パ

等
の

小
型

締
固

め
機

械
に

よ
り

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

そ
の

他
理

由
：

【
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

関
係

】
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
品

質
が

、
配

合
設

計
及

び
試

験
練

り
の

結
果

又
は

事
前

審
査

制
度

の
証

明
書

類
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□ □

舗
装

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
上

層
路

盤
面

の
浮

き
石

な
ど

の
有

害
物

を
除

去
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

プ
ラ

ン
ト

出
荷

時
、

現
場

到
着

時
、

舗
装

時
等

に
お

い
て

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
温

度
管

理
を

記
録

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

舗
装

後
の

交
通

開
放

が
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

各
層

の
継

ぎ
目

の
位

置
が

、
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
数

値
以

上
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

縦
継

目
及

び
横

継
目

の
位

置
、

構
造

と
の

接
合

面
の

処
理

等
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

運
搬

及
び

舗
設

に
あ

た
っ

て
、

気
象

条
件

を
配

慮
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □

密
度

管
理

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

そ
の

他
理

由
：

①
密

度
試

験
を

施
工

管
理

基
準

に
示

す
測

定
頻

度
で

実
施

し
、

規
格

値
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

。

①
縦

継
目

、
横

継
目

の
位

置
が

そ
れ

ぞ
れ

設
計

値
以

上
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

。
②

接
合

面
に

瀝
青

材
料

薄
く

塗
布

し
て

い
る

か
。

①
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
温

度
低

下
を

防
ぐ

た
め

、
運

搬
中

は
シ

ー
ト

類
で

荷
台

を
覆

っ
て

い
る

こ
と

。
②

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

日
は

、
舗

設
を

避
け

て
い

る
こ

と
。

①
ミ

ル
シ

ー
ト

で
、

路
床

材
、

路
盤

材
の

修
正

C
B

R
値

が
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
す

る
材

料
を

使
用

し
て

い
る

こ
と

。

①
路

床
、

下
層

路
盤

工
に

つ
い

て
は

、
プ

ル
ー

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

、
異

状
が

あ
っ

た
場

合
は

そ
の

対
応

を
し

て
い

る
こ

と
。

①
路

床
及

び
路

盤
工

の
締

め
固

め
を

、
修

正
C

B
R

試
験

で
得

ら
れ

た
最

適
含

水
比

付
近

で
行

っ
て

い
る

こ
と

。

b
'

①
路

床
、

下
層

路
盤

の
仕

上
が

り
面

の
全

景
写

真
等

に
よ

り
、

浮
石

及
び

有
害

物
が

無
い

こ
と

。

①
一

層
の

仕
上

り
厚

を
２

０
ｃ

ｍ
以

下
と

し
、

各
層

ご
と

に
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

。

①
構

造
物

の
隣

接
箇

所
や

狭
小

箇
所

の
締

固
め

を
、

タ
ン

パ
、

振
動

ロ
ー

ラ
等

の
小

型
機

械
で

施
工

し
て

い
る

こ
と

。
②

樋
管

等
の

構
造

物
が

あ
る

場
合

、
過

重
な

偏
土

圧
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

盛
土

し
、

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

①
配

合
設

計
及

び
試

験
練

り
の

結
果

が
規

格
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

。
②

事
前

審
査

認
定

証
（

有
効

期
限

を
確

認
）

が
提

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

①
上

層
路

盤
の

仕
上

が
り

面
の

全
景

写
真

等
に

よ
り

、
浮

石
及

び
有

害
物

が
無

い
こ

と
。

①
出

荷
時

、
現

場
到

着
時

、
舗

設
時

の
温

度
管

理
を

実
施

し
、

施
工

管
理

基
準

に
示

す
測

定
頻

度
、

温
度

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
。

①
開

放
温

度
の

管
理

を
し

て
お

り
、

定
め

ら
れ

た
温

度
以

下
で

開
放

し
て

い
る

こ
と

。
　

★
 舗

装
表

面
温

度
が

5
0

度
℃

以
下

①
各

層
と

の
縦

継
目

の
位

置
1

5
c
m

以
上

、
横

継
目

の
位

置
を

１
m

以
上

ず
ら

し
て

い
る

こ
と

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

ａ
a
'

ｂ

　

54



考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

b
'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

ａ
a
'

ｂ

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

関
係

】
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

設
計

及
び

試
験

練
り

を
行

っ
て

お
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

（
強

度
・

Ｗ
／

Ｃ
、

最
大

骨
材

粒
径

、
塩

化
物

総
量

、
単

位
水

量
、

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

等
）

が
確

認
で

き
る

。
□ □

舗
装

工
の

施
工

に
先

だ
っ

て
、

上
層

路
盤

面
の

浮
き

石
等

の
有

害
物

を
除

去
し

て
か

ら
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。

□ □ □

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

運
搬

時
間

、
打

設
方

法
及

び
養

生
方

法
が

、
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

て
お

り
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

条
件

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

材
料

が
分

離
し

な
い

よ
う

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
敷

均
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □

チ
ェ

ア
ー

及
び

タ
イ

バ
ー

を
損

傷
な

ど
が

発
生

し
な

い
よ

う
保

管
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

●
判

断
基

準
□

そ
の

他
理

由
：

８
０

％
以

下

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

品
質

の
ば

ら
つ

き
度

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

舗
装

工
事

舗
装

の
平

坦
性

が
良

い
。

●
判

断
基

準
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
該

当
５

項
目

以
上

・
・

・
ａ

端
部

処
理

が
良

い
。

該
当

４
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

等
が

良
い

。
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

雨
水

処
理

が
良

い
。

該
当

２
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

ス
プ

レ
ッ

ダ
を

使
用

し
て

材
料

が
分

離
し

な
い

よ
う

に
敷

き
均

し
て

い
る

こ
と

。
②

拡
幅

摺
付

部
、

取
付

道
路

交
差

部
で

人
力

施
工

と
な

る
場

合
は

、
型

枠
に

沿
っ

た
と

こ
ろ

か
ら

順
序

良
く

ス
コ

ッ
プ

返
し

を
し

な
が

ら
所

定
の

高
さ

で
敷

き
均

し
て

い
る

こ
と

。

①
適

切
に

保
管

し
て

い
る

こ
と

。

①
受

入
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
が

適
正

で
あ

る
こ

と
。

③
撮

影
角

度
、

方
向

、
焦

点
が

不
適

切
で

目
盛

が
読

み
取

れ
な

い
も

の
は

、
評

価
し

な
い

。

②
強

度
試

験
用

の
供

試
体

の
作

成
、

標
準

養
生

の
状

況
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
ア

ジ
テ

ー
タ

か
ら

試
料

を
採

取
し

供
試

体
を

作
成

し
た

こ
と

が
現

場
を

背
景

と
し

た
写

真
で

確
認

で
き

、
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
の

「
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
ィ

テ
ィ

ー
（

追
跡

）
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

②
写

真
か

ら
現

場
で

作
成

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
な

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
配

合
試

験
の

結
果

（
配

合
試

験
を

省
略

で
き

る
場

合
は

配
合

計
画

書
で

）
、

強
度

、
単

位
セ

メ
ン

ト
量

、
単

位
結

合
材

量
、

単
位

水
量

、
W

/
C

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

等
が

確
認

で
き

、
適

切
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

②
配

合
試

験
が

必
要

な
工

事
で

配
合

試
験

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
上

層
路

盤
の

仕
上

が
り

面
の

全
景

写
真

等
に

よ
り

、
浮

石
及

び
有

害
物

が
無

い
こ

と
。

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

」
を

参
照

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

ｃ

　

ｂ

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ｂ
'

ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ａ
ｂ

８
０

％
を

超
え

る

ａ
'

ｂ
'

５
０

％
以

下
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
8

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

法
面

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

【
共

通
】

 
 

施
工

基
面

が
平

滑
に

仕
上

げ
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
（

特
に

法
枠

工
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

又
は

モ
ル

タ
ル

吹
付

工
関

係
）

 
 

□

施
工

に
際

し
て

、
品

質
に

害
と

な
る

施
工

面
の

浮
き

石
や

ゴ
ミ

等
を

除
去

し
て

か
ら

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

盛
土

の
施

工
に

あ
た

り
、

法
面

の
崩

壊
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
締

固
め

を
十

分
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

雨
水

に
よ

る
崩

壊
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

、
排

水
対

策
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

そ
の

他
理

由
：

【
種

子
吹

付
工

、
客

土
吹

付
工

、
植

生
基

材
吹

付
工

関
係

】
土

壌
試

験
を

実
施

し
、

施
工

に
反

映
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

ネ
ッ

ト
な

ど
の

境
界

に
隙

間
が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

ネ
ッ

ト
な

ど
が

破
損

を
生

じ
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

吹
付

け
厚

さ
が

均
等

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

使
用

す
る

材
料

の
種

類
、

品
質

、
配

合
等

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

施
行

時
期

が
定

め
ら

れ
た

条
件

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

そ
の

他
理

由
：

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
又

は
モ

ル
タ

ル
吹

付
工

関
係

】
使

用
す

る
材

料
の

種
類

、
品

質
及

び
配

合
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □

金
網

の
重

ね
幅

が
、

１
０

ｃ
ｍ

以
上

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □

金
網

が
破

損
を

生
じ

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

吸
水

性
の

吹
付

け
面

に
お

い
て

、
事

前
に

吸
水

さ
せ

て
か

ら
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

吹
付

け
厚

さ
が

均
等

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

吹
付

け
厚

さ
に

応
じ

て
２

層
以

上
に

分
割

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

①
吹

付
け

厚
さ

が
１

０
ｃ

ｍ
以

上
と

な
る

場
合

は
、

2
層

以
上

に
分

割
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

②
２

層
以

上
に

吹
き

付
け

る
場

合
は

、
層

間
に

は
く

離
を

生
じ

な
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

　

①
法

枠
（

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

法
枠

、
現

場
吹

付
法

枠
）

、
吹

付
工

の
切

土
法

面
、

盛
土

表
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

。

①
法

枠
の

施
工

に
先

立
ち

、
緩

ん
だ

転
石

、
岩

塊
等

を
除

去
し

て
い

る
こ

と
。

②
吹

付
工

の
施

工
面

が
岩

盤
の

場
合

、
ご

み
、

土
泥

、
浮

石
等

を
除

去
し

て
い

る
こ

と
。

①
法

枠
工

の
施

工
に

あ
た

り
盛

土
表

面
を

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

②
吹

付
面

が
土

砂
の

場
合

、
吹

付
厚

に
よ

り
土

砂
が

散
乱

し
な

い
よ

う
に

打
ち

固
め

て
い

る
こ

と
。

①
施

工
に

あ
た

り
、

斜
面

上
部

か
ら

の
雨

水
処

理
、

斜
面

か
ら

の
湧

水
処

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
種

子
散

布
の

前
に

、
法

面
の

土
壌

硬
度

及
び

土
壌

試
験

（
Ｐ

Ｈ
）

を
実

施
し

、
吹

付
厚

や
種

子
配

合
を

決
定

し
て

い
る

こ
と

。

①
植

生
シ

ー
ト

、
植

生
マ

ッ
ト

が
地

山
と

密
着

し
て

お
り

、
隙

間
が

な
い

こ
と

。

①
植

生
シ

ー
ト

、
植

生
マ

ッ
ト

が
自

重
に

よ
り

破
損

し
な

い
よ

う
に

、
ネ

ッ
ト

を
取

り
付

け
て

い
る

こ
と

。

①
吹

付
厚

さ
が

±
施

工
管

理
基

準
の

絶
対

値
以

内
で

あ
る

こ
と

（
例

：
施

工
管

理
基

準
が

-
2

0
の

場
合

、
±

2
0

以
内

）
。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

①
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
す

る
種

類
、

品
質

、
配

合
の

材
料

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

①
設

計
図

書
に

示
さ

れ
た

施
工

時
期

に
施

工
し

て
い

る
、

指
定

が
無

い
場

合
は

乾
燥

期
を

避
け

て
い

る
こ

と
。

①
使

用
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

）
の

品
質

及
び

配
合

が
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

。

②
金

網
及

び
ア

ン
カ

ー
筋

の
規

格
、

品
質

、
使

用
本

数
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
。

①
金

網
の

重
ね

幅
を

１
０

ｃ
ｍ

以
上

確
保

し
て

い
る

こ
と

。

②
金

網
の

設
置

位
置

を
引

き
上

げ
棒

を
使

用
し

て
、

仕
上

が
り

面
か

ら
の

間
隔

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

③
金

網
を

地
山

に
ア

ン
カ

ー
筋

、
補

助
ア

ン
カ

ー
ピ

ン
で

固
定

し
て

い
る

こ
と

。

①
金

網
に

異
常

な
変

形
や

、
断

線
、

破
れ

等
が

な
い

こ
と

。

①
吹

付
面

が
吸

水
性

の
場

合
は

、
事

前
に

吸
水

さ
せ

て
い

る
こ

と
。

①
吹

付
厚

さ
の

管
理

値
の

ば
ら

つ
き

が
小

さ
い

こ
と

。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

供
試

体
が

、
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

不
良

箇
所

が
生

じ
な

い
よ

う
跳

ね
返

り
材

料
の

処
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
。

□ □

法
肩

の
吹

付
け

に
あ

た
り

、
地

山
に

沿
っ

て
巻

き
込

ん
で

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

そ
の

他
理

由
：

【
現

場
打

法
枠

工
関

係
（

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

法
枠

工
含

む
）

】
使

用
す

る
材

料
の

種
類

、
品

質
及

び
配

合
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

ア
ン

カ
ー

を
設

計
図

書
な

ど
の

長
さ

で
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □

現
場

養
生

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

す
る

よ
う

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

強
度

試
験

に
使

用
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

枠
内

に
空

隙
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □ □ □

層
間

に
は

く
離

が
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

不
良

箇
所

が
生

じ
な

い
よ

う
跳

ね
返

り
材

料
の

処
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
。

□ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

理
由

：
※

品
質

の
ば

ら
つ

き
度

８
０

％
以

下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　

法
面

工
事

通
り

が
良

い
。

●
判

断
基

準
植

生
、

吹
付

等
の

状
態

が
均

一
で

あ
る

。
該

当
３

項
目

以
上

・
・

・
ａ

端
部

処
理

が
良

い
。

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
該

当
１

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

　
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

②
跳

ね
返

り
材

は
固

結
す

る
前

に
速

や
か

に
除

去
し

、
不

良
箇

所
を

生
じ

な
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

①
枠

内
に

土
砂

を
詰

め
る

場
合

は
、

枠
工

下
部

か
ら

枠
の

高
さ

ま
で

締
め

固
め

て
お

り
、

空
隙

が
無

い
こ

と
。

②
枠

内
に

土
の

う
を

施
工

す
る

場
合

は
、

土
砂

が
詰

ま
っ

た
も

の
を

使
用

し
、

枠
の

下
端

か
ら

脱
落

し
な

い
よ

う
に

固
定

し
て

お
り

、
土

の
移

動
や

脱
落

が
無

い
よ

う
に

密
に

施
工

さ
れ

、
空

隙
が

無
い

こ
と

。

③
枠

内
に

玉
石

等
を

詰
め

る
場

合
は

、
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ラ
ン

等
で

空
隙

を
充

填
し

な
が

ら
施

工
し

て
お

り
、

空
隙

が
な

い
こ

と
。

④
枠

内
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

版
を

張
る

場
合

は
、

法
面

と
の

空
隙

を
生

じ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

、
又

は
空

隙
が

生
じ

た
場

合
は

モ
ル

タ
ル

な
ど

を
充

填
し

て
い

る
こ

と
。

①
２

層
以

上
に

吹
き

付
け

る
場

合
は

、
層

間
に

は
く

離
を

生
じ

な
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

①
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
の

「
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
ィ

テ
ィ

ー
（

追
跡

）
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

　

①
法

面
の

上
部

か
ら

順
次

下
部

へ
吹

き
つ

け
、

跳
ね

返
り

材
を

エ
ア

ー
清

掃
に

よ
り

除
去

し
て

い
る

こ
と

。
②

跳
ね

返
り

材
は

固
結

す
る

前
に

速
や

か
に

除
去

し
、

不
良

箇
所

を
生

じ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

①
雨

水
な

ど
の

浸
透

が
無

い
よ

う
に

地
山

に
沿

っ
て

巻
き

込
ん

で
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

②
浸

透
水

の
処

理
の

た
め

、
水

抜
き

パ
イ

プ
を

設
置

し
て

い
る

こ
と

。
（

※
水

抜
き

パ
イ

プ
：

V
P

５
０

　
１

箇
所

/
２

ｍ
２

を
標

準
)

①
使

用
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

）
の

品
質

や
配

合
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
。

①
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
法

枠
の

支
点

部
分

に
ア

ン
カ

ー
バ

ー
と

枠
が

連
結

し
て

お
り

、
長

さ
、

径
、

材
質

が
設

計
図

書
ど

お
り

で
あ

る
こ

と
。

②
現

場
打

法
枠

の
ア

ン
カ

ー
が

法
面

と
直

角
に

施
工

し
て

お
り

、
長

さ
、

径
、

材
質

が
設

計
図

書
ど

お
り

で
あ

る
こ

と
。

①
法

枠
に

散
水

、
む

し
ろ

が
け

等
に

よ
り

養
生

を
行

っ
て

お
り

、
十

分
な

強
度

が
得

ら
れ

る
こ

と
。

②
枠

内
に

養
生

シ
ー

ト
を

配
置

し
、

養
生

し
て

い
る

こ
と

。

①
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(モ
ル

タ
ル

）
供

試
体

の
「

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

ィ
テ

ィ
ー

（
追

跡
）

」
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
枠

の
吹

き
付

け
は

法
面

の
上

部
か

ら
順

次
下

部
へ

吹
き

つ
け

、
跳

ね
返

り
材

を
エ

ア
ー

清
掃

に
よ

り
除

去
し

て
い

る
こ

と
。

　

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

５
０

％
以

下
８

０
％

を
超

え
る

ａ
ｂ ｂ

'
評 価 値

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

ｃ
ｂ

'
ｃ

ｂａ
'
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
9

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 の

 考
 査

 項
 目

 別
 運

 用
 表

（
検

査
員

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

「
評

価
対

象
項

目
」

【
杭

関
係

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
・

鋼
管

・
鋼

管
井

筒
、

場
所

打
、

深
礎

等
）

】
　

　
　

　
□ □

　
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

配
筋

、
ス

ペ
ー

サ
ー

の
配

置
及

び
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
等

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □ □ □ □ □ □ □

ラ
イ

ナ
ー

プ
レ

ー
ト

の
組

立
に

あ
た

り
、

偏
心

と
歪

み
に

配
慮

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

裏
込

材
注

入
の

圧
力

な
ど

が
施

工
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□

　
□

そ
の

他
理

由
：

改
良

材
の

バ
ッ

チ
管

理
記

録
が

整
理

さ
れ

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
の

比
重

、
ス

ラ
リ

ー
噴

出
量

、
強

度
等

の
管

理
資

料
を

整
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

①
埋

込
工

法
を

用
い

る
杭

の
先

端
処

理
方

法
が

、
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

噴
出

攪
拌

方
式

に
よ

る
場

合
は

、
強

度
、

比
重

な
ど

が
管

理
資

料
か

ら
確

認
で

き
る

こ
と

。

③
鉄

筋
か

ご
の

組
立

て
に

あ
た

っ
て

は
、

形
状

保
持

の
た

め
の

溶
接

を
行

っ
て

い
な

い
こ

と
。

（
場

所
打

杭
、

深
礎

工
）

④
深

礎
工

の
鉄

筋
は

、
所

定
の

位
置

に
堅

固
に

組
み

立
て

る
と

と
も

に
、

曲
が

り
や

よ
じ

れ
が

な
い

よ
う

に
土

留
材

に
固

定
し

て
い

る
こ

と
。

⑤
深

礎
工

の
軸

方
向

の
鉄

筋
は

機
械

式
継

手
と

し
、

せ
ん

断
補

強
鉄

筋
は

重
ね

継
手

ま
た

は
機

械
式

継
手

と
し

て
い

る
こ

と
。

⑥
場

所
打

杭
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

に
先

立
ち

、
ス

ラ
イ

ム
を

除
去

し
て

い
る

こ
と

。
⑦

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

ち
込

み
は

、
連

続
し

て
打

設
し

て
い

る
こ

と
。

（
場

所
打

杭
、

深
礎

工
）

①
杭

の
表

面
、

継
手

、
開

先
部

分
等

に
損

傷
（

補
修

痕
を

含
む

）
が

無
い

こ
と

、
及

び
た

わ
み

、
変

形
が

な
い

こ
と

。
②

杭
頭

打
撃

等
に

よ
り

杭
が

損
傷

し
た

場
合

は
、

補
修

又
は

取
替

え
し

て
い

る
こ

と
。

①
既

成
杭

の
打

止
め

や
場

所
打

杭
の

杭
長

決
定

の
方

法
を

施
工

管
理

計
画

書
に

記
載

す
る

と
と

も
に

施
工

記
録

を
整

備
し

、
施

工
も

適
正

で
あ

る
こ

と
②

試
験

杭
を

施
工

し
て

い
る

こ
と

（
既

製
杭

、
場

所
打

杭
）

。

既
成

杭
の

打
止

め
管

理
の

方
法

及
び

場
所

打
杭

の
施

工
管

理
の

方
法

が
整

備
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
記

録
を

整
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

杭
頭

処
理

に
お

い
て

、
杭

本
体

を
損

傷
し

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
。

③
打

込
不

能
（

又
は

掘
削

不
能

）
や

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
支

持
力

に
達

し
な

い
場

合
、

処
置

方
法

に
つ

い
て

監
督

員
と

協
議

し
て

い
る

こ
と

。
④

埋
込

み
工

法
を

用
い

る
杭

の
先

端
処

理
が

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
噴

出
攪

拌
方

式
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
方

式
の

場
合

は
、

杭
先

端
が

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
付

近
に

達
し

た
時

点
で

支
持

層
の

確
認

を
し

て
い

る
と

と
も

に
、

そ
の

資
料

を
整

理
し

て
い

る
こ

と
。

①
杭

頭
処

理
に

お
い

て
、

杭
本

体
を

損
傷

し
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

。
②

場
所

打
杭

の
場

合
、

設
計

図
書

に
示

す
打

上
が

り
面

よ
り

５
０

ｃ
ｍ

（
又

は
８

０
ｃ

ｍ
）

以
上

高
く

打
ち

込
み

、
硬

化
後

所
定

の
高

さ
ま

で
取

り
壊

し
て

い
る

こ
と

。

①
水

平
度

、
鉛

直
度

等
が

、
施

工
管

理
基

準
を

満
足

し
て

い
る

。

①
溶

接
工

の
資

格
証

明
書

を
確

認
で

き
る

と
と

も
に

、
共

通
仕

様
書

に
示

さ
れ

た
方

法
で

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

①
掘

削
深

さ
、

掘
削

土
砂

、
地

質
柱

状
図

及
び

サ
ン

プ
ル

な
ど

に
よ

り
支

持
地

盤
に

達
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

(場
所

打
ち

杭
・

深
礎

工
）

①
ト

レ
ミ

ー
管

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

に
２

ｍ
以

上
挿

入
し

て
い

る
こ

と
。

②
ケ

ー
シ

ン
グ

チ
ュ

ー
ブ

の
引

き
抜

き
に

あ
た

り
、

ケ
ー

シ
ン

グ
チ

ュ
ー

ブ
下

端
を

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

面
よ

り
２

ｍ
以

上
挿

入
し

て
い

る
こ

と
。

基
礎

工
事

及
び

地
盤

改
良

工
事

支
持

地
盤

に
達

し
て

い
る

こ
と

が
、

掘
削

深
さ

、
掘

削
土

砂
等

に
よ

り
確

認
で

き
る

。

水
平

度
、

鉛
直

度
等

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

掘
削

深
度

、
排

出
土

砂
、

孔
内

水
位

の
変

動
及

び
安

定
液

を
用

い
る

場
合

の
孔

内
の

安
定

液
濃

度
並

び
に

比
重

等
が

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

強
度

確
認

、
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

の
比

重
管

理
な

ど
の

品
質

に
係

わ
る

事
項

の
管

理
資

料
を

整
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

【
地

盤
改

良
関

係
】

杭
に

損
傷

及
び

補
修

痕
が

無
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

場
所

打
杭

に
つ

い
て

、
ト

レ
ミ

ー
管

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

に
２

ｍ
以

上
入

れ
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

溶
接

の
品

質
管

理
に

関
し

て
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
掘

削
中

の
孔

壁
崩

壊
を

防
止

す
る

た
め

、
孔

内
水

位
を

外
水

位
よ

り
低

下
さ

せ
な

い
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
掘

削
深

度
、

排
出

土
砂

、
孔

内
水

位
の

変
動

、
安

定
液

の
濃

度
、

比
重

の
状

況
に

つ
い

て
、

管
理

し
な

が
ら

掘
削

し
て

い
る

こ
と

。

①
場

所
打

杭
の

鉄
筋

か
ご

の
か

ぶ
り

確
保

の
た

め
、

ス
ペ

ー
サ

ー
を

同
一

深
さ

位
置

に
4

箇
所

以
上

、
深

さ
方

向
５

ｍ
間

隔
以

下
で

取
り

付
け

て
い

る
こ

と
。

②
場

所
打

杭
の

鉄
筋

か
ご

の
継

手
を

重
ね

継
手

と
し

て
い

る
こ

と
。

⑧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
ち

込
み

に
あ

た
っ

て
、

打
込

量
、

打
込

高
を

常
に

計
測

し
て

い
る

こ
と

。
（

場
所

打
杭

、
深

礎
工

）

①
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
に

偏
心

や
歪

が
無

く
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

①
土

留
め

材
と

地
山

と
の

間
に

生
じ

た
空

隙
部

に
は

、
全

長
に

わ
た

っ
て

裏
込

注
入

を
し

て
お

り
、

施
工

記
録

か
ら

圧
力

（
0

.1
N

/
m

m
2

程
度

）
な

ど
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

①
改

良
材

全
数

の
バ

ッ
チ

管
理

記
録

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
固

結
工

法
の

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
噴

出
攪

拌
方

式
に

よ
る

場
合

は
、

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
比

重
、

噴
出

量
及

び
強

度
な

ど
が

管
理

資
料

か
ら

確
認

で
き

る
こ

と
。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

事
前

に
土

質
試

験
を

実
施

し
、

改
良

材
の

選
定

、
必

要
添

加
量

の
設

定
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

施
工

箇
所

が
均

一
に

改
良

さ
れ

て
い

る
い

る
と

と
も

に
、

十
分

な
強

度
及

び
支

持
力

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

　
そ

の
他

理
由

：
●

判
断

基
準

８
０

％
以

下

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
９

０
％

以
上

ａ
'

ｂ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。
７

５
％

以
上

９
０

％
未

満
ｂ

ｂ
'

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

６
０

％
以

上
７

５
％

未
満

ｂ
'

ｃ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

未
満

ｃ
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　 ●
判

断
基

準
土

工
関

係
の

仕
上

げ
が

良
い

。
該

当
３

項
目

以
上

・
・

・
ａ

通
り

が
良

い
。

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
端

部
及

び
天

端
の

仕
上

げ
が

良
い

。
該

当
１

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

施
工

管
理

記
録

な
ど

か
ら

不
可

視
部

分
の

出
来

ば
え

の
良

さ
が

伺
え

る
。

該
当

項
目

な
し

・
・

・
・

ｄ
　

※
地

盤
改

良
は

Ｃ
評

価
と

す
る

。
←

★
基

礎
工

事
は

右
記

判
断

基
準

で
評

価
す

る
が

、
地

盤
改

良
工

事
は

　
　

内
部

の
出

来
映

え
が

判
断

で
き

な
い

た
め

、
「

ｃ
評

価
」

に
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

　

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

基
礎

工
事

及
び

地
盤

改
良

工
事

ａ
ｂ

ａ
'

ｂ
'

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

　

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

ｃｃ
ｂ

'

５
０

％
以

下

評 価 値
ｂ

①
施

工
対

象
エ

リ
ア

の
支

持
層

地
盤

が
変

化
し

て
い

る
場

合
は

、
改

良
体

が
施

工
管

理
計

画
に

基
づ

い
て

確
実

に
支

持
層

に
着

底
し

て
い

る
こ

と
が

管
理

資
料

か
ら

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
事

前
に

現
地

土
を

用
い

た
土

質
試

験
に

よ
り

、
改

良
材

の
添

加
量

を
３

パ
タ

ー
ン

以
上

変
え

た
一

軸
圧

縮
強

度
試

験
結

果
か

ら
必

要
添

加
量

が
設

計
強

度
（

室
内

配
合

強
度

）
を

満
足

し
て

い
る

こ
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

★
中

南
部

地
域

の
島

尻
層

群
（

泥
岩

層
）

の
場

合
は

、
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

の
発

現
強

度
が

一
様

で
は

な
く

、
地

域
に

よ
っ

て
は

発
現

強
度

が
低

い
、

と
い

う
報

告
も

あ
る

。
そ

の
こ

と
を

踏
ま

え
、

事
前

の
現

地
土

を
用

い
た

土
質

試
験

は
確

実
に

行
う

こ
と

。
★

【
参

考
】

　
北

海
道

の
ピ

ー
ト

層
（

泥
炭

層
）

は
、

フ
ミ

ン
酸

な
ど

が
含

ま
れ

て
い

る
た

め
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

の
強

度
発

現
が

著
し

く
低

く
、

固
結

し
た

改
良

体
が

形
成

さ
れ

な
い

場
合

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
セ

メ
ン

ト
と

の
反

応
を

阻
害

す
る

「
フ

ミ
ン

酸
な

ど
」

の
含

有
割

合
を

事
前

に
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
1

0
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

海
岸

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

　
□

　
　

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

海
岸

工
事

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
表

面
状

態
が

良
い

。
●

判
断

基
準

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

通
り

が
良

い
。

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
漏

水
が

な
い

。
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

　 　②
基

礎
捨

石
は

、
大

小
の

石
で

噛
み

合
わ

せ
良

く
、

均
し

面
に

ゆ
る

み
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

。

➀
台

風
、

高
潮

、
波

浪
、

副
振

動
に

よ
る

異
常

潮
位

等
の

異
常

気
象

へ
の

備
え

を
事

前
に

行
っ

て
い

る
こ

と
。

②
ブ

ロ
ッ

ク
の

据
付

に
あ

た
っ

て
は

、
ブ

ロ
ッ

ク
相

互
の

接
合

部
に

段
差

が
生

じ
て

い
な

い
こ

と
。

③
ブ

ロ
ッ

ク
の

据
付

に
あ

た
っ

て
、

ブ
ロ

ッ
ク

層
の

自
然

空
間

に
間

詰
石

を
挿

入
し

て
い

な
い

こ
と

。
④

ブ
ロ

ッ
ク

の
据

付
に

あ
た

っ
て

、
基

礎
面

と
ブ

ロ
ッ

ク
、

ブ
ロ

ッ
ク

相
互

の
間

に
噛

み
合

わ
せ

石
等

を
し

て
い

な
い

こ
と

。

➀
遣

方
を

配
置

し
、

貫
材

、
鋼

製
定

規
を

用
い

て
、

均
し

面
を

平
坦

に
仕

上
げ

て
い

る
こ

と
。

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

」
を

参
照

➀
脱

型
後

の
横

置
き

、
仮

置
き

は
吊

り
上

げ
に

必
要

な
強

度
に

達
し

た
こ

と
を

確
認

し
て

行
っ

て
い

る
。

②
吊

上
げ

の
際

、
急

激
な

振
動

や
力

が
加

わ
ら

な
い

よ
う

に
取

り
扱

っ
て

い
る

こ
と

。
③

ブ
ロ

ッ
ク

に
は

製
作

番
号

を
表

示
し

て
い

る
こ

と
。

➀
仮

置
き

場
所

の
不

陸
を

均
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

　工
事

期
間

中
、

１
日

1
回

は
潮

位
観

測
を

実
施

し
て

記
録

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

評 価 値

　

ｂ ｂ
'

　

ａ ａ
'

ｂ ｂ
'

 品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
を

管
理

し
、

必
要

な
強

度
に

達
し

た
後

に
型

枠
及

び
支

保
工

の
取

り
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

運
搬

、
打

設
、

締
め

固
め

が
、

気
象

条
件

に
適

し
て

お
り

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

が
該

当
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

台
風

な
ど

異
常

気
象

に
備

え
て

施
工

前
に

避
難

場
所

の
確

保
及

び
退

避
設

備
の

対
策

を
講

じ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

：
理

由

５
０

％
以

下
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

８
０

％
を

超
え

る

転
倒

や
崩

壊
等

が
無

い
よ

う
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
の

仮
置

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

捨
石

基
礎

の
均

し
面

を
平

坦
に

仕
上

げ
て

い
る

の
が

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

の
転

置
及

び
仮

置
に

あ
た

っ
て

、
強

度
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

ｃ ｃ

ａ
a
'

ｂ
b

'

　

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

」
を

参
照

①
運

搬
、

打
設

、
締

め
固

め
、

養
生

に
つ

い
て

は
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照
②

水
中

打
ち

込
み

を
行

っ
て

い
な

い
こ

と
。

や
む

を
得

ず
水

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

施
工

す
る

場
合

は
監

督
員

の
承

諾
を

得
て

い
る

こ
と

。
③

コ
ン

ク
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
の

打
込

み
に

あ
た

っ
て

は
、

打
継

目
を

設
け

て
い

な
い

こ
と

。
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
1

1
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

が
確

認
で

き
る

。
□

　
　

□ □

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
。

）
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

②
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

に
先

立
ち

、
引

張
装

置
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

お
り

、
P

C
鋼

材
の

プ
レ

ス
ト

レ
ッ

シ
ン

グ
に

用
い

る
摩

擦
係

数
及

び
P

C
鋼

材
の

見
か

け
の

ヤ
ン

グ
係

数
を

求
め

る
試

験
を

実
施

し
て

い
る

。

➀
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

に
先

立
ち

、
緊

張
管

理
計

画
を

監
督

員
に

提
出

し
、

管
理

し
て

い
る

。
②

グ
ラ

ウ
ト

の
材

料
が

設
計

図
書

の
規

格
を

満
足

し
、

事
前

に
各

種
試

験
（

流
動

性
試

験
、

ブ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
率

、
体

積
変

化
、

圧
縮

強
度

、
塩

化
物

含
有

量
）

を
実

施
し

、
施

工
管

理
値

が
設

計
図

書
に

定
め

る
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

。

➀
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

に
先

立
ち

、
緊

張
管

理
計

画
を

監
督

員
に

提
出

し
、

管
理

し
て

い
る

。

➀
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

時
の

圧
縮

強
度

が
、

プ
レ

ス
ト

レ
ッ

シ
ン

グ
直

後
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
生

じ
る

圧
縮

応
力

度
の

1
.7

倍
以

上
で

あ
る

こ
と

。

プ
レ

ス
ト

レ
ッ

シ
ン

グ
時

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
圧

縮
強

度
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

圧
縮

強
度

の
確

認
は

、
構

造
物

と
同

様
な

養
生

条
件

に
お

か
れ

た
供

試
体

を
用

い
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

鉄
筋

の
引

張
強

度
及

び
曲

げ
強

度
の

試
験

値
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

Ｐ
Ｃ

鋼
材

の
緊

張
及

び
グ

ラ
ウ

ト
注

入
管

理
値

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

ａ
a
'

ｂ
b

'

鉄
筋

の
品

質
が

、
証

明
書

類
で

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

ま
で

に
さ

び
、

ど
ろ

、
油

等
の

有
害

物
が

鉄
筋

に
付

着
し

な
い

よ
う

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

鉄
筋

の
組

立
及

び
加

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

圧
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

➀
プ

レ
ビ

ー
ム

桁
の

プ
レ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

管
理

計
画

を
施

工
計

画
書

に
記

載
す

る
と

と
も

に
、

荷
重

計
の

示
度

及
び

鋼
桁

の
た

わ
み

に
よ

っ
て

管
理

し
て

い
る

こ
と

。

➀
プ

レ
ビ

ー
ム

桁
の

プ
レ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

に
先

立
ち

、
載

荷
装

置
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

て
い

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
ｗ

／
ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
受

け
入

れ
時

に
必

要
な

試
験

を
実

施
し

て
お

り
、

温
度

、
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
、

空
気

量
等

の
測

定
結

果
が

確
認

で
き

る
。

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
、

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

施
工

条
件

や
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
及

び
締

固
め

方
法

が
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
を

管
理

し
、

必
要

な
強

度
に

達
し

た
後

に
型

枠
及

び
支

保
工

の
取

り
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
養

生
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｻ
ｰ
の

品
質

及
び

個
数

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
上

部
工

事
(Ｐ

Ｃ
及

び
Ｒ

Ｃ
を

対
象

）

　

プ
レ

ビ
ー

ム
桁

の
プ

レ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
管

理
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

使
用

す
る

装
置

及
び

機
器

の
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
事

前
に

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

ａ
a
'

ｂ
b

'

□

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
表

面
状

態
が

良
い

。
●

判
断

基
準

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

通
り

が
良

い
。

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

支
承

部
の

仕
上

げ
が

良
い

。
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

該
当

２
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
　 　　

■
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

」
を

参
照

８
０

％
を

超
え

る
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

：
理

由

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

無
い

。

　

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

５
０

％
以

下
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能

ｂ ｂ
'

ｃ ｃ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
上

部
工

事

ｂ ｂ
'

ａ ａ
'  

評 価 値
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
1

2
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

 ＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

塗
装

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

　

□

　
　

□ □ □ □ □ □ □ □ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

塗
装

工
事

　
塗

装
の

均
一

性
が

良
い

。
←

★
均

一
性

は
、

各
ロ

ッ
ト

の
平

均
厚

さ
、

標
準

偏
差

が
概

ね
同

程
度

で
あ

る
と

き
評

価
す

る
。

●
判

断
基

準
細

部
ま

で
き

め
細

や
か

な
施

工
が

さ
れ

て
い

る
。

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
補

修
箇

所
が

無
い

。
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

ケ
レ

ン
の

施
工

状
況

が
良

好
で

あ
る

。
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

該
当

１
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
　 　➀

塗
り

残
し

や
な

が
れ

、
し

わ
等

の
欠

陥
が

無
い

こ
と

。

➀
共

通
仕

様
書

の
定

め
に

従
い

適
切

に
膜

厚
管

理
を

し
て

お
り

、
構

造
の

複
雑

な
部

分
に

お
い

て
も

、
必

要
塗

膜
厚

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

➀
塗

装
作

業
の

開
始

前
に

監
督

員
の

確
認

を
受

け
た

出
荷

証
明

書
、

塗
料

成
績

表
で

塗
料

の
品

質
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

溶
接

部
、

ボ
ル

ト
の

接
合

部
分

、
構

造
の

複
雑

な
部

分
に

つ
い

て
、

必
要

な
塗

膜
厚

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

塗
料

の
品

質
が

出
荷

証
明

書
、

塗
料

成
績

表
に

よ
り

、
製

造
年

月
、

ロ
ッ

ト
番

号
、

色
彩

、
数

量
が

確
認

で
き

る
。

塗
り

残
し

、
な

が
れ

、
し

わ
等

が
無

く
塗

装
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

➀
乾

燥
状

態
で

施
工

し
て

い
る

。

➀
設

計
図

書
に

示
さ

れ
た

素
地

調
整

種
別

に
応

じ
て

、
定

め
ら

れ
た

方
法

で
実

施
し

て
い

る
。

➀
気

象
条

件
等

を
確

認
し

て
施

工
し

て
お

り
、

作
業

禁
止

条
件

で
塗

装
を

し
て

い
な

い
こ

と
。

➀
攪

拌
し

、
均

一
な

状
態

に
し

て
い

る
こ

と
。

➀
鋼

材
表

面
及

び
被

塗
装

面
の

汚
れ

、
油

等
を

除
去

し
て

い
る

。

②
塩

分
の

付
着

の
恐

れ
が

あ
る

場
合

は
、

塩
分

付
着

量
の

測
定

を
行

い
、

N
a
C

lが
５

０
m

g
/
ｍ

２
以

上
の

時
は

水
洗

い
を

し
て

い
る

。

➀
塗

料
の

搬
入

写
真

、
空

缶
写

真
で

使
用

量
が

確
認

で
き

、
設

計
数

量
に

対
す

る
使

用
量

を
管

理
し

て
い

る
こ

と
。

ａ

　

：
理

由

５
０

％
以

下

ａ
a
'

ｂ
b

'

塗
料

の
空

缶
管

理
に

つ
い

て
写

真
等

で
確

実
に

空
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

塗
装

作
業

に
あ

た
り

、
塗

布
面

を
十

分
に

乾
燥

さ
せ

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ケ
レ

ン
を

入
念

に
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

天
候

状
況

の
確

認
、

気
温

及
び

湿
度

の
測

定
を

行
い

、
塗

装
作

業
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

塗
料

を
使

用
前

に
撹

拌
し

、
容

器
の

塗
料

を
均

一
な

状
態

に
し

て
か

ら
使

用
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

鋼
材

表
面

及
び

被
塗

装
面

の
汚

れ
、

油
類

等
を

除
去

し
塗

装
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

　

ａ
'

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

　

ｂ ｂ
'

ｃ ｃ

（
工

場
塗

装
を

除
く

）

 

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ｂ ｂ
'
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
1

3
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ト
ン

ネ
ル

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

□

　
　

□ □ □

金
網

の
継

ぎ
目

を
1

5
c
m

以
上

重
ね

合
わ

せ
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□ □ □ □ □ □ □ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
表

面
状

態
が

良
い

。
●

判
断

基
準

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

通
り

が
良

い
。

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
漏

水
が

な
い

。
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

　 　➀
止

水
シ

ー
ト

が
破

れ
な

い
よ

う
に

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

等
の

突
起

物
に

モ
ル

タ
ル

等
で

防
護

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
②

止
水

シ
ー

ト
の

固
定

は
、

ピ
ン

等
に

よ
り

行
っ

て
お

り
、

シ
ー

ト
の

接
合

面
は

漏
水

が
無

い
よ

う
に

接
合

し
て

い
る

こ
と

。

　

５
０

％
以

下

ト
ン

ネ
ル

工
事

ｂ ｂ
'

ａ

　

ａ
'

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

が
、

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

防
水

工
に

防
水

シ
ー

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
、

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

等
の

突
起

物
に

保
護

モ
ル

タ
ル

や
保

護
マ

ッ
ト

等
で

防
護

対
策

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

逆
巻

の
場

合
に

お
い

て
、

側
壁

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
ア

ー
チ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

継
目

が
同

一
線

上
で

施
工

し
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ｂ ｂ
'

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

➀
ボ

ル
ト

挿
入

前
に

く
り

粉
が

残
ら

な
い

よ
う

に
清

掃
し

て
い

る
こ

と
。

②
定

着
長

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
。

⑥
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
の

使
用

前
に

、
錆

、
油

そ
の

他
の

異
物

を
清

掃
し

て
か

ら
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

 

：
理

由

坑
内

観
察

調
査

な
ど

に
つ

い
て

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

計
測

管
理

を
日

々
行

っ
て

お
り

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
た

施
工

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
浮

石
等

を
除

い
た

後
に

､
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
層

の
厚

さ
が

1
5

c
m

以
下

で
地

山
と

密
着

す
る

よ
う

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

施
工

条
件

や
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
、

打
設

方
法

及
び

締
固

め
方

法
が

、
定

め
ら

れ
た

条
件

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ｃ ｃ

　
■

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
」

を
参

照

③
定

着
後

、
ベ

ア
リ

ン
グ

プ
レ

ー
ト

が
掘

削
面

や
吹

付
け

コ
ン

ク
リ

ー
ト

面
に

密
着

す
る

よ
う

に
ナ

ッ
ト

で
緊

結
し

て
い

る
こ

と
。

④
プ

レ
ス

ト
レ

ス
を

導
入

す
る

場
合

は
、

設
計

図
書

に
定

め
る

軸
力

を
導

入
し

て
い

る
こ

と
。

⑤
定

着
方

式
は

、
全

面
接

着
方

式
と

し
、

定
着

材
は

ド
ラ

イ
モ

ル
タ

ル
と

し
て

い
る

こ
と

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
定

着
長

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
及

び
ロ

ッ
ク

ボ
ト

ル
の

種
別

、
規

格
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

岩
区

分
（

支
保

工
パ

タ
ー

ン
含

む
）

の
境

界
を

確
認

し
て

施
工

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

継
ぎ

す
る

場
合

は
、

吹
付

完
了

面
を

清
掃

し
た

上
、

湿
潤

状
態

で
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
ｗ

／
ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。
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紙
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1
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工

 事
 成
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 採

 点
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 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ａ
ｃ

ｄ
ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

植
栽

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

　

□

　
　

　

□ □ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

植
栽

工
事

　
　

樹
木

の
活

着
状

況
が

良
い

。
●

判
断

基
準

支
柱

の
取

り
付

け
が

き
め

細
か

く
施

工
さ

れ
て

い
る

。
該

当
３

項
目

以
上

・
・

・
ａ

支
柱

の
取

り
付

け
が

堅
固

で
あ

る
。

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
該

当
１

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

　
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

　 　

　

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ｃ

a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

植
生

す
る

樹
木

に
応

じ
て

、
余

裕
の

あ
る

植
穴

を
掘

り
植

穴
底

部
を

耕
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

ｂ

 

ｂ ｂ
'

ｃ

５
０

％
以

下

ａ ａ
'

ｂ
'

：
理

由

添
木

を
ぐ

ら
つ

き
が

な
い

よ
う

設
置

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
植

名
板

を
視

認
し

や
す

い
場

所
に

据
付

け
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

評 価 値

活
着

が
促

さ
れ

る
よ

う
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

樹
木

な
ど

に
損

傷
､
は

ち
く

ず
れ

等
が

無
い

よ
う

保
護

養
生

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
樹

木
等

の
生

育
に

害
の

あ
る

害
虫

等
が

い
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

施
工

完
了

後
、

余
剰

枝
の

剪
定

､
整

形
そ

の
他

必
要

な
手

入
れ

が
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
肥

料
が

直
接

樹
木

の
根

に
ふ

れ
な

い
よ

う
均

一
に

施
肥

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
写

真
等

に
よ

り
、

客
土

材
に

石
や

礫
分

の
混

入
や

有
害

物
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
掘

っ
た

植
穴

底
部

を
耕

し
て

い
る

こ
と

が
写

真
等

で
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
植

名
板

を
設

置
し

て
い

る
の

み
で

は
な

く
、

動
線

側
に

向
け

て
視

認
で

き
る

よ
う

設
置

し
て

い
る

こ
と

。

②
視

認
で

き
な

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。
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紙
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5
工
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 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

防
護

柵
(網

)工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

　
　

　

□ □ □ □

ペ
イ

ン
ト

式
(常

温
式

)区
画

線
に

使
用

す
る

シ
ン

ナ
ー

の
使

用
量

が
、

1
0

%
程

度
以

下
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

防
護

柵
(網

)工
事

　
　

通
り

が
良

い
。

●
判

断
基

準
端

部
処

理
が

良
い

。
該

当
５

項
目

以
上

・
・

・
ａ

部
材

表
面

に
傷

及
び

錆
が

無
い

。
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

既
設

構
造

物
等

と
の

す
り

つ
け

良
い

。
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

き
め

細
や

か
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

該
当

２
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
　 　

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

 

：
理

由

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
を

支
柱

に
取

付
け

る
場

合
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

所
定

の
張

力
を

与
え

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

材
料

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
の

端
末

支
柱

を
土

中
に

設
置

す
る

場
合

、
打

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

強
度

以
上

で
あ

る
こ

区
画

線
の

厚
さ

が
見

本
等

で
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

消
去

の
場

合
、

表
示

材
（

塗
料

）
の

み
の

除
去

と
な

っ
て

お
り

、
路

面
へ

の
影

響
が

最
小

値
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

プ
ラ

イ
マ

ー
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

路
面

に
均

等
に

塗
布

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

　　

防
護

柵
設

置
要

綱
､
視

線
誘

導
標

設
置

基
準

､
道

路
標

識
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

の
規

定
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
防

護
柵

等
の

床
堀

り
の

仕
上

が
り

面
に

お
い

て
、

地
山

の
乱

れ
や

不
陸

が
生

じ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
防

護
柵

の
基

礎
工

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
無

筋
及

び
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

規
定

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

防
護

柵
の

支
柱

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
既

設
舗

装
面

へ
影

響
が

無
い

よ
う

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
基

礎
設

置
箇

所
に

つ
い

て
地

盤
の

地
耐

力
を

把
握

し
て

、
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

防
護

柵
の

支
柱

の
根

入
れ

長
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
施

工
後

の
昼

間
及

び
夜

間
の

視
認

性
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

設
置

路
面

の
水

分
、

泥
、

砂
じ

ん
及

び
ほ

こ
り

を
取

り
除

い
て

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
地

盤
の

必
要

地
耐

力
を

平
板

載
荷

試
験

な
ど

に
よ

り
確

認
し

て
施

工
し

て
い

る
。

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

」
を

参
照

①
所

定
の

張
力

（
Ａ

種
：

2
0

k
N

、
Ｂ

種
及

び
Ｃ

種
：

9
.8

K
N

）
を

確
認

で
き

る
。

①
支

柱
の

打
設

に
当

た
り

、
立

込
み

セ
ッ

ト
か

ら
根

入
れ

長
さ

分
の

打
込

み
状

況
及

び
打

止
め

の
一

連
が

写
真

な
ど

で
確

認
で

き
る

。

５
０

％
以

下

ａ ａ
'

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

ｂ ｂ
'

ｂ ｂ
'

ｃ ｃ
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別
紙

-
3
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-
1

6
工

 事
 成
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 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

電
線

共
同

溝
工

事
「

評
価

対
象

項
目

」
【

共
　

通
】 指

定
材

料
の

規
格

が
、

品
質

を
証

明
す

る
書

類
で

確
認

で
き

る
。

管
路

の
透

過
試

験
を

行
っ

て
お

り
、

試
験

結
果

か
ら

全
個

所
が

導
通

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

□

プ
ラ

ン
ト

の
出

荷
時

、
現

場
到

着
時

、
鋪

設
時

等
の

お
い

て
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

温
度

管
理

が
記

録
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

特
殊

部
の

施
工

基
面

の
支

持
力

が
、

均
等

と
な

る
よ

う
に

か
つ

不
陸

が
な

い
よ

う
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

特
殊

部
等

の
施

工
に

お
い

て
、

隣
接

す
る

各
ブ

ロ
ッ

ク
に

目
違

い
に

よ
る

段
差

及
び

蛇
行

等
が

無
い

よ
う

敷
設

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

埋
め

戻
し

に
お

い
て

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

舗
装

の
復

旧
等

が
適

時
行

わ
れ

、
路

面
の

沈
下

や
不

陸
が

無
く

平
坦

性
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

管
枕

及
び

埋
設

シ
ー

ト
の

設
置

及
び

土
か

ぶ
り

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

.
□ □ □

そ
の

他

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
●

判
断

基
準

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

８
０

％
以

下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

超
え

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

電
線

共
同

溝
工

事
歩

道
及

び
車

道
の

舗
装

(含
、

仮
復

旧
舗

装
)の

勾
配

が
適

切
で

、
有

害
な

段
差

が
無

く
平

坦
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
●

判
断

基
準

ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｷ
ｬ
ｽ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
の

蓋
に

、
が

た
つ

き
や

不
要

な
隙

間
が

生
じ

て
い

な
い

。
該

当
３

項
目

以
上

・
・

・
ａ

施
工

管
理

記
録

な
ど

か
ら

、
不

可
視

部
分

の
出

来
栄

え
の

良
さ

が
伺

え
る

。
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

該
当

１
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

①
透

過
試

験
の

結
果

が
記

録
と

し
て

整
備

さ
れ

て
い

る
か

、
そ

の
場

合
立

ち
会

い
も

適
宜

行
わ

れ
て

い
る

か
。

①
出

荷
時

、
現

場
到

着
時

、
舗

設
時

の
温

度
管

理
を

実
施

し
、

施
工

管
理

基
準

に
示

す
測

定
頻

度
、

温
度

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
。

①
機

械
締

め
固

め
が

困
難

な
狭

隘
部

(3
0

c
m

以
下

)は
砂

等
に

よ
り

水
締

め
を

行
っ

て
い

る
か

。

①
交

通
解

放
を

行
う

場
合

、
舗

装
復

旧
が

適
時

行
わ

れ
、

段
差

や
沈

下
、

不
陸

が
無

く
平

坦
性

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
が

写
真

等
で

①
管

枕
、

埋
設

シ
ー

ト
土

被
り

が
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

か
。

②
埋

設
シ

ー
ト

は
、

折
り

込
み

率
が

2
倍

以
上

と
な

る
よ

う
に

、
折

り
込

ん
で

設
置

さ
れ

て
い

る
か

。

管
設

置
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
管

の
最

小
曲

げ
半

径
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ｂ
ａ

'
ｂ

ｃ

　

：
理

由

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

評 価 値

ａ
５

０
％

以
下

８
０

％
を

超
え

る

ｂ
'

ｃｂ
'

①
管

の
最

小
曲

げ
半

径
は

、
品

質
証

明
書

の
み

で
な

く
、

定
規

等
に

よ
り

管
の

最
小

曲
げ

半
径

が
確

認
で

き
る

場
合

に
評

価
す

る
。

　

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
2

2
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

 
 

空
港

舗
装

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

【
路

床
・

路
盤

工
関

係
】

　
施

工
に

先
立

ち
、

Ｃ
Ｂ

Ｒ
値

を
測

定
し

、
適

正
な

施
工

の
基

礎
資

料
収

集
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

路
床

、
路

盤
工

の
プ

ル
ー

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

（
自

主
管

理
）

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

路
盤

の
安

定
処

理
は

材
料

が
均

一
に

な
る

よ
う

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

路
盤

の
施

工
に

先
だ

ち
、

路
床

面
、

下
層

路
盤

面
の

浮
き

石
、

有
害

物
を

除
去

し
て

か
ら

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

路
床

盛
土

に
お

い
て

一
層

の
仕

上
が

り
厚

を
２

０
ｃ

ｍ
以

下
と

し
、

各
層

ご
と

に
締

固
め

て
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

路
床

盛
土

に
お

い
て

、
構

造
物

の
隣

接
箇

所
や

狭
い

箇
所

に
お

け
る

締
固

め
が

、
タ

ン
パ

等
の

小
型

締
固

め
機

械
に

よ
り

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

セ
メ

ン
ト

安
定

処
理

路
盤

の
仕

上
げ

完
了

後
、

直
ち

に
プ

ラ
イ

ム
コ

ー
ト

を
散

布
し

養
生

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

上
層

路
盤

に
お

い
て

一
層

の
仕

上
が

り
厚

を
１

５
ｃ

ｍ
以

下
と

し
、

各
層

ご
と

に
締

固
め

て
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

他
の

構
造

物
の

隣
接

す
る

箇
所

及
び

狭
隘

な
箇

所
に

お
い

て
、

小
型

機
械

等
に

よ
り

入
念

に
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

【
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

関
係

】
設

計
図

書
に

基
づ

く
混

合
物

の
配

合
設

計
及

び
試

験
練

り
が

行
わ

れ
て

お
り

、
適

切
な

混
合

物
の

規
格

が
確

認
で

き
る

。
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

事
前

審
査

制
度

の
適

用
工

事
は

除
く

）
□

混
合

物
の

温
度

管
理

が
、

プ
ラ

ン
ト

出
荷

時
、

現
場

到
着

時
、

舗
装

時
等

で
整

理
・

記
録

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

舗
設

後
、

直
ち

に
供

用
す

る
必

要
の

あ
る

現
場

で
、

交
通

開
放

を
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
条

件
に

従
っ

て
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

舗
装

の
各

層
の

継
ぎ

目
が

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
数

値
以

上
ず

ら
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

目
地

の
処

理
が

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
通

り
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

気
象

条
件

に
適

し
た

混
合

物
の

運
搬

方
法

、
舗

設
作

業
（

締
め

固
め

等
）

の
配

慮
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

上
層

路
盤

面
の

浮
き

石
等

の
有

害
物

を
除

去
・

清
掃

し
て

か
ら

舗
装

工
の

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

滑
走

路
、

誘
導

路
の

摺
り

付
け

が
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

条
件

に
従

っ
て

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

関
係

（
Ｐ

Ｃ
舗

装
含

む
）

】

最
大

骨
材

粒
径

、
塩

基
総

量
等

）
が

確
認

で
き

る
。

□ □

①
滑

走
路

、
誘

導
路

の
擦

り
付

け
の

結
果

が
規

格
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

。

①
配

合
試

験
の

結
果

（
配

合
試

験
を

省
略

で
き

る
場

合
は

配
合

計
画

書
で

）
、

強
度

、
単

位
セ

メ
ン

ト
量

、
単

位
結

合
材

量
、

単
位

水
量

、
W

/
C

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

等
が

確
認

で
き

、
適

切
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
②

配
合

試
験

が
必

要
な

工
事

で
配

合
試

験
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

　
★

 舗
装

表
面

温
度

：
5

0
度

℃
以

下
（

ス
ト

レ
ー

ト
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

）
、

7
0

度
℃

以
下

（
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

）

①
各

層
と

の
縦

継
目

の
位

置
1

5
c
m

以
上

、
横

継
目

の
位

置
を

１
m

以
上

ず
ら

し
て

い
る

こ
と

。

①
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
温

度
低

下
を

防
ぐ

た
め

、
運

搬
中

は
シ

ー
ト

類
で

荷
台

を
覆

っ
て

い
る

こ
と

。
②

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

日
は

、
舗

設
を

避
け

て
い

る
こ

と
。

①
上

層
路

盤
の

仕
上

が
り

面
の

全
景

写
真

等
に

よ
り

、
浮

石
及

び
有

害
物

が
無

い
こ

と
。

①
構

造
物

と
の

接
合

面
に

瀝
青

材
料

薄
く

塗
布

し
て

い
る

か
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

設
計

図
書

に
基

づ
く

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
現

場
練

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
試

験
練

り
が

行
わ

れ
て

お
り

､
適

切
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
規

格
(強

度
・

ｗ
／

ｃ

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

①
試

験
成

績
書

等
で

、
路

床
材

、
路

盤
材

の
修

正
C

B
R

値
が

確
認

で
き

、
設

計
図

書
を

満
足

す
る

材
料

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

①
路

床
、

下
層

路
盤

工
に

つ
い

て
は

、
プ

ル
ー

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

、
異

状
が

あ
っ

た
場

合
は

そ
の

対
応

を
し

て
い

る
こ

と
。

①
路

床
、

下
層

路
盤

の
仕

上
が

り
面

の
全

景
写

真
等

に
よ

り
、

浮
石

及
び

有
害

物
が

無
い

こ
と

。

①
一

層
の

仕
上

り
厚

を
２

０
ｃ

ｍ
以

下
と

し
、

各
層

ご
と

に
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

。

①
構

造
物

の
隣

接
箇

所
や

狭
小

箇
所

の
締

固
め

を
、

タ
ン

パ
、

振
動

ロ
ー

ラ
等

の
小

型
機

械
で

施
工

し
て

い
る

こ
と

。
②

排
水

管
等

の
構

造
物

が
あ

る
場

合
、

過
重

な
偏

土
圧

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
盛

土
し

、
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

。

①
プ

ラ
イ

ム
コ

ー
ト

に
使

用
す

る
瀝

青
材

料
の

種
類

及
び

散
布

量
は

、
設

計
図

書
の

定
め

に
よ

る
こ

と
。

①
一

層
の

仕
上

り
厚

を
1

5
ｃ

ｍ
以

下
と

し
、

各
層

ご
と

に
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

。

①
配

合
設

計
及

び
試

験
練

り
の

結
果

が
規

格
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

。

①
出

荷
時

、
現

場
到

着
時

、
舗

設
時

の
温

度
管

理
を

実
施

し
、

施
工

管
理

基
準

に
示

す
測

定
頻

度
、

温
度

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
。

①
開

放
温

度
の

管
理

を
し

て
お

り
、

定
め

ら
れ

た
温

度
以

下
で

開
放

し
て

い
る

こ
と

。
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 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

 
 

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

□ □ □ □ □ □

チ
ェ

ア
ー

、
タ

イ
バ

ー
等

の
保

管
管

理
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

【
排

水
工

関
係

】

③
撮

影
角

度
、

方
向

、
焦

点
が

不
適

切
で

目
盛

が
読

み
取

れ
な

い
も

の
は

、
評

価
し

な
い

。

①
ア

ジ
テ

ー
タ

か
ら

試
料

を
採

取
し

供
試

体
を

作
成

し
た

こ
と

が
現

場
を

背
景

と
し

た
写

真
で

確
認

で
き

、
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
の

「
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
ィ

テ
ィ

ー
（

追
跡

）
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
②

写
真

か
ら

現
場

で
作

成
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

①
受

入
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

及
び

供
試

体
の

強
度

等
が

適
正

で
あ

る
。

②
強

度
試

験
用

の
供

試
体

の
作

成
、

標
準

養
生

の
状

況
が

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

時
に

必
要

な
供

試
体

を
採

取
し

、
強

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
を

試
験

し
た

結
果

が
確

認
で

き
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

施
工

条
件

及
び

気
象

条
件

に
適

し
た

運
搬

時
間

､
打

設
方

法
、

養
生

方
法

等
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

鉄
筋

の
規

格
が

ミ
ル

シ
ー

ト
ま

た
は

公
的

機
関

の
試

験
成

績
表

で
確

認
で

き
る

。

鉄
筋

の
引

張
強

度
ま

た
は

曲
げ

強
度

が
試

験
値

で
確

認
で

き
る

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
ま

で
の

鉄
筋

の
保

管
管

理
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

圧
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

Ｐ
Ｃ

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
は

、
機

能
を

阻
害

す
る

欠
損

や
ひ

び
割

れ
等

の
損

傷
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
管

渠
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

管
等

）
は

、
機

能
を

阻
害

す
る

欠
損

や
ひ

び
割

れ
等

の
損

傷
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
管

渠
、

マ
ン

ホ
ー

ル
及

び
蓋

は
、

機
能

を
阻

害
す

る
欠

損
や

ひ
び

割
れ

等
の

損
傷

が
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

カ
ル

バ
ー

ト
は

、
機

能
を

阻
害

す
る

欠
損

や
ひ

び
割

れ
等

の
損

傷
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

緊
張

及
び

グ
ラ

ウ
ト

管
理

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

プ
レ

ス
ト

レ
ッ

シ
ン

グ
時

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
が

最
大

圧
縮

応
力

度
の

１
．

７
倍

以
上

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

進
行

性
又

は
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

④
鉄

筋
の

か
ぶ

り
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

か
ら

鉄
筋

ま
で

の
最

短
距

離
）

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

➀
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

に
先

立
ち

、
緊

張
管

理
計

画
を

監
督

員
に

提
出

し
、

管
理

し
て

い
る

。
②

グ
ラ

ウ
ト

の
材

料
が

設
計

図
書

の
規

格
を

満
足

し
、

事
前

に
各

種
試

験
（

流
動

性
試

験
、

ブ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
率

、
体

積
変

化
、

圧
縮

強
度

、
塩

化
物

含
有

量
）

を
実

施
し

、
施

工
管

理
値

が
設

計
図

書
に

定
め

る
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

圧
縮

強
度

の
確

認
は

、
構

造
物

と
同

様
な

養
生

条
件

に
お

か
れ

た
供

試
体

を
用

い
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

基
準

高
、

方
向

等
前

後
の

水
路

と
な

じ
み

よ
く

取
り

付
け

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

基
礎

の
掘

削
に

お
い

て
掘

り
過

ぎ
が

な
く

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

床
堀

箇
所

の
湧

水
及

び
滞

水
な

ど
は

、
排

除
し

て
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
埋

戻
し

材
料

に
つ

い
て

設
計

図
書

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
自

動
ガ

ス
圧

接
装

置
を

取
り

扱
う

者
は

、
J

IS
Ｚ

3
1

1
2

（
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

棒
鋼

）
に

規
程

す
る

棒
鋼

を
酸

素
・

ア
セ

チ
レ

ン
炎

に
よ

り
圧

接
す

る
技

量
を

有
す

る
技

術
者

本
人

が
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
型

枠
に

接
す

る
ス

ペ
ー

サ
ー

：
本

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

以
上

の
品

質
を

有
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

か
、

モ
ル

タ
ル

製
の

ス
ペ

ー
サ

ー
を

使
用

し
て

い
る

。
②

上
記

以
外

の
ス

ペ
ー

サ
ー

を
使

用
す

る
場

合
（

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
ス

ペ
ー

サ
ー

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
熱

膨
張

率
の

相
違

、
付

着
及

び
耐

荷
力

不
足

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
等

の
耐

食
性

金
属

で
で

き
た

ス
ペ

ー
サ

ー
は

異
種

金
属

間
の

接
触

腐
食

）
は

、
事

前
に

監
督

職
員

の
承

諾
を

受
け

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
設

計
図

書
に

特
別

に
定

め
が

な
い

限
り

、
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

保
つ

よ
う

ス
ペ

ー
サ

ー
を

設
置

し
、

構
造

物
の

側
面

で
2

個
/
m

2
以

上
、

構
造

物
の

底
面

で
4

個
/
m

2
以

上
設

置
し

た
こ

と
の

確
認

が
で

き
る

。

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

」
を

参
照

①
適

切
に

保
管

し
て

い
る

こ
と

。

①
ミ

ル
シ

ー
ト

、
品

質
証

明
書

等
で

品
質

及
び

数
量

が
確

認
で

き
、

工
事

写
真

で
ロ

ー
ル

マ
ー

ク
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
鉄

筋
の

組
立

て
前

及
び

組
み

立
て

て
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

む
ま

で
に

、
鉄

筋
位

置
の

ず
れ

、
ど

ろ
や

油
等

の
付

着
が

な
い

か
点

検
し

、
清

掃
し

た
後

、
打

設
し

て
い

る
こ

と
。

①
圧

接
工

は
、

J
IS

Ｚ
3

8
8

1
（

ガ
ス

圧
接

技
術

検
定

に
お

け
る

試
験

方
法

及
び

判
定

基
準

）
に

定
め

ら
れ

た
試

験
の

う
ち

、
そ

の
作

業
に

該
当

す
る

試
験

の
技

量
を

有
す

る
技

術
者

の
資

格
証

明
書

の
写

し
を

監
督

職
員

に
提

出
し

た
資

料
及

び
本

人
が

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ス
ペ

ー
サ

ー
の

材
質

か
適

正
で

品
質

が
確

認
で

き
る

。

ス
ペ

ー
サ

ー
を

適
切

に
配

置
し

、
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
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 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

 
 

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

【
防

護
柵

（
網

）
・

標
識

・
区

画
線

関
係

】

 
ﾍ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
式

(常
温

式
)区

画
線

に
使

用
す

る
ｼ
ﾝ
ﾅ
ｰ
の

使
用

量
が

、
1

0
%

程
度

以
下

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
★

塗
料

の
「

ト
レ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

ー
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

（
塗

料
缶

の
ロ

ッ
ト

Ｎ
Ｏ

が
整

合
し

て
い

る
）

。

設
置

路
面

の
水

分
、

泥
、

砂
じ

ん
、

ほ
こ

り
を

取
り

除
い

て
区

画
線

の
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
●

判
断

基
準

区
画

線
の

消
去

が
、

表
示

材
（

塗
料

）
の

み
の

除
去

と
な

り
路

面
へ

の
影

響
が

最
小

値
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

プ
ラ

イ
マ

ー
を

路
面

に
均

等
に

塗
布

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
８

０
％

以
下

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

品
質

の
ば

ら
つ

き
度

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　

空
港

舗
装

工
事

 
舗

装
の

平
坦

性
が

良
い

。
●

判
断

基
準

構
造

物
の

通
り

が
良

い
。

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
構

造
物

等
の

表
面

仕
上

げ
及

び
端

部
処

理
が

良
い

。
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

構
造

物
等

へ
の

す
り

つ
け

等
が

良
い

。
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

雨
水

処
理

が
良

い
。

該
当

２
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
構

造
物

等
の

き
め

細
や

か
な

施
工

が
う

か
が

え
る

。
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

　

　

防
護

柵
設

置
要

綱
､
視

線
誘

導
標

設
置

基
準

､
道

路
標

識
ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ｯ
ｸ
等

の
規

定
に

従
い

適
切

に
施

工
し

、
規

格
値

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

防
護

柵
床

堀
り

の
仕

上
が

り
面

に
お

い
て

、
地

山
を

乱
さ

な
い

よ
う

に
、

不
陸

が
生

じ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

塗
料

の
空

缶
管

理
が

、
写

真
等

で
確

実
に

か
ら

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
塗

装
管

理
記

録
か

ら
確

認
で

き
る

こ
と

。

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能
５

０
％

以
下

８
０

％
を

超
え

る

防
護

柵
の

支
柱

の
施

工
に

よ
り

既
設

舗
装

に
悪

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
区

画
線

の
厚

さ
が

見
本

で
確

認
で

き
る

。
区

画
線

の
視

認
性

が
昼

間
、

夜
間

と
も

に
確

認
さ

れ
て

い
る

。

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

評 価 値

ａ
ｂ

ａ
'

ｂ
'

ｂ
ｃ

ｂ
'

ｃ
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
2

3
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

「
評

価
対

象
項

目
」

【
共

通
】

　
　

□

　
　

□

航
行

船
舶

に
影

響
の

な
い

よ
う

十
分

検
討

し
て

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

砲
弾

等
の

爆
発

物
が

発
見

さ
れ

た
場

合
、

関
係

機
関

へ
の

報
告

が
速

や
か

に
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

盛
上

り
土

の
状

況
確

認
及

び
管

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
記

録
で

確
認

で
き

る
。

①
定

期
船

・
不

定
期

船
、

漁
船

及
び

遊
漁

船
の

航
路

や
時

間
帯

な
ど

を
把

握
し

て
、

施
工

範
囲

と
の

影
響

の
有

無
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
。

①
天

気
予

報
を

確
認

し
て

、
台

風
や

前
線

及
び

う
ね

り
な

ど
の

情
報

を
把

握
し

避
難

や
施

工
の

判
断

に
活

用
し

て
い

る
。

①
施

工
上

の
注

意
事

項
と

は
、

港
湾

工
事

共
通

仕
様

書
5

-
3

-
1

　
一

般
事

項
の

注
意

事
項

を
参

照

①
施

工
計

画
書

で
、

施
工

時
の

管
理

体
制

の
み

で
な

く
、

夜
間

時
の

停
泊

及
び

避
難

時
の

港
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

①
揚

土
置

き
場

に
制

約
が

あ
る

場
合

で
、

深
堀

り
も

な
く

、
余

堀
り

水
深

程
度

で
ば

ら
つ

き
も

小
さ

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
上

記
項

目
と

は
逆

で
、

揚
土

置
き

場
に

制
約

が
な

い
場

合
の

こ
と

。

①
施

工
計

画
書

で
、

土
砂

の
運

搬
経

路
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

②
た

だ
し

、
施

工
の

効
率

、
周

辺
海

域
の

利
用

状
況

な
ど

を
検

討
し

た
内

容
の

記
載

が
な

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
事

前
に

土
質

試
験

を
実

施
し

、
必

要
添

加
量

の
設

定
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

　

濁
り

防
止

等
環

境
保

全
に

十
分

注
意

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

既
設

構
造

物
に

影
響

の
な

い
よ

う
十

分
検

討
し

て
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

土
砂

処
分

に
お

け
る

運
搬

途
中

で
漏

出
が

な
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

浚
渫

工
又

は
床

掘
工

に
つ

い
て

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
施

工
上

の
注

意
事

項
が

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

マ
ッ

ト
が

破
損

な
く

施
工

さ
れ

、
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

港
湾

築
造

工
事

(浚
渫

・
海

岸
築

造
工

事
を

含
む

)

材
料

等
の

品
質

に
異

常
値

が
想

定
さ

れ
る

場
合

、
品

質
確

認
に

必
要

な
試

験
等

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

一
般

船
に

十
分

注
意

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
作

業
船

が
十

分
管

理
下

に
お

か
れ

、
統

率
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

【
浚

渫
・

床
堀

関
係

】

土
質

に
対

し
て

、
適

正
な

船
舶

、
機

械
を

使
用

し
、

周
辺

環
境

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
抑

え
て

い
る

。
（

大
型

船
に

よ
る

施
工

で
、

作
業

日
数

短
縮

等
も

含
む

）

浮
泥

を
巻

き
込

ま
な

い
よ

う
置

換
材

を
投

入
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

捨
石

、
被

覆
及

び
根

固
め

石
の

施
工

が
平

滑
に

仕
上

げ
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

潮
位

及
び

潮
流

、
波

浪
等

の
状

況
を

十
分

把
握

し
て

施
工

さ
れ

て
い

る
。

深
層

混
合

処
理

の
打

込
記

録
等

か
ら

、
仕

様
書

に
定

め
ら

れ
て

い
る

事
項

が
確

認
で

き
る

。

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
施

工
上

の
注

意
事

項
が

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

土
質

改
良

を
適

切
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

土
捨

場
に

制
約

が
な

く
、

深
掘

し
て

も
周

辺
の

構
造

物
に

影
響

が
な

い
場

合
、

今
後

の
埋

設
も

考
慮

し
、

深
く

平
坦

に
仕

上
が

っ
て

い
る

。

土
捨

場
土

量
に

制
約

が
あ

る
場

合
、

適
切

な
土

量
で

、
許

容
範

囲
に

精
度

良
く

平
坦

に
仕

上
が

っ
て

い
る

。

浚
渫

・
床

堀
時

に
濁

り
防

止
に

十
分

注
意

し
て

、
漏

出
が

な
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

浚
渫

工
又

は
床

掘
工

に
お

い
て

、
作

業
現

場
の

土
質

条
件

、
海

象
条

件
、

周
辺

海
域

の
利

用
状

況
等

を
考

慮
し

て
、

効
率

的
な

作
業

が
可

能
な

作
業

船
を

選
定

し
て

い
土

砂
運

搬
に

お
い

て
、

施
工

の
効

率
、

周
辺

海
域

の
利

用
状

況
等

を
考

慮
し

て
、

土
砂

の
運

搬
経

路
を

決
定

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

サ
ン

ド
ド

レ
ー

ン
・

砕
石

ド
レ

ー
ン

、
サ

ン
ド

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
パ

イ
ル

及
び

ロ
ッ

ド
コ

ン
パ

ク
シ

ョ
ン

が
連

続
し

た
一

様
な

形
状

・
品

質
に

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

打
込

記
録

に
よ

り
確

認
で

き
る

。

ペ
ー

パ
ー

ド
レ

ー
ン

が
計

画
深

度
ま

で
破

損
な

く
正

常
に

形
成

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

打
込

記
録

等
に

よ
り

確
認

で
き

る
と

と
も

に
、

打
込

を
完

了
し

た
ペ

ー
パ

ー
ド

レ
ー

ン
の

頭
部

が
保

護
さ

れ
、

排
水

効
果

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

前
記

以
外

の
改

良
工

法
に

つ
い

て
、

記
録

か
ら

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

て
い

る
事

項
が

確
認

で
き

る
。

捨
石

、
被

覆
石

等
の

石
材

は
、

偏
平

細
長

で
な

く
、

風
化

凍
壊

の
恐

れ
の

な
い

も
の

が
使

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

ａ
a
'

b
'

ｂ

気
象

・
海

象
を

十
分

調
査

し
て

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

床
堀

工
に

お
い

て
、

底
面

、
法

面
の

施
工

で
出

来
形

の
許

容
範

囲
を

超
え

た
場

合
、

置
換

材
と

同
等

以
上

の
材

料
で

埋
め

戻
し

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

置
換

材
の

規
格

・
品

質
が

試
験

成
績

表
等

（
現

物
照

合
を

含
む

）
で

確
認

で
き

る
。

【
地

盤
改

良
関

係
】

改
良

材
料

の
品

質
管

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
記

録
で

確
認

で
き

る
。

①
環

境
保

全
に

十
分

注
意

し
て

と
は

、
濁

り
防

止
基

準
な

ど
を

設
け

て
濁

度
を

そ
の

基
準

値
以

下
に

抑
え

て
い

る
こ

と
で

あ
る

。

①
既

設
構

造
物

前
面

の
施

工
す

る
場

合
は

、
施

工
方

法
・

施
工

管
理

基
準

に
つ

い
て

施
工

計
画

書
に

記
載

さ
れ

て
い

る
。

②
揚

土
時

に
土

砂
落

下
が

な
い

よ
う

注
意

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
①

海
上

で
の

台
船

運
搬

時
に

土
砂

漏
出

が
な

い
よ

う
枠

に
錆

び
孔

な
ど

が
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
施

工
上

の
注

意
事

項
と

は
、

港
湾

工
事

共
通

仕
様

書
5

-
3

-
1

　
一

般
事

項
の

注
意

事
項

を
参

照
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

ａ
a
'

b
'

ｂ

□ □ □ □

鋼
材

の
保

管
に

あ
た

り
、

変
形

及
び

塗
覆

装
面

に
損

傷
を

与
え

な
い

よ
う

、
適

切
に

処
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □

腹
起

こ
し

材
を

全
長

に
わ

た
り

規
定

の
水

平
高

さ
に

取
り

付
け

、
ボ

ル
ト

で
十

分
締

め
付

け
矢

板
壁

に
密

着
さ

せ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
タ

イ
ロ

ッ
ド

は
隅

角
部

等
特

別
な

場
所

を
除

き
矢

板
法

線
に

対
し

て
直

角
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

タ
イ

ワ
イ

ヤ
ー

は
隅

角
部

等
特

別
な

場
所

を
除

き
矢

板
法

線
に

対
し

て
直

角
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

溶
接

及
び

切
断

の
品

質
管

理
に

関
し

て
仕

様
書

に
定

め
ら

れ
た

事
項

が
確

認
で

き
る

。

ケ
ー

ソ
ン

仮
置

に
先

立
ち

仮
置

場
を

調
査

し
、

仮
置

作
業

が
所

定
の

位
置

に
異

常
な

く
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ケ
ー

ソ
ン

据
付

に
先

立
ち

、
気

象
・

海
象

等
を

十
分

調
査

し
、

据
付

作
業

が
所

定
の

精
度

で
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ケ
ー

ソ
ン

据
付

等
及

び
中

詰
に

お
い

て
ケ

ー
ソ

ン
及

び
既

設
構

造
物

等
の

破
損

が
な

く
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
に

先
立

ち
、

気
象

・
海

象
等

を
十

分
調

査
し

、
据

付
作

業
が

所
定

の
精

度
で

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

ブ
ロ

ッ
ク

据
付

等
に

お
い

て
ブ

ロ
ッ

ク
及

び
既

設
構

造
物

等
の

破
損

が
な

く
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
ケ

ー
ソ

ン
え

い
航

に
先

立
ち

、
気

象
・

海
象

等
を

十
分

調
査

し
、

適
切

な
時

期
を

選
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ケ
ー

ソ
ン

え
い

航
に

先
立

ち
、

上
蓋

、
安

全
ネ

ッ
ト

又
は

吊
り

足
場

等
を

設
置

し
、

転
落

防
止

の
措

置
を

講
じ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ケ
ー

ソ
ン

注
水

時
の

隔
室

の
水

頭
差

が
１

ｍ
以

内
に

な
る

よ
う

に
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
ケ

ー
ソ

ン
仮

置
き

、
据

付
の

時
期

に
つ

い
て

、
仕

様
書

を
満

足
す

る
よ

う
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

中
詰

に
お

い
て

海
上

漏
出

が
な

い
よ

う
に

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □ □

①
本

体
捨

石
の

余
盛

厚
：

指
定

さ
れ

て
い

る
場

合
、

施
工

計
画

書
で

そ
の

施
工

方
法

及
び

管
理

が
記

載
さ

れ
、

沈
下

管
理

の
状

況
が

記
録

さ
れ

て
い

る
。

②
同

上
：

指
定

さ
れ

て
い

な
い

場
合

、
余

盛
厚

の
有

無
に

つ
い

て
監

督
職

員
と

協
議

し
て

い
る

。

①
裏

込
均

し
：

指
定

さ
れ

て
い

る
場

合
、

「
整

地
仕

上
げ

」
と

な
っ

て
い

る
こ

と
。

①
重

ね
合

せ
幅

は
、

以
下

の
と

お
り

　
①

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

マ
ッ

ト
：

5
0

c
m

以
上

　
②

繊
維

系
マ

ッ
ト

：
5

0
c
m

以
上

　
③

合
成

樹
脂

系
マ

ッ
ト

：
3

0
c
m

以
上

　
④

ゴ
ム

マ
ッ

ト
：

5
0

c
m

以
上

捨
石

、
被

覆
及

び
根

固
め

石
が

ゆ
る

み
の

な
い

よ
う

に
堅

固
に

施
工

さ
れ

、
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

【
マ

ッ
ト

、
捨

石
及

び
均

し
関

係
】

鋼
材

の
規

格
・

数
量

が
ミ

ル
シ

ー
ト

等
（

現
物

照
合

を
含

む
）

で
確

認
で

き
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

時
に

必
要

な
供

試
体

を
採

取
し

、
強

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
を

試
験

し
た

結
果

が
確

認
で

き
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

杭
及

び
矢

板
に

損
傷

及
び

補
修

痕
が

な
く

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
本

体
：

ケ
ー

ソ
ン

据
付

、
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
関

係
】

①
地

層
の

変
化

、
障

害
物

な
ど

に
よ

り
、

打
込

み
困

難
な

状
況

が
生

じ
た

場
合

、
若

し
く

は
土

質
条

件
に

比
べ

て
矢

板
の

貫
入

量
が

異
常

に
大

き
い

場
合

、
打

込
み

を
中

断
す

る
こ

と
の

記
載

が
あ

る
。

②
ウ

オ
ー

タ
ー

ジ
ェ

ッ
ト

を
用

い
た

矢
板

の
施

工
：

最
後

の
打

ち
止

め
は

、
打

ち
止

め
地

盤
を

緩
め

な
い

よ
う

に
ジ

ェ
ッ

ト
噴

射
を

制
限

・
調

整
し

て
、

併
用

機
械

で
貫

入
さ

せ
、

落
ち

着
か

せ
る

こ
と

の
記

載
が

あ
る

。
③

矢
板

の
管

理
記

録
：

ア
）

矢
板

の
貫

入
量

、
イ

）
矢

板
の

打
撃

回
数

④
杭

の
管

理
記

録
：

ア
）

杭
の

貫
入

量
、

イ
）

杭
の

打
撃

回
数

、
ウ

）
打

止
り

付
近

の
リ

バ
ウ

ン
ド

量
、

４
）

打
止

り
付

近
の

ラ
ム

落
下

高
又

は
打

撃
エ

ネ
ル

ギ
ー

杭
及

び
矢

板
の

打
止

め
の

施
工

管
理

方
法

等
が

整
備

さ
れ

、
か

つ
記

録
が

確
認

で
き

る
。

マ
ッ

ト
が

破
損

な
く

所
定

の
幅

で
重

ね
合

わ
せ

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

写
真

記
録

等
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

【
本

体
：

杭
及

び
矢

板
、

控
工

関
係

】

裏
込

め
が

既
設

構
造

物
及

び
防

砂
目

地
板

の
破

損
が

な
く

施
工

さ
れ

、
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

捨
石

、
被

覆
石

な
ど

の
材

料
の

規
格

・
品

質
が

試
験

成
績

表
等

（
現

物
照

合
を

含
む

）
で

確
認

で
き

る
。

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
関

係
】

①
避

難
対

策
を

策
定

し
、

え
い

航
中

に
事

故
が

生
じ

な
い

よ
う

留
意

事
項

を
施

工
計

画
書

に
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

①
海

中
に

仮
置

き
さ

れ
た

本
体

ブ
ロ

ッ
ク

の
据

付
：

既
設

構
造

物
と

の
接

触
面

に
付

着
し

て
作

業
上

支
障

を
き

た
す

貝
、

海
草

等
を

除
去

し
て

い
る

。

設
計

図
書

に
基

づ
く

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
現

場
練

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
試

験
練

り
が

行
わ

れ
て

お
り

､
適

切
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
規

格
(強

度
・

ｗ
／

ｃ
、

最
大

骨
材

粒
径

、
塩

基
総

量
等

）
が

確
認

で
き

る
。

①
打

設
計

画
書

を
作

成
し

、
打

設
時

の
気

温
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

管
理

計
画

、
投

入
高

さ
、

気
温

に
適

し
た

打
込

み
・

打
込

み
時

間
、

型
枠

・
支

保
工

の
取

外
し

時
期

が
明

記
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
②

配
合

試
験

の
結

果
（

配
合

試
験

を
省

略
で

き
る

場
合

は
配

合
計

画
書

で
）

、
強

度
、

単
位

セ
メ

ン
ト

量
、

単
位

結
合

材
量

、
単

位
水

量
、

W
/
C

（
又

は
W

/
Ｆ

B
)、

最
大

骨
材

粒
径

、
塩

化
物

総
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

が
確

認
で

き
、

適
切

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

③
配

合
試

験
が

必
要

な
工

事
で

配
合

試
験

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

は
評

価
し

な
い

。
★

た
だ

し
、

他
の

公
共

工
事

で
使

用
実

績
が

あ
り

、
か

つ
品

質
管

理
デ

ー
タ

が
あ

る
場

合
→

他
工

事
の

配
合

表
は

Ｏ
Ｋ

（
配

合
試

験
は

不
要

）
★

特
記

仕
様

書
で

配
合

試
験

を
指

定
し

た
も

の
／

膨
張

剤
使

用
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

→
配

合
試

験
は

必
須

①
受

入
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

及
び

供
試

体
の

強
度

等
が

適
正

で
あ

る
。

②
強

度
試

験
用

の
供

試
体

の
作

成
、

標
準

養
生

の
状

況
が

確
認

で
き

る
。

③
撮

影
角

度
、

方
向

、
焦

点
が

不
適

切
で

目
盛

が
読

み
取

れ
な

い
も

の
は

、
評

価
し

な
い

。

①
ア

ジ
テ

ー
タ

か
ら

試
料

を
採

取
し

供
試

体
を

作
成

し
た

こ
と

が
現

場
を

背
景

と
し

た
写

真
で

確
認

で
き

、
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
の

「
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
ィ

テ
ィ

ー
（

追
跡

）
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
②

写
真

か
ら

現
場

で
作

成
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

ａ
a
'

b
'

ｂ

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

鉄
筋

の
組

立
及

び
加

工
が

設
計

図
書

を
満

足
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

圧
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

施
工

条
件

や
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
、

締
固

時
の

バ
イ

ブ
レ

ー
タ

の
機

種
が

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

を
管

理
し

必
要

な
強

度
に

達
し

た
後

に
型

枠
及

び
支

保
工

の
取

り
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

鉄
筋

の
規

格
が

品
質

を
証

明
す

る
書

類
で

確
認

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

ま
で

に
さ

び
、

ど
ろ

、
油

等
の

有
害

物
が

鉄
筋

に
付

着
し

な
い

よ
う

保
管

管
理

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

鉄
筋

の
引

っ
張

り
強

度
、

曲
げ

強
度

が
試

験
値

で
確

認
で

き
る

。

①
練

混
ぜ

て
か

ら
打

ち
終

わ
る

ま
で

の
時

間
は

、
原

則
と

し
て

外
気

温
が

2
5

℃
を

越
え

る
場

合
で

1
.５

時
間

、
2

5
℃

以
下

の
場

合
で

は
２

時
間

を
超

え
な

い
こ

と
、

か
つ

運
搬

時
間

（
練

混
ぜ

か
ら

荷
下

ろ
し

ま
で

）
は

1
.5

時
間

以
内

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
込

み
を

日
平

均
気

温
が

4
℃

を
超

え
、

2
5

℃
以

下
の

範
囲

に
予

想
さ

れ
る

時
に

実
施

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
　

（
こ

の
範

囲
に

な
い

場
合

は
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

規
定

に
よ

る
）

③
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

作
業

に
際

し
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
打

設
計

画
書

を
作

成
し

、
適

切
な

高
さ

に
設

定
し

こ
れ

に
基

づ
き

、
打

設
作

業
を

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
鉄

筋
の

組
立

て
前

及
び

組
み

立
て

て
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

む
ま

で
に

、
鉄

筋
位

置
の

ず
れ

、
ど

ろ
や

油
等

の
付

着
が

な
い

か
点

検
し

、
清

掃
し

た
後

、
打

設
し

て
い

る
こ

と
。

④
１

回
の

打
設

で
完

了
す

る
よ

う
な

小
規

模
構

造
を

除
い

て
１

回
（

1
日

）
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

高
さ

（
吐

出
口

か
ら

打
ち

込
み

面
ま

で
の

高
さ

1
.5

m
以

下
、

型
枠

が
高

い
場

合
ポ

ン
プ

配
管

、
漏

斗
管

、
ポ

ケ
ッ

ト
等

を
）

を
施

工
計

画
書

に
明

記
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

⑤
同

一
区

画
内

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
層

を
打

設
が

完
了

す
る

ま
で

連
続

し
て

打
ち

込
ん

で
い

る
こ

と
。

⑥
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
が

一
区

画
内

で
水

平
と

な
る

よ
う

に
打

設
す

る
、

な
お

、
締

め
固

め
能

力
等

を
考

慮
し

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

の
１

層
の

高
さ

（
１

層
の

高
さ

4
0

～
5

0
c
m

以
下

）
の

確
認

が
で

き
る

。

⑦
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

2
層

以
上

に
分

け
て

打
設

す
る

場
合

、
上

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

ち
込

み
は

、
下

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
固

ま
り

始
め

る
前

に
行

い
、

上
層

と
下

層
が

一
体

と
な

る
（

許
容

打
ち

重
ね

時
間

間
隔

：
2

5
℃

を
超

え
る

場
合

２
時

間
、

2
5

℃
以

下
の

場
合

2
.5

時
間

以
内

）
よ

う
に

打
設

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

⑧
打

込
中

の
表

面
に

ブ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
水

が
あ

る
場

合
は

、
除

去
し

て
か

ら
打

込
ん

で
い

る
こ

と
。

⑨
壁

・
柱

の
よ

う
な

幅
に

比
べ

高
さ

が
大

き
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
連

続
し

て
打

ち
込

む
場

合
、

打
込

み
及

び
締

固
め

の
際

、
ブ

リ
ー

ジ
ン

グ
の

悪
影

響
を

少
な

く
す

る
よ

う
に

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

１
回

の
打

込
み

高
さ

・
打

込
み

速
度

を
調

整
（

3
0

分
に

つ
き

１
～

1
.5

m
程

度
）

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

⑩
ジ

ャ
ン

カ
、

コ
ー

ル
ド

ジ
ョ

イ
ン

ト
等

の
初

期
不

良
箇

所
が

あ
る

場
合

は
、

適
正

な
施

工
と

は
認

め
ら

れ
な

い
た

め
、

評
価

し
な

い
。

【
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

⑪
気

温
2

5
度

以
上

の
場

合
、

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
し

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

⑫
減

水
剤

、
Ａ

Ｅ
減

水
剤

、
流

動
化

剤
等

を
使

用
す

る
場

合
は

、
必

要
に

応
じ

て
遅

延
型

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

⑬
打

設
前

の
地

盤
・

型
枠

へ
の

吸
水

、
型

枠
・

鉄
筋

へ
の

散
水

や
日

よ
け

を
必

要
に

応
じ

て
実

施
し

、
打

設
時

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
温

度
は

3
5

℃
以

下
と

し
て

い
る

こ
と

。

【
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

⑭
事

前
に

、
水

和
熱

に
よ

る
温

度
応

力
及

び
「

温
度

ひ
び

割
れ

」
に

対
す

る
十

分
な

検
討

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。

⑮
「

温
度

ひ
び

割
れ

」
に

関
す

る
検

討
結

果
に

基
づ

き
、

打
ち

込
み

区
画

の
大

き
さ

、
リ

フ
ト

高
さ

、
継

目
の

位
置

及
び

構
造

、
打

ち
込

み
時

間
間

隔
を

設
定

し
て

い
る

こ
と

。

⑯
あ

ら
か

じ
め

計
画

し
た

温
度

を
超

え
て

打
ち

込
み

を
行

っ
て

い
な

い
こ

と
。

①
型

枠
及

び
支

保
の

取
り

外
し

の
時

期
及

び
順

序
に

つ
い

て
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
て

い
な

い
場

合
に

は
、

構
造

物
と

同
じ

よ
う

な
状

態
で

養
生

し
た

供
試

体
の

圧
縮

強
度

を
も

と
に

、
セ

メ
ン

ト
の

性
質

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

、
構

造
物

の
種

類
と

そ
の

重
要

性
、

部
材

の
種

類
及

び
大

き
さ

、
部

材
の

受
け

る
荷

重
、

気
温

、
天

候
を

考
慮

し
て

、
取

り
外

し
の

時
期

及
び

順
序

の
計

画
を

、
施

工
計

画
書

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
型

枠
・

支
保

工
の

取
外

し
前

に
、

構
造

物
と

同
じ

状
態

で
養

生
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

の
圧

縮
強

度
を

確
認

し
、

取
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

そ
の

自
重

及
び

施
工

中
に

加
わ

る
荷

重
を

受
け

る
の

に
必

要
な

強
度

に
達

す
る

ま
で

、
型

枠
・

支
保

工
を

取
外

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

④
型

枠
の

組
立

に
使

用
し

た
締

め
付

材
及

び
壁

つ
な

ぎ
の

穴
を

、
本

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

以
上

の
品

質
を

有
す

る
モ

ル
タ

ル
等

で
補

修
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

⑤
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
、

温
度

ひ
び

割
れ

制
御

の
た

め
、

型
枠

存
置

期
間

を
考

慮
し

て
い

る
こ

と
。

①
ミ

ル
シ

ー
ト

、
品

質
証

明
書

等
で

品
質

及
び

数
量

が
確

認
で

き
、

工
事

写
真

で
ロ

ー
ル

マ
ー

ク
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

②
自

動
ガ

ス
圧

接
装

置
を

取
り

扱
う

者
は

、
J

IS
Ｚ

3
1

1
2

（
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

棒
鋼

）
に

規
程

す
る

棒
鋼

を
酸

素
・

ア
セ

チ
レ

ン
炎

に
よ

り
圧

接
す

る
技

量
を

有
す

る
技

術
者

本
人

が
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
鉄

筋
の

組
立

て
前

及
び

組
み

立
て

て
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

む
ま

で
に

、
鉄

筋
位

置
の

ず
れ

、
ど

ろ
や

油
等

の
付

着
が

な
い

か
点

検
し

、
清

掃
し

た
後

、
打

設
し

て
い

る
こ

と
。

①
圧

接
工

は
、

J
IS

Ｚ
3

8
8

1
（

ガ
ス

圧
接

技
術

検
定

に
お

け
る

試
験

方
法

及
び

判
定

基
準

）
に

定
め

ら
れ

た
試

験
の

う
ち

、
そ

の
作

業
に

該
当

す
る

試
験

の
技

量
を

有
す

る
技

術
者

の
資

格
証

明
書

の
写

し
を

監
督

職
員

に
提

出
し

た
資

料
及

び
本

人
が

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

ａ
a
'

b
'

ｂ

□ □ □ □

コ
ン

ク
リ

ー
ト

養
生

が
、

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
通

り
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □

●
判

断
基

準

８
０

％
以

下

品
質

の
ば

ら
つ

き
度

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

超
え

る
。

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能
　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
●

判
断

基
準

施
工

管
理

記
録

等
か

ら
不

可
視

部
分

の
出

来
ば

え
の

良
さ

が
う

か
が

え
る

。
該

当
５

項
目

以
上

・
・

・
ａ

構
造

物
の

表
面

及
び

端
部

の
仕

上
げ

が
良

い
。

該
当

４
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
き

め
細

や
か

な
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

。
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

該
当

２
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

が
含

ま
れ

る
場

合
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

肌
が

良
い

。
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

が
含

ま
れ

る
場

合
）

規
定

さ
れ

た
水

深
・

勾
配

又
は

改
良

深
度

等
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

（
浚

渫
工

事
が

含
ま

れ
る

場
合

）
施

工
後

の
表

面
及

び
底

面
等

の
全

体
的

な
仕

上
げ

が
良

い
。

（
浚

渫
工

事
が

含
ま

れ
る

場
合

）
浚

渫
及

び
盛

り
上

が
り

等
の

土
砂

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

（
浚

渫
工

事
が

含
ま

れ
る

場
合

）
　

　港
湾

築
造

工
事

(浚
渫

・
海

岸
築

造
工

事
を

含
む

)

 

進
行

性
又

は
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

ス
ペ

ー
サ

ー
を

適
切

に
配

置
し

、
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

ｂ
'

ｃ
注

）
試

験
結

果
の

打
点

数
等

が
少

な
く

ば
ら

つ
き

の
判

断
が

で
き

な
い

場
合

は
評

価
対

象
項

目
（

評
価

値
）

だ
け

で
評

価
す

る
。

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

５
０

％
以

下
８

０
％

を
超

え
る

評 価 値

ａ
ｂ

ａ
'

ｂ
'

ｂ
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

①
型

枠
に

接
す

る
ス

ペ
ー

サ
ー

：
本

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

以
上

の
品

質
を

有
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

か
、

モ
ル

タ
ル

製
の

ス
ペ

ー
サ

ー
を

使
用

し
て

い
る

。
②

上
記

以
外

の
ス

ペ
ー

サ
ー

を
使

用
す

る
場

合
（

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
ス

ペ
ー

サ
ー

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
熱

膨
張

率
の

相
違

、
付

着
及

び
耐

荷
力

不
足

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
等

の
耐

食
性

金
属

で
で

き
た

ス
ペ

ー
サ

ー
は

異
種

金
属

間
の

接
触

腐
食

）
は

、
事

前
に

監
督

職
員

の
承

諾
を

受
け

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
設

計
図

書
に

特
別

に
定

め
が

な
い

限
り

、
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

保
つ

よ
う

ス
ペ

ー
サ

ー
を

設
置

し
、

構
造

物
の

側
面

で
2

個
/
㎡

以
上

、
構

造
物

の
底

面
で

4
個

/
㎡

以
上

設
置

し
た

こ
と

の
確

認
が

で
き

る
。

④
鉄

筋
の

か
ぶ

り
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

か
ら

鉄
筋

ま
で

の
最

短
距

離
）

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
表

面
水

の
急

激
な

蒸
発

を
防

ぐ
た

め
、

打
込

み
直

後
は

シ
ー

ト
等

で
日

よ
け

や
風

よ
け

を
設

け
て

い
る

こ
と

（
必

要
に

応
じ

て
）

。
②

表
面

を
荒

ら
さ

な
い

で
作

業
が

で
き

る
状

態
ま

で
硬

化
し

た
後

は
、

養
生

マ
ッ

ト
や

濡
ら

し
た

布
等

で
覆

う
か

、
散

水
、

湛
水

し
て

い
る

こ
と

。
③

せ
き

板
（

型
枠

）
が

乾
燥

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
は

、
せ

き
板

（
型

枠
）

に
も

散
水

し
て

い
る

こ
と

。
④

養
生

期
間

を
満

足
し

、
常

に
湿

潤
状

態
を

保
っ

て
い

る
こ

と
。

⑤
温

度
制

御
養

生
、

蒸
気

養
生

、
そ

の
他

の
促

進
養

生
方

法
を

行
う

場
合

は
、

施
工

計
画

書
に

養
生

方
法

等
を

記
載

し
て

い
る

こ
と

。
⑥

膜
養

生
を

行
う

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

し
て

い
る

こ
と

。
⑦

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
は

、
表

面
水

の
急

激
な

蒸
発

を
防

ぐ
た

め
、

打
込

み
直

後
は

シ
ー

ト
等

で
日

よ
け

や
風

よ
け

を
設

け
て

い
る

こ
と

。
⑧

マ
ス

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
は

、
養

生
に

あ
た

っ
て

温
度

ひ
び

割
れ

制
御

が
計

画
ど

お
り

に
行

え
る

よ
う

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

を
制

御
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
型

枠
の

材
料

及
び

構
造

を
選

定
す

る
と

と
も

に
、

型
枠

を
適

切
な

期
間

存
置

し
て

い
る

こ
と

。

①
事

前
の

ひ
び

割
れ

調
査

や
し

ゅ
ん

工
検

査
で

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

。
★

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
：

進
行

性
が

あ
る

ク
ラ

ッ
ク

、
又

は
放

置
す

る
と

構
造

物
本

体
の

耐
久

性
の

低
下

や
劣

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
ク

ラ
ッ

ク
の

こ
と

。
★

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
診

断
士

等
の

専
門

技
術

者
」

の
ひ

び
割

れ
調

査
報

告
書

等
を

参
考

に
判

断
す

る
。
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
2

4
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

「
評

価
対

象
項

目
」

【
土

工
関

係
】

　
　

　
　

□ □

置
換

え
の

た
め

の
掘

削
を

行
う

に
あ

た
り

､
掘

削
面

以
下

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

　
締

固
め

を
適

切
な

条
件

で
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □

筋
芝

ま
た

は
種

子
吹

付
等

を
適

切
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
関

係
】

最
大

骨
材

粒
径

、
塩

基
総

量
等

）
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

□ □ □

④
土

木
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
一

般
の

環
境

条
件

の
場

合
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
に

使
用

す
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
水

セ
メ

ン
ト

比
は

、
ア

）
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

つ
い

て
は

5
5

%
以

下
、

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
）

無
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
つ

い
て

は
6

0
%

以
下

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
塩

化
物

総
量

が
許

容
塩

化
物

量
は

、
0

.3
0

k
g
/
㎥以

下
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
確

認
す

る
た

め
の

検
査

を
J

IS
Ａ

5
3

0
8

（
レ

デ
ィ

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

）
に

よ
り

実
施

し
て

い
る

か
、

　
生

産
者

等
に

検
査

の
た

め
の

試
験

を
代

行
さ

せ
る

場
合

は
、

そ
の

試
験

に
臨

場
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
レ

デ
ィ

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
受

け
入

れ
検

査
は

、
以

下
の

項
目

に
つ

い
て

行
わ

れ
、

規
格

値
等

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
塩

化
物

総
量

】
：

0
.3

0
k
g
/
㎥以

下

②
写

真
か

ら
現

場
で

作
成

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
な

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

①
練

混
ぜ

て
か

ら
打

ち
終

わ
る

ま
で

の
時

間
は

、
原

則
と

し
て

外
気

温
が

2
5

℃
を

越
え

る
場

合
で

1
.５

時
間

、
2

5
℃

以
下

の
場

合
で

は
２

時
間

を
超

え
な

い
こ

と
、

か
つ

運
搬

時
間

（
練

混
ぜ

か
ら

荷
下

ろ
し

ま
で

）
は

1
.5

時
間

以
内

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
込

み
を

日
平

均
気

温
が

4
℃

を
超

え
、

2
5

℃
以

下
の

範
囲

に
予

想
さ

れ
る

時
に

実
施

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
　

（
こ

の
範

囲
に

な
い

場
合

は
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

規
定

に
よ

る
）

③
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

作
業

に
際

し
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
打

設
計

画
書

を
作

成
し

、
適

切
な

高
さ

に
設

定
し

こ
れ

に
基

づ
き

、
打

設
作

業
を

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

【
ス

ラ
ン

プ
試

験
】

S
L

5
c
m

以
上

８
c
m

未
満

：
許

容
差

±
1

.5
c
m

　
　

　
　

　
　

　
　

S
L

8
c
m

以
上

1
8

c
m

以
下

：
許

容
差

±
2

.5
c
m

　
　

　
　

　
　

　
　

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
）

S
L

2
.5

c
m

：
許

容
差

±
1

.0
c
m

【
圧

縮
強

度
試

験
】

１
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8

5
%

以
上

で
あ

る
こ

と
。

　
　

　
　

　
　

　
　

 3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
【

空
気

量
測

定
】

　
±

1
.5

%
（

許
容

差
）

【
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

③
日

平
均

温
度

が
2

5
℃

を
超

え
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

と
き

は
、

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
し

て
の

施
工

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
材

料
の

温
度

を
、

品
質

が
確

保
で

き
る

範
囲

内
で

使
用

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

④
強

度
試

験
用

の
供

試
体

の
作

成
及

び
標

準
養

生
の

状
況

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
⑤

撮
影

角
度

、
方

向
、

焦
点

が
不

適
切

で
目

盛
が

読
み

取
れ

な
い

も
の

は
、

評
価

し
な

い
。

①
ア

ジ
テ

ー
タ

か
ら

試
料

を
採

取
し

供
試

体
を

作
成

し
た

こ
と

が
現

場
を

背
景

と
し

た
写

真
で

確
認

で
き

、
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
の

「
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
ィ

テ
ィ

ー
（

追
跡

）
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

設
計

図
書

に
基

づ
く

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
現

場
練

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
試

験
練

り
が

行
わ

れ
て

お
り

､
適

切
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
規

格
(強

度
・

ｗ
／

ｃ

①
仮

排
水

路
や

盛
土

表
面

の
横

断
勾

配
、

土
嚢

等
に

よ
る

雨
水

の
誘

導
な

ど
の

耐
水

対
策

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

①
１

：
４

以
上

の
急

な
勾

配
を

有
す

る
地

盤
上

に
盛

土
を

す
る

場
合

は
、

幅
1

.0
m

以
上

、
高

さ
0

.5
m

以
上

の
段

切
り

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。

①
地

盤
改

良
（

置
換

え
）

に
あ

た
っ

て
、

掘
削

面
以

下
を

乱
さ

な
い

よ
う

丁
寧

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

①
築

堤
盛

土
の

開
始

に
あ

た
っ

て
、

盛
土

の
1

層
の

仕
上

が
り

厚
さ

の
1

/
2

の
厚

さ
ま

で
掻

き
起

こ
し

て
ほ

ぐ
し

、
盛

土
材

料
と

と
も

に
締

固
め

、
地

盤
と

盛
土

の
一

体
性

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

②
締

め
固

め
に

あ
た

っ
て

は
、

最
適

含
水

比
付

近
で

施
工

し
て

い
る

こ
と

。
③

路
体

盛
土

に
あ

っ
て

は
、

一
層

の
仕

上
り

厚
を

３
０

ｃ
ｍ

以
下

と
し

、
各

層
ご

と
に

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

①
張

芝
、

筋
芝

、
人

工
張

芝
の

場
合

は
、

法
肩

に
沿

っ
て

天
端

に
幅

1
0

～
1

5
c
m

程
度

の
耳

芝
(法

肩
の

崩
れ

を
防

ぐ
た

め
に

、
法

肩
に

沿
っ

て
天

端
に

巾
1

0
∼

1
5

c
m

程
度

に
張

る
芝

)を
立

て
て

入
れ

て
い

る
こ

と
。

②
張

芝
に

2
～

3
本

/
枚

の
芝

串
で

固
定

し
、

湿
気

の
あ

る
目

土
を

散
布

し
土

羽
打

等
に

打
ち

固
め

て
い

る
こ

と
。

③
種

子
散

布
は

、
乾

燥
時

期
の

施
工

を
避

け
、

や
む

を
得

ず
乾

燥
時

期
に

施
工

し
た

場
合

は
継

続
し

て
散

水
養

生
し

て
い

る
こ

と
。

④
種

子
散

布
は

、
吹

付
け

面
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
、

吹
き

つ
け

前
に

散
水

し
て

い
る

こ
と

。
⑤

種
子

散
布

の
配

合
、

肥
料

等
の

品
質

規
格

を
満

足
し

、
均

等
な

厚
さ

で
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

①
斜

面
上

の
ガ

リ
侵

食
や

、
法

肩
及

び
斜

面
に

亀
裂

が
無

い
こ

と
。

空
港

用
地

造
成

工
事

（
排

水
工

事
、

地
盤

改
良

工
事

を
含

む
）

法
面

に
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

や
損

傷
部

が
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

構
造

物
周

辺
の

締
固

め
等

の
処

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
①

構
造

物
の

隣
接

箇
所

や
狭

小
箇

所
の

締
固

め
を

、
タ

ン
パ

、
振

動
ロ

ー
ラ

等
の

小
型

機
械

で
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

②
排

水
管

等
の

構
造

物
が

あ
る

場
合

、
過

重
な

偏
土

圧
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

盛
土

し
、

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

①
芝

付
け

に
あ

っ
て

は
、

芝
の

育
成

に
適

し
た

土
を

使
用

し
て

い
る

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

土
羽

土
の

土
質

が
適

正
で

あ
る

こ
と

が
試

験
成

績
表

で
確

認
で

き
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

施
工

条
件

や
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
、

締
固

時
の

バ
イ

ブ
レ

ー
タ

の
機

種
、

養
生

方
法

等
、

適
切

に
行

っ
て

い
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

時
に

必
要

な
供

試
体

を
採

取
し

、
強

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
を

試
験

し
た

結
果

が
確

認
で

き
る

。

雨
水

に
よ

る
崩

壊
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

、
排

水
対

策
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
打

設
計

画
書

を
作

成
し

、
打

設
時

の
気

温
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

管
理

計
画

、
投

入
高

さ
、

気
温

に
適

し
た

打
込

み
・

打
込

み
時

間
、

型
枠

・
支

保
工

の
取

外
し

時
期

が
明

記
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
②

配
合

試
験

の
結

果
（

配
合

試
験

を
省

略
で

き
る

場
合

は
配

合
計

画
書

で
）

、
強

度
、

単
位

セ
メ

ン
ト

量
、

単
位

結
合

材
量

、
単

位
水

量
、

W
/
C

（
又

は
W

/
Ｆ

B
)、

最
大

骨
材

粒
径

、
塩

化
物

総
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

が
確

認
で

き
、

適
切

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

③
配

合
試

験
が

必
要

な
工

事
で

配
合

試
験

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

は
評

価
し

な
い

。
★

特
記

仕
様

書
で

配
合

試
験

を
指

定
し

た
も

の
／

膨
張

剤
使

用
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

→
配

合
試

験
は

必
須

75



考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

　
□ □ □ □

コ
ン

ク
リ

ー
ト

養
生

が
、

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
通

り
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □ □ □

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

診
断

士
等

の
専

門
技

術
者

」
の

ひ
び

割
れ

調
査

報
告

書
等

を
参

考
に

判
断

す
る

。

⑦
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
、

表
面

水
の

急
激

な
蒸

発
を

防
ぐ

た
め

、
打

込
み

直
後

は
シ

ー
ト

等
で

日
よ

け
や

風
よ

け
を

設
け

て
い

る
こ

と
。

⑧
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
、

養
生

に
あ

た
っ

て
温

度
ひ

び
割

れ
制

御
が

計
画

ど
お

り
に

行
え

る
よ

う
コ

ン
ク

リ
ー

ト
温

度
を

制
御

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

型
枠

の
材

料
及

び
構

造
を

選
定

す
る

と
と

も
に

、
型

枠
を

適
切

な
期

間
存

置
し

て
い

る
こ

と
。

①
事

前
の

ひ
び

割
れ

調
査

や
し

ゅ
ん

工
検

査
で

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

。

①
表

面
水

の
急

激
な

蒸
発

を
防

ぐ
た

め
、

打
込

み
直

後
は

シ
ー

ト
等

で
日

よ
け

や
風

よ
け

を
設

け
て

い
る

こ
と

（
必

要
に

応
じ

て
）

。
②

表
面

を
荒

ら
さ

な
い

で
作

業
が

で
き

る
状

態
ま

で
硬

化
し

た
後

は
、

養
生

マ
ッ

ト
や

濡
ら

し
た

布
等

で
覆

う
か

、
散

水
、

湛
水

し
て

い
る

こ
と

。
③

せ
き

板
（

型
枠

）
が

乾
燥

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
は

、
せ

き
板

（
型

枠
）

に
も

散
水

し
て

い
る

こ
と

。
④

養
生

期
間

を
満

足
し

、
常

に
湿

潤
状

態
を

保
っ

て
い

る
こ

と
。

⑤
温

度
制

御
養

生
、

蒸
気

養
生

、
そ

の
他

の
促

進
養

生
方

法
を

行
う

場
合

は
、

施
工

計
画

書
に

養
生

方
法

等
を

記
載

し
て

い
る

こ
と

。

★
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

：
進

行
性

が
あ

る
ク

ラ
ッ

ク
、

又
は

放
置

す
る

と
構

造
物

本
体

の
耐

久
性

の
低

下
や

劣
化

を
招

く
恐

れ
が

あ
る

ク
ラ

ッ
ク

の
こ

と
。

④
鉄

筋
の

重
ね

合
わ

せ
長

さ
は

設
計

図
書

以
上

と
し

、
φ

0
.8

m
m

以
上

の
な

ま
し

鉄
線

で
数

箇
所

緊
結

し
て

い
る

こ
と

。
⑤

次
期

施
行

の
継

ぎ
足

し
：

構
造

物
か

ら
鉄

筋
の

露
出

時
は

保
護

し
て

い
る

こ
と

（
耐

腐
食

・
損

傷
防

止
）

①
圧

接
工

は
、

J
IS

Ｚ
3

8
8

1
（

ガ
ス

圧
接

技
術

検
定

に
お

け
る

試
験

方
法

及
び

判
定

基
準

）
に

定
め

ら
れ

た
試

験
の

う
ち

、
そ

の
作

業
に

該
当

す
る

試
験

の
技

量
を

有
す

る
技

術
者

の
資

格
証

明
書

の
写

し
を

監
督

職
員

に
提

出
し

た
資

料
及

び
本

人
が

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
ミ

ル
シ

ー
ト

、
品

質
証

明
書

等
で

品
質

及
び

数
量

が
確

認
で

き
、

工
事

写
真

で
ロ

ー
ル

マ
ー

ク
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
鉄

筋
の

組
立

て
前

及
び

組
み

立
て

て
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

む
ま

で
に

、
鉄

筋
位

置
の

ず
れ

、
ど

ろ
や

油
等

の
付

着
が

な
い

か
点

検
し

、
清

掃
し

た
後

、
打

設
し

て
い

る
こ

と
。

①
施

工
前

に
、

配
筋

図
、

鉄
筋

組
立

図
、

及
び

か
ぶ

り
詳

細
図

に
よ

り
組

立
て

可
能

か
又

は
配

力
筋

及
び

組
立

筋
を

考
慮

し
た

か
ぶ

り
に

な
っ

て
い

る
か

を
照

査
し

、
不

備
を

発
見

し
た

と
き

は
監

督
職

員
に

そ
の

事
実

が
確

認
で

き
る

資
料

を
書

面
に

よ
り

提
出

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

②
全

て
の

鉄
筋

の
交

点
を

φ
 0

.8
m

m
以

上
の

な
ま

し
鉄

線
、

又
は

ク
リ

ッ
プ

で
緊

結
し

て
い

る
こ

と
。

③
上

層
部

の
鉄

筋
の

組
立

て
を

下
層

部
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

後
2

4
時

間
以

上
経

過
後

に
行

う
こ

と
。

⑥
膜

養
生

を
行

う
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議
し

て
い

る
こ

と
。

⑩
ジ

ャ
ン

カ
、

コ
ー

ル
ド

ジ
ョ

イ
ン

ト
等

の
初

期
不

良
箇

所
が

あ
る

場
合

は
、

適
正

な
施

工
と

は
認

め
ら

れ
な

い
た

め
、

評
価

し
な

い
。

⑤
同

一
区

画
内

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
層

を
打

設
が

完
了

す
る

ま
で

連
続

し
て

打
ち

込
ん

で
い

る
こ

と
。

⑥
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
が

一
区

画
内

で
水

平
と

な
る

よ
う

に
打

設
す

る
、

な
お

、
締

め
固

め
能

力
等

を
考

慮
し

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

の
１

層
の

高
さ

（
１

層
の

高
さ

4
0

～
5

0
c
m

以
下

）
の

確
認

が
で

き
る

。

⑦
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

2
層

以
上

に
分

け
て

打
設

す
る

場
合

、
上

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

ち
込

み
は

、
下

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
固

ま
り

始
め

る
前

に
行

い
、

上
層

と
下

層
が

一
体

と
な

る
（

許
容

打
ち

重
ね

時
間

間
隔

：
2

5
℃

を
超

え
る

場
合

２
時

間
、

2
5

℃
以

下
の

場
合

2
.5

時
間

以
内

）
よ

う
に

打
設

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
⑧

打
込

中
の

表
面

に
ブ

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

水
が

あ
る

場
合

は
、

除
去

し
て

か
ら

打
込

ん
で

い
る

こ
と

。

⑨
壁

・
柱

の
よ

う
な

幅
に

比
べ

高
さ

が
大

き
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
連

続
し

て
打

ち
込

む
場

合
、

打
込

み
及

び
締

固
め

の
際

、
ブ

リ
ー

ジ
ン

グ
の

悪
影

響
を

少
な

く
す

る
よ

う
に

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

１
回

の
打

込
み

高
さ

・
打

込
み

速
度

を
調

整
（

3
0

分
に

つ
き

１
～

1
.5

m
程

度
）

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

④
１

回
の

打
設

で
完

了
す

る
よ

う
な

小
規

模
構

造
を

除
い

て
１

回
（

1
日

）
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

高
さ

（
吐

出
口

か
ら

打
ち

込
み

面
ま

で
の

高
さ

1
.5

m
以

下
、

型
枠

が
高

い
場

合
ポ

ン
プ

配
管

、
漏

斗
管

、
ポ

ケ
ッ

ト
等

を
）

を
施

工
計

画
書

に
明

記
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

④
型

枠
の

組
立

に
使

用
し

た
締

め
付

材
及

び
壁

つ
な

ぎ
の

穴
を

、
本

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

以
上

の
品

質
を

有
す

る
モ

ル
タ

ル
等

で
補

修
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

⑤
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
、

温
度

ひ
び

割
れ

制
御

の
た

め
、

型
枠

存
置

期
間

を
考

慮
し

て
い

る
こ

と
。

【
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

⑪
気

温
2

5
度

以
上

の
場

合
、

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
し

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

⑫
減

水
剤

、
Ａ

Ｅ
減

水
剤

、
流

動
化

剤
等

を
使

用
す

る
場

合
は

、
必

要
に

応
じ

て
遅

延
型

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

⑬
打

設
前

の
地

盤
・

型
枠

へ
の

吸
水

、
型

枠
・

鉄
筋

へ
の

散
水

や
日

よ
け

を
必

要
に

応
じ

て
実

施
し

、
打

設
時

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
温

度
は

3
5

℃
以

下
と

し
て

い
る

こ
と

。
【

マ
ス

コ
ン

ク
リ

ー
ト

】
⑭

事
前

に
、

水
和

熱
に

よ
る

温
度

応
力

及
び

「
温

度
ひ

び
割

れ
」

に
対

す
る

十
分

な
検

討
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

①
型

枠
及

び
支

保
の

取
り

外
し

の
時

期
及

び
順

序
に

つ
い

て
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
て

い
な

い
場

合
に

は
、

構
造

物
と

同
じ

よ
う

な
状

態
で

養
生

し
た

供
試

体
の

圧
縮

強
度

を
も

と
に

、
セ

メ
ン

ト
の

性
質

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

、
構

造
物

の
種

類
と

そ
の

重
要

性
、

部
材

の
種

類
及

び
大

き
さ

、
部

材
の

受
け

る
荷

重
、

気
温

、
天

候
を

考
慮

し
て

、
取

り
外

し
の

時
期

及
び

順
序

の
計

画
を

、
施

工
計

画
書

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
型

枠
・

支
保

工
の

取
外

し
前

に
、

構
造

物
と

同
じ

状
態

で
養

生
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

の
圧

縮
強

度
を

確
認

し
、

取
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

そ
の

自
重

及
び

施
工

中
に

加
わ

る
荷

重
を

受
け

る
の

に
必

要
な

強
度

に
達

す
る

ま
で

、
型

枠
・

支
保

工
を

取
外

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

⑮
「

温
度

ひ
び

割
れ

」
に

関
す

る
検

討
結

果
に

基
づ

き
、

打
ち

込
み

区
画

の
大

き
さ

、
リ

フ
ト

高
さ

、
継

目
の

位
置

及
び

構
造

、
打

ち
込

み
時

間
間

隔
を

設
定

し
て

い
る

こ
と

。

⑯
あ

ら
か

じ
め

計
画

し
た

温
度

を
超

え
て

打
ち

込
み

を
行

っ
て

い
な

い
こ

と
。

②
自

動
ガ

ス
圧

接
装

置
を

取
り

扱
う

者
は

、
J

IS
Ｚ

3
1

1
2

（
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

棒
鋼

）
に

規
程

す
る

棒
鋼

を
酸

素
・

ア
セ

チ
レ

ン
炎

に
よ

り
圧

接
す

る
技

量
を

有
す

る
技

術
者

本
人

が
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
型

枠
に

接
す

る
ス

ペ
ー

サ
ー

：
本

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

以
上

の
品

質
を

有
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

か
、

モ
ル

タ
ル

製
の

ス
ペ

ー
サ

ー
を

使
用

し
て

い
る

。
②

上
記

以
外

の
ス

ペ
ー

サ
ー

を
使

用
す

る
場

合
（

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
ス

ペ
ー

サ
ー

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
熱

膨
張

率
の

相
違

、
付

着
及

び
耐

荷
力

不
足

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
等

の
耐

食
性

金
属

で
で

き
た

ス
ペ

ー
サ

ー
は

異
種

金
属

間
の

接
触

腐
食

）
は

、
事

前
に

監
督

職
員

の
承

諾
を

受
け

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

③
設

計
図

書
に

特
別

に
定

め
が

な
い

限
り

、
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

保
つ

よ
う

ス
ペ

ー
サ

ー
を

設
置

し
、

構
造

物
の

側
面

で
2

個
/
m

2
以

上
、

構
造

物
の

底
面

で
4

個
/
m

2
以

上
設

置
し

た
こ

と
の

確
認

が
で

き
る

。
④

鉄
筋

の
か

ぶ
り

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
か

ら
鉄

筋
ま

で
の

最
短

距
離

）
が

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

を
管

理
し

必
要

な
強

度
に

達
し

た
後

に
型

枠
及

び
支

保
工

の
取

り
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

鉄
筋

の
規

格
が

品
質

を
証

明
す

る
書

類
で

確
認

で
き

る
。

鉄
筋

の
引

張
強

度
、

曲
げ

強
度

が
試

験
値

で
確

認
で

き
る

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
ま

で
に

さ
び

、
ど

ろ
、

油
等

の
有

害
物

が
鉄

筋
に

付
着

し
な

い
よ

う
保

管
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

鉄
筋

の
組

立
及

び
加

工
が

設
計

図
書

を
満

足
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

圧
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ス
ペ

ー
サ

ー
を

適
切

に
配

置
し

、
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

進
行

性
又

は
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

【
排

水
工

関
係

】

□

【
地

盤
改

良
関

係
】

□

杭
の

打
止

め
管

理
方

法
ま

た
は

場
所

打
ち

杭
の

施
工

管
理

方
法

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

、
か

つ
記

録
が

簡
潔

に
整

備
さ

れ
て

い
る

。
□ □

【
杭

及
び

矢
板

関
係

】

鋼
材

の
保

管
に

あ
た

り
、

変
形

及
び

塗
覆

装
面

に
損

傷
を

与
え

な
い

よ
う

、
適

切
に

処
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □

タ
イ

ロ
ッ

ド
は

隅
角

部
等

特
別

な
場

所
を

除
き

矢
板

法
線

に
対

し
て

直
角

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
タ

イ
ワ

イ
ヤ

ー
は

隅
角

部
等

特
別

な
場

所
を

除
き

矢
板

法
線

に
対

し
て

直
角

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
溶

接
及

び
切

断
の

品
質

管
理

に
関

し
て

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
事

項
が

確
認

で
き

る
。

　
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．
出

来
ば

え
□

　
ａ

優
れ

て
い

る
□

  
b

や
や

優
れ

て
い

る
□

 c
 他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
。

■
 d

劣
っ

て
い

る

空
港

用
地

造
成

工
事

　
土

工
の

仕
上

げ
が

良
い

。
●

判
断

基
準

切
土

、
盛

土
、

構
造

物
等

の
表

面
仕

上
げ

及
び

端
部

処
理

が
良

い
。

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
残

土
等

は
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

該
当

４
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
関

係
構

造
物

等
と

の
取

り
合

い
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
切

土
、

盛
土

、
構

造
物

等
の

通
り

が
良

い
。

該
当

２
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
施

工
管

理
記

録
等

か
ら

不
可

視
部

分
の

出
来

ば
え

の
良

さ
が

う
か

が
え

る
。

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

　 　①
地

層
の

変
化

、
障

害
物

な
ど

に
よ

り
、

打
込

み
困

難
な

状
況

が
生

じ
た

場
合

、
若

し
く

は
土

質
条

件
に

比
べ

て
矢

板
の

貫
入

量
が

異
常

に
大

き
い

場
合

、
打

込
み

を
中

断
す

る
こ

と
の

記
載

が
あ

る
。

②
ウ

オ
ー

タ
ー

ジ
ェ

ッ
ト

を
用

い
た

矢
板

の
施

工
：

最
後

の
打

ち
止

め
は

、
打

ち
止

め
地

盤
を

緩
め

な
い

よ
う

に
ジ

ェ
ッ

ト
噴

射
を

制
限

・
調

整
し

て
、

併
用

機
械

で
貫

入
さ

せ
、

落
ち

着
か

せ
る

こ
と

の
記

載
が

あ
る

。
③

矢
板

の
管

理
記

録
：

ア
）

矢
板

の
貫

入
量

、
イ

）
矢

板
の

打
撃

回
数

①
事

前
の

ひ
び

割
れ

調
査

や
し

ゅ
ん

工
検

査
で

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

。
★

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
：

進
行

性
が

あ
る

ク
ラ

ッ
ク

、
又

は
放

置
す

る
と

構
造

物
本

体
の

耐
久

性
の

低
下

や
劣

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
ク

ラ
ッ

ク
の

こ
と

。
★

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
診

断
士

等
の

専
門

技
術

者
」

の
ひ

び
割

れ
調

査
報

告
書

等
を

参
考

に
判

断
す

る
。

①
改

良
材

全
数

の
バ

ッ
チ

管
理

記
録

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
施

工
対

象
エ

リ
ア

の
支

持
層

地
盤

が
変

化
し

て
い

る
場

合
は

、
改

良
体

が
施

工
管

理
計

画
に

基
づ

い
て

確
実

に
支

持
層

に
着

底
し

て
い

る
こ

と
が

管
理

資
料

か
ら

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
固

結
工

法
の

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
噴

出
攪

拌
方

式
に

よ
る

場
合

は
、

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
比

重
、

噴
出

量
及

び
強

度
な

ど
が

管
理

資
料

か
ら

確
認

で
き

る
こ

と
。

鋼
材

の
規

格
・

数
量

が
ミ

ル
シ

ー
ト

等
（

現
物

照
合

を
含

む
）

で
確

認
で

き
る

。

前
記

以
外

の
改

良
工

法
に

つ
い

て
、

記
録

か
ら

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

て
い

る
事

項
が

確
認

で
き

る
。

盛
上

り
土

の
状

況
確

認
及

び
管

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
記

録
で

確
認

で
き

る
。

改
良

材
の

バ
ッ

チ
管

理
記

録
が

適
切

に
整

理
さ

れ
設

計
図

書
通

り
の

配
合

で
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

杭
及

び
矢

板
に

損
傷

及
び

補
修

痕
が

な
く

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

杭
及

び
矢

板
の

打
止

め
の

施
工

管
理

方
法

等
が

整
備

さ
れ

、
か

つ
記

録
が

確
認

で
き

る
。

サ
ン

ド
ド

レ
ー

ン
・

砕
石

ド
レ

ー
ン

、
サ

ン
ド

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
パ

イ
ル

及
び

ロ
ッ

ド
コ

ン
パ

ク
シ

ョ
ン

が
連

続
し

た
一

様
な

形
状

・
品

質
に

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

打
込

記
録

に
よ

り
確

認
で

き
る

。

ペ
ー

パ
ー

ド
レ

ー
ン

が
計

画
深

度
ま

で
破

損
な

く
正

常
に

形
成

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

打
込

記
録

等
に

よ
り

確
認

で
き

る
と

と
も

に
、

打
込

を
完

了
し

た
ペ

ー
パ

ー
ド

レ
ー

ン
の

頭
部

が
保

護
さ

れ
、

排
水

効
果

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

深
層

混
合

処
理

の
打

込
記

録
等

か
ら

、
仕

様
書

に
定

め
ら

れ
て

い
る

事
項

が
確

認
で

き
る

。

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

ｂ ｂ
'

ｃ ｃ

④
杭

の
管

理
記

録
：

ア
）

杭
の

貫
入

量
、

イ
）

杭
の

打
撃

回
数

、
ウ

）
打

止
り

付
近

の
リ

バ
ウ

ン
ド

量
、

４
）

打
止

り
付

近
の

ラ
ム

落
下

高
又

は
打

撃
エ

ネ
ル

ギ
ー

改
良

材
料

の
品

質
管

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
記

録
で

確
認

で
き

る
。

浮
泥

を
巻

き
込

ま
な

い
よ

う
置

換
材

を
投

入
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

 

　床
堀

箇
所

の
湧

水
及

び
滞

水
な

ど
は

、
排

除
し

て
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

５
０

％
以

下

　（
排

水
工

事
、

地
盤

改
良

工
事

ｂ ｂ
'

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

カ
ル

バ
ー

ト
は

、
機

能
を

阻
害

す
る

欠
損

や
ひ

び
割

れ
等

の
損

傷
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
Ｐ

Ｃ
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

は
、

機
能

を
阻

害
す

る
欠

損
や

ひ
び

割
れ

等
の

損
傷

が
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

管
渠

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管

等
）

は
、

機
能

を
阻

害
す

る
欠

損
や

ひ
び

割
れ

等
の

損
傷

が
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

管
渠

、
マ

ン
ホ

ー
ル

及
び

蓋
は

、
機

能
を

阻
害

す
る

欠
損

や
ひ

び
割

れ
等

の
損

傷
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
基

準
高

、
方

向
等

前
後

の
水

路
と

な
じ

み
よ

く
取

り
付

け
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
基

礎
の

掘
削

に
お

い
て

掘
り

過
ぎ

が
な

く
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

埋
戻

し
材

料
に

つ
い

て
設

計
図

書
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

進
行

性
又

は
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

ａ ａ
'

腹
起

こ
し

材
を

全
長

に
わ

た
り

規
定

の
水

平
高

さ
に

取
り

付
け

、
ボ

ル
ト

で
十

分
締

め
付

け
矢

板
壁

に
密

着
さ

せ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

ス
ラ

リ
ー

噴
出

量
、

強
度

確
認

、
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

の
比

重
管

理
等

の
品

質
に

係
わ

る
事

項
の

管
理

資
料

が
不

足
な

く
整

理
さ

れ
て

い
る

。
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紙
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5
工
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 点
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 考
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 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

　
　

□
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照

□ □ □

ﾍ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
式

(常
温

式
)区

画
線

に
使

用
す

る
ｼ
ﾝ
ﾅ
ｰ
の

使
用

量
が

、
1

0
%

程
度

以
下

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　
塗

装
の

塗
布

が
均

一
で

あ
る

。
●

判
断

基
準

視
認

性
が

良
い

。
該

当
４

項
目

以
上

・
・

・
ａ

接
着

状
態

が
良

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
施

工
前

の
清

掃
が

入
念

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

該
当

１
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
　 　

ａ
a
'

ｂ
b

'

区
画

線
等

設
置

工
事

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

 

：
理

由

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
を

支
柱

に
取

付
け

る
場

合
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

所
定

の
張

力
を

与
え

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

材
料

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
の

端
末

支
柱

を
土

中
に

設
置

す
る

場
合

、
打

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

強
度

以
上

で
あ

る
こ

区
画

線
の

厚
さ

が
見

本
等

で
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

消
去

の
場

合
、

表
示

材
（

塗
料

）
の

み
の

除
去

と
な

っ
て

お
り

、
路

面
へ

の
影

響
が

最
小

値
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

プ
ラ

イ
マ

ー
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

路
面

に
均

等
に

塗
布

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

５
０

％
以

下

ａ ａ
'

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

　　

防
護

柵
設

置
要

綱
､
視

線
誘

導
標

設
置

基
準

､
道

路
標

識
ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ｯ
ｸ
等

の
規

定
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
防

護
柵

等
の

床
堀

り
の

仕
上

が
り

面
に

お
い

て
、

地
山

の
乱

れ
や

不
陸

が
生

じ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
防

護
柵

の
基

礎
工

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
無

筋
及

び
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

規
定

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

防
護

柵
の

支
柱

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
既

設
舗

装
面

へ
影

響
が

無
い

よ
う

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
基

礎
設

置
箇

所
に

つ
い

て
地

盤
の

地
耐

力
を

把
握

し
て

、
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

防
護

柵
の

支
柱

の
根

入
れ

長
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
施

工
後

の
昼

間
及

び
夜

間
の

視
認

性
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

設
置

路
面

の
水

分
、

泥
、

砂
じ

ん
及

び
ほ

こ
り

を
取

り
除

い
て

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
等

設
置

工
事

①
地

盤
の

必
要

地
耐

力
を

平
板

載
荷

試
験

な
ど

に
よ

り
確

認
し

て
施

工
し

て
い

る
。

①
支

柱
の

打
設

に
当

た
り

、
立

込
み

セ
ッ

ト
か

ら
根

入
れ

長
さ

分
の

打
込

み
状

況
及

び
打

止
め

の
一

連
が

写
真

な
ど

で
確

認
で

き
る

。

①
所

定
の

張
力

（
Ａ

種
：

2
0

k
N

、
Ｂ

種
及

び
Ｃ

種
：

9
.8

K
N

）
を

確
認

で
き

る
。

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

ｂ ｂ
'

ｂ ｂ
'

ｃ ｃ
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工

 事
 成
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 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

標
識

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

　
　

　
　

　

□ □ □ □

ﾍ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
式

(常
温

式
)区

画
線

に
使

用
す

る
ｼ
ﾝ
ﾅ
ｰ
の

使
用

量
が

、
1

0
%

程
度

以
下

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

そ
の

他
●

判
断

基
準

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
８

０
％

以
下

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

９
０

％
以

上
ａ

'
ｂ

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

７
５

％
以

上
９

０
％

未
満

ｂ
ｂ

'
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

以
上

７
５

％
未

満
ｂ

'
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

６
０

％
未

満
ｃ

ｃ
　 　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

標
識

工
事

　
　

設
置

位
置

に
配

慮
が

あ
る

。
●

判
断

基
準

標
識

板
の

向
き

並
び

に
角

度
及

び
そ

の
支

柱
の

通
り

が
良

い
。

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
標

識
板

の
支

柱
に

変
色

が
無

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
支

柱
基

礎
が

入
念

に
梅

戻
さ

れ
て

い
る

。
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

該
当

１
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
　 　プ

ラ
イ

マ
ー

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
路

面
に

均
等

に
塗

布
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ｂ ｂ
'

ｂ ｂ
'

ｃ ｃ

ａ
'

５
０

％
以

下

ａ

基
礎

設
置

箇
所

に
つ

い
て

地
盤

の
地

耐
力

を
把

握
し

て
、

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

防
護

柵
の

支
柱

の
値

入
れ

長
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
施

工
後

の
昼

間
及

び
夜

間
の

視
認

性
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

設
置

路
面

の
水

分
、

泥
、

砂
じ

ん
及

び
ほ

こ
り

を
取

り
除

い
て

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

消
去

の
場

合
、

表
示

材
（

塗
料

）
の

み
の

除
去

と
な

っ
て

お
り

、
路

面
へ

の
影

響
が

最
小

値
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
の

端
末

支
柱

を
土

中
に

設
置

す
る

場
合

、
打

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

強
度

以
上

で
あ

る
こ

区
画

線
の

厚
さ

が
見

本
等

で
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
地

盤
の

必
要

地
耐

力
を

平
板

載
荷

試
験

な
ど

に
よ

り
確

認
し

て
施

工
し

て
い

る
。

①
支

柱
の

打
設

に
当

た
り

、
立

込
み

セ
ッ

ト
か

ら
根

入
れ

長
さ

分
の

打
込

み
状

況
及

び
打

止
め

の
一

連
が

写
真

な
ど

で
確

認
で

き
る

。

①
所

定
の

張
力

（
Ａ

種
：

2
0

k
N

、
Ｂ

種
及

び
Ｃ

種
：

9
.8

K
N

）
を

確
認

で
き

る
。

　

防
護

柵
設

置
要

綱
､
視

線
誘

導
標

設
置

基
準

､
道

路
標

識
ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ｯ
ｸ
等

の
規

定
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
防

護
柵

等
の

床
堀

り
の

仕
上

が
り

面
に

お
い

て
、

地
山

の
乱

れ
や

不
陸

が
生

じ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
防

護
柵

の
基

礎
工

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
無

筋
及

び
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

規
定

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

防
護

柵
の

支
柱

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
既

設
舗

装
面

へ
影

響
が

無
い

よ
う

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

」
を

参
照

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
８

０
％

を
超

え
る

　

ａ
a
'

ｂ
b

'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

 

：
理

由

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
を

支
柱

に
取

付
け

る
場

合
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

所
定

の
張

力
を

与
え

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

区
画

線
の

材
料

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

評 価 値

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
2

7
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
 官

）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

「
評

価
対

象
項

目
」

【
共

通
】

　
　

　
　

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
★

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

」
を

参
照

□

そ
の

他
理

由
：

★
前

の
品

質
シ

ー
ト

（
砂

防
構

造
物

工
事

及
び

地
滑

り
防

止
工

事
）

と
全

く
同

じ
。

　
「

出
来

ば
え

」
が

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

と
地

滑
り

工
と

の
差

異
。

★
「

出
来

ば
え

」
の

内
容

を
考

慮
し

て
シ

ー
ト

を
選

択
す

る
こ

と
。

①
嵌

入
工

な
ど

の
地

山
と

の
取

り
付

け
方

法
が

適
切

で
あ

る
こ

と
。

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照

⑥
打

設
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

内
部

振
動

機
を

使
っ

て
型

枠
内

で
横

移
動

し
て

い
な

い
こ

と
。

【
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

⑦
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

箇
所

に
運

搬
後

、
直

ち
に

十
分

な
締

固
能

力
を

有
す

る
内

部
振

動
機

（
バ

ッ
ク

ホ
ウ

搭
載

型
、

又
は

手
持

ち
式

）
で

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

⑧
１

リ
フ

ト
の

高
さ

は
０

．
７

５
ｍ

以
上

２
．

０
ｍ

以
下

と
し

、
同

一
区

画
内

は
連

続
し

て
打

ち
込

ん
で

い
る

こ
と

。
⑨

１
リ

フ
ト

を
数

層
に

分
け

て
打

込
む

場
合

：
　

締
固

め
た

後
の

１
層

の
厚

さ
が

４
０

～
５

０
ｃ

ｍ
以

下
と

な
る

よ
う

に
打

込
み

、
下

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
固

ま
り

始
め

る
前

に
上

層
を

打
設

し
、

内
部

振
動

機
を

下
層

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
に

１
０

ｃ
ｍ

程
度

挿
入

し
、

上
層

と
下

層
が

一
体

と
な

る
よ

う
に

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

圧
縮

強
度

を
確

認
し

、
必

要
な

強
度

に
達

し
た

こ
と

を
確

認
し

て
型

枠
及

び
支

保
工

の
取

り
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

①
岩

盤
上

に
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

打
込

む
場

合
：

　
岩

盤
の

ゆ
る

ん
だ

岩
、

岩
屑

、
そ

の
他

の
異

物
を

除
去

し
、

湧
水

が
あ

る
場

合
は

コ
ー

キ
ン

グ
に

よ
る

止
水

や
パ

イ
ﾌ
ﾟ
の

立
て

込
み

等
に

よ
り

適
切

に
湧

水
の

排
除

を
し

て
い

る
こ

と
。

②
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
上

に
新

し
く

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

継
ぐ

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
完

全
に

硬
化

す
る

前
に

圧
力

水
や

電
動

ブ
ラ

シ
等

で
除

去
（

グ
リ

ー
ン

カ
ッ

ト
）

し
て

い
る

こ
と

。
　

★
打

継
目

表
面

の
チ

ッ
ピ

ン
グ

は
骨

材
を

緩
ま

せ
る

懸
念

が
あ

る
の

で
不

可
。

　
★

グ
リ

ー
ン

カ
ッ

ト
後

、
打

設
ま

で
に

汚
損

し
た

場
合

は
再

度
圧

力
水

等
で

清
掃

す
る

こ
と

。

③
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

岩
盤

、
新

旧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
継

目
：

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
損

な
わ

な
い

配
合

の
モ

ル
タ

ル
を

敷
込

ん
で

い
る

こ
と

。
　

モ
ル

タ
ル

の
水

セ
メ

ン
ト

比
：

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
じ

か
、

そ
れ

よ
り

小
さ

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
　

★
モ

ル
タ

ル
の

厚
さ

：
　

岩
盤

面
で

２
ｃ

ｍ
程

度
、

水
平

打
継

ぎ
目

で
１

．
５

ｃ
ｍ

程
度

④
旧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
打

継
ぐ

場
合

の
材

令
が

、
０

．
７

５
以

上
１

．
０

ｍ
未

満
リ

フ
ト

の
場

合
で

３
日

（
中

２
日

）
、

１
．

０
ｍ

以
上

１
．

５
ｍ

未
満

リ
フ

ト
の

場
合

で
４

日
（

中
３

日
）

、
１

．
５

ｍ
以

上
２

．
０

ｍ
以

下
の

場
合

で
５

日
（

中
４

日
）

に
達

し
た

後
に

、
新

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

継
い

で
い

る
こ

と
。

⑤
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

込
用

バ
ケ

ッ
ト

の
下

端
が

打
込

面
上

１
．

０
ｍ

以
下

ま
で

お
ろ

し
、

打
込

箇
所

の
で

き
る

だ
け

近
く

に
排

出
し

て
い

る
こ

と
。

②
表

面
を

荒
ら

さ
な

い
で

作
業

が
で

き
る

状
態

ま
で

硬
化

し
た

後
は

、
養

生
マ

ッ
ト

や
濡

ら
し

た
布

等
で

覆
う

か
、

散
水

、
湛

水
し

て
い

る
こ

と
。

③
せ

き
板

（
型

枠
）

が
乾

燥
す

る
恐

れ
が

あ
る

場
合

は
、

せ
き

板
（

型
枠

）
に

も
散

水
し

て
い

る
こ

と
。

④
養

生
期

間
を

満
足

し
、

常
に

湿
潤

状
態

を
保

っ
て

い
る

こ
と

。
⑤

温
度

制
御

養
生

、
蒸

気
養

生
、

そ
の

他
の

促
進

養
生

方
法

を
行

う
場

合
は

、
施

工
計

画
書

に
養

生
方

法
等

を
記

載
し

て
い

る
こ

と
。

⑥
膜

養
生

を
行

う
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議
し

て
い

る
こ

と
。

①
受

入
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
が

適
正

で
あ

る
。

②
強

度
試

験
用

の
供

試
体

の
作

成
及

び
標

準
養

生
の

状
況

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
③

撮
影

角
度

、
方

向
、

焦
点

が
不

適
切

で
目

盛
が

読
み

取
れ

な
い

も
の

は
、

評
価

し
な

い
。

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照
①

表
面

水
の

急
激

な
蒸

発
を

防
ぐ

た
め

、
打

込
み

直
後

は
シ

ー
ト

等
で

日
よ

け
や

風
よ

け
を

設
け

て
い

る
こ

と
（

必
要

に
応

じ
て

）

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
ｗ

／
ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）
が

確
認

で
き

る
。

運
搬

時
間

､
打

設
時

の
投

入
高

さ
、

締
固

時
の

バ
イ

ブ
レ

ー
タ

の
機

種
及

び
養

生
方

法
が

、
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

て
お

り
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
、

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

①
配

合
試

験
の

結
果

（
配

合
試

験
を

省
略

で
き

る
場

合
は

配
合

計
画

書
で

）
、

強
度

、
単

位
セ

メ
ン

ト
量

、
単

位
結

合
材

量
、

単
位

水
量

、
W

/
C

（
又

は
W

/
B

)、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

等
が

確
認

で
き

、
適

切
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
②

配
合

試
験

が
必

要
な

工
事

で
配

合
試

験
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
は

、
評

価
し

な
い

。

地
す

べ
り

防
止

工
事

（
集

水
井

工
事

含
む

）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
を

管
理

し
て

お
り

、
必

要
な

強
度

に
達

し
た

後
に

型
枠

及
び

支
保

工
の

取
り

外
し

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

地
山

と
の

取
り

合
わ

せ
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

鉄
筋

及
び

鋼
材

の
品

質
が

、
証

明
書

類
で

確
認

で
き

る
。

い
る

こ
と

確
認

で
き

る
。

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）
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考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

□
同

左
□

同
左

□
同

左
■

同
左

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

【
砂

防
構

造
物

に
適

用
】

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

ま
で

さ
び

、
ど

ろ
、

油
等

の
有

害
物

が
、

鉄
筋

に
付

着
し

な
い

よ
う

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

鉄
筋

の
組

立
及

び
加

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

施
工

基
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

ア
ン

カ
ー

の
施

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □

ボ
ル

ト
の

締
付

確
認

が
実

施
さ

れ
、

記
録

を
保

管
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

ボ
ル

ト
の

締
付

機
及

び
測

定
機

器
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
－

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

そ
の

他
理

由
：

【
地

す
べ

り
対

策
工

事
（

抑
止

杭
・

集
水

井
戸

工
事

含
む

）
】

ア
ン

カ
ー

の
施

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □ □ □ □ □

ラ
イ

ナ
ー

プ
レ

ー
ト

の
組

み
立

て
に

あ
た

り
、

偏
心

と
歪

み
に

配
慮

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

ラ
イ

ナ
ー

プ
レ

ー
ト

と
地

山
と

の
隙

間
が

少
な

く
な

る
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

集
・

排
水

ボ
ー

リ
ン

グ
工

の
方

向
及

び
角

度
が

、
適

正
と

な
る

よ
う

に
施

工
上

の
配

慮
を

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

そ
の

他
●

判
断

基
準

理
由

：
８

０
％

以
下

※
品

質
の

ば
ら

つ
き

度
９

０
％

以
上

ａ
'

ｂ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。
７

５
％

以
上

９
０

％
未

満
ｂ

ｂ
'

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

６
０

％
以

上
７

５
％

未
満

ｂ
'

ｃ
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
超

え
る

。
６

０
％

未
満

ｃ
ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　 ●
判

断
基

準
地

山
と

の
取

り
合

い
が

良
い

。
該

当
３

項
目

以
上

・
・

・
ａ

天
端

、
端

部
の

仕
上

げ
が

良
い

。
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

施
工

管
理

記
録

な
ど

か
ら

不
可

視
部

分
の

出
来

ば
え

の
良

さ
が

伺
え

る
。

該
当

１
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

　①
地

す
べ

り
の

状
況

を
把

握
し

、
掘

削
中

の
地

質
構

造
、

湧
水

等
を

詳
細

に
記

録
し

、
す

べ
り

面
と

掘
削

深
度

の
関

係
や

排
水

効
果

を
確

認
し

な
が

ら
施

工
し

て
い

る
。

②
設

計
図

書
と

方
向

、
角

度
、

掘
削

径
、

掘
削

深
度

が
一

致
し

て
い

る
こ

と
。

⑤
グ

ラ
ウ

ト
：

　
最

低
部

か
ら

注
入

し
、

削
孔

内
の

排
水

、
排

気
を

確
実

に
行

い
、

所
定

の
グ

ラ
ウ

ト
が

孔
口

か
ら

排
出

し
て

い
る

こ
と

。
⑥

グ
ラ

ウ
ト

注
入

終
了

後
、

テ
ン

ド
ン

の
挿

入
：

　
有

害
な

損
傷

や
変

形
を

与
え

な
い

方
法

を
用

い
て

所
定

の
位

置
に

正
確

に
挿

入
し

、
グ

ラ
ウ

ト
が

硬
化

す
る

ま
で

テ
ン

ド
ン

が
動

か
な

い
よ

う
に

保
持

し
て

い
る

こ
と

。

⑦
グ

ラ
ウ

ト
が

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
強

度
に

達
し

た
後

、
設

計
図

書
に

示
さ

れ
た

残
存

引
張

り
力

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

初
期

緊
張

力
を

与
え

て
い

る
こ

と
。

①
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
に

編
心

や
歪

が
無

い
こ

と
。

①
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
と

地
山

と
の

隙
間

は
、

裏
込

注
入

材
に

よ
り

充
填

し
て

い
る

こ
と

。

【
抑

止
ア

ン
カ

ー
工

】
①

ア
ン

カ
ー

の
掘

削
：

　
削

孔
位

置
、

削
孔

径
、

長
さ

、
方

向
が

設
計

図
書

と
一

致
し

て
お

り
、

周
辺

の
地

盤
を

乱
さ

な
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

②
既

存
資

料
に

よ
り

定
着

層
の

ス
ラ

イ
ム

形
状

を
把

握
し

、
削

孔
中

に
ス

ラ
イ

ム
の

状
態

や
削

孔
速

度
等

に
よ

り
、

定
着

層
の

位
置

や
層

厚
を

推
定

し
な

が
ら

施
工

し
て

い
る

。
③

削
孔

：
　

直
線

性
を

保
つ

よ
う

に
施

工
さ

れ
て

お
り

、
削

孔
後

の
孔

内
は

清
水

に
よ

り
洗

浄
し

、
ス

ラ
イ

ム
を

除
去

し
て

い
る

こ
と

。
④

テ
ン

ド
ン

に
グ

ラ
ウ

ト
と

の
付

着
を

害
す

る
さ

び
、

油
、

泥
等

が
付

着
し

て
い

な
い

こ
と

。

注
）

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照

★
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
」

を
参

照

①
構

造
物

の
基

礎
底

面
、

法
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

。

【
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

工
】

①
ア

ン
カ

ー
の

掘
削

：
　

削
孔

位
置

、
削

孔
径

、
長

さ
、

方
向

が
設

計
図

書
と

一
致

し
て

お
り

、
周

辺
の

地
盤

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

。
②

既
存

資
料

に
よ

り
定

着
層

の
ス

ラ
イ

ム
形

状
を

把
握

し
、

削
孔

中
に

ス
ラ

イ
ム

の
状

態
や

削
孔

速
度

等
に

よ
り

、
定

着
層

の
位

置
や

層
厚

を
推

定
し

な
が

ら
施

工
し

て
い

る
。

③
削

孔
：

　
直

線
性

を
保

つ
よ

う
に

施
工

さ
れ

て
お

り
、

削
孔

後
の

孔
内

は
清

水
に

よ
り

洗
浄

し
、

ス
ラ

イ
ム

を
除

去
し

て
い

る
こ

と
。

④
ア

ン
カ

ー
鋼

材
に

注
入

材
と

の
付

着
を

害
す

る
さ

び
、

油
、

泥
等

が
付

着
し

て
い

な
い

こ
と

。
⑤

ア
ン

カ
ー

材
の

注
入

：
　

置
換

注
入

と
加

圧
注

入
に

よ
り

所
定

の
位

置
に

正
確

に
注

入
し

て
い

る
こ

と
。

⑥
孔

内
グ

ラ
ウ

ト
：

　
最

低
部

か
ら

注
入

し
、

削
孔

内
の

排
水

、
排

気
を

確
実

に
行

い
、

所
定

の
グ

ラ
ウ

ト
が

孔
口

か
ら

排
出

し
て

い
る

こ
と

。
⑦

ア
ン

カ
ー

の
緊

張
、

定
着

：
　

グ
ラ

ウ
ト

が
所

定
の

強
度

に
達

し
た

の
ち

、
緊

張
力

を
与

え
、

適
正

試
験

、
確

認
試

験
、

定
着

時
緊

張
力

確
認

試
験

等
に

よ
り

変
位

特
性

を
確

認
し

な
が

ら
所

定
の

有
効

緊
張

力
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
緊

張
力

を
与

え
て

い
る

こ
と

。

★
「

鋼
橋

工
事

」
を

参
照

★
「

鋼
橋

工
事

」
を

参
照

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

５
０

％
以

下

ｃ
ｂ

ｃ

８
０

％
を

超
え

る

　地
す

べ
り

防
止

工
事

（
集

水
井

工
事

含
む

）

ａ
ｂ

ａ
'

ｂ
'

　

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能

評 価 値
ｂ

'
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
2

9
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

二
次

製
品

構
造

物
「

評
価

対
象

項
目

」
【

共
　

通
】 仕

様
書

等
で

定
め

ら
れ

て
い

る
品

質
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

材
料

の
品

質
規

定
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
Ｊ

Ｉ
Ｓ

規
格

外
品

に
つ

い
て

、
仕

様
書

で
規

定
す

る
規

格
、

品
質

を
満

足
し

て
い

る
。

基
礎

地
盤

の
整

形
、

清
掃

、
湧

水
処

理
等

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

二
次

製
品

の
保

管
、

吊
り

込
み

、
据

え
付

け
等

に
十

分
注

意
を

払
っ

て
い

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
土

留
め

、
ウ

ェ
ル

ポ
イ

ン
ト

等
の

仮
設

が
設

計
図

書
に

基
づ

き
適

切
に

施
工

・
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
【

擁
壁

類
（

補
強

土
擁

壁
は

除
く

）
】

胴
込

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
裏

込
材

の
充

填
が

十
分

で
空

隙
が

生
じ

て
な

い
。

□ □

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

及
び

天
端

等
の

調
整

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
ク

ラ
ッ

ク
等

の
欠

陥
が

な
い

。

材
料

の
連

結
ま

た
は

、
か

み
合

わ
せ

が
適

切
で

あ
る

。
確

認
で

き
る

。
□ □

端
部

に
お

け
る

地
山

と
の

す
る

つ
け

が
適

切
で

あ
る

。
　

丁
張

り
を

２
重

、
３

重
に

設
け

る
な

ど
、

法
勾

配
、

裏
込

め
材

の
厚

さ
の

確
保

の
た

め
細

心
の

注
意

を
は

ら
っ

て
い

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

板
擁

壁
工

の
施

工
に

あ
た

り
、

ソ
イ

ル
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

、
練

混
ぜ

、
打

込
み

、
締

固
め

及
び

養
生

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

。
【

用
排

水
施

設
】

位
置

、
方

向
、

高
さ

、
勾

配
等

に
つ

い
て

前
後

の
施

設
又

は
地

形
に

な
じ

み
よ

く
施

工
さ

れ
て

い
る

。
不

等
沈

下
防

止
に

配
慮

し
て

、
基

礎
地

盤
の

締
固

め
が

特
に

入
念

に
行

わ
れ

て
い

る
。

□

呑
口

、
吐

口
、

集
水

桝
等

の
取

り
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

ク
ラ

ッ
ク

等
の

欠
陥

が
な

い
。

施
設

の
流

末
は

浸
食

、
滞

留
等

が
生

じ
な

い
よ

う
処

理
さ

れ
て

い
る

。
不

等
沈

下
の

発
生

が
な

く
、

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
亀

裂
や

継
目

部
か

ら
の

漏
水

も
見

ら
れ

な
い

。
継

目
部

の
目

地
モ

ル
タ

ル
が

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
製

品
周

辺
の

盛
土

、
埋

戻
土

の
施

工
に

あ
た

り
、

巻
出

し
、

転
圧

が
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□

製
品

の
継

目
部

に
は

隙
間

、
ズ

レ
が

な
く

、
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

●
判

断
基

準
※

　
評

価
値

が
9

0
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

※
　

評
価

値
が

8
0

％
以

上
9

0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
ａ

'
※

　
評

価
値

が
7

0
％

以
上

8
0

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

ｂ
※

　
評

価
値

が
6

0
％

以
上

7
0

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

ｂ
'

※
　

評
価

値
が

6
0

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｃ
　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
　

ａ
優

れ
て

い
る

□
  

b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

二
次

製
品

構
造

物
　

構
造

物
の

通
り

が
よ

い
。

●
判

断
基

準
材

料
の

連
結

、
か

み
合

わ
せ

が
よ

い
。

該
当

６
項

目
以

上
・

・
・

ａ
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
漏

水
が

な
い

。
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

土
工

の
仕

上
げ

が
良

い
。

全
体

的
な

美
観

が
良

い
　

　　

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
a
'

ｂ
b

'

 

①
胴

込
め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
合

端
付

近
に

空
隙

が
で

き
な

い
よ

う
に

入
念

に
締

め
固

め
て

い
る

こ
と

②
胴

込
材

、
裏

込
材

を
入

念
に

締
め

固
め

て
い

る
こ

と
。

割
栗

石
を

使
用

す
る

場
合

は
、

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ラ

ン
等

で
間

隙
を

充
填

し
て

い
る

こ
と

。

①
ブ

ロ
ッ

ク
を

連
結

す
る

場
合

は
、

連
結

ナ
ッ

ト
が

抜
け

な
い

よ
う

に
ね

じ
山

を
つ

ぶ
し

て
い

る
こ

と
。

②
二

次
製

品
部

材
を

設
計

図
書

に
従

い
連

結
し

て
い

る
こ

と
。

①
掘

削
し

た
基

礎
地

盤
面

の
転

圧
作

業
が

丁
寧

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
構

造
物

周
辺

の
盛

土
や

狭
小

箇
所

の
埋

戻
土

の
巻

出
し

、
締

固
め

が
各

層
毎

に
タ

ン
パ

、
振

動
ロ

ー
ラ

等
の

小
型

機
械

で
施

工
し

て
い

る
こ

と
。
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別
紙

-
3
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③
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0
工
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 成

 績
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 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
□

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

 
 

補
強

土
壁

工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

　
盛

土
材

料
の

土
質

が
適

正
で

あ
る

。
□

　
盛

土
の

締
固

め
を

適
切

な
条

件
（

人
力

機
械

別
、

巻
き

出
し

厚
・

敷
均

し
・

転
圧

作
業

等
）

で
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□ □ □

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

・
材

料
等

の
品

質
が

工
場

管
理

資
料

よ
り

的
確

に
確

認
で

き
る

。
□ □

現
場

条
件

に
応

じ
た

排
水

対
策

が
施

工
時

を
含

め
適

切
に

講
じ

ら
れ

て
い

る
。

□ □

盛
土

の
締

固
め

管
理

（
密

度
等

）
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
 

□

そ
の

他

そ
の

他

そ
の

他

●
判

断
基

準
※

　
該

当
項

目
が

６
項

目
以

上
・

・
・

・
・

・
・

ａ
※

　
該

当
項

目
が

５
項

目
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ａ
'

※
　

該
当

項
目

が
４

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

※
　

該
当

項
目

が
３

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

'
※

　
該

当
項

目
が

２
項

目
以

下
・

・
・

・
・

・
・

ｃ

注
）

記
載

の
５

項
目

を
必

須
の

評
価

対
象

項
目

と
し

、
そ

の
他

に
適

宜
項

目
を

追
加

し
て

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

　
　

た
だ

し
、

評
価

対
象

項
目

は
最

大
８

項
目

と
す

る
。

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

　

補
強

土
壁

工
事

●
判

断
基

準
　

壁
面

材
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

）
の

割
れ

・
カ

ケ
が

な
い

。
該

当
４

項
目

以
上

・
・

・
ａ

基
礎

上
面

の
平

坦
性

が
良

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

壁
面

材
の

目
違

い
、

段
差

が
少

な
く

構
造

物
の

通
り

が
良

い
。

該
当

１
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

①
路

床
及

び
路

盤
工

の
締

め
固

め
を

、
修

正
C

B
R

試
験

で
得

ら
れ

た
最

適
含

水
比

付
近

で
行

っ
て

い
る

こ
と

。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

　

　

：
理

由

：
理

由

：
理

由

①
裏

込
め

土
に

砂
質

土
な

ど
良

質
土

を
用

い
て

お
り

、
そ

の
内

部
摩

擦
角

（
φ

）
が

設
計

図
書

で
示

さ
れ

た
値

以
上

で
あ

る
こ

と
が

現
地

試
験

か
、

ま
た

は
品

質
証

明
書

で
確

認
で

き
る

。

①
人

力
に

よ
る

施
行

と
機

械
施

行
に

よ
る

締
め

固
め

の
区

別
が

確
認

で
き

る
。

②
施

工
計

画
書

に
記

載
し

て
あ

る
一

層
の

巻
き

出
し

厚
が

確
認

で
き

る
。

③
敷

均
し

及
び

壁
面

背
後

の
転

圧
作

業
が

丁
寧

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
の

配
合

報
告

書
に

よ
り

水
セ

メ
ン

ト
比

・
材

齢
に

よ
る

強
度

・
塩

化
物

総
量

な
ど

が
確

認
で

き
る

。
②

壁
面

引
っ

張
り

材
に

お
い

て
、

引
っ

張
り

強
度

が
品

質
証

明
書

な
ど

に
よ

り
確

認
で

き
る

。

①
暗

渠
配

水
管

（
網

状
多

孔
管

）
に

お
い

て
は

、
フ

ィ
ル

タ
ー

材
の

最
小

粒
径

と
多

孔
管

の
孔

径
が

適
切

に
設

定
さ

れ
て

お
り

、
周

り
の

土
砂

が
多

孔
管

に
入

っ
て

目
詰

ま
り

を
起

こ
さ

な
い

よ
う

適
切

に
遮

水
シ

ー
ト

な
ど

で
覆

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

②
裏

込
め

排
水

で
は

、
内

部
排

水
が

補
強

土
壁

外
に

排
水

可
能

と
な

っ
て

お
り

、
排

水
系

統
処

理
が

連
続

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
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 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

 
 

下
水

道
工

事
「

評
価

対
象

項
目

」
【

共
　

通
】 マ

ン
ホ

ー
ル

用
品

の
規

格
・

品
質

が
ミ

ル
シ

ー
ト

で
確

認
で

き
る

。
□

管
渠

の
規

格
・

品
質

が
ミ

ル
シ

ー
ト

で
確

認
で

き
る

。
□ □ □ □ □

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

時
の

必
要

な
供

試
体

を
採

取
し

、
強

度
・

ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
・

空
気

量
等

が
確

認
で

き
る

。
□ □ □ □ □

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □

　

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

①
ミ

ル
シ

ー
ト

で
規

格
（

直
径

・
管

厚
み

等
）

及
び

品
質

（
水

セ
メ

ン
ト

比
・

材
齢

に
よ

る
強

度
を

配
合

試
験

の
結

果
な

ど
）

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
ミ

ル
シ

ー
ト

で
規

格
（

直
径

・
管

長
・

管
厚

み
）

及
び

品
質

（
水

セ
メ

ン
ト

比
・

材
齢

に
よ

る
強

度
を

配
合

試
験

の
結

果
な

ど
）

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

①
打

設
計

画
書

を
作

成
し

、
打

設
時

の
気

温
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

管
理

計
画

、
投

入
高

さ
、

気
温

に
適

し
た

打
込

み
・

打
込

み
時

間
、

型
枠

・
支

保
工

の
取

外
し

時
期

が
明

記
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
②

配
合

試
験

の
結

果
（

配
合

試
験

を
省

略
で

き
る

場
合

は
配

合
計

画
書

で
）

、
強

度
、

単
位

セ
メ

ン
ト

量
、

単
位

結
合

材
量

、
単

位
水

量
、

W
/
C

（
又

は
W

/
Ｆ

B
)、

最
大

骨
材

粒
径

、
塩

化
物

総
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

が
確

認
で

き
、

適
切

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

③
配

合
試

験
が

必
要

な
工

事
で

配
合

試
験

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

は
評

価
し

な
い

。
★

た
だ

し
、

他
の

公
共

工
事

で
使

用
実

績
が

あ
り

、
か

つ
品

質
管

理
デ

ー
タ

が
あ

る
場

合
→

他
工

事
の

配
合

表
は

Ｏ
Ｋ

（
配

合
試

験
は

不
要

）
★

特
記

仕
様

書
で

配
合

試
験

を
指

定
し

た
も

の
／

膨
張

剤
使

用
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

→
配

合
試

験
は

必
須

④
土

木
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
一

般
の

環
境

条
件

の
場

合
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
に

使
用

す
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
水

セ
メ

ン
ト

比
は

、
ア

）
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

つ
い

て
は

5
5

%
以

下
、

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
）

無
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
つ

い
て

は
6

0
%

以
下

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
塩

化
物

総
量

が
許

容
塩

化
物

量
は

、
0

.3
0

k
g
/
㎥以

下
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

を
確

認
す

る
た

め
の

検
査

を
J

IS
Ａ

5
3

0
8

（
レ

デ
ィ

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

）
に

よ
り

実
施

し
て

い
る

か
、

　
生

産
者

等
に

検
査

の
た

め
の

試
験

を
代

行
さ

せ
る

場
合

は
、

そ
の

試
験

に
臨

場
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
レ

デ
ィ

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
受

け
入

れ
検

査
は

、
以

下
の

項
目

に
つ

い
て

行
わ

れ
、

規
格

値
等

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
塩

化
物

総
量

】
：

0
.3

0
k
g
/
㎥以

下

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

設
計

図
書

に
基

づ
く

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
が

行
わ

れ
て

お
り

､
適

切
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
規

格
(強

度
・

ｗ
／

ｃ
・

最
大

骨
材

粒
径

・
塩

基
総

量
等

）
が

確
認

で
き

る
。

①
ア

ジ
テ

ー
タ

か
ら

試
料

を
採

取
し

供
試

体
を

作
成

し
た

こ
と

が
現

場
を

背
景

と
し

た
写

真
で

確
認

で
き

、
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
の

「
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
ィ

テ
ィ

ー
（

追
跡

）
」

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
②

写
真

か
ら

現
場

で
作

成
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

な
い

場
合

は
、

評
価

し
な

い
。

【
ス

ラ
ン

プ
試

験
】

S
L

5
c
m

以
上

８
c
m

未
満

：
許

容
差

±
1

.5
c
m

　
　

　
　

　
　

　
　

S
L

8
c
m

以
上

1
8

c
m

以
下

：
許

容
差

±
2

.5
c
m

　
　

　
　

　
　

　
　

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
）

S
L

2
.5

c
m

：
許

容
差

±
1

.0
c
m

【
圧

縮
強

度
試

験
】

１
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8

5
%

以
上

で
あ

る
こ

と
。

　
　

　
　

　
　

　
　

 3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
【

空
気

量
測

定
】

　
±

1
.5

%
（

許
容

差
）

③
【

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

】
　

日
平

均
温

度
が

2
5

℃
を

超
え

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
と

き
は

、
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

し
て

の
施

工
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

材
料

の
温

度
を

、
品

質
が

確
保

で
き

る
範

囲
内

で
使

用
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

④
強

度
試

験
用

の
供

試
体

の
作

成
及

び
標

準
養

生
の

状
況

が
確

認
で

き
る

こ
と

。

⑤
撮

影
角

度
、

方
向

、
焦

点
が

不
適

切
で

目
盛

が
読

み
取

れ
な

い
も

の
は

、
評

価
し

な
い

。
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 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

 
 

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

施
工

条
件

及
び

気
象

条
件

に
適

し
た

運
搬

時
間

､
打

設
時

の
投

入
高

さ
､
締

固
時

の
バ

イ
ブ

レ
ー

タ
の

機
種

、
養

生
方

法
等

、
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

（
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

【
開

削
工

】 締
固

め
を

適
切

な
条

件
で

施
工

し
て

お
り

、
管

の
周

辺
に

空
隙

が
生

じ
て

い
な

い
。

□ □ □ □ □

混
合

物
の

温
度

管
理

が
、

プ
ラ

ン
ト

出
荷

時
・

現
場

到
着

時
・

舗
設

時
等

で
整

理
・

記
録

さ
れ

て
い

る
。

□

管
渠

の
接

合
状

況
が

良
好

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

【
推

進
工

】 測
量

及
び

観
測

結
果

を
毎

日
整

理
し

、
そ

れ
に

基
づ

い
た

施
工

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□ □ □

常
に

切
羽

及
び

地
表

面
の

状
態

を
観

測
し

て
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □ □

推
進

作
業

等
が

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

る
。

□ □

⑤
埋

戻
し

路
床

の
仕

上
げ

面
は

、
均

一
な

支
持

力
が

得
ら

れ
る

よ
う

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
出

荷
時

、
現

場
到

着
時

、
舗

設
時

の
温

度
管

理
を

実
施

し
、

施
工

管
理

基
準

に
示

す
測

定
頻

度
、

温
度

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
。

①
管

の
受

け
口

が
上

流
の

方
向

に
、

他
方

の
管

端
が

既
設

管
に

密
着

し
て

お
り

、
中

心
線

、
勾

配
及

び
管

底
高

を
保

ち
、

か
つ

漏
水

・
不

陸
・

偏
心

等
が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
掘

進
中

、
常

に
掘

進
機

の
方

向
測

量
を

行
い

、
掘

進
機

の
姿

勢
を

制
御

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

②
掘

進
時

に
は

深
度

・
方

向
等

計
画

線
の

維
持

に
努

め
、

管
の

蛇
行

・
屈

曲
が

生
じ

な
い

よ
う

に
測

定
し

て
い

る
。

③
計

画
線

に
基

づ
く

上
下

・
左

右
の

ず
れ

等
に

つ
い

て
計

測
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

観
測

記
録

か
ら

確
認

で
き

る
。

②
掘

進
作

業
を

中
断

時
に

は
、

切
羽

面
の

安
定

が
図

ら
れ

て
い

る
こ

と
、

再
掘

進
時

に
お

い
て

掘
進

不
能

と
な

ら
な

い
よ

う
十

分
な

対
策

が
講

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
計

画
線

に
基

づ
く

上
下

・
左

右
の

ず
れ

等
に

つ
い

て
計

測
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

観
測

記
録

か
ら

確
認

で
き

る
。

①
掘

進
機

の
運

転
管

理
に

つ
い

て
は

、
専

任
の

技
術

者
（

推
進

工
事

技
士

）
が

行
っ

て
い

る
。

②
掘

進
路

線
上

（
地

上
）

に
沈

下
測

定
点

を
設

け
、

掘
進

前
、

掘
進

中
及

び
掘

進
後

の
一

定
期

間
、

定
期

的
に

沈
下

量
を

測
定

し
て

い
る

。

③
掘

進
中

、
切

羽
面

、
管

外
周

の
空

隙
、

地
表

面
等

の
状

況
に

注
意

し
な

が
ら

施
工

を
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

⑯
あ

ら
か

じ
め

計
画

し
た

温
度

を
超

え
て

打
ち

込
み

を
行

っ
て

い
な

い
こ

と
。

①
埋

戻
し

の
施

工
に

あ
た

り
、

管
の

両
側

よ
り

同
時

に
埋

戻
し

、
管

き
ょ

そ
の

他
の

構
造

物
の

両
側

及
び

下
端

に
空

隙
が

生
じ

な
い

よ
う

十
分

突
き

固
め

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
管

の
周

辺
及

び
管

頂
3

0
c
m

ま
で

は
管

き
ょ

に
異

常
が

生
じ

な
い

よ
う

、
人

力
及

び
タ

ン
パ

等
に

よ
り

締
固

め
て

い
る

。

③
各

層
所

定
の

厚
さ

毎
に

両
側

の
埋

戻
し

高
さ

が
均

等
に

な
る

よ
う

に
、

人
力

及
び

タ
ン

パ
等

に
よ

り
十

分
に

締
固

め
て

い
る

。

④
埋

戻
し

箇
所

の
残

材
、

廃
物

、
木

く
ず

等
を

撤
去

し
、

一
層

の
仕

上
が

り
厚

は
3

0
c
m

以
下

（
道

路
下

2
0

c
m

以
下

）
を

基
本

と
し

て
埋

戻
し

て
い

る
。

【
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

⑪
気

温
2

5
度

以
上

の
場

合
、

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
し

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
。

⑫
減

水
剤

、
Ａ

Ｅ
減

水
剤

、
流

動
化

剤
等

を
使

用
す

る
場

合
は

、
必

要
に

応
じ

て
遅

延
型

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

⑬
打

設
前

の
地

盤
・

型
枠

へ
の

吸
水

、
型

枠
・

鉄
筋

へ
の

散
水

や
日

よ
け

を
必

要
に

応
じ

て
実

施
し

、
打

設
時

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
温

度
は

3
5

℃
以

下
と

し
て

い
る

こ
と

。

【
マ

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
】

⑭
事

前
に

、
水

和
熱

に
よ

る
温

度
応

力
及

び
「

温
度

ひ
び

割
れ

」
に

対
す

る
十

分
な

検
討

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。

⑮
「

温
度

ひ
び

割
れ

」
に

関
す

る
検

討
結

果
に

基
づ

き
、

打
ち

込
み

区
画

の
大

き
さ

、
リ

フ
ト

高
さ

、
継

目
の

位
置

及
び

構
造

、
打

ち
込

み
時

間
間

隔
を

設
定

し
て

い
る

こ
と

。

⑥
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
が

一
区

画
内

で
水

平
と

な
る

よ
う

に
打

設
す

る
、

な
お

、
締

め
固

め
能

力
等

を
考

慮
し

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

の
１

層
の

高
さ

（
１

層
の

高
さ

4
0

～
5

0
c
m

以
下

）
の

確
認

が
で

き
る

。

⑦
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

2
層

以
上

に
分

け
て

打
設

す
る

場
合

、
上

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

ち
込

み
は

、
下

層
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
固

ま
り

始
め

る
前

に
行

い
、

上
層

と
下

層
が

一
体

と
な

る
（

許
容

打
ち

重
ね

時
間

間
隔

：
2

5
℃

を
超

え
る

場
合

２
時

間
、

2
5

℃
以

下
の

場
合

2
.5

時
間

以
内

）
よ

う
に

打
設

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

⑧
打

込
中

の
表

面
に

ブ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
水

が
あ

る
場

合
は

、
除

去
し

て
か

ら
打

込
ん

で
い

る
こ

と
。

⑨
壁

・
柱

の
よ

う
な

幅
に

比
べ

高
さ

が
大

き
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
連

続
し

て
打

ち
込

む
場

合
、

打
込

み
及

び
締

固
め

の
際

、
ブ

リ
ー

ジ
ン

グ
の

悪
影

響
を

少
な

く
す

る
よ

う
に

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

１
回

の
打

込
み

高
さ

・
打

込
み

速
度

を
調

整
（

3
0

分
に

つ
き

１
～

1
.5

m
程

度
）

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
⑩

ジ
ャ

ン
カ

、
コ

ー
ル

ド
ジ

ョ
イ

ン
ト

等
の

初
期

不
良

箇
所

が
あ

る
場

合
は

、
適

正
な

施
工

と
は

認
め

ら
れ

な
い

た
め

、
評

価
し

な
い

。

⑤
同

一
区

画
内

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
層

を
打

設
が

完
了

す
る

ま
で

連
続

し
て

打
ち

込
ん

で
い

る
こ

と
。

①
練

混
ぜ

て
か

ら
打

ち
終

わ
る

ま
で

の
時

間
は

、
原

則
と

し
て

外
気

温
が

2
5

℃
を

越
え

る
場

合
で

1
.５

時
間

、
2

5
℃

以
下

の
場

合
で

は
２

時
間

を
超

え
な

い
こ

と
、

か
つ

運
搬

時
間

（
練

混
ぜ

か
ら

荷
下

ろ
し

ま
で

）
は

1
.5

時
間

以
内

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

②
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
込

み
を

日
平

均
気

温
が

4
℃

を
超

え
、

2
5

℃
以

下
の

範
囲

に
予

想
さ

れ
る

時
に

実
施

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
　

（
こ

の
範

囲
に

な
い

場
合

は
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

規
定

に
よ

る
）

③
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

作
業

に
際

し
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
打

設
計

画
書

を
作

成
し

、
適

切
な

高
さ

に
設

定
し

こ
れ

に
基

づ
き

、
打

設
作

業
を

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

④
１

回
の

打
設

で
完

了
す

る
よ

う
な

小
規

模
構

造
を

除
い

て
１

回
（

1
日

）
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

高
さ

（
吐

出
口

か
ら

打
ち

込
み

面
ま

で
の

高
さ

1
.5

m
以

下
、

型
枠

が
高

い
場

合
ポ

ン
プ

配
管

、
漏

斗
管

、
ポ

ケ
ッ

ト
等

を
）

を
施

工
計

画
書

に
明

記
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。
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 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
■

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

 
 

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

地
盤

改
良

工
の

施
工

管
理

状
況

が
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
る

。

□

【
シ

ー
ル

ド
工

】
セ

グ
メ

ン
ト

の
規

格
・

品
質

が
ミ

ル
シ

ー
ト

で
確

認
で

き
る

。
□

溶
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

二
次

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

、
付

着
物

除
去

の
た

め
の

充
分

な
水

洗
清

掃
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

常
に

切
羽

及
び

地
表

面
の

状
態

を
観

察
し

て
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□ □

シ
ー

ル
ド

推
進

作
業

等
が

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

る
。

□

裏
込

め
注

入
状

況
が

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

る
。

□ □

地
盤

改
良

工
の

施
工

管
理

状
況

が
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
る

。

□

●
判

断
基

準
※

　
評

価
値

が
9

0
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

※
　

評
価

値
が

8
0

％
以

上
9

0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
ａ

'
※

　
評

価
値

が
7

0
％

以
上

8
0

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

ｂ
※

　
評

価
値

が
6

0
％

以
上

7
0

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

ｂ
'

※
　

評
価

値
が

6
0

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｃ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

 

下
水

道
工

事
通

り
が

よ
い

。
●

判
断

基
準

漏
水

が
な

い
。

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

マ
ン

ホ
ー

ル
天

端
と

路
面

と
の

す
り

つ
け

が
良

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
マ

ン
ホ

ー
ル

の
イ

ン
バ

ー
ト

の
仕

上
げ

が
良

い
。

該
当

２
項

目
以

下
・

・
・

ｄ
残

土
等

は
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

①
二

次
覆

工
に

使
用

す
る

鋼
製

型
枠

や
一

次
覆

工
面

の
付

着
物

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
水

洗
い

清
掃

を
し

て
い

る
こ

と
。

①
セ

グ
メ

ン
ト

の
規

格
及

び
品

質
が

セ
グ

メ
ン

ト
製

作
要

領
書

・
図

面
に

基
づ

い
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

①
セ

グ
メ

ン
ト

に
偏

圧
が

生
じ

な
い

よ
う

、
低

圧
に

て
下

方
か

ら
上

方
へ

左
右

対
称

に
注

入
を

行
い

、
注

入
材

を
空

隙
の

隅
々

ま
で

行
き

わ
た

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

②
裏

込
注

入
時

の
注

入
量

、
注

入
圧

な
ど

が
管

理
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
る

。

①
固

結
工

法
の

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
噴

出
攪

拌
方

式
に

よ
る

場
合

は
、

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
比

重
、

噴
出

量
及

び
強

度
な

ど
が

管
理

資
料

か
ら

確
認

で
き

る
こ

と
。

①
シ

ー
ル

ド
掘

進
中

、
常

に
掘

削
土

量
を

監
視

し
、

所
定

の
掘

削
土

量
を

上
回

る
土

砂
の

取
込

み
が

生
じ

な
い

よ
う

適
切

な
施

工
管

理
を

し
て

い
る

。

①
シ

ー
ル

ド
掘

進
中

、
１

日
に

１
回

以
上

及
び

掘
進

後
の

一
定

期
間

、
定

期
的

に
沈

下
量

を
測

定
し

て
い

る
。

②
シ

ー
ル

ド
掘

進
路

線
上

（
地

上
）

に
沈

下
測

定
点

を
設

け
、

掘
進

前
、

掘
進

中
及

び
掘

進
後

の
一

定
期

間
、

定
期

的
に

沈
下

量
を

測
定

し
て

い
る

。

①
固

結
工

法
の

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
噴

出
攪

拌
方

式
に

よ
る

場
合

は
、

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
比

重
、

噴
出

量
及

び
強

度
な

ど
が

管
理

資
料

か
ら

確
認

で
き

る
こ

と
。
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別
紙

-
3

-
3

-
②

③
-
3

5
工

 事
 成

 績
 採

 点
 の

 考
 査

 項
 目

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 運
 用

 表
（

検
査

員
）

考
 査

 項
 目

細
　

　
別

ｃ
ｄ

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅱ

．
品

質
□

優
れ

て
い

る
□

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

□
や

や
優

れ
て

い
る

□
Ｃ

よ
り

優
れ

て
い

る
□

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

仮
設

工
工

事
「

評
価

対
象

項
目

」
【

共
　

通
】 仮

設
材

に
そ

り
、

ゆ
が

み
、

傷
が

な
い

。
□ □

仮
設

材
の

組
立

・
設

置
が

確
実

に
な

さ
れ

、
か

つ
点

検
も

行
わ

れ
て

い
る

。
□ □ □

施
工

記
録

等
に

よ
り

設
計

条
件

に
適

合
し

た
根

入
れ

長
で

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□

排
水

を
考

慮
し

、
良

好
な

床
付

け
面

を
確

保
し

て
い

る
。

□

そ
の

他

そ
の

他

そ
の

他

●
判

断
基

準
※

　
該

当
項

目
が

６
項

目
以

上
・

・
・

・
・

・
・

ａ
※

　
該

当
項

目
が

５
項

目
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ａ
'

※
　

該
当

項
目

が
４

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

※
　

該
当

項
目

が
３

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

'
※

　
該

当
項

目
が

２
項

目
以

下
・

・
・

・
・

・
・

ｃ

注
）

記
載

の
５

項
目

を
必

須
の

評
価

対
象

項
目

と
し

、
そ

の
他

に
適

宜
項

目
を

追
加

し
て

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

　
　

た
だ

し
、

評
価

対
象

項
目

は
最

大
８

項
目

と
す

る
。

Ⅲ
．

出
来

ば
え

□
 ａ

優
れ

て
い

る
□

 b
や

や
優

れ
て

い
る

□
 c

 他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

。
■

 d
劣

っ
て

い
る

仮
設

工
工

事
鋼

矢
板

・
親

杭
の

通
り

が
良

い
。

●
判

断
基

準
覆

工
板

に
が

た
つ

き
が

な
い

。
該

当
４

項
目

以
上

・
・

・
ａ

鋼
矢

板
の

か
み

合
わ

せ
等

不
良

部
分

が
な

い
。

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
床

付
け

面
の

仕
上

げ
が

よ
い

。
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

該
当

１
項

目
以

下
・

・
・

ｄ

　

：
理

由

：
理

由

：
理

由

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
職

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
職

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

ａ
ａ

'
ｂ

ｂ
'

　

①
設

置
し

た
仮

設
材

の
変

位
や

沈
下

等
を

毎
日

点
検

し
て

お
り

、
そ

の
記

録
が

確
認

で
き

る
。

①
搬

入
し

た
仮

設
材

の
劣

化
度

の
チ

ェ
ッ

ク
状

況
が

写
真

等
で

確
認

で
き

る
。

②
写

真
等

で
仮

設
材

に
そ

り
、

ゆ
が

み
、

傷
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

周
辺

環
境

（
騒

音
・

振
動

・
地

盤
変

動
等

）
に

配
慮

し
た

施
工

方
法

で
実

施
し

て
い

る
。

①
床

付
け

面
の

隅
に

地
下

水
処

理
の

窯
場

を
設

け
て

常
時

排
水

処
理

し
な

が
ら

、
床

付
け

面
を

ド
ラ

イ
施

工
で

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
対

象
法

令
基

準
値

（
騒

音
・

振
動

）
を

満
足

し
た

施
工

レ
ベ

ル
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
施

工
記

録
等

か
ら

確
認

で
き

る
。

①
土

留
め

矢
板

や
杭

等
の

設
置

が
、

出
来

形
展

開
図

な
ど

よ
り

必
要

根
入

れ
長

を
確

保
で

き
て

い
る

の
が

確
認

で
き

る
。

②
仮

設
材

設
置

周
辺

地
盤

の
沈

下
や

水
平

変
位

が
、

管
理

基
準

許
容

レ
ベ

ル
内

を
維

持
し

な
が

ら
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

施
工

記
録

等
か

ら
確

認
で

き
る

。
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別
紙

－
４

出
来

形
及

び
品

質
の

ば
ら

つ
き

の
考

え
方

［
管

理
図

の
場

合
］

（
上

・
下

限
値

が
あ

る
場

合
）

（
下

限
値

の
み

の
場

合
）

※
上

表
は

右
図

の
場

合
［

度
数

表
ま

た
は

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

の
場

合
］

ば
ら

つ
き

が
小

さ
い

ば
ら

つ
い

て
い

る
ば

ら
つ

き
が

大
き

い

1
0

0
0

9
9

7

1
7

0
0

1
3

6
0

規
格

値
の

±
8

0
%

以
内

の
デ

ー
タ

数

規
格

値
の

±
5

0
%

以
内

の
デ

ー
タ

数

規
格

値
の

±
8

0
%

以
内

の
デ

ー
タ

数

規
格

値
の

±
5

0
%

以
内

の
デ

ー
タ

数

法
面

の
ば

ら
つ

き

天
端

の
ば

ら
つ

き

規 格 値

規 格 値

規
格

値

規
格

値

設
設

計
値

50％50％

80％80％

①
ば

ら
つ

き
が

5
0
％

以
下

と
判

断
で

き
る

例

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規
格

値

規
格

値

設
設

計
値

50％50％

80％80％

①
ば

ら
つ

き
が

5
0
％

以
下

と
判

断
で

き
る

例

規
格

値

設
設

計
値

50％

80％80％

下
限

値
を

規
定

50％

仮
想

の
上

限
値

規
格

値

設
設

計
値

50％

80％80％

上
限

値
を

仮
定

下
限

値
を

規
定

50％

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規
格

値

規
格

値

設
設

計
値

50％50％

80％80％

②
ば

ら
つ

き
が

8
0
％

以
下

と
判

断
で

き
る

例
③

IC
T

活
用

工
事

の
例

出
来

形
合

否
判

定
総

括
表

の
分

布
図

や
計

測
点

の
個

数
に

よ
り

ば
ら

つ
き

を
判

断

ば
ら

つ
き

が
5
0
%
以

下
と

判
断

で
き

る
例
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（
1
 /

 4
 ）

　
　

　
　

別
紙

－
５

　
①

1
.
工

事
名

2
.
工

期

3
.
施

工
業

者

①
「

施
工

プ
ロ

セ
ス

」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
案

)
は

、
共

通
仕

様
書

、
契

約
書

等
に

基
づ

き
、

施
工

に
必

要
な

プ
ロ

セ
ス

が
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
か

を
監

督
職

員
等

が
確

認
す

る
。

②
チ

ェ
ッ

ク
欄

で
は

、
書

類
も

し
く

は
現

場
等

で
確

認
し

た
月

日
、

及
び

そ
の

内
容

を
 
O
K
で

あ
れ

ば
□

に
レ

マ
ー

ク
を

記
入

し
、

O
K
で

な
け

れ
ば

、
備

考
欄

に
指

示
事

項
や

是
正

状
況

等
を

記
録

す
る

。

③
用

語
の

定
義

に
つ

い
て

は
、

契
約

後
：

当
初

契
約

後
　

変
更

後
：

工
期

内
に

行
う

契
約

変
更

後
と

す
る

。

④
確

認
項

目
及

び
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
該

当
の

有
無

に
つ

い
て

は
、

該
当

の
場

合
は

○
印

、
該

当
外

の
場

合
は

×
印

を
付

け
る

。

備
考

着
手

前
完

成
時

（
指

示
事

項
及

び
そ

の
是

正
状

況
等

)

○
契

約
工

程
表

(
1
0
/
3
1
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
工

事
カ

ル
テ

(
1
1
/
7
)

(
4
/
2
)

(
5
/
1
0
)

(
8
/
2
1
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
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○

該
当

無
し

(
特

記
記

載
無

し
)

・
竣

工
確

認
時

・
工

事
安

全
点

検
時

・
工

事
安

全
点

検
時

・
竣

工
確

認
時

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

事
務

所
名

：

現
場

監
督

員
名

：

○

考 査 項 目

細 別
確

認
項

目
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

一
覧

表

該 当 有 無

チ
ェ

ッ
ク

時
期

（
指

示
事

項
)

施
工

中

・
契

約
締

結
の

１
４

日
以

内
に

、
契

約
工

程
表

が
提

出
さ

れ
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

契
約

後
、

変
更

後
)

　 Ⅰ 　 施 　 工 　 体 　 制 　 一 　 般

　 Ⅰ 　 施 　 工 　 体 　 制

・
工

事
途

中
及

び
検

査
時

の
品

質
確

認
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

所
定

の
様

式
に

よ
り

提
出

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

検
査

の
前

等
)

○

・
事

前
に

監
督

職
員

の
確

認
を

受
け

、
契

約
締

結
後

等
の

１
０

日
以

内
に

登
録

機
関

に
申

請
し

た
。

　
　

　
　

　
　

（
契

約
後

、
変

更
後

、
完

成
前

)

・
品

質
証

明
員

の
資

格
（

身
分

及
び

経
歴

)
が

適
正

で
あ

る
。

ま
た

、
品

質
証

明
員

に
関

す
る

資
料

を
書

面
で

提
出

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

契
約

後
、

変
更

後
)

○

・
掛

金
収

納
書

の
写

し
を

契
約

締
結

後
１

ヶ
月

以
内

に
提

出
し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

（
契

約
後

、
増

額
変

更
後

)

・
「

建
設

業
退

職
金

共
済

制
度

適
用

事
業

主
工

事
現

場
」

の
標

識
が

現
場

に
掲

示
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
、

１
回

程
度

)

・
品

質
証

明
は

、
出

来
形

、
品

質
及

び
写

真
管

理
等

、
工

事
全

般
に

わ
た

り
適

切
（

数
量

も
含

む
)

に
実

施
し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
品

質
証

明
実

施
時

)

○

・
施

工
体

制
台

帳
を

現
場

に
備

え
付

け
ら

れ
、

か
つ

同
一

の
も

の
を

提
出

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
)

○

・
施

工
体

制
台

帳
に

下
請

契
約

書
（

写
)
及

び
再

下
請

負
通

知
書

を
添

付
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
の

当
初

、
変

更
時

)
○

・
施

工
体

制
台

帳
及

び
添

付
書

類
の

「
社

会
保

険
等

加
入

状
況

」
に

、
加

入
ま

た
は

適
用

除
外

と
記

載
し

て
い

る
。

　
(
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
)

※
平

成
2
6
年

5
月

1
6
日

付
け

通
知

、
「

発
注

者
と

建
設

業
所

管
部

局
が

連
携

し
た

建
設

業
者

の
社

会
保

険
等

未
加

入
対

策
に

つ
い

て
」

に
基

づ
く

確
認

○

・
労

災
保

険
関

係
の

項
目

が
現

場
の

見
や

す
い

場
所

に
掲

示
さ

れ
て

い
る

か
？

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

契
約

後
、

１
回

程
度

)
○

・
建

設
業

退
職

金
共

済
証

紙
の

配
布

を
受

払
簿

等
に

よ
り

適
切

に
管

理
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

契
約

後
、

適
宣

)
○

・
契

約
締

結
後

１
４

日
以

内
に

、
所

定
の

書
式

で
提

出
し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
契

約
後

、
変

更
後

)
○

・
竣

工
確

認
時

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時

○ ○

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時
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/
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□
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□
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業
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/
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□
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□
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□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
○

現
場

技
術

者
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
○

下
請

負
の

把
握

(
1
/
2
8
)

(
4
/
1
0
)

(
7
/
8
)

(
8
/
2
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
 
1
回

□
 
2
回

□
 
3
回

□
 
4
回

□
□

□
□

□
□

□
□

□

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時

チ
ェ

ッ
ク

時
期

（
指

示
事

項
)

施
工

中

・
工

事
安

全
点

検
時

・
施

工
体

系
図

を
現

場
の

工
事

関
係

者
及

び
公

衆
の

見
や

す
い

場
所

に
掲

げ
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
)

○

・
施

工
体

系
図

に
記

載
の

な
い

業
者

が
作

業
し

て
い

な
い

。
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

　
１

回
／

月
程

度
)

○

・
施

工
に

先
立

ち
、

創
意

工
夫

ま
た

は
提

案
を

持
っ

て
工

事
を

進
め

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
工

事
安

全
点

検
時

・
現

場
技

術
員

と
の

対
応

が
適

切
で

あ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
工

事
安

全
点

検
時

・
現

場
に

常
駐

し
て

い
た

。

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
　

１
回

／
月

程
度

)
○

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時

・
施

工
計

画
や

工
事

に
係

る
工

程
、

技
術

的
事

項
を

把
握

し
、

主
体

的
に

係
わ

っ
て

い
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

、
打

合
せ

時
)

○

・
工

事
安

全
点

検
時

・
資

格
者

証
の

内
容

を
確

認
し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
着

手
前

)
○

・
施

工
体

系
図

に
記

載
さ

れ
て

い
る

主
任

技
術

者
及

び
施

工
計

画
書

に
記

載
さ

れ
て

い
る

技
術

者
が

本
人

で
あ

る
。

　
（

施
工

時
の

当
初

、
変

更
時

)
○

・
下

請
負

者
が

沖
縄

県
の

工
事

指
名

競
争

参
加

資
格

者
で

あ
る

場
合

に
は

、
指

名
停

止
期

間
中

で
は

な
い

。
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時

考 査 項 目

細 別
確

認
項

目
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

一
覧

表

該 当 有 無

　 Ⅰ 　 施 　 工 　 体 　 制

・
現

場
代

理
人

は
、

監
督

職
員

と
の

連
絡

調
整

及
び

対
応

を
書

面
で

行
っ

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宜

)
○

・
専

門
技

術
者

を
専

任
し

、
配

置
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

（
施

工
計

画
時

、
施

工
時

適
宣

)
○

・
建

設
業

許
可

を
受

け
た

こ
と

を
示

す
標

識
を

公
衆

の
見

や
す

い
場

所
に

設
置

し
、

監
理

技
術

者
を

正
し

く
記

載
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
、

１
回

程
度

)
○

・
現

場
代

理
人

は
、

現
場

に
常

駐
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
　

１
回

／
月

程
度

)
○

・
配

置
予

定
技

術
者

、
通

知
に

よ
る

監
理

技
術

者
施

工
体

制
台

帳
に

記
載

さ
れ

た
監

理
技

術
者

と
監

理
技

術
者

証
に

記
載

さ
れ

た
技

術
者

及
び

本
人

が
同

一
で

あ
っ

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
着

手
前

)

○

・
作

業
主

任
者

を
選

任
し

、
配

置
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

（
施

工
計

画
時

、
施

工
時

適
宣

)
○

・
元

請
負

人
が

そ
の

下
請

工
事

の
施

工
に

実
質

的
に

関
与

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

の
当

初
、

変
更

時
)

○

・
工

事
安

全
点

検
時

・
施

工
体

制
台

帳
提

出
時

・
工

事
安

全
点

検
時

90
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3
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別
紙

－
５

　
①

1
.
工

事
名

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

備
考

着
手

前
完

成
時

（
指

示
事

項
及

び
そ

の
是

正
状

況
等

)

○
設

計
図

書
の

照
査

(
1
1
/
2
0
)

(
1
1
/
3
0
)

(
1
2
/
6
)

(
1
2
/
2
6
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
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/
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/
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/
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等
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□
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□
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□

□
□
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□
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□

(
1
1
/
1
9
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(
5
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1
6
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5
/
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4
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7
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1
0
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(
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6
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/
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/
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/
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/
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(
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)
(
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)
(
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)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
施

工
計

画
書

(
1
1
/
1
2
)

(
3
/
7
)

(
5
/
8
)

(
7
/
4
)

(
　

/
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(
　

/
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/
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/
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□
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□
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/
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/
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□
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□
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□
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/
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□

□
□
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□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
施

工
管

理
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

・
工

事
材

料
管

理
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

・
出

来
形

(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
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)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

・
品

質
管

理
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
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)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
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)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
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)
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)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
○

現
場

環
境

改
善

費
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
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□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□

○
検

査
（

確
認

を
含

(
1
1
/
2
6
)

(
1
2
/
2
1
)

(
2
/
8
)

(
3
/
2
6
)

(
4
/
8
)

(
5
/
2
1
)

(
6
/
2
9
)

(
7
/
1
7
)

(
8
/
2
6
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

　
む

)
及

び
立

ち
会

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　

い
等

の
調

整
(
1
/
1
0
)

(
7
/
1
7
)

(
7
/
2
5
)

(
7
/
2
6
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
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)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
○

工
事

の
着

手
(
1
0
/
3
1
)

□
○

支
給

品
及

び
貸

与
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
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)
(
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)
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)
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)
(
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)
(
　

/
　

)

　
品

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□

○
建

設
副

産
物

及
び

(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

　
建

設
廃

棄
物

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□

(
1
1
/
1
2
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□

○
指

定
建

設
機

械
類

(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

　
の

確
認

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□

　 Ⅰ 　 施 　 工 　 管 　 理

　 Ⅱ 　 施 　 工 　 状 　 況

・
工

事
安

全
点

検
時

・
記

載
内

容
（

作
業

手
順

等
)
と

現
場

施
工

体
制

が
一

致
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
工

事
安

全
点

検
時

・
施

工
（

変
更

を
含

む
)
に

先
立

ち
、

提
出

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

着
手

前
、

変
更

時
)

○

・
契

約
書

第
１

８
条

第
１

条
第

１
号

か
ら

第
５

号
に

係
わ

る
設

計
図

書
の

照
査

を
行

っ
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
（

着
手

前
、

施
工

時
適

宣
)

○

・
現

場
と

の
相

違
事

実
が

あ
る

場
合

、
そ

の
事

実
が

確
認

で
き

る
資

料
を

書
面

に
よ

り
提

出
し

て
確

認
を

受
け

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

（
着

手
前

、
施

工
時

適
宣

)
○

・
協

議
簿

提
出

時

・
記

載
内

容
と

現
場

施
工

方
法

と
一

致
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
2
回

/
月

程
度

の
頻

度
で

確
認

・
品

質
管

理
確

保
の

た
め

の
対

策
な

ど
施

工
に

関
す

る
工

夫
を

書
面

で
確

認
で

き
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
日

常
の

出
来

形
、

品
質

管
理

が
書

面
に

い
確

認
で

き
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

○

・
工

事
材

料
の

資
料

の
整

理
及

び
確

認
が

さ
れ

管
理

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
再

生
資

源
利

用
計

画
書

及
び

再
生

資
源

利
用

促
進

計
画

書
を

所
定

の
様

式
に

基
づ

き
作

成
し

、
施

工
計

画
書

に
含

め
提

出
し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
当

初
施

工
計

画
書

・
指

定
建

設
機

械
（

排
出

ガ
ス

対
策

型
・

低
騒

音
型

・
低

振
動

型
建

設
機

械
)
を

使
用

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

、
１

回
程

度
)

○

・
工

事
安

全
点

検
時

考 査 項 目

細 別
確

認
項

目
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

一
覧

表

該 当 有 無

チ
ェ

ッ
ク

時
期

（
指

示
事

項
)

施
工

中

・
現

受
領

予
定

１
４

日
前

ま
で

に
品

名
、

数
量

、
品

質
、

規
格

又
は

性
能

を
記

し
た

要
求

書
を

提
出

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
適

宣
)

×

・
特

記
仕

様
書

等
に

定
め

ら
れ

た
事

項
や

独
自

の
取

り
組

み
又

、
地

域
等

よ
り

評
価

さ
れ

る
も

の
が

あ
る

。
　 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
記

載
内

容
が

、
設

計
図

書
・

現
場

条
件

等
を

反
映

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

着
手

前
、

変
更

時
)

・
請

負
者

は
、

産
業

廃
棄

物
管

理
表

（
マ

ニ
ュ

フ
ェ

ス
ト

)
に

よ
り

適
正

に
処

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
監

督
職

員
に

提
示

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
契

約
後

、
３

０
日

以
内

に
工

事
に

着
手

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

着
手

前
)

○

・
監

督
員

の
立

ち
会

い
に

あ
た

っ
て

、
あ

ら
か

じ
め

立
会

願
を

提
出

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
段

階
確

認
の

確
認

時
期

が
、

適
切

で
あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

91



（
4
 /

 4
 ）

　

別
紙

－
５

　
①

1
.
工

事
名

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

備
考

着
手

前
完

成
時

（
指

示
事

項
及

び
そ

の
是

正
状

況
等

)

○
工

程
管

理
(
1
2
/
3
)

(
1
/
7
)

(
2
/
4
)

(
3
/
1
)

(
4
/
1
)

(
4
/
2
6
)

(
6
/
3
)

(
7
/
5
)

(
8
/
2
)

(
9
/
6
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
1
1
/
1
9
)

(
5
/
1
6
)

(
5
/
2
4
)

(
7
/
1
0
)

(
9
/
6
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
○

安
全

活
動

(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
○

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

の
指

導
事

項
の

処
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

理

○
関

係
機

関
等

(
　

/
　

)
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

(
　

/
　

)
(
3
/
2
2
)

(
6
/
2
6
)

(
1
0
/
4
)

(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)
(
　

/
　

)

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

・
フ

ォ
ロ

－
ア

ッ
プ

等
を

実
施

し
、

工
程

の
管

理
を

行
っ

て
い

る
。

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
履

行
報

告
書

・
現

場
条

件
変

更
へ

の
対

応
、

地
元

調
整

を
積

極
的

に
行

い
、

そ
の

結
果

を
書

類
で

提
出

し
た

。
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
協

議
簿

提
出

時

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
店

社
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

、
記

録
が

あ
る

。

　
（

施
工

時
　

１
回

程
度

)
○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
安

全
・

訓
練

等
を

実
施

し
、

記
録

が
あ

る
。

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
作

業
員

の
休

日
の

確
保

を
行

っ
た

記
録

が
整

理
さ

れ
て

い
る

。
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
竣

工
確

認
時

・
災

害
防

止
協

議
会

を
設

置
し

、
活

動
記

録
が

あ
る

。
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

Ⅱ 施 工 状 況

Ⅱ 工 程 管 理 Ⅲ 安 全 対 策

考 査 項 目

細 別

・
地

元
住

民
等

と
の

施
工

上
必

要
な

交
渉

、
工

事
の

施
工

に
関

し
て

の
苦

情
対

応
を

適
切

に
行

い
、

記
録

が
あ

る
。

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

確
認

項
目

○

・
関

係
官

公
庁

の
関

係
機

関
と

の
折

衝
及

び
調

整
を

し
た

記
録

が
あ

る
。

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
保

安
施

設
等

の
整

理
・

設
置

・
管

理
が

的
確

で
あ

り
記

録
が

あ
る

。
　

　
　

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
山

留
め

、
仮

締
切

等
の

設
置

後
の

点
検

及
び

管
理

の
記

録
が

あ
る

。
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

・
足

場
や

支
保

工
の

組
立

完
了

時
や

使
用

中
の

点
検

及
び

管
理

が
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
に

よ
り

実
施

さ
れ

、
記

録
が

あ
る

。
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)
○

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
一

覧
表

該 当 有 無

チ
ェ

ッ
ク

時
期

（
指

示
事

項
)

施
工

中

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
重

機
操

作
で

誘
導

員
配

置
や

重
機

と
人

と
の

行
動

範
囲

の
分

離
措

置
が

な
さ

れ
た

点
検

記
録

等
が

あ
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
施

工
時

適
宣

)

・
隣

接
工

事
又

は
施

工
上

密
接

に
関

連
す

る
工

事
の

請
負

業
者

と
相

互
に

協
力

を
行

っ
て

い
る

記
録

が
あ

る
。

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
各

種
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

で
の

指
導

事
項

や
是

正
事

項
に

つ
い

て
、

速
や

か
に

改
善

を
図

り
、

か
つ

関
係

者
に

是
正

報
告

し
た

記
録

が
あ

る
。

　
（

施
工

時
適

宣
)

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
安

全
巡

視
、

Ｔ
Ｂ

Ｍ
、

Ｋ
Ｙ

等
を

実
施

し
、

記
録

が
あ

る
。

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
過

積
載

防
止

に
取

り
組

ん
で

い
る

記
録

が
あ

る
。

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
新

規
入

場
者

教
育

を
実

施
し

、
記

録
が

あ
る

。

　
（

施
工

時
適

宣
)

○

・
工

事
安

全
点

検
及

び
竣

工
確

認
時

・
使

用
機

械
、

車
両

等
の

点
検

整
備

等
が

管
理

さ
れ

、
記

録
が

あ
る

。
　

（
施

工
時

　
１

回
/
月

程
度

)

○
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